
拠点
開講機関）

ず、事業者の自主管理の取組みも十分とは言えない。リスク
の実践と経験による知恵の蓄積 の３段階が考えられ

スク評価（演習）の講義では、②のモデル実
②を実施するにはどうしたら

東京・お茶の水女子大学
（知の市場)

２０１4年度後 　　知の市場（ ）期 シラバス 新規

科目No. 共催講座 UT１１４ 科目名 化学物質リスク評価 副題 必要な情報やデータをどう入手し活用するか

連携機関名 花井リスク研究所 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（

木曜日１８：３０～２０：３０

科目概要(300字)

1992年のリオ環境サミットでリスクに基づく意思決定が打ち出されてから20年が経過した。しかしリスクの考え方が日本の社会に根付いているとは言え
に基づく管理を実践するための人材育成には、単純に整理すると、①教科書と講義による原理の理解、 ②モデルシナリオ・システムを使った実習、 ③現場で
る。①はすでに多くの人材育成システムがあり修了者も多いが、それだけでは、ボールもバットもなしに野球の原理を学ぶことに近い。2015年度開講予定の化学物質リ
習でボールとバットを使いこなす力をつけることを目指す。2014年度は先ず、化学物質のリスクの評価と管理の概念を解説しつつ、③の実践のためには何が必要か、限られた時間で
よいかを論じる。参加者の質問や意見を期待する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに 1 概論：講義の全体像
本科目の狙いと全体像の把握のために、化学物質の総合安全管理におけ
本的な概念とトピックスから成る。

るリスク評価と管理の考え方の概要を述べる
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問題の設定

2 求められるもの

「リスク」の考え方、なぜ「リスク」なのか、ハザード評価とリスク評価のちが
要である。化学物質のリスクにも、ヒト健康（H)、環境生態（E)、プロセス安

評価することが求められる。化審法改正、REACH、TSCA見直し等の国内

いを議論する。リスクとベネフィットのバランスが重
全（S)等の多くの問題があり、状況に応じて幅広く

外の動向を述べる。

3 シナリオのいろいろ

評価する状況を、だれが、なんのために、なにを評価し、どう判断し、結果を
わゆるシナリオである。米国スーパーファンド法でのリスク評価、欧州リスク
事例で具体的な内容を理解する。

どう使うのか等の観点で記述する必要がある。い
評価報告書、日本の詳細リスク評価書、その他の

有害性評価

4 ヒト健康影響

化学物質は急性毒性から発がん性等まで多種多様な有害影響を及ぼす可
関係を定量的に求める必要がある。いわゆる閾値ありモデルと閾値なしモ
報の不完全さを補うための不確実性係数Uncertainty Factorの問題があ

能性をもつ。リスク評価には、量と反応の大きさの
デルがある。動物データからヒトへの外挿には、情
る。

5 環境生態影響

環境生態系としてなんのためになにを評価するのかがポイントである。評価
評価することが基本であるが、一般的には、藻類・ミジンコ・魚類の水生生物

対象の生態系に生息する動植物に対するリスクを
の試験データで代表させることが多い。

6 データ予測

リスク評価には多種多様な有害性に関するデータが必要であり、実験・検索
ならない。定量的構造活性相関解析QSARに代表される各種の予測・推算
の適用範囲 精度 検証の程度等に留意して使いこなす必要があるの適用範囲、精度、検証の程度等に留意して使いこなす必要がある。

・予測のデータ入手手法をフルに活用しなければ
モデルが提案されている。目的に応じて、モデル

暴露評価

7 暴露評価の重要性
「リスク＝有害性×暴露」という概念はゆきわたったが、暴露評価が看過され

が多い。発生源から、各種媒体を経由してレセプター(影響を受けるヒトある
影響が発現する可能性を評価することが重要である。

有害性評価のみで安全か否かが議論されること

いは環境)に至る動態を定量的に把握して、有害

8 直接暴露：作業者・消費者

発生源と影響を受けるヒトとの時間的・空間的関係が明示的な暴露であり
る。作業者暴露に関しては、欧州での評価モデルの変遷の経緯：EASE→

者暴露に関して、オランダのConsExpoを紹介する。

お茶の水女
子大学

花井 荘輔 花井 荘輔 花井リスク研究所

、室内での作業者あるいは消費者の暴露が相当す
TRA→ Stoffenmanager→ARTを紹介する。消費

9 間接暴露：環境経由
環境中に出た化学物質は、数多くの環境媒体(大気・水・土・その他)を経て

布・分配・分解のシミュレーション、暴露媒体中濃度から体内への経路(吸入
体モデルと多媒体モデルを紹介する。

レセプターに至る。排出量の推定、環境中での分

・経口・経皮)別取込み推定が必要である。単一媒

リスクの判定と管

10 リスクの判定

有害性と暴露量の値からリスクを定量的に表現し、判定の基準値(クライテ

有害性の程度の比HQ(ハザード比)が用いられることが多い。閾値なし発が
のような確率で表現される。

リア)と比較する。リスクの指標としては、暴露量と

んリスクは生涯の発現確率10－5(10万人にひとり)

理

11 リスクの管理

リスクの指標とクライテリアの大小を比較して、リスクの受容・削減・回避・移
の他に、各種のプロセス内技術・終端処理技術等が議論される。CEFICの
ベース等を紹介する。

転等を検討する。リスク削減手段としては、法規制
RMMs(Risk Management Measures)データ

12 不確実性評価
リスク評価に用いるデータには、ヒト集団の体重データのような本質的なバ

デル・データに関する知識・情報の不足による不確実性（Uncertainty）と
えば、モンテカルロ法－を述べる。

ラつきによる変動性(Variability）と、シナリオ・モ

がある。 これらを定量的に表現し解析する手法－例

13 リスクベネフィット解析

リスクに基づく意思決定に際しては、リスクとベネフィットのバランスを考慮し
フィットの増大には、各種のコストも関係するので解析は複雑である。いわゆ
理し、事例を紹介する。

なければならない。リスクの削減、あるいはベネ
るSEA（社会経済性分析）のいくつかの観点を整

まとめ

14 シミュレーションの重要性

「リスクとは将来の問題である」という意見もある。予想されるシナリオにつ
ることが重要である。化学物質のリスク評価のそれぞれの局面における各
実習のイメージを具体化する。

いて各種のシミュレーションを実施して見通しを立て
種シミュレーションモデルをまとめ、次期のモデル

15 まとめ

「リスクに基づく意思決定」は、化学物質管理の問題に限られるわけではな
を簡単に求めることが困難な状況では、利害関係者が情報とデータに基づ
証法（正→反→合）的合意形成を追及する必要がある。

く、社会生活全般の意思決定にあてはまる。正解
く意見交換(キャッチボール)による対話を通した弁



拠点
開講機関）

藤田　千絵

とはどのようなことか。リスクを解析する科学的な手法をはじ
る情報に触れる

東京・四谷（１）主婦連
（主婦連合会、製品評価技術基盤機構）

製品評価技術基盤機構

理

村田　麻里子

米野　洋平

製品評価技術基盤機構

製品評価技術基盤機構

２０１4年度前 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座FT125 科目名 化学物質総合管理特論 副題 化学物質に関するリスク評価とリスク管理の基礎知識

連携機関名
主婦連

製品評価技術
合会
基盤機構

水準 基礎 教室定員 40 配信定員 0 講義日時
（

火曜日１８：３０～２０：３０

科目概要(300字)
化学物質のリスク評価、リスク管理は、安全で安心できる社会の実現に不可欠である。化学物質のリスクとは何か。そのリスクを評価、管理する
め、その背景となっている考え方、化学物質管理制度、諸外国の状況などにも言及しつつ化学物質のリスク評価の全体像を解説する。また、化学物質評価の具体事例や化学物質管理に関す
とともに、適切な化学物質管理に重要なリスクコミュニケーション手法等についても解説する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

総論

1 化学物質とリスクの考え方
リスクとは何か。ISO31000によれば、リスクの意味は危険性と必ずしも
釈すると同時に、リスクの大小、リスクの種類による受容性、リスクを理
解釈を行ない、化学物質のリスクを考える導入部とする。

同一では
解した行

クを伴う。リス
例を紹介す

踏まえた国際

ない。日常生
動を取る困

にしている。
このような化
明する。

、条約をは

に、法にお
方法につい

学物質の暴
ことに起因す

手段として
を平易に解

有害性情報
しているeCh
。

必要な試験
る

て解説する

解を促進す
ンの基本的

する制度で
組みである

を適切に推
れている。化
る。

汚染する化
する。

クとベネフ
る。

的な化学物

活におけ
難さなど、で

他方、化学
学物質を適

じめとする

ける化学物
て解説する

露以外に
る暴露評価

、近年OECD
説すると共に

がJ-CHEC
emPortalで

方法につい

。また、暴露

ることが不
な考え方や

あり、行政・
。すでに9年

定する必要
学物質の

学物質の

る各種リスク
きるだけ幅 4月8日 安井　至

製品評価技術基盤機構
理事長

を解
広い

2
化学物質の
リスクとベネフィット

化学物質は人間社会に多くのベネフィットを齎すが、利用の仕方によっ
が重要である。定量的な評価は難しいが、評価の基本的な考え方を解

てはリス
説し具体

ィットのバラ
4月15日 花井　荘輔 花井リスク研究所

ンス

日本の
化学物質管理政

3 化学物質管理政策
色々な化学物質が、その有用性のため身の回りに利用され、生活を快
く、多様性を有し、人や環境に与える影響が十分に分かっていないもの
全と安心を確保するのが化学物質管理政策である。基本的な考え方や

適なもの
も多い。
特徴を説

物質は種類
切に管理し 4月22日 辻　信一

名古屋大学
グリーンモビリティ連携研
究センター

が多
、安

策
4 化審法の運用とその概要

化審法の運用における基本的考え方について、法律の概要とともに解
質区分の仕方、事業者と国の役割分担、法に基づく各種届出とその情

説する。特
報の活用

質の定義や
。 5月13日 大西　洋平

製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
リスク評価課 先導評価支援室

物

海外の
化学物質管理政

5 欧米の化学物質管理
OECDにおける化学品管理政策の国際的調和に向けた取組やアジェン
組及びそれらを踏まえた欧米諸国の動向について概説する

ダ２１を 質管理へ
5月20日

5月27日

の取

策
6

アジア諸国の
理

化学物質管 近年、急速な経済発展を遂げているアジア諸国における化学物質管理
よびそれらを踏まえたアジア諸国の動向等について概説する。よびそれらを踏まえたアジア諸国の動向等について概説する。

への取組
町田　宏之

化学物質管理センター
情報業務課国際的な枠組、お

リスク評価

7
化学物質を
方法

評価する試験 化学物質の毒性や生物蓄積性、生分解性など化学物質のリスクを評価
もにそれらの試験結果がどのようにリスク評価に生かされるのかにつ

する上で
いて説明す

て説明する
6月3日 坂口　正之

日本化粧品工業連合会
常務理事
（元製品評価技術基盤機

とと

8
有害性評価
（ヒト健康影響）

化学物質のヒトでの安全性を評価するには、ヒトにおける毒性発現の種
実験動物を用いた安全性試験を行い、その結果に基づいたヒトへの外
機序や臓器特異性、種特異性を踏まえた一日摂取量の誘導法を中心

類と強さ
挿が行わ
に説明す

がある。通
主な毒性、 6月10日 長谷川　隆一

製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
安全審査課

安井　至
常は
発現

主婦連合会
会議室

（主婦会館

9
有害性評価
（生態影響）

化学物質の環境中生物への影響とその評価方法について解説する。
の試験方法、生物群集に及ぼす間接影響の実際とその評価方法につ

特に水界を
いて解説

毒性の実態
6月17日 高橋　宏和

ライオン
研究開発本部
環境・安全性評価センター

とそ

内）

10 構造活性手法の活用
構造活性相関手法（QSAR）は、化学物質の有害性試験データ不足を
利用推進を目的とした活動が活発化している。QSARによる有害性予測
物質管理における利用方法や、最近の国際的な取組について紹介す

補うための
のしくみ

る。

等において
、各国の化 6月24日 櫻谷　祐企

製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
安全審査課

その
学

11
化学物質の
暴露評価とリスク評価

暴露評価の基本的な考え方と、環境経由の暴露評価とリスク評価の方
理との関係についても触れる。

法につい 評価とリス
7月1日

7月8日

ク管

12 消費者製品のリスク評価
化学物質のリスク評価において、大気、水、土壌などの一般環境経由
者製品を使用する事での暴露も考える必要がある。この消費者製品を
解説し、実際にどのようなリスク評価が行われているのかの事例を紹介

における化
使用する
する。

光崎　純
も、身近な消費

方法について

化学物質管理センター
リスク評価課

化学物質管理各論 13 化学物質に関する情報
化学物質管理は世界で進められている。日本では、化審法において点
制・有害性情報がCHRIPから公開されている。また、OECDが開発し無
害性情報を一元的にデータ収集することができる。データ収集方法等

検された
料で提供
を解説する

Kから、各国
は世界各国 7月15日 高橋　成明

製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
情報業務課

の規
の有

ＰＲＴＲ制度と
リスクコミュニケー

14 ＰＲＴＲ制度の役割
PRTR制度は、事業者からの化学物質の排出に関する情報を国が集計
表された情報を元に、地域全体の化学物質の排出を削減することを目
あり、PRTR制度が果たした役割について解説する。

して公表
指した仕

企業・市民
分の公表結 7月22日

7月29日

が公
果が

ショ

15 リスクコミュニ
ン

ケーション
社会全体で化学物質を適正に管理するためには、関係者間で情報を
を実現する手法の一つがリスクコミュニケーションである。リスクコミュニ
について解説する。

共有し、理
ケーショ 松崎　寿

化学物質管理センター
リスク管理課可欠であり、それ

その手法、事例



拠点
開講機関）

ーソンが著書「サイレント・スプリング」（1962）において殺虫
日本では新規農薬のリスク評価・管理の制度が整備された。

並びに、農薬のリスク管理のための国際

東京・日本橋室町
（三井不動産、お茶大LWWC増田研）

三井別館

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座ＧＴ131 科目名 農薬総合管理a 副題  農薬のベネフィットとリスクの総合管理の実際

連携機関名
化学生物総合

  化学物質総合経

管理学
営教育研

会
究会

水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（

水曜日１８：３０～２０：３０

科目概要(300字)

農薬には殺虫剤、殺菌剤、除草剤、植調剤などがあり、主に農作物を病害虫や雑草などから保護する目的に使用されている。かつて、レイチェル・カ
剤DDTの広範囲の使用に伴う環境汚染や野生生物への影響などの諸問題を指摘した。それを契機に、米国では環境保護庁（EPA）が設立され、
農薬のベネフィットとリスクの考え方、新農薬の研究開発、効果的な安全使用、環境生態系と人の健康への影響の評価、環境及び農産物・食品における残留の実態、
的取組みなどについて理解を深める。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

概論

1 環境毒性学
パラケルスス（1493-1541）は「全ての物質は毒である。毒でないものは
述べている。環境毒性学の立場からレイチェル・カーソンが指摘した殺
する。それを基にリスク評価を論じる。

何もない
虫剤DDT

。正しい投与
の環境汚染

残留農薬が
あることを

出しなければ

のシステム
薬取締法が

量が毒と薬
や生態系影

検出される
解説し、国際

ならない。

と登録に必
改正された

を区別する
響の実態を 10月1日

10月8日

10月15日

10月22日

10月29日

11月5日

。」と
検証

2 ベネフィットとリスク
農薬は作物保護の目的に使用され、また、殺虫剤は防疫薬として使用
糧の汚染、残留農薬の人の健康と生態系への影響について、ベネフィ
る。

される。それらの効果並びに使用に伴う環境と食
ットとリスクのバランスや総合管理の基本を論じ

研究開発と効率
用

3 研究開発
天然物や合成化合物の多数について、バイオアッセイに基づくスクリー
補の圃場試験、各種毒性試験、代謝・分解、残留分析、製造工程や製
する。併せて、効果的安全使用技術を開発する。こうした農薬の研究開

ニングによって候補化合物を選定する。選定候
剤の開発を経て用途を確立して新規農薬を登録
発過程を紹介する。

的使
4 殺虫剤

殺虫剤の化学、作用機構、選択毒性及び抵抗性、新規製剤と施用方法
御剤の開発など、最新の知見を含めて解説する。

早稲田大学　招聘研究員田代茂喜
、並びに、微生物殺虫剤、行動制御剤、生育制

5 殺菌剤
殺菌剤の化学、作用機構、抵抗性、製剤と施用方法、並びに、抗生物
剤などに関して解説する。

質、病原菌と植物の相互作用、病害抵抗性誘導

6 除草剤・植調剤
除草剤の化学、作用機構、選択性、浸透性、製剤と施用方法、並びに
索、植物代謝と新規除草剤、などについて解説する。索、植物代謝と新規除草剤、などについて解説する。

、植物成長制御剤、新規除草剤の作用点の探

法規制

7 農薬取締法と規制
農薬は、農薬取締法によって製造、流通、使用などが規制されている。
登録農薬の実態について紹介する。さらに、違法農薬の使用が発端に
行に伴う問題点とその対応について解説する。

農薬登録
なって農

要な各種試
が、改正法 11月12日

11月19日

11月26日

12月3日

験と
の施

8 食品衛生法と規制
農薬の作物残留性に起因する健康影響を未然に防止するため、食品
定方法及び平成18年5月に導入されたポジティブリスト制度を説明し、
る。

田代茂喜
１階

三井不動産
大会議室

衛生法で残留基準値が設定されている。その設
本制度導入後の作物残留に関する状況を解説す

環境影響評価 9 環境動態・残留
使用された農薬は土壌・水系・大気などに拡散し、その後、分解消失す
農薬の動態と残留実態を、環境要因、農薬特性等との関連から検証す

会議室1
上路雅子 日本植物防疫協会

るが、一部は環境中に蓄積する。環境における
る。

生態系影響評価 10 生態影響評価
過去には防除対象外の非標的生物に有害性を発現する農薬があった
産動植物の被害防止に係わる農薬の登録保留基準」を設定する作業
定方法について解説する。

。生態系に及ぼす農薬影響を抑制するため、「水
が行われている。生態リスクの考え方と基準の設

残留農薬実態調

11
食品中残留
法

農薬の分析方 食品中に残留する農薬の分析では、膨大な夾雑物の中から極微量の
的な構成、測定原理などについて概要を解説する。

農薬を検 分析手法の
12月10日

12月17日

12月24日

1月7日

基本

12
市販食品中
態

の農薬残留実 近年、様々な生鮮農産物が輸入され、国産食品とともに広く利用されて
視体制、残留実態について、食品別、農薬別の残留状況の違いなどを

東京都健康安全研究セン

いる。これら輸入食品、国産食品中の農薬の監
解説する。

査

13 調理加工と残存量
多くの農作物は、調理加工されて喫食される。農作物に残留した農薬
程における挙動、調理加工後の残存について、種々の実験データを基

高野伊知郎
ター

の残留部位、水洗、加熱調理などの調理加工工
に解説する。

14
食事からの農
ク評価

薬摂取とリス 実際にはどのぐらいの量の農薬が食事を通して摂取されているのか。
把握するための手法、農薬摂取量の現況について説明し、摂取状況を

最近の法違反状況とともに、摂取される農薬量を
踏まえた健康影響評価について解説する。

総合管理 15 国際協力
日本は食料の60％以上を輸入しており、輸入農産物にはしばしば基準
境を越えて移動することから、こうした諸問題への対応には国際協力が
検証する

を超える
不可欠で

。残留農薬
協力の現 1月14日 田代茂喜 早稲田大学　招聘研究員

は国
状を



拠点
開講機関）

どがあり、いずれも蚊媒介性疾病である。マラリアの死者
ることやピレスロイド殺虫剤を含有

生活を維持するために、不快害虫（nuisance insects）などを防
ドしてきた。防疫薬などの社会的役割、薬剤開発、使用

ドする防疫薬と害虫防除技術ー

大阪・千里山
（日本リスクマネジャネットワーク）

安部八洲男
大阪青山大学

住友化学

ャン
パス

第４学舎

住友化学

住友化学

住友化学

安部八洲男

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座ＪＫ１３１ 科目名ｂ  防疫薬総合管理 副題 身近な生活・環境害虫防除ー世界をリー

連携機関名  日本環境動物昆虫学会 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（

月曜日１８：１５～２０：１５

科目概要(300字)

熱帯病による死者は全世界で年間５００万人に達している。その最大の原因はマラリアで、その他にウエストナイル熱、日本脳炎、黄熱病、デング熱な
は毎年１５０万～２７０万人と報告されており、現在、WHOが中心となってマラリアの死者を半減させる運動を展開している。その手段としては、殺虫剤を家屋内に残留処理す
させた蚊帳などの使用でベクターである蚊を防除することである。一方、都市化が進み、風土病、熱帯病が減少した先進地域では人々の快適な
除することが不可欠になっている。これらの防除にはピレスロイドなどの安全な殺虫剤が使用されており、これらの薬剤開発では日本が常に世界をリー
技術の改良、安全性の確保および技術革新について解説する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

昆虫と人間生活

1 歴史を変えた昆虫たち
昆虫が地球上に現れたのは、約4億年前であり、ヒト（猿人）が誕生した
時から必然的に昆虫類と関わりなら生きてきた。ここでは、昆虫類が歴
例について述べ、昆虫と人間がこれまでにどのように関わってきたか

のは、約
史上偉大

を解説する

５００万年前
な人物や大
。

脳炎である
媒介する主

を踏まえた殺
。

っている。１
アキャンペ

失をもたらす
説する。

効能を最大
表的な家庭

。

剤による防
。また、今後

米国EPA（FI

質の安全
れる。ここで
る。

といわれる
きな事件に

が、海外旅
な感染症を

虫剤（防疫

９９８年にW
ーンが開始

という、家

限に発揮
用殺虫製剤

除を選択し、
どのような

FRA)やEU（

性に対する
は、防疫薬

。ヒトは誕生
影響を与え 8月25日

9月1日

した
た事

2 害虫防除の重要性
殺虫剤は感染症を媒介する衛生害虫（ベクター）や、有害害虫、不快害
人々の健康保持や快適環境の維持に貢献している。都市化が進み、風
要性は変わらない。害虫による被害とその防除の重要性について解説

虫を駆除したり、衣料害虫、木材害虫を駆除し、
土病、熱帯病が減少した先進地域でも、その重

する。

健康科学部

害虫の生態と防

3
衛生害虫の
除策

生態とその防 虫が媒介する感染症はいろいろある。日本で最も有名なのは蚊が媒介
介する感染症にかかるリスクが増大する。近年周辺諸国で流行が見ら

する日本
れる虫が

行すると虫
紹介する。 9月8日

9月22日

9月29日

が媒

除 4
不快害虫の
除

生態とその防 人が生活している環境にはいやな虫がいる。気持ち悪い、かゆ～い、
虫など様々である。ここでは、どんな虫がいるか、また、それらの虫の被

痛～い虫、ｱﾚﾙｷﾞｰの原因になる虫、病気を移す
害とその対策について説明する。

新庄五朗
日本環境衛生センター
環境生物部

5 地球温暖化のリスク
地球温暖化は虫たちの生活にも大きな影響を与えている。虫の生息域
諸国で流行している感染症が日本へ侵入するリスクも増加している。
入れて、温暖化による害虫と健康リスクを一緒に論じる。

が変化している。また、地球温暖化に伴って近隣
人や物の移動、更に、渡り鳥の移動なども視点に

殺虫剤の化学

6
防疫薬発展
役割役割

の歴史とその 農薬（殺虫剤）使用の歴史を概説し、過去における殺虫剤の問題点お
史とその役割について説明する。農薬の発明・開発・上市の流れにつ史とその役割について説明する。農薬の発明 開発 上市の流れにつ

よびそれ
いても解説するいても解説する

薬）の発展
10月6日

の歴

10月20日7
世界をリー
ド殺虫剤

ドしたピレスロイ
除虫菊に含まれる殺虫成分（ピレトリン）の安全性を維持しながら構造
昆虫）コントロールに無くてはならない存在となっている。人類にとって
て化学構造の変換および効力の特徴の観点から説明する。またどのよ

を改変したピレスロイドは今やベクター（疾病媒介
かけがえのないピレスロイドの発明の経緯につい
うに発明がなされたのかについても解説する。 関西大学

森　達哉 健康・農業関連事業研究
所

製剤とその利用技

8
製剤化の意
虫製剤の特

義と家庭用殺
徴と使用方法

家庭・防疫薬分野においては、新しい特徴を有する有効成分の発見に
で各種製剤が提案されてきている。主として殺虫剤における製剤化の
技術について解説する。

伴い、その
意義と、代

するために、
に関する基 10月27日

11月10日

今ま
本

千里山キ

術

9
その他の製
の特徴と使用

剤と新規製剤
方法

家庭・防疫薬分野においては、新しい特徴を有する有効成分の発見に
で各種製剤が提案されてきている。主として殺虫剤における製剤化の
技術について解説する。

伴い、その効能を最大限に発揮するために、今ま
意義と、代表的な家庭用殺虫製剤に関する基本

３号館
３２０２教室

竹林禎浩
ベクターコントロール部

ベクター防除技術 10
世界をリード
ネット（防虫

するオリセット
蚊帳）

マラリアはハマダラカという蚊が媒介し、アフリカにおいて貧困の大きな
り、２０１０年までにマラリアの脅威を半減することを目的としたロールバ
は、防虫蚊帳オリセットネットは感染予防の有力な手段として使用され

原因とな
ックマラリ

ている。

HOが中心と
された。そこ 11月17日 庄野美徳

住友化学
健康・農業関連事業研究
所

な
で

木材害虫 11 シロアリ防除
シロアリは真社会的昆虫であり、家屋そのものを食害し大きな経済的・
独特の存在である。そのようなシロアリについて紹介しつつ、その防除

社会的損
方法を解

屋害虫の中
12月1日 久保田俊一

住友化学
生活環境事業部

でも

害虫防除の実際 12
薬剤による
題とPCO(害
の取り組み

害虫防除の課
虫防除専門家)

PCO(Pest control operator,害虫防除専門家）がどのような場面で害虫
抱えているのかについて、３０年間害虫防除に携わってきた経験をもと
かについてもPCOの立場からのべる。

防除に薬
に述べる

どのよう課
薬剤が望ま 12月8日 池尻幸雄

イカリ消毒株式会社
技術研究所

題を
れる

安全性

13 防疫薬の登録
防疫薬の登録について述べる。日本（薬事法、化審法、毒劇法など）を
世界各国の防疫薬登録制度について説明する。

はじめ、 EUBPD)、そ
12月15日

12月22日

の他

14 防疫薬の安全性
登録に必要な安全性評価の考え方、急性毒性、遺伝毒性、刺激性、ア
奇形性、繁殖毒性、神経毒性などの試験方と評価上の問題点を解説す

レルギー性、亜急性毒性、慢性毒性、発癌性、催
る。

尾崎圭介
生活環境事業部

総合防除 15 問題点と今後の方向
人々の生活の都市化や、住宅構造、生活様式などの外部環境の変化
から、防疫薬に対するニーズも変化し、それに対応して防疫薬も変革が
日的問題点と今後の方向について考え、総合防除(IPM)の考え方につ

や、化学物
必要とさ

いても述べ

意識の増加
が抱えてい 1月19日 安部八洲男

大阪青山大学
健康科学部

など
る今



拠点

アジェンダ21第19章を積極的に遂
法制への転換を果たしていない。化学物質総合管理に係る国

り方を論じた後、日本の企業や行政機関など各セクターの
ついて論じる。

東京・丸の内
（日本リファイン）

生み出す次の一手ー

お茶の水女子大学大学院

２０１４年度前 　　知の市場（ ）期 シラバス 継続

科目No. 共催講座 ET１３３ 科目名 化学物質総合経営学概 副題
化学物質総合管理を目指す国際協調活動に学ぶ
　　　　ー新たに制定すべき包括法の基本的枠組みと付加価値を

論

連携機関名
化学生物総合

化学物質総合経営
管理学
学教育研

会
究会

水準 中級 教室定員 20 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

木曜日18：00～20：00

科目概要(300字)

化学物質総合管理の概念・体系は1970年代からOECD (経済協力開発機構) が加盟国の支援を得て確立した。その後この概念・体系は1992年ののUNCED (国連環境開発会議) で合意された
行する基礎となり、各国が化学物質管理能力を抜本的に強化する標準的な法制度を構築する基盤となっている。しかし日本は未だ化学物質総合管理に対応した
際協調活動、米国、EUなどの先進的な取組みを紹介しつつ化学物質総合管理の基本概念や枠組みを概説して社会の化学物質管理能力を向上させる法律制度のあ
化学物質総合管理能力を評価し、その課題について論考する。また、化学物質総合管理を付加価値を生み出す化学物質総合経営に進化させていくための方策に

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに 1 化学物質管理と付加価値
化学物質のリスクを社会全体で適切に管理することは1970年代以降重要
意味を紹介して導入部とする。加えて化学物質管理をコスト要因ととらえ
かす視点の重要性を論じつつ、規範つくりの主体者が誰であるかを検証

な課題と
てきた現状
して競争力

して世界で
から脱却し
に与える影

)、IARC (国
介しつつ、主

を増大させ
本が直面

いて論じる

取り組むべき
これに基づく

る。具体的

論じられてき
て付加価値
響について

際がん研究
に化学物質

て人々の生
する諸々の
。

課題である
評価結果と

には、米国

た。この潮流
要因として
論考する。

4月17日 増田優
お茶の水女子大学大学院人
間文化創成科学研究科教授

の
生

国際協調活動の
　 進展

2
UNCED開催
と化学物質総
立

以前の取組み
合管理の確

化学物質総合管理に関連するILO (国際労働機関)、IPCS (国際化学物質
際機関の活動を１９９２年のUNCED(国連環境開発会議)以前の取組みを
念の確立に向けたOECDの様々な活動について論考する。

安全計画
中心に紹

機関)などの
総合管理の 4月24日

5月1日

5月8日

5月15日

5月22日

国
概

3
 化学産業界
学物質総合
管理の導入

の取組みと化
管理への自主

先進国の化学産業界はUNCEDの開催に先立つ1990年にICCA (国際化
ケアという自主管理活動を協働で推進することを公約した。ICCAの特徴
ブル・ケア体制の構築などについて論考する。

学工業協会協議会) を設立してレスポンシブル・
的な活動および日本化学工業協会のレスポンシ

4
 UNCED開催
みと化学物質
展開

以後の取組
総合管理の

1992年のUNCEDで合意されたｱｼﾞｪﾝﾀﾞ21は地球環境問題に対する初め
総合管理を目指す分野では、国際機関や各国政府のみならず経済界、
しながら協働する体制が構築され、国際活動のあり方を変えた。その活

星川欣孝 ケミカルリスク研究所所長
化学生物総合管理学会会員

ての世界的行動計画であった。中でも化学物質
労働界、学界、消費者・市民運動などが一堂に会
動の成果とその後の展開について論考する。

5 ＳＡＩＣＭと世界行動計画
ＵＮＣＥＤ以降の国際的取組みは、2002年のWSSDそして2006年のICCM
略的アプローチ) の合意へと進展している。SAICMの３つの基本文書を概
施計画の策定のあり方を明確にし、関係省庁の実際の取組みの問題点

に引き継がれ、SAICM(国際化学物質管理の戦
観したうえで、国際合意に沿ったSAICM国内実

について論考する。

6 UNITARの支援活動
UNITAR (国連研修調査所) はアジェンダ21において各国の管理能力強化
上国支援を行い、その後SAICM (国際化学物質管理の戦略的アプローチ
が分担した課題の成果およびそれらに対する日本の取組みの実態にが分担した課題の成果およびそれらに対する日本の取組みの実態につ

を支援する役割を分担し手引き等の作成や途
)においても同様の役割を担っている。UNITAR

いて論考するいて論考する。

規制から管理へ
化

の進
7

化学物質総
評価指標と評

合管理活動の
価結果

化学物質総合管理は企業･産業界にとどまらず、あらゆるセクターが当事
化学物質総合管理に関する活動を評価する評価指標の開発について述
キャパシティ･ビルディングの課題について論考する。

者として
べつつ、

。各セクタ
日本におけ 5月29日

6月5日

ーの
る

日本リファ

8 リスク原則と自主管理
リスク原則から導き出される自主管理のあり方について検証するとともに
ルケア活動におけるプロダクトスチュワードシップの意味を事例研究を交

増田優

星川欣孝
化学産業界の自主管理活動であるレスポンシブ
えながら論じる。

イ
ン東京本社
岸本ビル11

人間文化創成科学研究
科教授

主要先進国の概

9  米国・カナダの概況

ラリアの概況

化学物質総合管理の概念に基づく法律制度を整備している諸外国の状
物質管理法)、カナダのCEPA (カナダ環境保護法)、EU (欧州連合) のRE
およびオーストラリアのICA (産業化学物質法) の制定と改正の経緯や特

況を概観す のTSCA (有
6月12日

6月19日

6月26日

7月3日

7月10日

7月17日

階大会議室

害
況

10 EU・オースト

ACH (化学物質の登録、評価、認可、制限) 規則
徴そして基本的な構造について論考する。

化学物質総合管
   の基本構造

理
11 基本的管理制度の概要

化学物質総合管理に係る国際機関の協調活動の成果や欧米先進国の
項、さらにはUNITARが作成した手引きなどに示されている化学物質総合
の実現に必要な化学物質の総合管理に係る法制のあり方について論考

法制に見られる化学物質総合管理の共通管理事
管理の基本的な管理制度のあり方を検証し、そ
する。

12
化学物質総
の概要

合管理法試案
日本の化学物質管理能力を社会全体で改善するには、化学物質総合管
する必要がある。この認識に基づき2007年12月に発表した「化学物質の
公表した要綱案を構成する総則、管理の標準的手順、基本的管理制度

星川欣孝 ケミカルリスク研究所所長
化学生物総合管理学会会員

理の概念を取り入れて取締法的法律群を整理
総合管理に関する法律」の骨子案と2012年6月に
、執行体制の整備などについて説明する。

日本の現況と課

13
 化学物質審
定以後の概

査規制法の制
況

日本はOECDが総合管理を検討していた時に化審法を制定した。その後
重の構造が生じた。安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ (SDS) では化管法などで三重になって
は法律で対処しないため他の制度との不整合を招いた。こうした国際協

安衛法に新規化学物質審査制度を導入して二
いる。またﾊｻﾞｰﾄﾞ分類・表示のGHSへの対応で

調を軽視した対応の問題点について論考する。
題

14
 国際合意と
－ハザード
GHS などを例

の乖離
分類・表示の

に－

国際協調体制下で合意された基本管理制度などには、長年の国際的論
際合意の一部をなしている。日本は履行していない国際合意が多々ある
実施した事例が多々ある。GHSやナノ材料などを例にして実効性や効率

議を踏まえた目的・理念が掲げられて重要な国
だけでなく、こうした目的・理念を反映させないで
性の観点からこうした状況につい論考する。

まとめ 15 化学物質総合経営
化学物質のもたらすリスクを社会全体として適切に管理しながら、同時に
ものとするため、社会制度的な側面、科学技術的な側面、人材育成的な
証する。合わせて化学物質総合管理が化学物質総合経営に進化してい

付加価値
側面など日
く状況につ

活の糧を強
課題につい 7月24日 増田優

お茶の水女子大学大学院人
間文化創成科学研究科教授

固な
て検



拠点
（開講機関）

がら化学物質管理を付加価値の創造に繋げる道を探る

深くかかわる分野であり、ものづくりはこうしたリ
ることを目指す化学物質総合管理学を巡る国際的な論議の系譜

ーションとの関わりについて解説しながら付加価値の創造と持続可
大学、早稲田大学、東京工業大学における授業を基礎に編集）

東京・お茶の水女子大学
（知の市場)

お茶の水女
子大学

増田　優 増田　優
お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科

教授

２０１4年度前 　　知の市場（シラ期 バス） 継続

科目No. 共催講座 UＴ１３４ 科目名 化学物質総合経営学 副題 健康・環境リスクを巡る国際的な論議を跡づけな基礎論

連携機関名
化学生物総合

化学物質総合経営学
管理学会
基礎教育研究会

水準 基礎 教室定員 10 配信定員 0 講義日時
水曜日１３：２０－１６：３０

(２講義集中）

科目概要(300字)

化学物質は生活や社会の隅々に浸透し、健康リスクや環境リスクに止まらず経営リスクや社会リスクをももたらす。そして化学物質のリスク管理は技術革新、制度改革、経営変革と
スクを管理するための規範創りと不即不離の関係にある。開発・生産され社会で広く流通・使用されて排出・廃棄される全過程で化学物質がもたらすリスクを管理す
と基本的な枠組みを、生物や放射性化学物質などがもたらすリスクの管理とも対比しながら解説する。加えて具体的な事例を通して、化学物質総合管理のイノベ
能な発展につなげるための化学物質総合経営学の視点を提起し、今後の課題を論じる。    　　　　　　　　　　     　　                                        （お茶の水女子

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに

1
化学物質総合管
社会的規範や科
は何か

理とは何か
学的方法論と

科目の目指すところと講義の進め方について概説する。また、この科目の理解の
について概説しつつ、化学物質総合管理（Integrated Management of Chemicaｌｓ）

基本となる
の概念を

社会的規範
紹介する。

様であるエク

取

指す目標に

て詳述するとともに、

日本が

論議の系譜
どの順に検
の過程を

・届出の相互
行政体制を
すべき課題

て詳述するとともに、
例に、規範科

ことが必
そ

業経営上の
割を論じる。

ップの概

AA・MANs

法律制
味を論じる。

化学物質の

論じる

とは何か、

スポージャ

また、近

り上げ、技術

ついて論じ

化学物質総合管理の基本

与える
取り組むべ

を、第1期
証しつつ、そ

紹介する。

受け入れ
構築するこ
について論

化学物質総合管理の基本
学（レギュ

須である。
の根幹をな

意味を論
加えて、世

念と意味を

紹介しそ
）の重大性を

法律・制
度REACHの

総合管理が

。また、具体

科学的方法

ーについて

年世界で急

革新や制

る。

。化学物質
き課題とそ

の科学的方
の意味と今

（MAA・MAN
とが必須で
じる。

ラトリー・サ

このために、
す情報の共

じつつ、社会
界の化学産
論じる。

S
の意義を論
論じる。

度的基盤そ
制定を契機

総合経営に

紹
的な製品
とを示す。

論とは何か

検証しつ

膨大な負
速に進む

度改革を通

・安

4月9日

4月16日

4月23日

5月28日

4月30日

5月7日

5月14日

5月21日

の総合管
の解決に向

法論の確
日的な意

s）制度への
あることを解

イエンス）が

20世紀の
有と公開の

全体として
業界の自主

SD）の宣言
じる。また、

して人材・
にアジア諸

進化する
検証しなが

介しなが
の研究・開

2 リスク原則と安全・安心
政府、大学、企業、消費者など日本社会のあらゆる者が頻繁に語り、かつ、政策課題や研究開発目標としている「安全」や「安心」とは何
か、内外の違いも含めて検証する。また、ハザード（有害性）とエクスポージャー（曝露）により規定されるリスク（現実の危険性）と安全
心の係わりを論じつつ、化学物質総合管理の基本であるリスク原則について概説する。

健康・環境リスク
合的な管理

の総
3 健康リスクと環境リスク

身近な具体的な事例を通して化学物質の固有の特性であるハザードと用途・用法
つ、化学物質がもたらす健康へのリスクや環境へのリスクの管理の在り方につい
じる。

などで多
て社会的規範や科学的方法論とのかかわりも含めて論

4 リスク管理とイノベーション
化学物質の健康リスクや環境リスクが社会に大きな影響をもたらした具体的な事例として公害などを
して社会を変革しつつ危機を克服していった歴史を検証しながら、化学物質のリスク管理の多様な側面と総合的なリスク管理における日
本の課題を明らかにする。

経営・社会リスク
合的な管理

の総
5

社会の多様なリ
管理の水準と目

スクの
標

生活や社会のあらゆる場面はリスクに満ち溢れている。化学物質がもたらすリス
検証し、それぞれのリスクの持つ特徴と重みを明らかにしつつ、化学物質のリスク

クを他の要因によってもたらされるリスクと対比しながら
管理が目

6 経営リスクと社会リスク
化学物質がもたらすリスクは健康リスクや環境リスクだけではない。時には、健康や環境への影響が生じていないにも拘わらず、
担が発生することがある。内外で起こった具体的な事例を検証しながら、化学物質のリスク管理の成否が、
制度改革が、経営や社会にもたらすリスクの大きさと意味について論じる。

化学物質総合管
基本的枠組み

理の
7 リスク原則と科

ハザード（有害性）、エクスポージャー（曝露）、リスク（現実の危険性）の意味と特徴につ
学的枠組み

ハザ ド（有害性）、 クスポ ジャ （曝露）、リスク（現実の危険性）の意味と特徴につ
であるリスク原則から導き出される自主管理の重要性などについて論じる。また、
持つ自然科学的側面と人文社会科学的側面を検証する。

いい
発癌性を

協働していく
て解説するとともに、8 社会的枠組みと情報の共有化

リスク原則に則り化学物質を総合管理してゆくために、社会を構成する人々が広く
第4四半期以来世界が社会変革を目指して構築してきた社会的な枠組みについ
ための諸々の仕組みについて紹介しつつその意味を論じる。

自主管理と価値

9
自主管理の概念
開

と経営への展
リスク原則など化学物質総合管理の諸原則と基本的枠組みから導き出される自主
化学物質を総合管理するための社会制度を構築していくうえで自主管理がはたす
管理活動であるレスポンシブル・ケアを解説しつつ、その中核をなすプロダクト・ス

管理の企
意義と役
チュワードシ

もたらした企業の自主管理活動の事例を

、規範創りの主役が民間であるこ

創造

10
自主管理の実績
実際

と価値創造の
社会的な制度変革を先導した産業界の自主管理活動の事例や付加価値の創造を
ら、自主管理の経営的な意味を明らかにし、化学物質総合管理の化学物質総合経営への進化を
発や生産・販売の過程におけるものづくりと規範創りの深い関係を明らかにしつつ

化学物質総合管
国際展開

11
化学物質総合管
的な論議の系譜

理を巡る国際
（１）

20世紀第4四半期から展開された経済協力開発機構（OECD)の化学物質総合管
立、第2期の情報の共有化・公開と保護制度の確立、第3期のリスクの評価と管理
義を論じる。また、化学物質総合管理（Integrated Management of Chemicaｌｓ）の概

理に関する
の試みな
念の確立

理の
12

化学物質総合管
的な論議の系譜

理を巡る国際
（２）

1992年の国連環境開発会議（UNCED)のアジェンダ21第19章から発し、2002年の持続可能な発展に関する世界首脳会議（W
や2006年の国際化学物質管理会議の国際化学物質管理戦略（SAICM)を経て今日に至る国際的な論議を
今日世界に定着しているデータの相互受け入れ(MAD)に続く評価・届出の相互受け入れ（M

13
欧米各国やアジ
国際競争力

ア諸国の動向と
化学物質総合管理能力の向上は、2020年に向けて国際的な課題になっており、
組織的基盤の強化に邁進している。とりわけ、欧州における化学物質総合管理を
国をはじめ世界各国で急激に進展している化学物質総合管理法制の整備の状況

世界各国は科学的基盤、
目指す新しい
とその意

つ、

日本の現状と課

14
化学物質総合管
と国際競争力

理能力の実相
日本の政府、企業、大学などの各セクターの化学物質総合管理能力の現状を検証しつ
状況における課題について論じる。また、近年頻発する健康被害、輸入品の増大と国際競争力の減衰などの具体的な事例を
らその誘因としてのリスク管理に係る日本国内の制度について論考する。

題

15
法律体系や行政
今後の課題

体制の特徴と
リスク管理の向上と雇用の維持のためにも、また国際競争力に決定的な影響を与
参加を可能とするためにも、国際的潮流に整合した化学物質総合管理に関わる法
説しつつ、日本の化学物質管理に関する法律群や関係省庁の現状と特徴を明ら

える評価
律体系と

かにし克服

まとめ 16 総合討論
化学物質の総合管理は、健康リスクと環境リスクに影響を与えるとともに、経営リスクや国際競争力に影響を
理が総合経営に進化している状況を視野に入れながら、世界が目指す2020年の目標に向けて、
けての道筋を、科学的側面、法律・制度的側面、人材・組織的側面から多角的に論議する。



　　知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 No. 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1
社会的規範と科学的方法
論

2
身近なところからみる
社会的規範と科学的方法
論

3
自然環境の多様性と社会
の多様性

4
資源と人間と技術をめぐる
多様な価値観

5
価値観の多様性と社会的
規範の多様性

6

10月1日

10月8日

10月15日

日米紛争における
社会的規範の意味と効果

多様性の中における
規範の意味と効果

第二次世界大戦後に日本とアメリカとの間で起きた繊維、鉄鋼、半導体、自動車などに関する貿易紛争とその結末としての自主
管理の意味について検証しつつ、写真フィルム、自動車タイヤ、アジ化ナトリウム、エポキシ樹脂などに関する日米の紛争が自
主規制とは異なる経過で解決に至った意義を 条約や法令そしてビジネス慣行などの社会的規範や国際的規範の視点から論じ

文理融合の視点をもつ規範科学（ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｰ･ｻｲｴﾝｽ）を健康や環境へのリスクの評価と管理を例題に論じる規範科学基礎論

２０１４年度後期

講義概要(150字)

共催講座 UＴ１３５

化学生物総合管理学会
化学物質総合経営学基礎教育研究会

好奇心や欲望に突き動かされる形で20世紀の初頭から科学研究や技術開発に多くの資源が投入されるようになって始まった知の爆発が、時とともに加速化する中で20世紀の第4四半期になり、知の暴走を制御し知
の創造とともに知の伝搬を促して知の普遍化を進め、膨大に集積した知をより幅広い世界で社会変革のために活用する必要性が叫ばれるに至った。それまでの好奇心や欲望に動かされる科学研究や技術開発に対
して社会のための科学（Science for Society)、政策のための科学（Science for Policy)が提唱された。規範科学（Ｒｅｇｕｌatoｒｙ　Science）はこうした潮流の中に位置づけられ、科学的方法論と知的説得を重視すること
によりリスクの顕在化を未然に防止することを目指す。規範科学の文理融合的な特徴を踏まえながら、その意味と意義を論ずる。
                                                                                                                                                                               （お茶の水女子大学、早稲田大学、東京工業大学における授業を基礎に編集）

水曜日１3：20－１6：3０
(２講義集中）

東京･お茶の水女子大学
（知の市場）

はじめに

科目の目指すところと講義の進め方について概説するとともに、この科目の理解の基本となる規範とは何か、科学的方法論とは
何かを紹介しつつ、規範科学とはなんであるかを論じ、かつ、その意味と意義について問題提起する。

世界は多様な自然環境に満ち溢れ、その中で人々の生活も多彩であり、自ずと社会は多様性に富み価値観は千差万別で多岐
にわたることを、サウジアラビアなどの事例を紹介しながら論じる。

天然資源に着目する日本と人材や技術に着目するサウジアラビアの「資源」に対する認識の違いなど紹介しながら、各国におけ
る義務教育や人材育成に対する試みに見る価値観の多様性を、日本の歴史や現状と比較しながら論じる。

世界には多様な価値観が存在していることをアラブ・イスラム諸国や欧米諸国の例を挙げながら紹介しつつ、その価値観を体現
するそれぞれの社会における社会的規範が多彩であることを論じる。

馬鈴薯など身近な製品の歴史と現状を紹介しながら、生活を取り巻くリスクを適正に管理するために設けられている社会的規範
やその背後にある科学的方法論について概観する。

社会の多様性と
社会的規範の多様性

7

8 技術革新と世界標準

9 ものづくりと規範創り

10
法令の策定・運用の実態と
科学的方法論

11
石油使用優先順位の実際
に見る日本の課題

12
科学的方法論の特徴と意
味

13 規範科学と未然防止

14 未然防止と規範科学

15
社会的規範の制定の遅れ
と国際競争力の喪失

16
綜合討論
生活安全保障と社会的規
範

11月26日

増田　優
お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科

教授

化学物質、放射線、病原生物などのもたらすリスクや地震、津波、台風などがもたらすリスクとともに飢餓や失業などがもたらす
リスク,や貿易紛争といった国家間の緊張がもたらすリスクなど幅広い視点から生活の安全保障をとらえながら、その維持向上
のために社会的規範が果たす役割と技術革新、制度改革、人材改新、社会変革との係わりについて討論する。

追試可能性や公開性などの科学的方法論が持つ特徴を示しながら、社会的規範の策定において科学的方法論や知的説得が
持つ意味と意義を、未然防止の視点やリスクコミュニケーションの視点も踏まえつつ論じる。また、科学的方法論に基づかない法
令や制度の脆弱性や非有効性などについて、具体的な事例について検証する。

好奇心や欲望に動かされる科学研究や技術開発に対して20世紀の第4四半期になり、社会の課題の解決に積極的に役割を果
たす社会のための科学、政策のための科学が提唱された。その文脈にある規範科学が、科学的方法論と知的説得を重視する
ことによりリスクの顕在化を未然に防止するための諸制度を構築してきた事例を紹介し、その意味と意義を論じる。

10月22日

10月29日

11月12日

11月19日

お茶の水女子
大学 増田　優

20世紀最大の発明の一つに数えられる組換えDNA技術が1973年に発明された後、社会の諸々の分野へ実践的に展開されて
いく過程で重要な役割を果たした諸規範の成立の経緯とそこで科学的方法論や知的説得が果たした役割を検証しつつ、ナノ材
料分野の動向なども視野に入れながら社会的規範の制定の遅れが国際競争力や雇用に及ぼす影響を論じる。

科学的方法論による
戦略思考と
未然防止を目指す社
会的規範

社会的規範の意味と効果規範の意味と効果 主規制とは異なる経過で解決に至った意義を、条約や法令そしてビジネス慣行などの社会的規範や国際的規範の視点から論じ
る。

付加価値の創造と
社会的規範

社会的規範と
科学的方法論

条約や協定といった世界的規範以外に、技術革新に大きな影響をもたらす規範として世界標準などが存在する。世界標準の持
つ意味と効果を抗菌防臭加工や生分解性プラスチック、液晶テレビなどの具体例をもとに検証するとともに、世界標準の確立に
必須の評価技術について論じる。

人々の生活を支えるためには付加価値の創造が不可欠である。その価値創りにおいてものづくりと規範創りが深く係り両者が
車の両輪として必須であることをロボットなどの事例を基に解説する。合わせて、ものづくりのみならず規範創りにおいても主体
者は政府ではなく民間であることを論じる。

科学的知見が示され、かつ、国際的に警鐘が鳴らされていたにもかかわらず毎年1000人を超える死亡者を出しているアスベスト
を巡る事例などを検証しつつ、国際的に懸念されている新しいインフルエンザの流行に対する対応について、規範科学の視点
から日本の課題について論じる。

法律や政省令の制定において科学的知見と論理思考が持つ意味を検証しつつ、化学物質審査規制法や食品衛生法などを例
に具体的な法令の制定や運用の実態を科学的方法論の視点から検証しつつ、科学的方法論に基づかない法令や制度がもたら
す社会的影響を紹介し、日本の課題を明らかにする。

東日本大震災や福島原子力発電所事故を視野に入れながら1973年の第一次石油危機に制定された石油需給適正化法に基づ
く石油使用の優先順位の策定の実際を検証しつつ、法令の制定や運用における日本の欠陥を論じる。

まとめ



　　知の市場（シラバス） 新規

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1 生活と規範 4月9日 増田　優
お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科
教授

2
安全学という新しい視点か
ら身近な事故を解剖する

4月16日 向殿　政男
明治大学　学友会長
名誉教授

3
アスベストを巡るＩＡＲＣによ
る評価と世界の動向

4月23日 津田　洋幸
名古屋市立大学
特任教授

4 アスベストの計測と評価 4月30日 保利　一
産業医科大学 産業保健
学部 環境マネジメント学科
教授

5
ナノ粒子の次世代影響と
予防・リスク管理

5月7日 梅澤　雅和
東京理科大学薬学部
環境次世代健康科学研究
センター　助教

6 放射線災害と被ばく医療 5月14日 山下　俊一 長崎大学　理事・副学長

ナノ粒子の妊娠期曝露が出生児の脳神経系や生殖系などに及ぼす影響（研究結果）を解説しながら、環境中物質の健
康リスクを扱う際の懸念事項を取り上げ、職業衛生・環境衛生の観点からナノ粒子の健康リスクの防止策を論考する。

原爆被爆者の健康影響調査とチェルノブイリ原発事故による被ばく医療から、今回の福島原発事故に至るまで歴史的検
証と放射線リスクについて概説する。特に原発安全神話の日本で未曾有の原発震災を経験し、その現場対応から長き
に渡る県民健康管理調査事業の現状の課題を提示し 今後の科学社会における健康リスク の対処を共考する

２０１4年度前期

はじめに

共催講座ＣＴ136

化学生物総合管理学会
化学物質総合経営学教育研究会

膨大に集積した知をより幅広い世界で社会変革のために活用する必要性が叫ばれている。２０世紀末にそれまでの好奇心や欲望に動かされる科学研究や技術開発に対して社会のための科学（Science for
Society)、政策のための科学（Science for Policy)が提唱された。規範科学（Ｒｅｇｕｌatoｒｙ　Science）はこうした潮流の中に位置づけられ、科学的方法論と知的説得を重視することにより、諸々のリスクの顕在化
を未然に防止することを目指す。規範科学の文理融合的な特徴を踏まえながら、社会に影響をもたらすリスクの具体的な事例を検証しながら、その意味と意義を論ずる。

水曜日１８：３０～２０：３０
（4/30 18：00～20：00）

東京･お茶の水女子大学
（ライフワールド･ウオッチセンター増田研究室）

社会の諸々のリスク･マネジメントの実際を検証する規範科学事例研究１

講義概要(150字)

科目の目指すところと講義の進め方について概説するとともに、この科目の理解の基本となる規範とは何か、科学的方
法論とは何かを紹介しつつ、具体例をもとに生活に深く浸透しリスク管理に必須の身近な規範について論じる。

化学物質による発がん機構についてヒトと動物を例にあげて解説する。またアスベストは1970年代にWHOの研究機関で
ある国際癌研究機構（IARC）がヒト発がん物質（Group 1）であることを世界に向けて明らかにしているが、それに対する
各国の対応と現状について解説するとともに、ナノ材料についても付言する。

化学リスク

安全は、技術だけでは実現できない。安全哲学と共に、安全に直接関与する人間の問題、それを管理する組織や社会
的制度の問題など、自然・人文・社会科学にまたがる総合的な学問領域として捉える必要がある。このような分野を安全
学として新しく構築することを身近な機械や製品の事故を検証しながら提案する。

アスベストは製造禁止物質に指定されているが、建物等には既に多く使用されており、災害や解体作業等でアス
ベストの発散が懸念される。環境あるいは材料中のアスベストの計測方法および評価方法について述べる。

7
放射線のリスク論：　サイエ
ンスと倫理

5月21日 甲斐　倫明
大分県立看護科学大学
教授

8
ヒト由来ウイルス感染症と
動物由来ウイルス感染症
のリスクを考える

5月28日 西條　政幸
国立感染症研究所
ウイルス第一部長

9
遺伝子組換え農作物・食品
のリスク評価と管理の考え
方

6月4日 田部井　豊 農業生物資源研究所

10
製品安全認証の考え方と
世界の認証制度

6月11日 川口　昇

11
安全認証機関の仕組みと
役割

6月18日 郡　泰道

12
安全認証機関のインテグリ
ティー

6月25日
トーマス　ケ
ストナー

13
世界的な視点で地域的に
実践、市民の健康と安全を
守る地方衛生研究所

7月2日 岡部　信彦
川崎市健康福祉局　理事
川崎市健康安全研究所長

14
茨城県で経験した
健康危機事例

7月9日 土井　幹雄 茨城県保健福祉部 部長

まとめ 15
未然防止と規範科学
規範創りの主役の交代

7月16日 増田　優
お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科
教授

ＵＬ　Ｊａｐａｎ

地域のリスクマネジメ
ント

安全認証機関そのものも、コンプライアンスを守りインテグリティーを高めることによりその安全認証制度が維持高揚さ
れ世界の安全が確かなものとなる。その目的と仕組みについて考察する。

都道府県政令指定都市などには「衛生研究所」が設置されており、川崎市健康安全研究所もその一つである。日常の試
験検査（（水・食品・家庭用品等の安全性、放射能測定など）、緊急検査対応（毒物散布、新感染症発生、バイオテロ）な
どを行っている。健康リスク管理の仕組みの一端としての衛生研究所の役割と機能を紹介する。

1999年の東海村核燃料施設被曝事故から東日本大震災と福島原発事故まで、自然災害を含む茨城県が経験した様々
な健康危機事例について、私たちが得てきた教訓は？そして、次の世代に何を伝えるべきか？　危機管理の観点から
議論したい。

放射線リスク

生物リスク

製品リスクと認証

に渡る県民健康管理調査事業の現状の課題を提示し、今後の科学社会における健康リスクへの対処を共考する。

お茶の水女
子大学

共通講義棟
1号館

増田　優

科学的方法論と知的説得を重視する規範科学が、リスクの顕在化を未然に防止するための諸制度を構築するにあたり
役割を果たした事例を紹介しつつ、その意味と意義を論じる。現在、世界で活動している非政府機関が、リスク評価やリ
スク管理に係る規範策定の主体者になりつつある所以を事例を紹介しながら論じる。

製品安全を確かなものとする為の、安全認証機関の役割と仕組みについて、最新の世界の安全認証機関の動向を踏ま
えて考察する。

放射線からの被ばくは微量でもリスクがあるという前提にたったリスク論によって国際的にも同様の健康政策がとられて
きた。原子力事故や医療被ばくなどにおいて、実際にリスクに直面したときに、いかなるリスクとの関わりが求められるの
か、サイエンスと倫理の両面からリスク論を考える。

ヒトにおけるウイルス感染症と動物由来病原体によるヒトの感染症を比較して理解し，それぞれのヒトへの感染リスクを
明らかにし，感染症対策全般に対する理解を深める．

遺伝子組換え農作物を実用化するためには、生物多様性への影響評価や食品としての安全性、飼料としての安全性な
どが義務づけられている。これら、安全性評価の基本的な考え方と実際の評価について概説する。併せて遺伝子組換え
農作物・食品のサイエンスコミュニケーションの取り組みについても紹介する。

製品安全の意義と理念を踏まえ、全世界の異なる安全認証制度の理念と制度を概観し、認証制度の重要性と役割につ
いて考察する。



拠点
開講機関）

(国連環境開発会議) でアジェンダ21第19章が合意されたのを
つ、化学物質のもたらすリスクを社会全体で総合的に管理す
て論考する。

東京･お茶の水女子大学
（ライフワールド･ウオッチセンター増田研究室）

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 新規

科目No. 共催講座ＣＴ137 科目名 化学物質総合経営学事 副題 国際的枠組みと企業の自主管理活動を検証例研究１

連携機関名
化学生物総合

化学物質総合経営
管理学
学教育研

会
究会

水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（

水曜日１８：３０～２０：３０

科目概要(300字)
化学物質のリスク管理については、1970年代から先進国の集まりであるOECD (経済協力開発機構) で論じられてきた。その後1992年のUNCED 
契機として、世界各国が化学物質管理能力を抜本的に強化する努力を続けている。化学物質総合管理に係る国際協調活動の取組みを紹介しつ
る能力を強化するうえで重要な役割を果たす企業の自主管理の実態を検証し、社会の化学物質管理能力を向上させるために必要な課題につい

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに 1 国際的論議と自主管理
科目の目指すところと講義の進め方について概説するとともに、化学物
みあげられてきた国際的な論議と自主管理の意味について概観しつつ

質のもた
、日本の

化学物質共
調和活動等
概説する。

響が新たな
ていない。
動向を紹介

らすリスクを
実情を概説

基準）、グ
た経験から

登録制度に
ク軽減の取
定活動等に

ーに適切な
り、計画に

の必要性，各
製品中のＮ
する．

スクに基づ

向にある製
い流れであ

システムを
たSDS/lab
応を進めて

どに対する
する取り組

値を増大さ
合管理が

報の正確
びサプライ

する。

の自主管理
に関する活
ついて論考

同評価プロ
に対して日

環境問題と
必要な医薬
、解説する

適正に管理
する。

ループ分類
具体的に解

ついて米国
組みや、F
も触れる。

情報を提供
従い、着実

国の法規
ＳＫ禁止物質

く化学物質管

品含有化学
る製品含有

構築し、膨大
elオーサリン

いる。

取り組み、現
み状況を紹

せて人々の
進化してい

な把握の側
チェーン全体

活動であ
動を評価す
する。

するために
10月1日 増田　優

お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科
教授

積

国際機関の活動
例研究

2 ＯＥＣＤとＩＰＣＳの動向
1991年より開始されOECDにおける高生産量化学物質点検プログラム
したハザードタスクフォースの活動やとIPCSにおける化学物質評価手
てきた経験を通して、化学物質評価におけるOECDおよびIPCSの動向

（2011より
法の国際
について

グラム）を中
本側から対 10月8日 広瀬　明彦

国立医薬品食品衛生研究所
安全性生物試験研究セン
ター総合評価研究室　室長

心と
応し

3
農薬の開発
食の安全の

及び農薬と
確保

食糧生産に必須な農薬の研究開発と人や環境に対する農薬の安全性
含め概説する。また、OECDで行われている各国の登録制度の調和と
国際食品規格委員会（残留農薬部会）による食品中の残留農薬の基準

評価及び
農薬のリス

値案の設

やEUとの比
AO／WHO合 10月15日 梅津　憲治

東京農業大学･徳島大学
客員教授

較も
同

の事
4

WHO/ＩＡＲＣ
評価

の発がん物質 WHO/ＩＡＲＣモノグラフにおけるの発がん物質評価の実際（評価手順、
本邦におけるその理解について、評価物質の選定、モノグラフ委員とし

方法、評価
て参画し

の意味と世
説する。 10月22日 津田　洋幸

名古屋市立大学
特任教授

界と

5
医薬品の環
の解説と国際

境影響– 問題
動向

使用後の医薬品や未使用で廃棄される医薬品の環境中への排出とそ
いる。環境中での検出濃度は低いが、生態系や人健康に対する影響は
用するためには、どのようなリスク評価が必要であるか、SETACやHE

の生態影
十分解っ

SIでの研究

して注目さ
品を安心し
。

10月29日

11月12日

れて
て使

6
医薬品の環
行政・業界・行政 業界

境影響 –
社会の対応

医薬品の環境影響を正しく評価し、どのようなリスク管理を行っていくか
化するために極めて重要な課題である。欧米と日本における行政・業
社会経済のサステナビリティという観点から対応のあり方を議論する社会の対応 社会経済のサステナビリティという観点から対応のあり方を議論する。

東　泰好
は、医薬品という化学物質のベネフィットを最大

界・社会の対応を比較しながら、環境ばかりでなく

鹿児島大学客員教授

7
リスク原則と
企業活動の

自主管理
評価

リスク原則から導き出される自主管理のあり方について検証すると共に
ﾛﾀﾞｸﾄｽﾁｭﾜｰﾄﾞｼｯﾌﾟの意味を事例研究を交え、論じる。また、化学物質
発について述べ、これに基づく評価結果と日本でのｷｬﾊﾟｼﾃｨﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸ

化学業界
総合管理
ﾞの課題に

るRC活動で
る評価指標 11月19日 増田　優

お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科
教授

のﾌﾟ
の開

企業の自主管理
の事例研究

8 化学企業の自主管理
WSSDで合意された2020年目標を踏まえた化学物質のライフサイクル
化学企業の取組み例として照会する。

を通したリ 理について
11月26日 佐藤雅之

住友化学
レスポンシブルケア室（化
学品安全）部長

、１
お茶の水女

子大学
共通講義棟

増田　優

9 電機電子企業の自主管理
電機・電子製品に関係する化学物質規制について、近年、グローバル
を主に解説を行う。また、NEC（日本電気）における化学物質管理につ
中心に、事例を交えて紹介する。

で拡大傾
いて、新し

物質規制の
化学物質管 12月3日 櫻井　融

日本電気
CSR・環境推進本部環境
推進部シニアエキスパート

概要
理を

1号館

10
機能化学品
管理

企業の自主
化学物質管理には、化学物質自体の安全な取扱い、及び製品に関る
として、ハザード等の基準に基づく化学物質の分類管理とリスク評価の
情報伝達の仕組みの利用と製品の成り立ちに応じた化学物質情報の

化学物質情
実践、及

管理を紹介

面がある。
での化学物 12月10日 中井　泰史

富士フイルムCSR推進部
環境・品質マネジメント部
統括マネージャー

実例
質

活動
11

金属機械企
－日本精工
質管理－

業の自主管理
の環境負荷物

日本精工（ＮＳＫ）の製品とその特徴，海外展開を解説する．環境負荷
インに従い制定したＮＳＫ環境負荷管理物質リスト，環境負荷物質の管
方法，グリーン調達の推進方法，輸出入における法規制，ＧＨＳへの対

物質管理
理体制，
応を解説

制や業界ガ
非含有の 12月17日 中　道治

日本精工
総合環境部

イドラ
保証

12
生活日用品
管理

企業の自主 生活日用品を主力とする企業として、過去の河川の発泡問題、富栄養
中の河川の定常的なモニタリングの内容、地球温暖化対策、生物多様

化問題な
性等に対

在も継続推
介する。 12月24日 飯田　教雄

ライオン
薬事･品質保証部長

進

13
機能化学品
管理

企業の自主
製品を構成する化学物質や原料の情報を一元管理する化学物質情報
品のきめ細かな管理を実現した。本システムは日本の複雑な法令に完
いる。別途、海外向け製品についても現地法令に準拠した現地語のS

総合管理
全準拠し

DS/Label対

な数に上る
グ機能を有 1月7日 山口　光男

DIC
レスポンシブルケア部
海外法規制担当部長

製
して

14 化学企業の自主管理
製品ライフサイクルを通して、化学物質のリスクを適切に管理し、ステー
物質マネジメント戦略」は、このような化学物質管理の実現に向けた取
で、自社としてのＷＳＳＤ目標が達成できることを目指している。

クホルダ
り組みであ

している。
に実行する 1月14日 半沢　昌彦

三井化学
安全･環境企画管理部
化学品安全グループリー

「化学
こと

まとめ 15 規制から管理への進化
化学物質のもたらすリスクを社会全体として適切に管理しながら、同時
なものとするため、政府による点の規制から民間による面の管理へと化
社会制度的な側面、科学技術的な側面、人材育成的な側面などから論

に付加価
学物質総
じる。

生活の糧を
く状況につい

ダ

1月21日 増田　優
お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科
教授

強固
て、



るのか、またその中で専門機関、特に国立感染症研究所

東京・戸山
（国立感染症研究所）

２０１4年度前 　　知の市場（シラ期 バス） 継続

科目No. 共催講座PT211a 科目名 感染症総合管理1a 副題 感染症との闘いー現在問題となっている感染症ー

連携機関名 国立感染症研究所 水準 中級 教室定員 35 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）
火曜日　18:30〜20:30

科目概要(300字)
感染症の発症メカニズムおよび過去・現在・未来に問題となる感染症をわかりやすく解説する。それとともに、感染症に対して人類がどのように闘ってい
（感染研）が　はたしている機能についても解説する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

総論

1 感染症序論
感染症とは何かを概説し、我が国及び諸外国で問題となっている感染症の
物を生物学的観点から解説し、当科目の導入部とする。

全体像を紹介する。

病原機能を
する仕組み

ものがあり、
も解説する

。本講では
興感染症等

る。本講で

、人体病理

している。2
予測されてい
て紹介する。

ている。感
る。ウイルス

ルスやロタ
の研究内

びE型、血
となっている
介する。

は対応に苦
ついて概説す

感染症の概

原因とする
こす病原性

い感染症で
究成果をま

ている。ヘ
やすく説明

また、感染症

解説し、其
を併せて紹

国内国外で
。

、感染症サー
の具体例を

は、院内感染

の面から人

007年末の世
る。講義で

染から40年〜
感染に付随

ウイルスもウ
容を紹介し乍

清肝炎の原
。また、E型

慮する場合
る。

要を説明す

集団食中毒
細菌は多い

ある。さらに
じえて、流行

リコバクター
する。

の原因微生
4月8日 渡邊治雄

国立感染症研究所
所長

2 感染症の発症機講
感染症がどのように起こるのかの発症機構をヒトおよび病原体側から解説
の画像を用いて目で見て理解を深める。

する。特に 体の組織等
4月15日 長谷川秀樹

国立感染症研究所
感染病理部部長

3
細菌の病原性
子

を担う遺伝 様々な病原細菌が存在するが、どのようにして病気を引き起こすのだろう
遺伝子のその機能について理解を深める。また、それらの病原因子が細

か？多彩な
菌間で伝播

れを担う病
介する。

4月22日 大西　真
国立感染症研究所
細菌第一部部長

原

4
国際的な感染
染症サーベイ

症危機と感
ランス

感染症に国境はない。迅速な対応の為感染症危機に対する監視体制が重
はなにか、感染症危機探知のための国内の仕組み、国際的な枠組みにつ
説する。

要である
いて、新

ベイランス
用いながら解 5月13日 中島　一敏

国立感染症研究所
感染症疫学センター
主任研究官

と

5 薬剤耐性と院内感染
今日、日本の医療現場では院内感染の事例が報告され、大きな社会問題
る微生物や院内感染の防止対策について概説する。

となってい の原因とな
5月20日 鈴木　里和

国立感染症研究所
細菌第二部室長

各論

6 媒介昆虫と感染症
昆虫（蚊、ダニ、ハエ等）を媒介として病原体がヒトに感染する感染症には
題になっているのか、その現状を紹介する。また、伝播メカニズムや予防法

どのような
について

どの程度問
5月27日 沢辺　京子

国立感染症研究所
昆虫医科学部部長

7 重篤な真菌感
真菌は属にカビと呼ばれており 日常生活で遭遇する身近な微生物である

染症
真菌は属にカビと呼ばれており、日常生活で遭遇する身近な微生物である
水虫）がしられているが、生命を脅かす重篤な真菌感染症が増えており、
講義では、ヒトに病気を起こす真菌の種類や性質と、代表的な真菌がおこ

真菌が原因となる病気として白鮮（いわゆる。真菌が原因となる病気として白鮮（いわゆる
医療現場で
す病気に

も多い。本
国立感染症研究所

6月3日 宮崎義継
国立感染症研究所
真菌部部長

8 寄生虫と感染症
我が国で問題となっている寄生虫感染症及び発展途上国で問題となって
外に出かけるときの予防対策上、留意すべき点についても紹介する。

いる寄生虫 る。また、海
6月10日 永宗喜三郎

国立感染症研究所
寄生動物部室長

渡邊治雄

国立感染症
研究所
戸山庁舎
会議室

9 細菌性食中毒
我が国に於ける細菌性食中毒としては、腸管出血性大腸菌により汚染され
に新しいが、サルモネラ、腸炎ビブリオ、カンピロバクター等、他にも食中毒
毒の発生状況を紹介し、個々の病原性細菌による発症機序等について概

た食材を
を引き起
説する。

事例が記憶
。細菌性食 6月17日 森田昌知

国立感染症研究所
細菌第一部主任研究官

中

10 ウイルス性食中毒
ノロウイルスは、ウイルス性食中毒の原因ウイルスとして広く知られている
中毒の原因となる事が明らかにされている。これらのウイルスの一般的な
性食中毒予防、治療薬、ワクチン等について考える。

。サポウイ
知識と最近

イルス性食
ら、ウイル 6月24日 片山和彦

国立感染症研究所
ウイルス第二部室長

ス

11 肝炎と原因ウイルス
肝炎ウイルスには５種類有り、我が国で問題となるのは流行性肝炎を起こ
型、C型ウイルスである。B型肝炎やC型肝炎は、慢性肝炎を起こすため大
共通感染症として注目されている。ウイルス性肝炎の一般的知識と最新の

すA型およ
きな問題
情報を紹

因となるB
肝炎が人獣 7月1日 加藤孝宣

国立感染症研究所
ウイルス第二部室長

12 ウイルス性出血熱
ウイルス性出血熱であるマールブルグ出血熱とエボラ出血熱は、ともに致
ンゴ出血熱、ラッサ熱も同様である。これらのウイルス性出血熱について、
いて解説する。

死率の高
最近の研

、クリミア・コ
の背景につ 7月8日 西條政幸

国立感染症研究所
ウイルス第一部部長

13 感染症と癌/ヘリコバクター
近年、ヘリコバクターピロリと言う細菌と胃炎、胃潰瘍、胃癌との関係が注
のような細菌で、どのような機構で胃炎等を起こすのかを最近の知見を交

目されてき
え、わかり

ピロリとはど
7月15日 柴山恵吾

国立感染症研究所
細菌第二部部長

14
感染症と癌/
白血病

成人性T細胞
ヒト細胞白血病ウイルス（HTLV-1)は、現在日本に約108万人感染者がい
て、感染者の一部で成人T細胞白血病(ATL)やHTLV-1関連脊髄症（HAM
の発症の可能性のある本疾患に関し、感染予防、診断、治療法を説明す

ると言われ
)が発症す
る。

60年を経
して白血病 7月22日 水上　拓郎

国立感染症研究所
血液安全性研究部室長

15 性感染症/エイズ
エイズは、1981年に突如現れ、だれも予測できない規模で世界中にその感
感染者数は推計約3200万人であり、これまでに既に約6000万人のヒトが感
HIVの疫学、ウイルス学、発症病理等を失明し乍ら、最新の治療法と予防

染を拡大
染したと

法につい

界中のHIV
は、エイズと 7月29日 村上　努

国立感染症研究所
エイズ研究センター室長



拠点

説明する。又、その中で感染症研究の専門機関、特に国

東京・戸山
（国立感染症研究所）

２０１4年度後 　　知の市場（ ）期 シラバス 継続

科目No. 共催講座PT211b 科目名 感染症総合管理1b 副題 感染症対策-ワクチンを中心にー

連携機関名 国立感染症研究所 水準 中級 教室定員 35 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

火曜日18：30～20：30

科目概要(300字)
感染症との闘いの為のヒトの生体防御の働き、および感染を予防する為のワクチンの効能、またワクチンの安全がどのように確保されているのかを
立感染症研究所がはたしている機能についても解説する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

総論

1 感染と宿主免疫
感染（宿主ー病原体関係）における宿主免疫応答とその医療応用に関し
基礎知識やワクチン等免疫介入治療・予防に関する応用面を概説する。

て、病原体に遭遇し

種スケジュー

世界的な視
わる諸課題

うされている

有効性のみ
ならないとい

粘膜投与型

現在講じられ

が国で開発

ウイルスで
状を紹介す

められる特
株選定の過

任意接種と

予防する為

ワクチン、風
ても説明す

わる諸課題

ったが、現在
ない。我が

等をおこす

た場合のヒト

ル、副反応

点および日
について説明する

のかの仕組

ならず、安
う特殊性に

ワクチン、

ている結核

された水痘

ある。近年
る。

性には違い
程について

して使用さ

に果たして

疹ワクチン
る。

説

では発症者
国及びアジ

。肺炎球菌

の免疫応答
9月30日 阿戸学

国立感染症研究所
免疫部部長

の

2 次世代ワクチンの開発
ワクチンが何故効くのかその原理と投与方法の総論と次世代ワクチンの
等の作用メカニズムと効果、開発状況について紹介する。

候補として DNAワクチ
10月7日 長谷川秀樹

国立感染症研究所
感染病理部部長

ン

3
感染症の予
接種

防とワクチン ワクチンで予防可能疾患の国内及び国外の発生状況、我が国の現行ワ
感染症を予防する時のワクチンの重要性を解説する。

クチン接 等を概説し
10月14日 多屋響子

国立感染症研究所
感染症疫学センター室長

、

4 血液製剤の品質管理
血液製剤として多くのものが使われているが、それらの安全性がどのよ
る。

うにほしょ みを紹介す
10月21日 大隈　和

国立感染症研究所
血液・安全性研究部室長

5 生物製剤の品質管理
ワクチンは健康な人を対象に予防目的で接種されるものである。である
注意しなければならない。一方、ワクチンは生き物を使って製造、試験し
する。

がゆえに、
なければ

全性には特
ついても紹 10月28日 加藤　篤

国立感染症研究所
検定検査品質保証室長

に
介

各論

6
世界ポリオ根
オワクチンオワクチン

絶計画とポリ WHOを中心にポリオ根絶計画が進められているが、その現状と問題点に
づいて解説する。とくに、ポリオ根絶最終段階における、ポリオワクチン解説する。 く 、ポリオ根絶最終段階 おける、ポリオ クチ

ついて、
戦略にかか戦略

本の立場に
。明する。 11月4日 清水　博之

国立感染症研究所
ウイルス第二部室長

基

ウイルス第二部室長

7 肝炎ワクチン
肝炎の発症予防の為のワクチンが開発され、我が国ではA型、B型肝炎
に、B型肝炎ワクチンの母子感染予防にはたした役割等について紹介す

ワクチンが
る。

れている。特
11月11日 石井　考司

国立感染症研究所
ウイルス第二部室長

8 DPTワクチン
DPT疾患（ジフテリア・破傷風・百日ぜき）の国内および国外の現状とそ
ンの役割について概説する。

れら疾患を きたDPTワク
11月18日 蒲池　一成

国立感染症研究所
細菌第二部室長

阿戸　学
チ

国立感染症
研究所

戸山庁舎
会議室

9
麻疹・風疹の
ン

現状とワクチ 麻疹、風疹の日本、並びに世界の現状、原因となるウイルスの性状、並
史、効果等を概略する。また、WHOが勧める麻疹排除計画、風疹排除計

びに麻疹
画につい

の開発の歴
11月25日 駒瀬　勝啓

国立感染症研究所
ウイルス第三部室長

10 日本脳炎ワクチン
日本脳炎はかって我が国では多数の小児が発症し、死者、後遺症併発
た。しかしいまもアジア地域では重大感染症の一つであるがワクチンは
本脳炎の対策、ワクチンの在り方などについ概説する。

者が多か
普及してい

は希となっ
アにおける日 12月2日 高崎　智彦

国立感染症研究所
ウイルス第一部室長

11
肺炎球菌感
菌ワクチン

染症と肺炎球 肺炎球菌は、小児や高齢者に菌血症・髄膜炎などの侵襲性感染症や肺
小児用、成人用ワクチンがあるが、これらの特徴や臨床効果について概

炎、中耳炎
説する。

ワクチンに
12月9日 大石　和徳

国立感染症研究所
感染症疫学センター長

は

12 結核
結核とはどういう病気か、起因菌の結核菌の特徴およびBCG接種をはじ
概説する。また、結核菌と近縁ならい菌によるハンセン病についても触

めとする
れる。

対策を含め
1月13日 牧野　正彦

国立感染症研究所
ハンセン病研究センター
感染防御部部長

て

13 水痘等のヘルペスワクチン
水痘・サイトメガロウイルスなどのヘルペス科ウイルスによる各種感染症
状とその効用について紹介する。

および我 ワクチンの現
1月20日 西條　政幸

国立感染症研究所
ウイルス第一部部長

14 インフルエンザワクチン
通常の季節性インフルエンザとパンデミック・インフルエンザに対するワ
我が国および海外で認可されているワクチンと両ワクチンとの関係およ

クチンに求
びワクチン

がある。現在
紹介する。 1月27日 板村　繁之

国立感染症研究所
インフルエンザウイルス
研究センター室長

15 ヒトパピローマウイルス
ヒトパピローマウイルス(HPV)は、性行為を介して感染し、子宮頸がんの
に対する感染予防ワクチンが開発され、我が国を含む全世界で導入さ

原因となる
れている現

、欧米にてH
2月3日 柊元　巌

国立感染症研究所
病原体ゲノム解析研究セ
ンター室長

PV



　水谷 哲也

東京・早稲田駅
（日本獣医師会、早稲田総研インターナショナル）

ことのできない相互依存関係になってき
て獣医学の視点から受講者と一緒に考える。

２０１4年度前 　　知の市場（シラ期 バス） 継続

科目No. 関連講座 WT２２１ 科目名 動物総合管理１ 副題 獣医さんが解説する動物の病気と管理

連携機関名 　日本獣医師会 水準 中級 教室定員 25 配信定員 50 講義日時
拠点

（開講機関）
木曜日 18:30～20：00

科目概要(300字)
地球上の野生動物、飼育動物と人との距離は急速に接近し、動物から人へ感染する病気のリスクも高くなって来ている。また、動物と人との関係は、もはや切り離す
ており、動物に対する正確な知識の重要性が高くなってきた。さらに、現代社会では伴侶動物の存在意義が高くなってきている。これらの諸問題につい
(分割受講受け入れ検討中。）

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

動物の感染症
とその対策

1 動物の感染症 感染症についての基礎知識、動物の主要な感染症、またその対策について紹介する。

る。

国際交流や
について解説

み取ること

、感染症か

題にされる

「獣医学」は

法などを解

などの特性に

あることを示
は苦悩のみ
。

の立場から

、もっと感謝
医療分野へ

近年の気候
する。

を説明する。

ら動物とヒト

時代となっ

異なるもの

説する。

対応した栄

す研究成果
が重くのしか

、ペットの皮

される動物
の対応、感

4月12日 　白井　淳資 東京農工大学

2 ペットにおける感染症対策
動物の飼育スタイルの変化から、ヒトとの親密さが増しているイヌ、ネコ
の対策を解説する。

等について を守るため
4月19日 　青木　博史 日本獣医生命科学大学

3
人獣共通感染
（ズーノーシス

症
）

近年、種を越えた感染症が問題になっている。その出現メカニズムを中心に概説す 4月26日

5月17日4 昆虫が媒介する感染症
動物の病気には、現在でも蚊をはじめとする昆虫によって媒介されるも
これまでと異なった病気が流行する可能性がある。動物に感染する代表

のがあり、
的なもの 　古谷　哲也

東京農工大学

変動により、

動物の病気
と看護

5
病気が疑われ
状

る動物の症
家族の一員であるペットが健康に過ごせるように、動物のサインから体の状態を読 5月24日 　清水　美希 東京農工大学

6 動物の異常行動
現代社会において動物が私たちの生活に潤いや癒しを与えてくれる大切
とまがないが，重篤な問題行動によってそのメリットは全て消失し，飼い
義では，伴侶動物の問題行動の見分け方，対処方法，予防方法につい

な存在で
主にとって
て解説する

は枚挙にい
かる。本講 5月31日 　武内ゆかり 東京大学

白井淳資
早稲田総研
インターナ

7 動物看護学
いままでの動物看護学の教育は「獣医師」が主体であった。しかし「動物
物看護学とは」の極意を紹介する。

看護学」と である。「動
6月7日 　太田　光明 麻布大学

ショナル
４階研修室

8
獣医師と動物
係

看護師の関
獣医師と動物看護師のよりよい関係を構築するための問題点、ならびにその解決 6月14日 　福島　隆治 東京農工大学

獣医学からみる
動物の健康と
人間社会

9 動物栄養学
犬や猫が何を必要としているか、成長過程やライフスタイル、サイズ、身
健康な時と病気の時に考えなければならない栄養について解説する。

体の構造 養、さらに
6月21日 　山本　敦

ロイヤルカナン　ジャポン
獣医師

10 ペットの皮膚病
ペット飼育にあたって一番頻度が高い病気にひとつがペットの皮膚病で
因、治療方法、毎日のケア等についてわかりやすく解説する。

す。獣医師 膚病の原
6月28日 　西藤　公司 東京農工大学

11
社会における
医療

家庭どうぶつ
「社会が求めるどうぶつ医療は？」その把握に努めることで、獣医療トラ
る。また、社会全体として取り組むべきテーマである、マナー向上、夜間
防災対策、保険制度、法整備などについて考察する。

ブルを防ぎ
対応、専門

病院にな
染症対策、 7月5日 　島村　麻子

アニコム ホールディング
ス

12 動物福祉と問題点
家畜、伴侶動物の管理方法、動物実験等に対し、動物福祉の立場から社
問題について歴史的背景と、世界の現状、問題点を紹介する。

会的に問 てきた。この
7月12日 　神田　尚俊 東京農工大学

詳しくは　http://juisan.org/　へ。

http://juisan.org/�


拠点
開講機関）

髙島一昭

物的要素があり、急速な変化に対応不能な面もあ
獣医系大学学生、動物看護師に限る。

鳥取・倉吉
（動物臨床医学研究所）

小笠原淳子

水谷雄一郎

議室又は
動物臨床医
学研究所３Ｆ

小笠原淳子

山根　剛

山根　剛

２０１4年度前 　　知の市場（期 シラバス） 継続新規

科目No. 共催講座ZY222 科目名i 動物臨床医学事例研究 副題 臨床現場に有用な症例検討のあり方１ｉ

連携機関名 動物臨床医学研究所 水準 上級 教室定員 ８０名 配信定員 0 講義日時
（

日曜日9:30-11:00, 11:10-
12:40, 13:40-15:10,
15:20-16:50（4講義集中）

科目概要(300字)
動物医療の中でも伴侶動物医療の近年の発展は目を見張るものがある。しかし、急速な発展の中にはひずみが発生しているのも事実である。医療は生き
る。この科目では、後期に先がけて臨床獣医学のありようを再考し、原点であるひとつひとつの症例を大事に検証し、そのありようを検討する。受講対象者は獣医師、

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

眼科 1
白内障手術
注意点

の症例選択と
犬の白内障手術希望例に対して手術実施例は、半数程度かもしれない
できない、術後併発症リスクなど、私の施設における判断基準を整理し
併発症リスクを伴う。犬の白内障治療を検証する。

。手術除
てみた。

施する。

ある。これ
のバランス

外の理由と
一方、薬物治

・骨頭切除・

A)や免疫介
選択として
まざまな免抑

らを他剤併
のとれた麻

して、術後視
療あるいは

骨盤骨折・脛

在性血小板
行われるが、

制剤の使

覚回復が
放置の場 山形静夫 山形動物病院

期待
合も

症例検討（１）

2 外科的疾患の検討（１）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実

4月27日

3 内科的疾患の検討（１）
他複数名

動物臨床医学研究所

麻酔

4
麻酔プロトコ
第1部

ールと麻酔薬
麻酔に関わる薬剤は、鎮静剤やオピオイド、注射麻酔薬、吸入麻酔薬
作用の軽減だけでなく、相乗効果による十分な鎮静や疼痛緩和を得る
を行う中で必要となる、各種麻酔薬の特性やその応用について解説す

など多種で
。多剤併用
る。

施する。

用することは
酔プロトコ

副
ール

5
麻酔プロトコールと麻酔薬
第2部

北尾貴史 動物メディカルセンター

症例検討（２）

6 外科的疾患の検討（２）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実

5月18日

伯耆しあ7 内科的疾患の検討（２） わせ
の郷２Ｆ大会

他複数名
動物臨床医学研究所

血液

8
免疫介在性
治療　第1部

血球減少症の
免疫介在性血球減少症はいばしば遭遇する。特に免疫介在性溶血性
頻度が高い疾患である。これら治療はプレドニゾロンによる免疫抑制療
難治性、再発性の場合には他の治療法も検討する必要がある。そこで
説する。

貧血(IMH
法が第1
今回はさ

施する。

減少症(IM
重症の場合

い方につい

TP)は
や

て解

9
免疫介在性血球減少症の
治療　第２部

下田哲也
カンファレン
スルーム

山陽動物医療センター

症例検討（３）

10 外科的疾患の検討（３）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実

7月27日

11 内科的疾患の検討（３）
他複数名

動物臨床医学研究所

整形外科

12
良くある整形
を出すにあた

外科手術に手
って！　第1部

一般診療でよく遭遇する」または「手を出したくなる」整形外科手術（橈
ど）を中心に失敗しないための「コツ」と「症例選択のポイントを解説する

尺骨骨折
。

施する。

骨粗面離断な

13
良くある整形外科手術に手
を出すにあたって！　第2部

櫻田　晃 さくらだ動物病院

症例検討（４）

14 外科的疾患の検討（４）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実

8月24日

15 内科的疾患の検討（４）
他複数名

動物臨床医学研究所



拠点
開講機関）

物的要素があり、急速な変化に対応不能な面もあ
獣医系大学学生、動物看護師に限る。

鳥取・倉吉
（動物臨床医学研究所）

髙島一昭

小笠原淳子

議室又は
動物臨床医
学研究所３Ｆ

山根　剛

水谷雄一郎

山根　剛
和田優子

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続新規

科目No. 共催講座ZY222 科目名 動物臨床医学ｊ 事例研究 副題 臨床現場に有用な症例検討のあり方２ｊ

連携機関名 動物臨床医学研究所 水準 上級 教室定員 ８０名 配信定員 0 講義日時
（

日曜日　9:30-11:00、
11:10-12:40、13:40-15:10
（3講義集中）

科目概要(300字)
動物医療の中でも伴侶動物医療の近年の発展は目を見張るものがある。しかし、急速な発展の中にはひずみが発生しているのも事実である。医療は生き
る。この科目では、後期に先がけて臨床獣医学のありようを再考し、原点であるひとつひとつの症例を大事に検証し、そのありようを検討する。受講対象者は獣医師、

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

消化器 1
肝外胆道系
治療

疾患の診断と
小動物における肝外胆道系疾患は，比較的稀な疾患とされているが，
会は増えている。
肝外胆道系疾患の中で，胆嚢炎，胆石症，胆嚢粘液嚢腫，肝外胆管閉

施する。

超音波診

塞などを

断装置の普

中心に診断

査法となっ
髄疾患の予

。
検査などの

持するのか
する。

疾患におけ

及もあって

法と治療法

ている。また
後判定に関

画像検査を

、即座に外

る心臓の基

近年遭遇す

を解説する
小出和欣 小出動物病院

る機

。

症例検討（１）

2 外科的疾患の検討（１）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実

9月21日

3 内科的疾患の検討（１）
他複数名

動物臨床医学研究所

神経 4
CTおよびMR
脊髄疾患の
定

I検査を用いた
診断と予後判

現在では小動物における神経疾患の診断において，CTおよびMRIは一
判定を含めた診断の重要性が指摘されている。今回，CTおよびMRIを
データと既知の論文とを比較して解説する。

般的な検
用いた脊

施する。

最近では，
して，我々の 柄　武志 鳥取大学

予後

症例検討（２）

5 外科的疾患の検討（２）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実

10月26日

6 内科的疾患の検討（２）
他複数名

動物臨床医学研究所

循環器 7
心検査のポ
査を中心に）

イント（画像検
心検査を行う上で、それぞれの心疾患において注意して観察するポイ
心疾患の診断する上でのポイントを、心疾患別に胸部X線検査ならびに
る。

ントがある
心エコー

施する。

中心に解説 山根　剛 動物臨床医学研究所す 伯耆しあわせ
の郷２Ｆ大会

症例検討（３）

8 外科的疾患の検討（３）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実

1月25日

9 内科的疾患の検討（３）
カンファレン
スルーム

動物臨床医学研究所
他複数名

循環器 10
心臓を中心
トゲンの読み

とした胸部レン
方

心不全などを来すと心拡大が見られるようになる。VHSやCTRの測定方
ンの読み方を解説する

施する。

法や、各 本的なレン
髙島一昭 動物臨床医学研究所

トゲ

症例検討（４）

11 外科的疾患の検討（４）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実

2月22日

12 内科的疾患の検討（４）
他複数名

動物臨床医学研究所

エキゾチックペット 13
ウサギの緊
張症につい

急疾患／胃拡
て　内科治療

ウサギの胃拡張症は、臨床現場において頻発する緊急疾患であり、内
るのか常に悩まされる疾患である。本テーマでは内科治療に重点をお

施する。

科的に維
いて解説

科治療に踏
加藤　郁 加藤どうぶつ病院

み切

症例検討（５）

14 外科的疾患の検討（５）

小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実

3月29日

15 内科的疾患の検討（５）
他複数名

動物臨床医学研究所



拠点
開講機関）

東京・幡ヶ谷・知の市場
（製品評価技術基盤機構）

なう海外微生物の取り扱い等、微生物に関する安全性や規制

タつ

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座SE２３２ 科目名 バイオ安全特論 副題 微生物資源の活用とバイオ安全の基礎知識

連携機関名  製品評価技術基盤機構 水準 基礎 教室定員 50 配信定員 0 講義日時
（

木曜日18：30～20：30

科目概要(300字)
バイオテクノロジーで重要な微生物の利用における微生物そのものの安全性、遺伝子組換え体の安全性の確保、生物多様性条約の発効にとも
に関して考察するとともに、微生物の保存、提供に伴う品質管理の最新技術や微生物の活用例について考察を行う。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 所属講師名

はじめに

1 安全性とリスクの考え方
化学物質の安全性に関しては、様々な研究がなされており進んでいる
始まったばかりである。安全性とリスクから安全性のあり方を考察する

。バイオテ
。

クノロジーの

子情報を容
ム解析の手

る危険性に
ており、その

BSL）が定め
々が実施し

を例に、病

エチレン（洗
確保するか

換え体を鉱

る。現代に
整備のあり

が、その安
る。

の寄託方法

、微生物は
存することが

利用する事が
。このような

も生息して

びているが
の現状およ

安全性に

易に獲得
法、解析結

ついて紹介
原因究明と

られてお
ている全ゲ

原微生物の

浄剤やドラ
について考

工業利用す

おいても、調
方等につい

全性につい

、寄託され

世代時間が
重要であ

困難となっ
状況下で

いる。この

、この他に
び可能性等

関する研究
10月2日

安井　至
与儀　重雄

製品評価技術基盤機構
理事長　バイオテクノロ
ジーセンター次長

は、

2 病原微生物のゲノム解析
メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（院内感染原因菌）およびインフルエンザ
義とその波及効果等に関して考察する。

ウイルス ゲノム解析
10月9日 藤田 信之

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセン
ター上席参事官

の意

3
微生物のゲ
前線

ノム解析の最
微生物は、ヒト等に比べ全ゲノムの大きさが小さく、ゲノムシーケンス
る。ゲノムシーケンスの方法については、近年、劇的に進歩している。
等について考察する。

により、遺伝
最新のゲノ

することがで
果の利用方 10月16日 小口 晃央

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセン
ター情報解析課

き
法

4  未定 未定 10月24日 未定 未定

微生物と製品の

5 微生物の安全性
微生物の安全性は各菌株の危険性に応じて4段階のバイオセーフティ
は利用する菌株の属種名を正確に同定する必要がある。そこで、本講
た菌株の高精度な同定手法についてご紹介する。

ーレベル（
座では我

り、BSLの判
ノム情報を利 10月30日 黄色祥子

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセン
ター情報解析課

定に
用し

リス

6 バイオと製品

ク

安全
微生物の繁殖が原因で発生した製品事故や微生物が金属を腐食させ
物化学産業から生産されるタンパク質や天然物などの成分による事故
組みについて考察する組みに いて考察する。

ることによ
が発生し

する。また
安全性への 11月6日 佐々木 和実

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセン
タ 生体分子解析室

、生
取り

ー生体分子解析室

バイオ製品の活
スク管理

用と
7

微生物を用
手法と安全性

リ

いた環境修復 微生物を用いた環境修復手法（バイオレメディエーション）で、石油やテ
使用）で汚染された土地、地下水等を修復する場合に、どのようにして

トラクロロ
安全性を

イクリーニン
察する。 11月13日 山副 敦司

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセン
ター情報解析課

グで

8 遺伝子組換え体の利用
現在、遺伝子組換え体の利用は、カルタヘナ法により規制されている。
等について考察する。

遺伝子組 る場合の手
11月20日 深井 理恵子

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセン
ター 安全審査室

与儀　重雄
続き

製品評価技
術基盤機構
技術研修室

生物資源の保全
用

9
知的基盤とし
整備

ての微生物の 日本は、古来から、酒、味噌、醤油の醸造に代表される高い醸造技術
酵素等の発酵生産を行っている。このような微生物の収集・保存の状

を持ってい
況、今後の

味料や産業
て考察する 11月27日 神野 浩二

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセン
ター戦略企画室

用
。

10 微生物の保存と品質管理
発酵食品や医薬品の製造などさまざまな分野で微生物が利用されて
起こって性質が変わったり、短期間で死滅するものもある。微生物株を
の保存方法や、保存した標品の品質管理手法等を考察する。

いる。一方
適切に保

短いため変
るため、微生 12月4日 中川 恭好

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセン
ター寄託分譲推進室

異が
物

と活
11 海外の微生物の入手

1993年に生物多様性条約（CBD）が発効し、海外の動植物、微生物等
COP１１で、利用した遺伝資源の利益配分ルールについて、議論がな
の微生物を利用できるのか考察する。

を自由に
されている

ている。ま
、どのように 12月11日 川﨑　浩子

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセン
ター国際連携室

た、
海外

12 特殊環境微生物
微生物は、深海、高温の温泉、酸素のない環境など、人間の生息でき
特長等について考察する。

ない場所に ような微生物
1月8日 森 浩二

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセン
ター生物資源課

の

13
藻類によるバ
ギー生産

イオエネル
近年、石油代替エネルギーとして、バイオマスからのアルコール生産が
（微細藻類）による油脂等の生産も研究されている。微細藻類による油
る。

注目を浴
脂類生産

、池などに棲
について考 1月15日 関口　弘志

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンタ
生物資源課

む藻
察す

14 特許微生物について
微生物を用いた特許を出願する場合の、ブダペスト条約等に基づく、特
管理方法等について考察する。

許微生物 た微生物の
1月22日 大野 さやか

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセン
ター開発課

品質

まとめ 15
今後の微生
り方

物の利用のあ 微生物は、今後のエネルギーや環境修復、食品や医薬品の生産等に
要がある。これらの微生物をどのように利用するか、今後の展望につい

有用である
て考察す

ても配慮す
1月29日

鈴木 健一朗
与儀 重雄

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセン
ター上席参事官、次長

る必



拠点
開講機関）

廣近  洋彦

田部井　豊

ノムの全塩基配列の解読や分子生物学的研究の著しい進展に
きたが、最近では遺伝子組換え技術により有用物質生産な

世界的な食料問題等の展望や今後の食料戦略などの解

東京・四ツ谷（２）　生物研
（農業生物資源研究所）

に つ

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座ＡＴ２３１ 科目名 農業生物資源特論 副題 バイオテクノロジーで拓く食料、医療などへの農業生物資源の利用と未来

連携機関名 農業生物資源研究所 水準 中級 教室定員 45 配信定員 45 講義日時
（

木曜日１８：３０～２０：３０

科目概要(300字)

日常食している農作物や畜産物は、多くの先人たちが、何万年もの時間をかけ野生植物や動物を選抜・改良し利用可能にしてきた。近年、イネゲ
より、ゲノム情報や遺伝子組換え技術を利用した新たな農作物や家畜の開発や利用が進みつつある。また、カイコは絹生産のために長く利用されて
ど、新産業創出の可能性を示す新たな局面を迎えている。農業に利用されてきた生物資源の改良の歴史やこれまでの社会的役割を概説するとともに、
説と、それらの解決を図るための最新の研究内容を紹介する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

総論 1
農業生物資
術開発～遺
開発の歴史

源の利用と技
伝資源と作物
～

私たちは農業からたくさんの恩恵を受けている。イネをはじめとする植物
物を食物や衣類として利用している。農業生物資源研究所で研究してい
支えた技術開発の歩みについて解説する。

、肉、乳、
る様々な

卵、毛、絹
生物の概要

良において
について、

大きな期待
評価システ

り組みについ

良に有用な
対象とした

と遺伝子組
の必要性

がゲノム解
ゲノム解析研

ゴールド二十
が維持され

植物・微生物

入、畜産環
を紹介する

薬分野への

な生産技術
できるよう

た防除技術

けて地域で
する遺伝資

伝資源の収
たな作物の

究所で実施

る。農薬に
すことを目

、カイコの
材とした遺

り組みに いて

、蜜など動物
とその利用

重要な遺伝
我が国の主

がかけられ
ムについて

て紹介する

遺伝子の
育種改良に

換え農作物
や可能性に

析の対象と
究の実際

世紀」やリ
るシバ「ウィ

共生の仕

境問題など
。更に、動
貢献につい

の実現が
になってきて
について紹

育まれた作
源が不可

集・利用に
開発や知的

している遺

依存しない
指した最新

遺伝子組換
伝子機能解

紹介する

や昆虫の
の歴史、そ 9月4日

9月11日

9月18日

9月25日

生産
れを

先端ゲノムの研究

2
農業生物に
析研究の実

おけるｹﾞﾉﾑ解
際

近年のゲノム解析機器の発達には目覚ましいものがあり、今では、多様
ゲノム解析が必要か、また、ゲノム解析結果をどのように活かしていくの
研究所のイネゲノム研究を中心に網羅的に紹介する。

な生物種
か、など 矢野　昌裕

なっている。なぜ
を農業生物資源

3
ｹﾞﾉﾑ情報を
種研究

活用した作物育
ゲノム研究が進んで、作物の品種改良の方法がさらに効率化されてい
見つけるのか、さらに、見いだした有用な遺伝子をどうやって組み合わ
ネを例に紹介する。

る。品種改
せるのか等 山本　敏央

農業生物資源研究所
子をどのように
要作物であるイ

4 家畜ｹﾞﾉﾑ研究最先端
高品質で安全な家畜生産に貢献するため、ゲノムデータベースの整備
介する。また、ゲノム情報を有効利用することにより、肉質、生産性、抗
る。

と家畜の改
病性などを 美川　智

解析について紹
ついても紹介す

食料状況 5
世界の食糧
保のための

需給と食料確
世界戦略

世界の穀物需給をみると、将来の世界戦略が見えてくる。現在の作物生
い、日本がどのくらい海外の穀物に依存しているかを改めて考えながら

産の動向
、新規技術

の占める
ついて論じ 10月2日 三石　誠司 宮城大学

意味合
る。

遺伝子組換えの

6
遺伝子組換
性評価性評価

え作物の安全
農業生物の潜在能力を最大限引き出すアプローチとして、遺伝子組換
組換え農作物を商品化するには厳しい安全性審査が求められており、
に 農業生物資源研究所における遺伝子組換え技術 の理解増進に向けた、農業生物資源研究所における遺伝子組換え技術への理解増進に向けた

え技術には
その安全性

取取

ている。遺
解説する。
。

10月9日
伝子
さら

10月16日

10月23日

10月30日

11月6日

11月13日

11月20日

11月27日

12月4日

12月11日

7 遺伝子組換え生物の開発
遺伝子組換え技術により、現在どのような研究が進んでいるか、農業生
を利用した様々な研究を中心に紹介する。

物資源研
高野　誠

伝子組換え技術

研究

8
植物の戦うし
－耐病性作
した取り組み

くみ
物開発を目指
－

植物の病気は作物に大きな被害を与え、その防除には多くの農薬が用
め、未利用の遺伝資源を利用したり、植物が本来備えている潜在的な力
紹介する。

いられてい
を引き出 高辻　博志

主婦会館３階
コスモス

農業生物資
源研究所
広報室

病害防除のた
の研究について

9
カイコの遺伝
-昆虫利用の

子組換え利用
新展開-

カイコは絹糸を生産する家畜昆虫として数千年にわたって利用されてき
れ、また、ゲノム解読も進んでいる。これらを受けて急速に進みつつある
創出に向けた利用研究を紹介する。

たが、近年
昆虫を素 瀬筒　秀樹

都島　美行
え技術が開発さ
析研究と新産業

遺伝資源の研究

10
植物の多様
収集と保存

な遺伝資源の
農業の近代化とともに少数の作物品種しか栽培されなくなるなど、長い
性は急速に失われている。しかし、新たな作物の開発や品種改良には
に利用できるように遺伝資源源を探索し保存する努力を紹介する。

年月をか
多様性を有 河瀨　眞琴

物の遺伝的多様
欠である。持続的

11 遺伝資源をめぐる国際情勢
2010年に名古屋で開催された、生物多様性条約国際会議(cop10)などに
心が深まるとともに、状況が大幅に変化してきている。これらの状況につ
い等と遺伝資源の収集利用という視点から現在の国際情勢を解説する

より、遺
いて、新

。
土門　英司

農業生物資源研究所
対する国際的な関

財産などの取扱

12
突然変異研
い
-放射線によ

究へのいざな

る変異創出-

ガンマーフィールドなどでのガンマ線ー照射によって育成された、耐病性
腎臓病患者が利用可能な低蛋白イネ品種、いろいろな色と形のキクや
ド」などの品種や、最近のゲノム研究や海外の状況を紹介する。

のナシ「
バラ、緑度 土師　岳

ンゴ「放育印度」、
ンターフィール

植物科学の先端研究 13
共生からみ
-植物と微生
－

る植物
物の相互作用

植物は土壌微生物との細胞内共生によって,貧栄養の土壌で生育が可
の応用について解説する。

能となる。
林　誠

組みの解明とそ

昆虫科学の先端研究 14
環境保全型
る技術の開

農業を実現す
発

農業は投入するエネルギー量を削減し、生態系に影響の少ない低投入
害虫防除では、生物の特性を利用した天敵やフェロモンといった防除資
影響の少ない総合的害虫管理（IPM)を実現する要素である昆虫の行動

・持続可能
材が利用
を利用し

野田　隆志
求められている。
いる。生態系に
介する。

動物科学の先端研究 15
動物性タンパ
ら医薬分野

ク質の供給か
への貢献まで

畜産業は良質タンパク質を日本の消費者に提供してきた。一方で、穀物
問題を解決し、良質な動物性タンパク質の持続的生産を可能とする最新
展開として、進展の著しい体細胞クローン技術と遺伝子組換え技術を活

の大量輸
研究成果
用した医

木谷 裕
がある。これらの

物研究の新たな
て紹介する。



拠点
（開講機関）

千葉・千葉
(千葉市科学館）

主体的に関与し判断できる「科学技術リテラシー」が求
担うこととなった。科学技術に対する理解・関心・意識を深

学び、科学技術社会の健全な発展につなげる。（３回まとめて受

２０１4年度前 　　知の市場（ ）期 シラバス 新規

科目No. 関連講座TD３０７a 科目名  サイエンスコミュニケーシ 副題ョン実践論 ａ サイエンスコミュニケーションの理論と実践

連携機関名 千葉市科学館 水準 上級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時  土曜日 １3：30～15：30

科目概要(300字)

21 世紀の今日、「知識のための科学」や「産業のための技術」に加えて「社会における、社会のための科学技術」がいわれ、その本質を理解し活用することで、社会の課題に
められることとなった。サイエンスは利便性だけでなく精神的に豊かに生きるための文化となり、サイエンスコミュニケーション活動は生活の安全保障にも係る重要な役割を
め高め合い、多様な意見の合意形成や政策等への反映、協働して課題を解決していく「サイエンスコミュニケーション」の活動事例を通して、その理論と実践的技術を
講することも分割して１回だけ受講することも可能です。）

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

サイエンスコミ
ケーションの拡

理論

1
サイエンスコミュ
理論

ニケーションの 本講座の進め方とサイエンスコミュニケーション活動の事例等
礎概念と方法論等を紹介する。

を紹介し、サイエンスコミュニケーションの
6月14日

7月12日

8月9日

基

ュニ
がり 2

産業技術誌概論
ション

と
とコミュニケー 産業科学技術をテーマとしたサイエンスコミュニケーション活動

とさまざまな基礎知識を解説する。

千葉市中央区
Qボール13階
ビジネス支援

センター

高安礼士
を行うための技術誌の考え方やその方法論

高安　礼士
千葉市科学館
（日本サイエンスコミュニ
ケーション協会理事）

3
サイエンスコミュ
デザイン

ニケーションの
社会に根ざした科学的活動の実態を紹介し、その計画・運営の手法及び科学教育の学習理論を紹介する。



拠点
（開講機関）

千葉・千葉
(千葉市科学館）

主体的に関与し判断できる「科学技術リテラシー」が求
担うこととなった。科学技術に対する理解・関心・意識を深

学び、科学技術社会の健全な発展につなげる。（３回まとめて受

２０１4年度後 　　知の市場（ ）期 シラバス 新規

科目No. 関連講座TD３０７ｂ 科目名  サイエンスコミュニケーシ 副題ョン実践論 ｂ サイエンスコミュニケーションの理論と実践

連携機関名 千葉市科学館 水準 上級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時  土曜日 １3：30～15：30

科目概要(300字)

21 世紀の今日、「知識のための科学」や「産業のための技術」に加えて「社会における、社会のための科学技術」がいわれ、その本質を理解し活用することで、社会の課題に
められることとなった。サイエンスは利便性だけでなく精神的に豊かに生きるための文化となり、サイエンスコミュニケーション活動は生活の安全保障にも係る重要な役割を
め高め合い、多様な意見の合意形成や政策等への反映、協働して課題を解決していく「サイエンスコミュニケーション」の実践事例を通して、その理論と実践的技術を
講することも分割して１回だけ受講することも可能です。）

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

サイエンスコミュ
ケーションの実践

1 サイエンス・ライティング
講座受講者がサイエンスカフェを実施するための計画を策定し
の方針・計画の発表に助言を行う。

準備を行うグループ

めの技術誌

編成を行

の考え方

い、各グル
10月18日 渡辺政隆 筑波大学教授

ープ

ニ
2 サイエンスカフェ実践Ⅰ 受講者によるグループ別のサイエンスカフェを実施し、その評価を行う。 11月15日 蓑田裕美

ウィークエンドカフェ
代表

千葉市中央区
Qボール13階
ビジネス支援

センター

高安礼士

3 科学技術政策と社会
産業科学技術をテーマとしたサイエンスコミュニケーション活動
とさまざまな基礎知識を解説する。

を行うた やその方法
12月20日 高安　礼士

千葉市科学館
（日本サイエンスコミュニケー
ション協会理事）

論



拠点
開講機関）

スパート養成を目指す労働科学特論a、b、cの受講希望者は本

東京・西早稲田（１）労研
（労働科学研究所、早稲田大学規範科学総合研究所）

酒井一博

村田　克

害

毛利一平

２０１4年度前 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座 RT４２１ 科目名 労働科学 副題 産業保健の基礎：労働科学の歴史と展開

連携機関名 労働科学研究所 水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（

土曜日　11：00-13：00、
13：40-15：40、15：50-
17：50（３講義集中）

科目概要(300字)
日本における産業安全保健の開拓者として労働科学の歴史をたどり、現代に繋がる問題の分析と対策について紹介する。産業安全保健のエキ
科目を受講することを勧める。その他、労働安全衛生、産業安全保健に興味のある多様な分野の方の受講を歓迎する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

総論

1
大原孫三郎と
研究所

倉敷労働科学 労働科学研究所は、1921（大正10）年に倉敷紡績社長大原孫三郎によ
された。時代状況を読み解きながら、労働科学研究所誕生の必要性と

って、万寿
活動の特

ら長年にわ

労働

工場敷地
徴、成果な

たって展開

過労運転の

スベストの

等、環境学

科学的問題

全衛生と現

のヒヤリン

ているポジテ
アプローチ

に椅子のデ

検証し、労

刻な問題で

国の経営に

て仕事と無
てみる。

るサービス産
る。

内の寄宿舎
どを検証する

されてきた

実態を検

測定法や研

も取り上げ

とその解決

場改善につ

グ調査など

ィブ(POS
の役割と成

ザイン手法

働生活を支

ある。国内で

も共通する

縁ではない

業におけ

に隣接して
。

へのアプロ 6月28日
（土）

7月5日
（土）

建設

最前

ム

ーチ

7月12日
（土）

る。

の程

7月19日
（土）

7月26日
（土）

2 21世紀の労働科学概観
労働科学による社会変革の歴史を踏まえつつ、21世紀の現代社会における
を概説する。

安全と健康 3
組織安全の取
点

り組みの到達 産業事故や企業の不祥事が絶えない。ヒューマンファクターの視点か
検証しながら、組織安全に関する取り組みの到達点を示す。 余村朋樹

産業安全研究を

職場環境

4
有害環境と安
ベスト研究の

全衛生、-アス
最新例から-

環境、労災・職業病など、労働者をとりまく作業環境の課題と改善策に
線を紹介する。

の有様から

ついて、ア

による中毒

究を通して

て労災・職業病5
化学的要因に
環境に関連し
究

よる健康障害と
た労働科学研

高度経済成長とともに化学物質による中毒が広がった。水俣病等の地域住民に被害が及ぶ公害問題、鉛や六価クロ
などの重金属、β-ナフチルアミンなどによる職業がん、有機溶剤など
の歴史と課題を検証する。

産業特有の問題
取り組み取り組み

への
6

運輸における
害

安全と疲労、災 経済活動の基盤を支える物流産業で働くトラック運転者の労働と睡眠
くる産業の構造の変革について論じる。くる産業の構造の変革について論じる。

鈴木一弥
証しつつ、見えて

安全と健康 7
座位作業の快
ン、安全、環境

適性とデザイ
、保健

様々な労働場面における座位における負担・疲労に関する研究を概説
についても紹介する。

する。さら

の研究を

とって深
する。

小山秀紀
やシーティング

疲労研究の過去
在

と現
8 交代勤務研究の最前線

夜勤交代勤務による健康影響、疲労の進展、その予防策に関する最近
制度について、現場データをもとに概説する。 松元　俊 労働科学研究所酒井一博

援する交代勤務
早稲田大学
西早稲田
キャンパス

9 慢性疲労研究の現在
２日の休日をとっても回復しない「慢性疲労」は現代の多くのワーカーに
等に関する研究をもとに、慢性疲労研究の到達点と今後の課題を概説 佐々木司

の過労死事例

産業特有の問題へ
り組み

の取
10 医療の場における安全と保健

医師、看護師などの医療関係者が従事する保健医療産業をとりあげて
活動の困難さと、ブレイクスルーのための研究戦略、社会の課題につ

働者の安

作業者へ

、成長す
いて紹介す 吉川　徹

る産業安全保健

安全と健康 11
ものづくりの安
生産技術と安

全衛生−設計と
全衛生の融合−

技術立国日本の屋台骨を担ったものづくりの場（製造現場）における労
筋骨格系障害の例を取り上げながら検証する。 松田文子

いて、腰痛など

産業特有の問題へ
り組み

の取
12 鉄鋼業における安全衛生

鉄鋼業における安全と健康について、若年者への災害事例等に関する
の日本が抱える安全衛生教育の課題と到達点について検証する。 池上　徹

を紹介し、現代

安全と健康 13
参加型アプロ
安全保健活動

ーチによる産業 ILOが推進しているワイズ(WISE)、ウインド(WIND)や日本の技術協力で
指向型職場改善プログラムについて紹介し、産業安全保健領域におけ

進められ
る参加型

米先進諸

っ
いて考え

ITIVE)などの対策
果を検証す

。いったいど
疲労研究の過去と現在 14 疾病の作業関連性を探る

ヒトは一日の三分の一を仕事に費やしている。そうであれば、「生活習慣病」だ
度、仕事と病気の間に関係があるのか？それを明らかにする方法につ

社会 15
新時代の「日
働者の健康

本的経営」と労 日本的経営がどのよう点で特殊に「日本的」なのか，どのような点で欧
いるのかを歴史過程を踏まえながら論じる。 未定

普遍性を持って



酒井一博

施桂栄

図るために、講義・グ
しての参加を原則とするが、講義

東京・西早稲田（１）労研
（労働科学研究所、早稲田大学規範科学総合研究所）

井上枝一郎 労働科学研究所

パス
酒井一博

り

ほか ほか

井上枝一郎
細田聡
余村朋樹

永田久雄 北九州市立大学大学院

２０１4年度後 　　知の市場（シラ期 バス） 継続

科目No. 共催講座 RT４２２ 科目名 労働科学特論aa 副題 産業安全保健エキスパート養成コース（安全）

連携機関名 労働科学研究所 水準 中級 教室定員 25 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

木金土9:30-11:30, 12:30-
14:30, 14:30-16:30, 16:30-

18:30（４講義集中）

科目概要(300字)
職場における安全衛生のプロ（産業安全保健エキスパート）の育成を目指す。安全と健康と職場環境の三位一体的アプローチの体得を促し、異業種間交流、企業間交流の促進を効果的に
ループワーク・ケーススタディ・測定演習などの形式で実践的に集中講義を進め、組織を安全衛生の観点から改革できる人材の育成を図る。受講者は上司の許可を得た業務と
に十分参加できる場合は個人的な受講も歓迎する。RT422b、RT422cとの併行受講を推奨する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

共通講座（Ⅰ）

1 オリエンテーション
産業安全保健領域における中核人材（エキスパート）養成の必要性、なら
トの専門能力（コンピテンシー）とカリキュラムとの関係や養成コースの特徴

びに中級コ
について

者が知っ

じる。

際動向を
向を紹介

去の事例か

これら
いて論じる

ースのすす
概説する。

ておくべき法

かにし、現実

ように影響

知ることは、
し、近い将来

いて論じる

事例に基づ
企業の

」というテー
ロセスを通

、取り組み方
たは職場に

う。

プワークを

ける重大事
ながら、実

活動に力を

活動に力を

ら、組織メ

は本来「心

め方、とく

令について

場面で効果

するかにつ

企業内での
の安全衛生

。

きその本質
「安全文化

マで講義を
して、異業種

法などに関
おける安全保

実施する。機

故を未然に
践に役立つ

入れなくて

入れなくて

にエキスパー

9月6日
2

総括的講義／
生の動向

労働安全衛 マネジメントシステムの普及からもわかるように、労働安全衛生における国
動の長期的なビジョンを作成するためにも重要である。この数年の国際動
ついて論じる。

小木和孝

労働科学研究所安全衛生活
活動の姿に

3
総括的講義／
生関連法令

労働安全衛 労働基準法、労働安全衛生法を中心に、安全衛生担当者および一般労働
実践的に論じる。

、事例を元
岩本充史 安西法律事務所

に
（土）

4 経営トップ講義 企業の経営トップを招聘し、経営の視点から労働安全衛生などについて論 未定

講義

5
ヒューマンファ
るコミュニケー
性

クターにおけ
ションの重要 現場におけるコミュニケーションや組織要因が、人間の状況認識、判断、

に関する過

よって明ら

行動にどの

様々な

いて論じる。

9月18日
（木）

早稲田大学
西早稲田
キャン

9月19日
（金）

6 緊急時対応の実際
職場における「緊急時」の人間行動特性を様々な事例や簡易実験などに
る対応策について論じる。 細田聡

の期待でき

7
技術者倫理と
ンス

コンプライア 近年、企業による組織的不祥事が社会問題となっている。組織的不祥事
プライアンスを妨げる組織内外要因について論じる。

ンバーのコン

理測定」であ

を理解する。
」の状態を調

心理測定の基測定

8

礎
職場の安全保健活動において、しばしばヒヤリング、アンケートなどの手法が用いられる。
り その使用には「コツ」が必要である その測定原理や厳守すべき手順の基礎につ礎 、その使用には「コツ」が必要である。その測定原理や厳守すべき手順の基礎につ

安全文化の本
成

質とその醸 チェルノブイリ発電所事故後、世界的に注目されている「安全文化」について、
さらに、企業における「安全文化」の醸成の重要性、「安全文化」を醸成するための方法、
査する手法などを論じる。

演習

9 課題の実施

企業活動の目的・コストなども視野に入れた包括的視点から、何故企業が
かを示し、さらに企業活動の社会的責任（CSR）についえ考察を深める。

安全衛生 はならないの
10

11
事故分析実習 施桂栄

藤掛和広

講義

12
総合的マネジ
的責任

メントと社会 企業活動の目的・コストなども視野に入れた包括的視点から、何故企業が
かを示し、さらに企業活動の社会的責任（CSR）についえ考察を深める。

いてグルー

、現場にお
報を提供し

安全衛生 はならないの
安福愼一 新日鐵住金

13
安全工学に
向上

よる産業安全
機械安全、本質安全とは何か。安全工学の知見をどのように応用すれば
来るかなど、工学的視点による安全性の向上について最新の考え方と情
る。

防ぐことが出
知見を共有す 梅崎重夫 労働安全衛生総合研究所

9月20日
（土）

ケーススタディ
14

15
産業事故の原

実際に起きてしまった事故事例を取り上げ、事故の経緯、原因、対策につ
点、ヒューマンファクターの視点から事故を考察できる力を養う。

因を探る
械安全の視

共通講座（Ⅱ）

16

17

18

19

実践実習
グループワーク

上級コースにおける実践実習を効果的に行うために、実践実習のテーマ、
主にグループワークによって作成する。そのために、受講者が所属する企
るいは安全保健に関するニーズを引き出し、その解決向けた取り組みを実

到達目標
業全体ま
習として行

聴くことや、グ
交流の実現

する計画を
健の状況あ

11月7日
（金）

11月8日
（土）

酒井一博 労働科学研究所

20

21

22

23

ワークショツプ
エキスパートOBの参加も得て、本「養成コースで学んだことを実務にどう役
ループワークによって受講者同士で意見交換することで、知識を、実践に
を図る。

立てるか
展開するプ



酒井一博

鈴木安名

ために、講
る

東京・西早稲田（１）労研
（労働科学研究所、早稲田大学規範科学総合研究所）

斉藤進

労働科学研究所

ほか

吉川徹

ほか

２０１4年度後 　　知の市場（シラ期 バス） 継続

科目No. 共催講座 RT４２２ 科目名 労働科学特論bb 副題 産業安全保健エキスパート養成コース（健康）

連携機関名 労働科学研究所 水準 中級 教室定員 25 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

木金土9:30-1130、12:30-
14:30、14:30-16:30、

16:30-18:30（４講義集中）

科目概要(300字)
職場における安全衛生のプロ（産業安全保健エキスパート）の育成を目指す。安全と健康と職場環境の三位一体的アプローチの体得を促し、異業種間交流、企業間交流の促進を効果的に図る
義・グループワーク・ケーススタディ・測定演習などの形式で実践的に集中講義を進め、組織を安全衛生の観点から改革できる人材の育成を図る。受講者は上司の許可を得た業務としての参加を原則とす
が、講義に十分参加できる場合は個人的な受講も歓迎する。RT422a、RT422cとの併行受講を推奨する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

共通講座（Ⅰ）

1 オリエンテーション
産業安全保健領域における中核人材（エキスパート）養成の必要性、な
パートの専門能力（コンピテンシー）とカリキュラムとの関係や養成コース

らびに中級
の特徴に

働者が知

論じる。

国際動向
際動向を

き方によっ
わる手法を

業所の産業
面を、産業

コースのす
ついて概説

っておくべき

る健康管理
る生理計測

を知ることは
紹介し、近い

ではないだ
いて考える。

疾病を招く。
体的に学ぶ

ついて検討

の産業保健

近のメンタ
あげ安全衛

学の原理を
するための

、取り組み
または職場

として行う。

というテー
プロセスを

てオフィス以
模擬パソコン

保健活動だ
精神保健と

すめ方、とく
する。

、法令につ

や筋骨格系
の役割やそ

、企業内で
将来の安全

ろうか。これ

では使いや
。

する。筋骨格

の取り組み

ルヘルス対
生スタッフ

応用して労
手法を学ぶ

方法などに
における安

マで講義を
通して、異業

にエキス

9月6日
2

総括的講義／
の動向

労働安全衛生 マネジメントシステムの普及からもわかるように、労働安全衛生における
活動の長期的なビジョンを作成するためにも重要である。この数年の国
姿について論じる。

小木和孝
の安全衛生
衛生活動の

労働科学研究所

3
総括的講義／
関連法令

労働安全衛生 労働基準法、労働安全衛生法を中心に、安全衛生担当者および一般労
元に実践的に論じる。

いて、事例を
岩本充史 安西法律事務所

（土）

4 経営トップ講義 企業の経営トップを招聘し、経営の視点から労働安全衛生などについて 未定

演習 5
健康へのアプ
担の測定

ローチと作業負
健康の指標の一つとして、さまざまな生理学的測定が用いられている。企
価、人間工学的なデザインへの適用などの実例を基に健康へのアプロー
ついて、実習を交えながら実践的に学ぶ。

う新しい働
改善に関

て」は、事
定的な側

業におけ
チにおけ

負担の評
の有効性に 松田文子 労働科学研究所

ケーススタディ
6

7
オフィスエル

この数年、オフィスにパソコンはほぼ完全に普及し、さらにテレワークとい
のパソコン作業が広がりつつある。パソコン作業環境や作業手順などの
実測実習によって実践的に学ぶ。

ゴノミクス
外の場所

作業環境の
で

9月25日
（木）

労働科学研究所北島洋樹
鈴木一弥

講義 8
新しい精神障
の解説と対応解説 対

害認定基準
方法

平成23年12月26日付け「心理的負荷による精神障害の認定基準につい
的資源管理にも相当なインパクトを与える内容です。その積極的な面と否
から解説します方法 から解説します。

けでなく人
法律の立場

ケーススタディ
9

10

職場環境改善
きやすい職場

を通じた働
づくり

一次予防を重視したメンタルヘルスへの取り組みについて、実践的に学
ふまえて話題を提供します。グループワークでは、いじめ・ハラスメントの
ついて考えます。

が多いの
条件につ

ら、今後

習する。最
事例をとり

策の動向を
の関わり方に

講義

11
産業保健の取
ンフルエンザへ
験を活かす-

り組み-新型イ
の取り組み経

新型インフルエンザの流行阻止に向けた成功例と失敗例を取り上げなが
な検討を試みる。

について多
鈴木英孝 EMGマーケティング酒井一博

様 早稲田大学
西早稲田
キャンパス

9月26日
（金）

12
現代労働者の
要な睡眠条件

疲労回復に必 前日の疲れがなかなかぬけな、毎日十分に休めていないと感じている人
背景には特徴的な現代労働の問題があり、その疲労回復に必要な睡眠

らの訴えの
松元　俊 労働科学研究所

13 ユーザビリティ評価の方法
道具や設備機器が「使いにくい」と、作業能率・作業精度の低下や事故、
ビリティ）は、どのようにチェックすればよいのだろうか？　その評価のポ

ストレス、
イントを具

と効果に

義では疫
れを理解

すさ（ユーザ
小松原明哲 早稲田大学理工学術院

14
増え続ける筋
の対応

骨格系疾患へ 職業性筋骨格系疾患のリスクを多様に取り上げながら、予防対策の実際
防に役立つ人間工学的な手法についても解説する。

系疾患予
岩切一幸 労働安全衛生総合研究所9月27日

（土）

15
職場における
同定と理解

健康リスクの 職場に存在する健康リスクはどのようにすれば把握できるだろうか。本講
を注意深く観察することによって、職場に存在する健康リスクを発見し、そ

働者の集団
。 毛利一平 労働科学研究所

共通講座（Ⅱ）

16

17

18

19

実践実習
グループワーク

上級コースにおける実践実習を効果的に行うために、実践実習のテーマ
を主にグループワークによって作成する。そのために、受講者が所属す
況あるいは安全保健に関するニーズを引き出し、その解決向けた取り組

、到達目標
る企業全体
みを実習

関する計画
全保健の状

聴くことや
種交流の

、
実

11月7日
（金）

11月8日
（土）

労働科学研究所酒井一博

20

21

22

23

ワークショツプ
エキスパートOBの参加も得て、本「養成コースで学んだことを実務にどう
グループワークによって受講者同士で意見交換することで、知識を実践
現を図る。

役立てるか」
に展開する



拠点

酒井一博

の参加を原則とす

東京・西早稲田（１）労研
（労働科学研究所、早稲田大学規範科学総合研究所）

労働科学研究所

7

ほか

城内　博 日本大学

ほか

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座 RT４２２ 科目名c 労働科学特論c 副題 産業安全保健エキスパート養成コース（職場環境）

連携機関名 労働科学研究所 水準 中級 教室定員 25 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

木金土9:30-1130、12:30-
14:30、14:30-16:30、

16:30-18:30（４講義集中）

科目概要(300字)
職場における安全衛生のプロ（産業安全保健エキスパート）の育成を目指す。安全と健康と職場環境の三位一体的アプローチの体得を促し、異業種間交流、企業間交流の促進を効果的に図るために、講
義・グループワーク・ケーススタディ・測定演習などの形式で実践的に集中講義を進め、組織を安全衛生の観点から改革できる人材の育成を図る。受講者は上司の許可を得た業務として
るが、講義に十分参加できる場合は個人的な受講も歓迎する。RT422a、RT422cとの併行受講を推奨する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

共通講座（Ⅰ）

1 オリエンテーション
産業安全保健領域における中核人材（エキスパート）養成の必要性、
パートの専門能力（コンピテンシー）とカリキュラムとの関係や養成コ

ならびに
ースの特徴

労働者が

て論じる

る国際動
国際動向

中級コース
について

知っておく

。

者がこれら
やその結果

向を知るこ
を紹介し、近

ともに、効果

子を除去す
ような方策のう

目標、取り
全体または
実習として

るか」という
ロセ

ような方策のう

各種の保護

が起きてい
を通してこ

のような状況
効果の高い

に考察する

た管理が求

のすすめ方
概説する。

べき、法令に

の有害な因
の評価につ

とは、企業
い将来の

的なマネジ

るか、それ
ち 特に

組み方法な
職場におけ
行う。

テーマで講
スを通して、

ち、特に

具を実際

る。これには
の問題につ

で多発する
対策につ

。

められてい

、とくにエキス

9月6日
2

総括的講義／
の動向

労働安全衛生 マネジメントシステムの普及からもわかるように、労働安全衛生におけ
活動の長期的なビジョンを作成するためにも重要である。この数年の
姿について論じる。

小木和孝
内での安全衛生
安全衛生活動の

3
総括的講義／
関連法令

労働安全衛生 労働基準法、労働安全衛生法を中心に、安全衛生担当者および一般
元に実践的に論じる。

ついて、事
岩本充史 安西法律事務所

例を （土）

4 経営トップ講義 企業の経営トップを招聘し、経営の視点から労働安全衛生などについ 未定

講義

5 職場環境測定・評価
職場の環境管理を行うには、有害因子がどの程度存在し、その環境
らされているのかを把握することが必要である。そのために行われる

で働く労働
環境測定

にすると

の有害因
ある このある。この

子にどの程
いて解説す 名古屋俊士 早稲田大学理工学術院

度さ
る。

6
安全衛生マ
テム

ネジメントシス 職場における安全衛生マネジメントシステムに関する到達点を明らか
グループワークを交えて実践的に考察する。

メントにつ
小島政章 竹中工務店

いて、 10月2日
（木）

7 職場環境対策職場環境対策
有害な因子による労働者の健康障害を未然に防止するためには、そ
その因子のヒトへの接触 関与をできるだけ低減させることが肝要でその因子のヒトへの接触、関与をできるだけ低減させることが肝要で
について種々の実例とともに学ぶ。

が出来なけ
工学的な工学的な 村田克 労働科学研究所

れば
対策 村田克 労働科学研究所対策

演習
8

9
保護具の有効活用

保護具は、作業環境の改善が難しい現場において、未だに有効な対
その有効活用について学ぶ。

策である。

て実践的

に基づい

に着用しながら、
田中　茂 労働科学研究所

早稲田大学

講義

10 化学物質管理
化学物質は産業現場で様々に利用されており、その有害性や危険性
学物質を管理することの意義や仕組み、対策などについて学ぶ。

る。このよ
武田繁夫 中央労働災害防止協会

10月3日
（金）

酒井一博西早稲田
キャンパス

うな化

11 環境リスクアセスメント 職場における環境リスクアセスメントの要点を、グループワークを交え 橋本晴男 EMGマーケティング

ケーススタディ

12

13

日本の化学物
ているもの－
－

質管理に欠け
ＧＨＳから考える

アスベスト問題、放射線問題等、日本において化学物質 に関する大
質管理システムが抱える根本的な問題があるように思われる。講義

る。

きな問題
ではＧＨＳ

がら、ど
策のうち、

日本の化
いて一緒に

10月4日

学物
考え

14

15
熱中症対策

熱中症をなかなか克服できない。熱中症の起こるメカニズムを学びな
よって確認する。グループワークによって職場における実施可能な対

のかを実例
いて考察す

（土）
に

る。
瀧口好三 新日鐵住金

共通講座（Ⅱ）

16

17

18

19

実践実習
グループワーク

上級コースにおける実践実習を効果的に行うために、実践実習のテ
を主にグループワークによって作成する。そのために、受講者が所属
状況あるいは安全保健に関するニーズを引き出し、その解決向けた

ーマ、到達
する企業

取り組みを

どに関する
る安全保健

義を聴くこ
異業種交流

計画
の

とや、
の

11月7日
（金）

11月8日
（土）

労働科学研究所酒井一博

20

21

22

23

ワークショツプ
エキスパートOBの参加も得て、本「養成コースで学んだことを実務に
グループワークによって受講者同士で意見交換することで、知識を実
実現を図る。

どう役立て
践に展開するプ



拠点
開講機関）

の情報や多様な技術を習得することは重要なことであるが、
りと取り組む。

神奈川・川崎宮前区
（労働科学研究所）

ス（現場実習）

酒井一博

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 関連講座 RS４２２ 科目名d 労働科学特論実習1 副題 産業安全保健エキスパート養成最終コー

連携機関名 労働科学研究所 水準 上級 教室定員 20 配信定員 0 講義日時
（

10：00-12：00、13：00-
15：00、15：00-17：00
（原則３講義集中）

科目概要(300字)
安全、健康、職場環境の3科目（中級コース）を修了した方を対象に、上級コースを開講する。産業安全保健の実践においては、最新の知識ベース
それらの知識や技術を統合し、企業において産業安全保健活動を推進できる能力をもつことがさらに重要である。上級コースでは、現場における実践実習を講師陣とともにじっく

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

総論・グループワ

1

2

3

4

5

6

ク
現場実践に
組　総論

関する理論と取 「経営の安全衛生」と「現場の安全衛生」の統合的な取り組みを目標と
的に取り組む。課題設定から課題解決にいたる実践実習プランをつくり

して、三位一体アプロ

、産業安全

ーチを生か

って成果

保健の取り

した実践と具

の深掘りを図

組みを実際

12月11日
（木）

12月12日
（金）

体

労働科学
研究所研修
室

る。

12月15日
～2月末日

3月12日
(木)

3月13日
(金)

に

ー
込む。

実習

7

8

9

現場における実践実習
約1ヵ月半をかけ、受講者が所属する企業において、実践実習プランに
行い、成果をレポートにまとめる。

したがって
エキスパート

（修了者）
労働科学研

労働科学研究所酒井一博

究所研究者

講義・グループワ

10

11

12

13

14

15

ク 現場実践成果報告と総括 実践実習の成果報告を全受講者と講師の前でプレゼンテーションするー とともに、質疑応答によ



拠点
開講機関）

考え方や、仕事の進め方について事例

東京・お茶の水女子大学
（知の市場）

茶の水女
子大学

共通講義棟
３号館208室

武田繁夫 武田繁夫
武田労働衛生コンサルタ
ント事務所

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 新規

科目No. 共催講座UT４２５ 科目名 労働衛生管理 副題 職場における労働衛生の基本を実践的に語る

連携機関名
武田労働

コンサルタン
衛生
ト事務所

水準 基礎 教室定員 15 配信定員 0  
（

水曜日１３：２０～１６：３０
（２講義集中）

科目概要(300字)
労働衛生は、働くひとたちの健康を守ることなどを目的としているが、初めて担当するとどこから手を付けて良いか迷う人も多い。本講座では、労働衛生管理の基本的な
を含めながら解説する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

労働衛生の基本

1 労働衛生概論（１） 講座の進め方やと、労働衛生の目的と５管理などの労働衛生の基本的な事

る。

項について

。

る特別則

基に説明す

つ

て説明す

て、保護具

ク評価や

、現状や対

応じた

説明する。

及び国が行

る。

いて説明す

つい

る。

を含め説明

リスク管理

策について

労働環境

う化学物

る。

扱い等に

て説明す

する。

の対策に

説明する。

の整備が求

12月3日

12月10日
質の

12月17日

1月28日

つい

12月24日

る。
2015年

　1月7日

1月14日
つい

1月21日
め

お

2 職業病と作業関連疾患 職業病と作業関連疾患の相違や職業病等の歴史について概要を説明す

3 労働安全衛生法 職場の労働衛生活動と切り離せない労働安全衛生法について概要を説明する

関す
4 化学物質関係の特別則

特定化学物質障害予防規則や有機溶剤中毒予防規則等の化学物質に
リスク評価制度について説明する。

5 安全配慮義務 安全配慮義務が労働契約法に規定されているが、その成立過程を判例を

6 労働基準法 労働時間などの労働条件や就業制限、労働災害の補償などの労働基準法の概要に

健康管理

7 健康管理（１）
法定の健康診断や健康診断結果に基づき事業者が講ずべき措置
て説明する。

などに加えて健康情報の取り

。8 健康管理（２） 適正配置、感染症対策、海外赴任者の健康管理などについて説明する

9
メンタルヘル
過重労働対

ス対策
策

職場におけるメンタルヘルス対策や職場復帰支援そして過重労働による健康障害対策などに

つい

個別対策

10 化学物質管理（１） 化学物質の危険有害性の調査や個人ばく露量測定などのリスク評価等に

11 化学物質管理（２） 化学物質のリスク評価に基づき化学物質のばく露を防止するための対策につい

がらリス
12 騒音対策と熱中症対策

職場における物理的なリスク要因について、騒音や暑熱などを取り上げな
て説明する。

13 腰痛対策 休業４日以上の職業性疾病のうち最も多くを占める職場における腰痛症について

、その特性に
る。

14 高齢者対策
雇用延長などにより高齢者が労働に従事する機会が増えてきおり
られている。こういった背景を踏まえた高齢者対策つについて説明す

労働衛生の基本 15 労働衛生概論（２） これまでの講義を踏まえて職場における労働衛生を向上させるための活動について説明する。



　　知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 基礎 教室定員 60 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1 製品事故の動向 4月11日 長田　 敏

2
最近の注目事故
原因究明Ⅰ

4月18日 菊地　徹

3
最近の注目事故
原因究明Ⅱ

4月25日 川野和弘

4
誤使用事故防止 Ⅰ
（事業者の取り組み）

5月9日

5
誤使用事故防止 Ⅱ
（消費者の役割）

5月16日

6 高齢者、子供などの事故 5月23日

製品事故の現状

製品事故の防止対策

製品評価技術基盤機構の事故情報収集調査結果を用い、製品事故動向を分析し考察する。

最近の電気製品における特徴的な事故と原因究明の具体的事例を通じて、近年の事故の現状を考察する。

事故にあう可能性の高い高齢者、子どもなどの配慮や事故の現状と事故防止について考察する。

誤使用や不注意によって発生している製品事故について、誤使用防止の観点から、作る側の立場で事故を防止するた
めに配慮すべきことはなにかを考察する。

誤使用や不注意によって発生している製品事故について、誤使用防止の観点から、使う側の立場で事故を防止するた
めに配慮すべきことはなにかを考察する。

最近の燃焼器具、日用品等における特徴的な事故と原因究明の具体的事例を通じて、近年の事故の現状を考察する。

製品安全対策の基礎知識製品総合管理特論

２０１4年度前期

講義概要(150字)

共催講座ＳＫ４４１

製品評価技術基盤機構

近年、消費者が使用する製品の安全性が大きく注目を集めている。種々の製品事故が顕在化し、これを受けて消費生活用製品安全法の数回にわたる改正が行われるなど、製品安全政策の見直しが行われ
た。また、２００９年９月１日には事故情報等を一元的に扱うため消費者庁が設立された。製品事故の現状と製品安全政策について具体的事例に基づき分析考察するととともに、今後の事故防止方策や政策
のあり方について論じる。

金曜日１８：００～２０：００
大阪・関西大学高槻

（製品評価技術基盤機構、関西大学社会安全学部、
関西消費者連合会）

製品評価技術基盤機構
製品安全センター

久本誠一

7 リスクアセスメント 5月30日

8 リコール 6月6日 山田秀和　

9
消費者行政における、国、
地方自治体、公的機関の
役割

6月13日 葛谷弘之　

10 日本の製品安全政策 6月20日

11
海外における製品安全政
策の状況

6月27日

12 認定・認証制度 7月4日 根上雄二
製品評価技術基盤機構
認定センター

13 紛争処理 7月11日 長田　 敏
製品評価技術基盤機構
製品安全センター

14 化学物質管理政策 7月18日
小原裕子

長田　敏

製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
製品安全センター

15
今後の日本の製品安全政
策のあり方

7月25日 長田　 敏　
製品評価技術基盤機構
製品安全センター

製品安全における法
令・制度

関西大学
高槻ミューズ
キャンパス

日本では１９９５年に製造物責任法が施行されている。これまでの民法と製造物責任法とのルールの違い。民法、製造
物責任法、紛争外処理などについて説明する。

何故、近年製品安全問題がクローズアップされているのか、安全を巡る歴史的経緯などを分析し、今後の製品安全政策
の課題や、製品安全のあるべき規制、基準体系について論じる。

国内外の化学物質管理政策の現状と今後の動向について概観するとともに、製品安全政策との類似点と相違点につい
て考察する。

日本における安全規制（安全４法等）の現状、最近の法律改正、製品安全政策の取組みについて紹介する。

長田　敏

国際ルールとしての認定認証制度とその内外の現状について概観するとともに、製品安全との係りについて論じる。

米国、欧州、中国、韓国などではどのように製品安全が確保されているのかについて紹介する。

酒井健一

長田　敏

製品のリスクを低減するためのリスクアセスメント手法の現状と今後の課題について考察する。

日本における消費生活用製品などに関するリコール・回収の現状を分析し、リコール制度、リコールのあり方などについ
て考察する。

日本の消費者行政（製品安全）の全体像及び政府（消費者庁等）、地方自治体、国民生活センター、製品評価技術基盤
機構等の各セクションの役割を述べる。



　　知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 基礎 教室定員 80 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1 製品事故の動向 9月16日 長田　 敏

2
最近の注目事故
原因究明Ⅰ

9月30日 菊地　徹

3
最近の注目事故
原因究明Ⅱ

10月7日 川野和弘

4
誤使用事故防止 Ⅰ
（事業者の取り組み）

10月14日

5
誤使用事故防止 Ⅱ
（消費者の役割）

10月21日

6 高齢者、子供などの事故 10月28日
製品評価技術基盤機構
製品安全センター

最近の燃焼器具、日用品等における特徴的な事故と原因究明の具体的事例を通じて、近年の事故の現状を考察する。

製品安全対策の基礎知識製品総合管理特論

２０１4年度後期

講義概要(150字)

共催講座ＳＴ４４１

製品評価技術基盤機構

近年、消費者が使用する製品の安全性が大きく注目を集めている。種々の製品事故が顕在化し、これを受けて消費生活用製品安全法の数回にわたる改正が行われるなど、製品安全政策の見直しが行われ
た。また、２００９年９月１日には事故情報等を一元的に扱うため消費者庁が設立された。製品事故の現状と製品安全政策について具体的事例に基づき分析考察するととともに、今後の事故防止方策や政策
のあり方について論じる。

火曜日１８：３０～２０：３０
東京・西早稲田（２）主婦連

（主婦連合会、製品評価技術基盤機構、
早稲田大学規範科学総合研究所）

製品事故の現状

製品事故の防止対策

久本誠一

製品評価技術基盤機構の事故情報収集調査結果を用い、製品事故動向を分析し考察する。

最近の電気製品における特徴的な事故と原因究明の具体的事例を通じて、近年の事故の現状を考察する。

事故にあう可能性の高い高齢者、子どもなどの配慮や事故の現状と事故防止について考察する。

誤使用や不注意によって発生している製品事故について、誤使用防止の観点から、作る側の立場で事故を防止するた
めに配慮すべきことはなにかを考察する。

誤使用や不注意によって発生している製品事故について、誤使用防止の観点から、使う側の立場で事故を防止するた
めに配慮すべきことはなにかを考察する。

7 リスクアセスメント 11月4日

8 リコール 11月11日 山田秀和　

9
消費者行政における、国、
地方自治体、公的機関の
役割

11月18日 葛谷弘之　

10 日本の製品安全政策 11月25日

11
海外における製品安全政
策の状況

11月2日

12 認定・認証制度 12月9日 根上雄二
製品評価技術基盤機構
認定センター

13 紛争処理 12月16日 長田　 敏
製品評価技術基盤機構
製品安全センター

14 化学物質管理政策 1月6日
小原裕子
長田　敏

製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
製品安全センター

15
今後の日本の製品安全政
策のあり方

1月13日 長田　 敏　
製品評価技術基盤機構
製品安全センター

国際ルールとしての認定認証制度とその内外の現状について概観するとともに、製品安全との係りについて論じる。

米国、欧州、中国、韓国などではどのように製品安全が確保されているのかについて紹介する。

何故、近年製品安全問題がクローズアップされているのか、安全を巡る歴史的経緯などを分析し、今後の製品安全政策
の課題や、製品安全のあるべき規制、基準体系について論じる。

国内外の化学物質管理政策の現状と今後の動向について概観するとともに、製品安全政策との類似点と相違点につい
て考察する。

日本における安全規制（安全４法等）の現状、最近の法律改正、製品安全政策の取組みについて紹介する。

長田　敏

製品安全における法
令・制度

早稲田大学
西早稲田キャ

ンパス

酒井健一

日本では１９９５年に製造物責任法が施行されている。これまでの民法と製造物責任法とのルールの違い。民法、製造
物責任法、紛争外処理などについて説明する。

長田　敏

製品のリスクを低減するためのリスクアセスメント手法の現状と今後の課題について考察する。

日本における消費生活用製品などに関するリコール・回収の現状を分析し、リコール制度、リコールのあり方などについ
て考察する。

日本の消費者行政（製品安全）の全体像及び政府（消費者庁等）、地方自治体、国民生活センター、製品評価技術基盤
機構等の各セクションの役割を述べる。



拠点
開講機関）

て臨床試験候補化合物の創出に至る創薬研究の戦略とプロセ
どの医薬品開発のプロセスについても具体的事例を交えて

東京・九段
（早稲田リーガルコモンズ法律事務所）

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座QE４４４ 科目名  医薬総合管理 副題 　医薬品研究開発の戦略とプロセス

連携機関名 武田薬品工業 水準 中級 教室定員 20 配信定員 0 講義日時
（

土曜日１2：００～１8：００
（３講義集中）

科目概要(300字)
医薬品の創生、開発、適正な安全性情報の提供について実践を踏まえて解説する。創薬標的分子の同定から始まり、化合物の最適化研究を経
スについて具体的事例を交えて概説するほか、サイエンスの知識から臨床試験の計画・実施・まとめ、承認申請、適正な安全性情報の収集・提供な
概説する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

創薬研究の戦略
セス

1 創薬研究序論
最初に製薬企業の一例として武田薬品の概要を紹介する。次に、創薬
薬品でのグローバル化を含めた研究戦略と製薬会社に共通する研究
殊性について解説する。さらに、アクトス等の研究開発事例も紹介する

研究プロ
面での課題
。

ライブラリ
可能性を

出すか、そ
ノム研究

セスを紹介

セスの全体
、問題点を

の構築、種
評価する高

する場所に
、創薬・開

的に化合物
る。Drug-

は臨床効果
験およびト

。

の研究につ
の最も大きな
する。

る。

るのか、科学
ら紹介する

めの安全対
る。

スオーバー
考え方や方

性を評価す
解釈、毒性発

織り交ぜ概

紹介する。さ

われる。育薬
ら解説する

による監査
薬会社はど
解説する。

像を説明す
説明し、製

々の標的分
次評価系構

たどり着き
発研究プロセ

の物性、薬
likenessの概

を予測する
ランスレーシ

いて最近の
成果の一

性を保つ
。また、グロ

策につい

など比較の
法論につい

る方法につ
現メカニズ

説する。

まざまな非臨

とは何かを
。

、更には当
のようにし

ると共に、武
薬ビジネス 池浦義典

武田薬品工業
医薬研究本部
本部長室長

田
の特

2 創薬標的分子の同定
独創的な創薬研究に欠かせない新規な創薬標的分子をどうやって見
概説する。特に、創薬標的の探索研究に新たな展開をもたらしたヒトゲ
ファンGPCR研究を具体例として新規分子の発見とターゲット化のプロ

方法論を中
つとも言える 森　正明

武田薬品工業
医薬研究本部
CVM-DDU主席研究員

心に
オー 10月18日

3 シード化合物の発見
創薬標的分子に作用する化合物を効率よく見出すために行う、化合物
アッセイ系構築、HTS自動化、微量化技術、さらにシード化合物としての
て紹介する。

子に対応す
築などにつ 樽井直樹

武田薬品工業
医薬研究本部
生物分子研究所長

る
い

とプ
4

化合物の最
　　　ー創薬

ロ 適化
化学ー

創薬化学は有機化学の知識をベースとした総合科学である。医薬品の
性、薬効等のプロファイルを最適化する過程や手法について実例を交
ザインと構造活性相関、プロセス化学についても紹介する。

どり目的と
の必要性

創製を目
えて概説す

薬理試験
効薬理試
も触れる

物動態、安
念、ドラッグ 長　展生

武田薬品工業
医薬研究本部  化学研究所
リサーチマネジャー

全
デ

5
薬効評価
　　　ー薬理研究ー

薬剤候補化合物のヒトでの有効性を担保する動物試験、いわゆる薬効
要である。ヒト疾患に類似した病態モデル動物研究、それらを用いた薬
研究について実例を交えて概説する。単離臓器を用いた研究について

うえで極め
ョナルメデ 楠本啓司

武田薬品工業
医薬研究本部
CVM-DDU主席部員

て重
ィスン 10月25日

6 薬物動態評価
薬物動態研究は、薬の候補となる化合物が生体でどのような運命をた
消失していくかということを評価・予測するものである。薬物動態の研究
割の2点を中心に具体的事例をもとに解説する割の2点を中心に具体的事例をもとに解説する。

、さらに生体
スにおける 朝日　知

武田薬品工業
医薬研究本部
薬物動態研究所長

から
役

薬物動態研究所長

7 安全性評価
医薬品候補化合物のヒト臨床試験試験実施前に動物や細胞を用いて
ガイドライン、毒性試験の種類、動物種、試験期間、測定項目、試験結
る。

その安全
果とその

の話題も

について
する。

いて、毒性試
ムなどを紹 永井博文

武田薬品工業
医薬研究本部
薬剤安全性研究所長

験
介す

医薬品開発の戦
プロセス

8  医薬品開発概論 新しい医薬品が世に出るまでの開発プロセスや問題点について、最近 中岡一郎
武田薬品工業
医薬開発本部
日本開発センター所長

11月8日
畑和秀
武田薬品工
業

早稲田リーガ
ルコモンズ法

律事務所

9
非臨床試験
へ

から臨床試験 臨床試験開始に必要な非臨床試験、申請・承認に必要な非臨床試験
てヒトにおける安全性、薬物動態及び有効性を外挿していることを解説

床試験に
池田幸一

武田薬品工業
医薬開発本部  開発戦略室
主席部員

よっ

10 医薬品の法規制 日本における医薬品に対する法規制について、開発段階から販売後まで概説す

実施され
交えなが

者保護のた
ついて論じ

桑原雅明
武田薬品工業
医薬開発本部
日本開発センター 薬事部長

略と
11

臨床試験の
の業務

基本：モニター
臨床試験にはどのような人が関わっているのか、どのようなプロセスで
のか、倫理性を保つにはどのようにしているのかなどについて、実例を
状についても簡単に紹介する。

にはどうして
ーバル開発 松井伸吾

武田薬品工業 医薬開発本部
日本開発センター
臨床開発部長

いる
の現 11月15日

12 安全性評価と安全対策
治験段階及び市販後における、医薬品の安全性評価及び被験者・患
た、安全性評価・対策に関してグローバルな一貫性を保つシステムに

て解説する
野上健一郎

武田薬品工業
医薬開発本部
ファーマコビジランス部長

。ま

13 医薬品統計学
データの取り方やまとめ方、プラセボなどの比較対照の考え方、並行群
ントの考え方など、試験計画立案時及びデータ解析時に必要となる統
交えて解説する。

間やクロ
計学的な

組みが行
報の観点か

ず、第3者
るのか、製
例も交えて

方法、エン
て最新の情 橋本隆正

武田薬品工業  医薬開発本部
日本開発センター  CDSc部
統計グループマネジャー

ドポイ
報も

14
添付文書とP
後調査

MS、製造販売 医薬品は創薬の段階を経て上市されるが、上市後も育薬としての取り
情報である添付文書や市販後に新たに産生されるデータ等医薬品情

医薬品の基
廣居伸蔵

武田薬品工業  医薬開発本部
ファーマコビジランス部  製造販
売後調査ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｼﾞｬｰ

本
11月29日

15 品質の確保
医薬品の臨床開発にあたっては、当事者自ら品質管理を行うのみなら
でもが求められている。医薬品ではなぜ何重もの確認が求められてい
れた医薬品を世に送り出そうとしているのか、臨床監査の立場から実

局による調
て品質の確 山根正博

武田薬品工業
医薬開発本部
臨床監査室  主席部員

査ま
保さ



拠点

前田　興治

 　　大阪・千里山
(日本リスクマネジャネットワーク)

直す必要があるというメッセージである。人間は誕生以来、
なってきた。その象徴が地球温暖

きた化学物質などについて、最新のトピックや身近な関心事も交

２０１４年度後 知の市場（シラ期 バス） 　 継続

科目No. 共催講座JK454 科目名  環境基礎論 副題  市民の環境問題入門

連携機関名  日本リスクマネジャネッ レトワーク ベル 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

火曜日１８：１５～２０：１５

科目概要(300字)

２１世紀は環境の世紀といわれている。それは変わらないと思われてきた地球環境が大きく変化し、危機的ともいえる局面を迎え、人間と環境との係わりを根本から考え
自然に働きかけ、生活に必要なものを手に入れてきた。産業革命以降、科学・技術の急速な発展により、生活は便利で快適になったが、他方で自然破壊や環境汚染が進み、人間を脅かすように
化問題である。この講座では、これから環境問題について学ぼうとする市民や勤労者に、生活の土台となる地球、水、大気、土壌について、また生活を豊かにして
え、広く環境問題について講義し、共に考える。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

地球と環境

1 環境問題の歴史 環境問題を考える糸口として,時代の変遷を振り返りながら環境問題の全容を俯瞰し

解説する。

る。また、「
くり国民運動

、　講義全

活に悪影響
ている。水質

壌汚染の歴
つつ、土壌

の発展を目

望なビジネス
に原子力発
える。

通して化学

でもある。農
理及び摂取
する。

な交渉が続

介する。また

る「越境汚
介する。

たちの居住
に排出して
説する。

ついて世界の
について解説

住民運動、海
。

生物多様性
」の紹介を

体を概観する

述べ 大気汚染の歴史を

を与えてきた
汚濁問題を

史から説き
汚染対策技

指す社会の

として期待
電へ依存を

物質の環境

作物の栽培
の過程に至

けられてい

、日本の法

述べ、大気汚染の歴史を
染への取り

環境の快適
いる。講義で

歴史的背
する。

外との関係

。 9月30日

10月7日

10月14日

10月21日

10月28日

11月4日

11月11日

11月18日

11月25日

12月2日

12月9日

12月16日

1月6日

1月13日

1月20日

関西大学
千里山キャン
パス

３２０２教室

2 宇宙船地球号（１） 環境問題を考える上で基礎になる地球について知るために大気圏、水圏のしくみを 宮崎　隆介

3 宇宙船地球号（２）
環境問題を考える上で基礎になる地球のしくみのうち、陸圏のしくみにつ
その重要性と現状を森と木の役割や林野庁の進める「木づかい運動」、「
る。

いて解説す
美しい森づ 宇都　英二

」とは何か、
通じて解説す

公害と環境

4 水質汚濁問題
水質汚染の歴史は産業革命にまで遡る。産業の発展と共に川や海が汚れ
対策の進展で現在では相当改善されてきたがまだ完全ではなく、新しい問
を中心に、上水道への影響や下水道整備の話を交えて解説する。

、人の生
題も起き 刑部　忠彦

。水質汚濁
日本の状況

5 土壌汚染問題
土壌汚染問題をイタイイタイ病(カドミウム汚染米)の問題やラブキャナル事
の東京築地市場の移転問題やブラウンフィールド問題まで土壌汚染の歴
行う。

件など土
史を概観し 久保田　俊美

起こす。最近
術の解説も

6 大気汚染問題
４大公害裁判の一つ「四日市ぜんそく」から道路環境裁判までの概略と企業・行政の取り組みを４大公害裁判の つ「四日市ぜんそく」から道路環境裁判までの概略と企業・行政の取り組みを
振り返る。次に環境基準が未達成の「光化学オキシダント」の現状と要因
する。最近話題の微小粒子状物質（PM2.5）や地球規模の大気汚染への

の一つであ
取組みも紹

西村　庄司組み」を紹介

7 廃棄物処理問題
産業廃棄物と一般廃棄物、不法廃棄、焼却場、廃棄物処理場、ダイオキ
処理問題の全般について行政の対応を踏まえながら歴史と現況について

シン問題、
解説する

佐古　勇策
など廃棄物

地球温暖化

8 地球温暖化（１）
地球温暖化のもたらす脅威は世界的な共通認識となり、その対策をめぐっ
認識をもたらしたIPCCの報告（主として第4次報告書ーAR4)について概説

て国際的
する。

石橋　博宮崎隆介
る。その共通 日本リスクマネジャ

ネットワーク
第４学舎

３号館

9 地球温暖化（２）

我国ではオイルショックなどを通して省エネルギー技術を発展させた。この
向上させたが、一方で設備・機器の量的な普及により熱や有害物質などを
みやバイオマスに焦点を当て、環境側面からエネルギーの利活用の現況

技術は私
周辺空間

について概
遠藤　憲雄

性を格段に
は身近なご

化学物質と食

10 化学物質のリスク管理
化審法、PRTR制度、REACHなどの社会的な管理の仕組みを解説し、会員
ついて論じる。

の仕事を
奥村　勝

リスク管理に

11 食の安全・安心
食にまつわるリスクとは、生活に最も身近な環境リスクであり、生命に直結
育、或いは加工品の製造・開発の段階に始まり、輸送、防疫、保管、購入
て広範囲かつ多面的に発生するリスクについて概説し、対処の仕方につ

する問題
、更には調
いても紹介

辻本　晴美
や家畜の飼
るまで、極め

社会の動き

12
最新の環境技
ネスの紹介

術・環境ビジ
豊かな生活を求めて発生させてきた環境問題をクリアするため、環境ビジ
かし、東日本大震災に続く原発事故は、安全神話と地球温暖化解決の切
日本の環境政策をぐらつかせている。環境技術の果たすべき役割につい

ネスは有
り札を御旗
て一緒に考

宇野　健一

されている。し
高めてきた

13 環境法の動き
各講義で出てくる個別法の話をまとめる観点から、主要な環境法の歴史と
変化と最新の体系、主な国際法規や海外法規の動向についても紹介する

概要を紹
。

牧野　薫
律の歴史的

14 企業の社会的責任（CSR)
市民の側から企業社会との付き合いを考える視点から企業の社会的責任
ら、CS・環境会計・ISO認証取得、CSR報告書など企業の社会的責任（CS

（CSR)に
R)の現状

古沢　啓一
景に触れなが

まとめ 15
持続可能な
会／低炭素社
て

社会（循環型社
会）を目指し

講義全体のまとめとして、循環型社会、低炭素社会について考え、持続可
解説する。

能な社会
宇都　英二

動きについて



　　知の市場（シラバス） 新規

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1 環境問題の発生
放送大学
東京文京

学習センター

2 地域環境問題の歴史
多目的
講義室２

3 地球規模の環境問題

4 温暖化とその影響

5 地球上の水問題

6 人間活動と水

地球のエネルギーバランスにおいて二酸化炭素を代表とする温室効果ガスの影響、その制御に向けた動きを示す。

限られた大きさの地球上においては 色々なスケールで物質の流れが生じており それが健全な生態系を作り上げて

２０１4年度通年

共催講座UT４５５ サステイナビリティ学入門 環境からみる持続可能性を論じる

鈴木基之
木曜日１４：００～１８：００

7月17日12:00-16:00、12月4日
16:00～18:00（２講義集中）

東京・放送大学文京学習センター
（知の市場・放送大学（協賛））

我々を取り巻く地域環境・地球環境は、人間活動の拡大の影響により、諸々の形で変化・劣化を重ね、その環境変化が究極的には人間活動に制約を与え、人類の将来の生存そのものを危うくすることが危
惧されている。色々な環境問題の根本となっているのは何か、環境問題の構造をどのように考え、人間活動と環境が将来にわたり持続的な関係を維持していくために、何を考え、我々自身がどう変わってい
くことが望まれるのか、考える機会を提供する。多くの問題を取り上げるが、問題の詳細に立ち入るよりは、「知の市場」らしく、受講者に積極的に考えて頂く場としたい。

講義概要(150字)

環境問題とは何か

人類の歴史に沿って、現代の抱える問題点を概観し、環境問題の構造的な考え方とともに、持続可能性がなぜ今考え
られなくてはならないのか、本講義のベースラインを示す。

7月3日
工業発展に伴って経験した公害問題のいくつかを例にとり、不幸な事象はどのように生じたのか、これを繰り返さない
ためにはどのような配慮を必要とするのか、科学技術の課題はどこにあるのかなどを考える。

地球環境の変化

地球環境問題とは何か、オゾン層の劣化の問題を例に、問題の発生と対応の事例を見てみよう。
7月17日
12：00-
16：00

講義室１

水問題をどう考えるか

水とは何か、なぜ重要なのか、地球規模での水の動きはどのようになっているのか、水の不足はどのようになっていく
のかなどを検討する。

9月11日

我々は水をどう使っているのか、水環境の管理はどのようになされてきたか、身近な問題を眺めてみよう。

7 地球上の物質循環

8 人間活動と資源

9 人間活動とエネルギー

10 自然エネルギーの可能性

11 生物多様性とは何か

12 生態系と人間活動

13 持続可能な開発とは

14 持続可能性指標

持続可能な社会に向
けて

15 我々は何が出来るか
12月4日
16：00-
18：00

地球上の資源循環

限られた大きさの地球上においては、色々なスケールで物質の流れが生じており、それが健全な生態系を作り上げて
いるが、人為起源の物質がそこに大きな攪乱を与えることとなる。窒素の循環を例にとって考えてみよう。

限られた資源をいかに活かしていくことが必要か、現在の資源の採取・資源を原料とする製品の生産・消費・廃棄にお
いて如何なる配慮が必要か、どのような管理方法が求められるかなど、考えるべき事柄を検討する。

持続可能な人間活動

1980年代から生まれてきた持続可能性に関する議論とその背景を示し、持続可能な開発とは何か、そもそも開発とは
何か、国際的にはどのような努力が進められてきたのか、などを示す。

11月20日

社会の真の発展とは何か、持続可能な社会を目指す指標は考えられるかなどについて考える。

鈴木基之 鈴木基之 東京大学名誉教授

エネルギー問題とは

現在のエネルギー供給・消費の実態を示し、人類のエネルギー消費とは一体何なのか、エネルギー消費の抑制はどの
ように可能なのかなどを考える。

10月16日
将来の化石エネルギーの枯渇、原子力エネルギー利用の危険性を考える上で、自然エネルギーを基盤とする社会を
構築するとすれば、その実現可能性はどのように考えるべきか、自然エネルギー基準の生き方とはどのようなものか
考えよう。

10月2日

多目的
講義室２

人間活動を今後どのように改変していく必要があるのか、最終講では受講者の参加によるディスカッションにより、まと
めとする。

生態系と人間

多様な生物が物質やエネルギーの流れとしてシステムを構成している生態系において、生物多様性とはどのような概
念なのか、多様性が満たされるとはどういうことかなどについて考える。

10月30日
生態系は人類にどのようなサービスを提供してきたのか、今後どのような形で生態系を維持していくことが求められる
のか、里山という考え方は有効となり得るのかなどについて考える。



　　知の市場（シラバス） 新規

科目名 副題

水準 基礎 教室定員 60名 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

№ 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1
排水処理場の余剰汚泥削
減システム

鈴木邦威
化学工学会SCE-Net，エン
ザイム

2 森は海の恋人 畠山重篤
京都大学フィールド科学教
育センター

3 世界の水問題の実態 吉村和就
グローバルウォータ・ジャ
パンＧＷＪ

4 環境浄化に貢献する触媒 室井高城 アイシーラボ代表

5 レーザー技術と環境 山田研二 レーザー技術推進センター

6
最先端研究開発支援プロ
グラム：メガトン水システム

票原優
Mega-ton Water System、
東レ

お茶の水女
子大学

２０１4年度後期

講義概要(150字)

関連講座ＶＴ４５６

化学工学会SCE・Net

大震災以来、「環境」の持つ意味が変わった。環境は、地球、生命、国、経済、産業、地域、個人のすべてに係わる観念となってきており、発生源の改善と環境保全の側面だけを議論することでは済まなくなって
いる。この意識の変化をベースとして、現在の環境問題の実態・表裏を捉えなおし、根底となる思想と先進的技術をあわせて、今後の環境のあるべき姿を考える。
（１科目5部編成。各部毎に分割受講も可。）

土曜日13：00～15：00
15：10～17：10

東京・茗荷谷
（化学工学会SCE・Net）

環境問題の実態と先進技術の展開－事例を中心に－環境特論

第
２
部

牡蠣は森と海の自然の恵みを受けて育つが、環境破壊は生態にとって危機となる。牡蠣養殖家として環境の問題点の解
決に向け仲間の輪を広げ、どこまでも明るく挑戦し、自然生態を守り牡蠣の養殖を成功させてきた。これまでの問題点の整
理、専門家との対話、実践してきた環境の魔法を解き明かす活動の過程を皆さんに伝えたい。

第
１
部

科目No.

連携機関名

科目概要(300字)

排水処理場の曝気槽に腐植土を投入するだけで大幅な余剰汚泥削減ができる。残された汚泥は堆肥化せずに農地に直
接還元して作物の収穫と土壌改良に役立つ。この汚泥削減と農地利用で排水処理場からの産廃物はゼロにすることがで
き一部の工場では既に実用化されている。排水環境改善を推進するこの汚泥削減技術を解説する。

最新の水処理基幹技術で世界の水問題解決に貢献し、特に海水淡水化および下水再利用システムに注力する；要素技術
研究は科学的視点で①膜の極限技術追求型と②将来の基幹技術追求を行い、システム技術研究は工学的視点で①低環
境負荷②省エネルギー③低造水コストを新プロセス技術と大型化で達成する支援内容を紹介する。

国連環境アドバイザーとして世界の水環境問題の長い経験と広い知見から、水の諸課題を解説する。例えば水資源、水の
安全、水と健康、上水道の実態、海水淡水化、日本の膜技術、水ビジネス、ダムは必要か、農業用水、工業用水等につい
て実務的、国際的視点から触れる。そして日本が指向すべき水問題について考えてみる。

9月13日

9月20日

9月27日

脱硫触媒，脱硝触媒と自動車触媒により人類は大気汚染から救われた。自動車触媒では酸素吸蔵, NOx吸蔵還元触媒の
開発や耐熱触媒が開発され、ディーゼルエンジン排ガス処理では尿素還元触媒が実用化された。太陽エネルギー、バイオ
マスエネルギーを化学的に変換し利用するための触媒開発の紹介、さらに燃料電池を学ぶ。

近環境計測の一環としてPM2。5エアロゾルの観測が不可欠になっているが、ライダー（レーザーレーダー）を用いた環境計
測を紹介する。また、福島第一原発事故以来、次世代エネルギー開発が注目されるが、原子力発電と比較して放射性廃棄
物が少なく莫大なエネルギーが得られると言われるレーザー核融合発電について触れる。

科目構成

自然の循環・秩序
の中に環境があ
る

環境を創る先進
的技術の展開

7
化学物質管理の最近の動
向と今後の 課題（世界と国
内の歩調）

浜田哲夫
浜田 労働安全コンサルタ
ント・技術士事務所

8
ごみ焼却発電の拡大と発
電効率の向上

松村　眞 化学工学会SCE-Net

9
未決（仮題：都市鉱山
又は代替案を検討中）

（検討中）

10
「リサイクル（R)」から「３Ｒ」
へ

服部道夫 化学工学会SCE-Net

11
環境と安全の日中比較－
中国の化学工場の現場か
ら－

齊藤興司 化学工学会SCE-Net

12
日本の環境技術は海外で
通用しうるのか－旧ソ連圏
の事例

伝田六郎 化学工学会SCE-Net

13
人類の進化と環境リスク・
マネジメント

中村博昭
化学工学会SCE-Net、サ
ブラヒ事務所

14
「自然の摂理を知るべき
時」農の技　～農薬はやめ
られる～

龍田純隆 有機農園ドラゴンファーム

15 放射能環境を考える 11月8日 郷　茂夫
化学工学会SCE-Net、プリ
ディクション郷事務所

10月25日

郷　茂夫

従来は知らないで過ぎた放射能も、福島原発事故以来、日本社会に初めて「放射能の怖さ」に対する基盤意識が広く定着
した．人類が初めて「火」を自分のものにしようとした時代に似ていないだろうか。人類にとって、原子力は未来永劫避けて
通れる物質機序ではない。放射線のエネルギーと放射能の取り扱いについて冷静な理解を培う。

農薬を使わないで野菜を作りたいと取り組んだ多くの人々は最初の１、２年でやはり農薬なくては無理と諦めていく、３年の
我慢の先に光があることを知るのが第一歩である。現状で、すべての農業を有機農業に速やかに変えていくことは不可能
で、有機農法を国土の回復、地球環境の再生事業と位置づける発想の転換が必須である。

負 ② ③ 援

未定（文京区
の施設を使う

予定）

お茶の水女
子大学

11月1日

10月4日

10月11日

世界の中で日本は一流国と言われるが、石油、ガス、鉱物等の大きな自然資源は持たない特殊な国である。その根源は
技術力と言われるが、30年間の旧ソ連圏での石油、ガス、石油化学のエンジニアリングビジネス及び7年間のロシア、カザ
フスタン、モルドバでの環境、省エネに関する技術指導経験の視点から日本の力を論じる。

第
３
部

第
４
部

1)化学物質管理についての基礎的なQ&A 2）主要な公害及び健康障害と法規制　3）化学物質のもたらす功と危険有害性
4）化学物質管理の最近の動向 5）化学物質のリスクマネジメント（災害防止・リスク低減策等） 6）化学物質に関わる事例研
究 7）その他

①．清掃工場の種類と規模、②．ごみ焼却発電の方法、③．日本のごみ焼却発電、④．主要国のごみ焼却発電と発電効
率、⑤．ごみ焼却発電の拡大方法、⑥．ごみ焼却発電の潜在供給能力、⑦ごみ焼却発電の市場性、⑧．ＥＳＣOスキームに
よる発電設備の整備

（都市で大量に廃棄される電子・電気機器などの中に存在する有用な資源（レアメタルなど）を鉱山に見立てたもので、そこ
から資源を再生し、有効活用しようというリサイクルの一環である．レアメタル価格の高騰などにより、都市鉱山という概念
が再び評価されており、その産業・技術動向を探る。）

環境学が目指す
本質的課題

第
５
部

資源有効利用と廃棄物削減を目的とした３Ｒ推進のための行政（仕組み）・企業（技術・実行）、市民（実行）の諸活動スター
ト後１０年の活動成果を検証し、実施してわかってきた課題と困難性（例えばリサイクル品の市場規模という壁）を解説す
る。あわせて３Ｒの成功例を通じて、企業の社会貢献とビジネス成功が両立する条件を探る。

高成長を謳歌する中国、人波で溢れる繁華街と活気。一方、日常茶飯事の炭鉱事故、2005年吉林省での化学工場爆発よ
り大規模河川汚染、2007年太湖からの飲用水供給停止など生産施設の安全や環境保全の対応の遅れが目立つ。中国の
化学工場での4年半の経験を基に中国人の行動様式、中国での現場管理の事情を紹介する。

地球環境問題を命題に掲げた環境至上主義が前世紀末に終焉し、今我々はいかなる時代を生き、我々のの時代の本質と
は何か。サステナビリティや持続可能性などの言葉が頻繁に使われるが、それは人類やその文明進化の本質ではない。
後世の人たちに恥じない我々の社会の枠組みのあり方と環境リスクマネジメントの本質を考える。

循環型社会の実
態に光をあてる

海外環境事例とビ
ジネスの視点



　　知の市場（シラバス） 新規

科目名 副題

水準 基礎 教室定員 60名 配信定員 ― 講義日時
拠点

（開講機関）

№ 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1
原子力エネルギーと私たち
のかかわり

亀山雅司
日本技術士会原子力・放
射線部会、SCE-Net

2 原子力の物理・化学入門 桑江良明
日本技術士会原子力・放
射線部会

3 放射線入門 横堀　仁
日本技術士会原子力・放
射線部会、SCE-Net

4 原子力発電のしくみ 桑江良明

5
原子力発電の特徴と原子
燃料サイクル

岡村　章

6
原発の重要設備，メンテナ
ンス 規制

亀山雅司
日本技術士会原子力・放
射線部会 SCE-Net

5月10日

5月17日

5月31日

科目No.

連携機関名

科目概要(300字)

基礎編

原子の構造と特性、放射性物質の種類、原子力というエネルギーの出所、化学エネルギーとの違い、放射能の源泉、
放射線を受けた時の物資の変化などの原子力・放射線にかかわる物理、化学の基礎事項を学ぶ．

温暖化要因の炭酸ガス排出が少なくエネルギー密度が大きいメリットと、事故リスクや放射性廃棄物処分等のデメリッ
トを客観的に比較し原子力発電の意義を評価する。さらに原子力発電所からの使用済み燃料を再処理しプルトニウム
とウランを抽出、加工し再び原子力発電所の燃料として利用する原子燃料サイクルついて概説する。

核分裂エネルギーを利用し蒸気を発生させ、タービン発電機により発電を行うという原子力発電のしくみを平易に解説
する。また、地球温暖化の原因となる炭酸ガスの排出が少ない、エネルギー密度が大きいといったメリットと、事故のリ
スク、放射性廃棄物処分といったデメリットについて客観的に解説し原子力発電の意義について考える。

放射線の発見以来の歴史を振り返り、物質の基本構造や物質と放射線の違いを知り、アルファ線、ベータ線、ガンマ線
等の放射線の特性や各種放射性物質の生成過程を解説する。放射線を理解する上で有用な概念である、半減期、放
射能（ベクレル）、放射線量（シーベルト）、物質による放射線の吸収原理等について学習する。

原子力発電設備の重要設備と短期、長期メンテナンス（材料の中性子照射脆化の各論まで踏み込まない）の考え方、
従業員の放射線とのかかわり、具体的な作業内容やこれまでの変遷に言及する。また、規制とのかかわりについて３．

前後の変化に いて言及する

日本技術士会原子力・放
射線部会

第
１
部

原子力発電が私たちの社会と係わっている意義は何があるのか？エネルギーが環境、経済、セキュリティーに与える
根本的な原理を理解しつつ、講義全体の理解を深める知識の大枠と価値観の捉え方について検討する。

お茶の水女
子大学

未定（文京区
の施設を利
用する予定）

２０１4年度前期

講義概要(150字)

関連講座VT465ａ

化学工学会SCE・Net

福島第一原発事故以来３年を経過したが，未だに問題は山積している，否むしろ長期の対応の難しさが次々と露呈している．何よりも十五万人以上の人たちが自分の住む土地を奪われているということと短
期的災害や事故からの被害とを直接比較し論述出来ることではない．高線量地域をどうするのか、廃炉への困難な道のり，原子力発電所の再稼働判断，放射性廃棄物問題、放射性物質による環境の汚染
と人体への影響などは依然変わらぬ関心事である。これらの様々な情報を適切な判断で取捨し理解するためには原子力や放射能についての正確な知識が必要である。本講座はこのニーズに応えるため
に、原子力エネルギーと放射線のテーマを基礎編と応用編に分けて，事故後の経過や原子力をめぐる情勢をアップデートしつつ，客観的なサイエンスとテクノロジーを踏まえて体系的な知識と情報を提供す
る。
（１科目3部編成。各部毎に分割受講も可。）

土曜日13：00～15：00
15：10～17:10

東京・茗荷谷
（化学工学会SCE・Net）

原子力と放射能の基礎から応用までを学ぶ原子力・放射能基礎論

科目構成

ンス、規制 射線部会、SCE Net

7
原子力発電の材料問題と
材料に及ぼす放射線の影
響

梅村文夫 化学工学会SCE-Net

8
原子力発電所の安全性と
リスク

岡村　章
日本技術士会原子力・放
射線部会

9 放射性廃棄物処分の体系

10
放射性物質による環境汚
染と環境修復

11
放射線の計測
（実習を含む）

白川正広
日本技術士会原子力・放
射線部会

12
放射能の広い用途を再認
識する

横堀　仁
日本技術士会原子力・放
射線部会、SCE-Net

13
放射線は、何故、生命に脅
威を与えるのか

14
放射線の健康影響－低線
量域－

15
福島帰還困難地域を忘れ
ないために

7月12日 郷　茂夫 化学工学会SCE-Net

6月14日
応用編
原子力発電 深層防護により原子力災害を防止するという原子力発電所の安全確保の考え方、地震及び津波に対する備えと残余

のリスクについて述べ、原子力発電所の安全性について論じる。また、東京電力㈱福島第一原子力発電所の事故、旧
ソ連チェルノブイリ事故などの原子力発電所の大事故の事例について事故発生原因等を解説する。

１１前後の変化について言及する。

放射線と物質（金属や有機物など）との相互作用の一般理論を述べ、原子力発電所周りの使用材料について概説す
る。原発自体の健全性と信頼性を確保するためには、使用されている材料の健全性と信頼性が重要である。また、原
子炉内構造材料は中性子線の照射をたえず受けるが、それにより材料がどのような影響を受けるか見る。第

２
部

早稲田大学・学習院大学谷田貝文夫

河田東海夫

郷　茂夫

昨年、浪江町（20～50mSv地域）を訪問した。この「死の街・土地」をどう捉えればいいのだろうか。昔から放射線の防護
や除染の方法は医療現場や原子力施設の狭い空間では平常的に実施されてきた。しかしこの広大な地域には当ては
まらない。放射線の復習と１年間のトピックスを合わせて原発事故の現状ついて考える。

原発事故が起きて放射線による健康影響が最大の懸念となっている。前週で学んだ“放射線と生命の関わりについて
の基礎知識”をもとに、特に低線量域での被ばくによる健康影響を考察し、被ばく後の細胞の運命－細胞が突然変異
を起こす、死に至る、がん化する等の可能性－と関連付けて、起こりうる生体影響について解説する。

冷戦期には大気中核実験の影響で世界的に放射線バックグラウンドレベルが上昇した。また、主に米ソの核開発施設
周辺で事故やずさんな管理で放射性物質による重大な環境汚染が発生した。こうした歴史やその対策の事例をレ
ビューした後、福島第一原発事故による汚染と現在進められている除染活動の現状と課題を解説する。

お茶の水女
子大学

6月28日

7月5日

第
３
部

日本原子力学会

放射線のエネルギーが生命を構成する分子に吸収されると、最も重要な分子DNAを修飾する－DNA損傷という。DNA
損傷は細胞の傷害を起こし個体に障害にもたらす可能性があるので、生命にとっての脅威となる。その放射線と化学
薬剤で起こるDNA損傷の違いは何か、またDNA損傷を修復する仕組みについても解説する。

放射線測定器の種類、測定原理、測定条件など実際に測定で留意すべきことを述べ、実際に測定を体験する。また、
放射線測定器を使用する上での留意点や校正の重要性について述べる。最近の動向として、広域の環境放射線モニ
タリングや除染作業に用いられる装置、農作物などを対象とした大量測定用の装置の特徴や測定方法にも触れる。

国内での放射線利用分野の経済規模はエネルギー利用分野と略同じである。放射線利用の基礎となる放射線の特性
を説明し、工業、医療、農業、研究等幅広い利用事例を紹介する。放射線の発生源となる放射性物質と放射性発生装
置（加速器）の現状、加速器や放射性物質を取り扱う際の安全対策、法令、考え方について解説する。

原子力発電所の運転に伴い発生する放射性廃棄物は、高レベル放射性廃棄物と低レベル放射性廃棄物に大別され
る。本講義では、それらの処分方法や安全確保の考え方について紹介するとともに、特に高レベル放射性廃棄物につ
いては、世界の主要国における処分事業の進捗状況についても紹介する。

6月21日

応用編
放射線の影響



拠点

。また、放射線の生物影響の全体像を科学的事実を基に理解する

京都・京都大学放射線生物研究センター
（京都大学放射線生物研究センター

ひと・健康・未来研究財団）

渡邉正己
京都大学名誉教授
放射線生物研究センター

高田穣
京都大学教授
放射線生物研究センター

京都大学准教授
放射線生物研究センター

石合正道

渡邉正己

都市左京区

京都大学名誉教授
公益財団法人ひと・健康・
未来研究財団

小松賢志
京都大学教授
放射線生物研究センター

小林純也
京都大学准教授
放射線生物研究センター

２０１4年度前 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座NC466 科目名 放射線生物学 副題 放射線は生命の謎を解く鍵

連携機関名
京都大学放射線生

ひと・健康・未
物研究セ

来研究財
ンター

団
水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時

（開講機関）
  金曜日 １８：0０～２1：0０

（２講義集中）

科目概要(300字)
放射線の生物影響を深く理解するために、量子の世界を生物的見地にたって解説し、放射線と生物の深い関わりを理解し、放射線生物学の可能性を論ずる
ことによって、福島原発事故後に予想される放射線の生体影響の実態を論理的に理解する能力を醸成する。(前期・後期同一内容で開講）

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

放射線の物理学

1 物質の構造と放射線 宇宙万物が放射線エネルギーから生まれていることを解説する。

る。

する。

理解し、自然

する。

て概説する

りについて俯

あ

ついて概説す

病の診断と

避するために
報を併せて

放射線に

。特に、放

瞰的に論

ろう生命の

る。

治療にどの

、注意すべ
提供し、我

5月9日

2 放射線と物質の相互作用 放射線の生物影響の第一段階がエネルギーの移動であることを解説す

3 放射線の量と単位 放射線の生体影響を表すために使われている線量や線量率などの単位を解説

とを 対して生体がど

5月16日

4 自然放射線と人工放射線
環境内に存在する放射線と人工的に生まれる放射線に質的違いが無いこ
のような応答をしているかを概説する。

放射線の生物学

5 放射線の個体影響 放射線による死をはじめとする個体レベルでの応答反応の仕組みを概説する。

5月23日

6 放射線の臓器影響 放射線による生体臓器の特殊機能に対する影響の仕組みを概説する。

7 染色体への放射線影響 放射線による細胞影響について、特に染色体とその分配機構に着目して概説

する。

松本智裕
京都大学教授
放射線生物研究センター京都大学放

8 細胞周期の放射線応答 放射線に対する細胞応答をチェックポイントと細胞死の視点から概説 古谷寛治
京都大学講師
放射線生物研究センター

5月30日

渡邉正己

射線生物研
究センターセ
ミナー室（京

9 放射線の分子影響
放射線によるDNAをはじめとする細胞内重要分子の損傷と修復の機
支配する遺伝子に欠損を持つ遺伝疾患の分子メカニズムを解説

構につい
する。

射線感受性を 吉田近衛町）

6月6日

10 放射線の遺伝的影響 放射線による遺伝子損傷に伴う継世代影響の仕組みについて概説する。

11 放射線の発がん影響 放射線の発がん影響について、固体、細胞及び分子レベルにおける仕組みに

疾 ように放射線

6月13日

放射線の利用と

12 放射線治療
放射線の利用でもっとも人類に役立つのは医学応用である。がんを肇様々な
を使っているかについて概説する。

展望 13 放射線防護
放射線の生物影響の特性を踏まえ、放射線利用にあたって、放射線
する。ICRP等の国際機関における放射線防護の概念形成につ
るべき放射線防護の仕組みを論じる。

障害を回
いての情

仕組みにつ

き要点を
が国で備

い

解説
え

6月20日

14 放射線生物学の展望
放射線と生物の密接な関係をもとに、今後、半世紀の間に放射線生物学が解き明かすで
て概説する。

まとめ 15 総合討論 14回の講義を纏め、受講者と講師が討論を通じて放射線と生命の密接な係わ じる。 6月27日 担当教員
京都大学教員
公益財団法人ひと・健康・未
来研究財団



拠点

渡邉正己

。また、放射線の生物影響の全体像を科学的事実を基に理解する

京都・京都大学放射線生物研究センター
（京都大学放射線生物研究センター

ひと・健康・未来研究財団）

京都大学名誉教授
放射線生物研究センター

高田穣
京都大学教授
放射線生物研究センター

京都大学准教授
放射線生物研究センター

石合正道

都市左京区

京都大学名誉教授
公益財団法人ひと・健康・
未来研究財団

小松賢志
京都大学教授
放射線生物研究センター

小林純也
京都大学准教授
放射線生物研究センター

渡邉正己

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座NC466 科目名 放射線生物学 副題 放射線は生命の謎を解く鍵

連携機関名
京都大学放射線生

ひと・健康・未
物研究セ

来研究財
ンター

団 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

  金曜日 １８：0０～２1：0０
（２講義集中）

科目概要(300字)
放射線の生物影響を深く理解するために、量子の世界を生物的見地にたって解説し、放射線と生物の深い関わりを理解し、放射線生物学の可能性を論ずる
ことによって、福島原発事故後に予想される放射線の生体影響の実態を論理的に理解する能力を醸成する。(前期・後期同一内容で開講）

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

放射線の物理学

1 物質の構造と放射線 宇宙万物が放射線エネルギーから生まれていることを解説する。

る。

理解し、自然

する。

て概説する。

りについて俯

あ

ついて概説す

病の診断と

避するために
報を併せて

する。

放射線に

特に、放射

瞰的に論

ろう生命の

る。

治療にどの

、注意すべ
提供し、我

10月3日

2 放射線と物質の相互作用 放射線の生物影響の第一段階がエネルギーの移動であることを解説す

3 放射線の量と単位 放射線の生体影響を表すために使われている線量や線量率などの単

とを

位を解説

対して生体がど
10月10日

4 自然放射線と人工放射線
環境内に存在する放射線と人工的に生まれる放射線に質的違いが無いこ
のような応答をしているかを概説する。

放射線の生物学

5 放射線の個体影響 放射線による死をはじめとする個体レベルでの応答反応の仕組みを概説する。

10月17日

6 放射線の臓器影響 放射線による生体臓器の特殊機能に対する影響の仕組みを概説する。

7 染色体への放射線影響 放射線による細胞影響について、特に染色体とその分配機構に着目

する。

して概説 松本智裕
京都大学教授
放射線生物研究センター京都大学放

射線生物研

8 細胞周期の放射線応答 放射線に対する細胞応答をチェックポイントと細胞死の視点から概説 古谷寛治
京都大学講師
放射線生物研究センター

渡邉正己
究センターセ
ミナー室（京

10月24日

9 放射線の分子影響
放射線によるDNAをはじめとする細胞内重要分子の損傷と修復の機
配する遺伝子に欠損を持つ遺伝疾患の分子メカニズムを解説する。

構につい 線感受性を 吉田近衛町）支

10月31日

10 放射線の遺伝的影響 放射線による遺伝子損傷に伴う継世代影響の仕組みについて概説する。

11 放射線の発がん影響 放射線の発がん影響について、固体、細胞及び分子レベルにおける仕組みに

疾 ように放射
11月7日

線

放射線の利用と

12 放射線治療
放射線の利用でもっとも人類に役立つのは医学応用である。がんを肇様々な
を使っているかについて概説する。

展望 13 放射線防護
放射線の生物影響の特性を踏まえ、放射線利用にあたって、放射線
する。ICRP等の国際機関における放射線防護の概念形成につ
るべき放射線防護の仕組みを論じる。

障害を回
いての情

仕組みにつ

き要点を解
が国で備

い

説
え

11月14日

14 放射線生物学の展望
放射線と生物の密接な関係をもとに、今後、半世紀の間に放射線生物学が解き明かすで
て概説する。

まとめ 15 総合討論 14回の講義を纏め、受講者と講師が討論を通じて放射線と生命の密接な係わ じる。 11月21日 担当教員
京都大学教員
公益財団法人ひと・健康・未
来研究財団



拠点

る。

東京・お茶の水女子大学
（京都大学放射線生物研究センター、

ひと・健康・未来研究財団、
日本放射線影響学会、知の市場)

松本義久 東京工業大学

田内広 茨城大学

宇佐美徳子
東京工業大学
高エネルギー加速器研究機
構

渡邉正己
茶の水大学

館123室

渡邉正己 京都大学名誉教授

柿沼志津子 放射線医学総合研究所

島田義也 放射線医学総合研究所

三谷啓志 東京大学

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 新規

科目No. 共催講座UT467 科目名 放射線影響学 副題 福島の現状を論理的に理解するために

連携機関名

京都大学放射線生
ひと・健康・未

日本放射線影響学
対応委

物研究セ
来研究財団
会福島原発
員会

ンター

事故 水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

  金曜日 １８：0０～２1：0０

科目概要(300字) 放射線の生物影響の全体像を科学的事実を基に理解することによって、福島原発事故後に予想される放射線の生体影響の実態を論理的に判断する能力を醸成す

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

放射線と放射能
礎

の
1

放射線と放射
ですか？基

能はどう違うの
原子力および放射線に関する物理的基礎を解説する。

とを解説す

修復の仕組

る。

る。

を解説する。

説する。

みを解説す

9月12日

2 被ばくゼロはありますか？ 宇宙万物が原子でできており必然的に自然放射線が存在するこ

放射線の生体

3
放射線があた
が起きるので

ると細胞になに
すか？

放射線を被ばくした細胞で引き起こされる様々な反応を解説する

。その損傷

。

る。

9月19日

4
損傷ができた
なのですか？

ら細胞は終わり
放射線被ばくした細胞に生じた損傷の多くは修復機能で修復される

影響 5
確定的影響と
なにが違うの

確率的影響は
ですか？

放射線の生体影響を確定的影響と確率的影響という観点で解説する。

9月26日

6
内部被ばくは
影響が大きい

外部被ばくより
のですか？

内部被ばくと外部被ばくの生体影響の違いを解説する。

7
低線量率被ば
なのですか？

くの影響はどう
被ばく線量が同じでも線量率が変わると放射線影響の現れ方が違うことを解

お
本

10月10日

放射線による発

8
発がんはどの
ですか？

ように起きるの
放射線による発がんのメカニズムを解説する。

9
放射線は発が
すか？

んの主原因で
発がん原因について解説する。

10月24日が

10 子供はがんに

ん

なりやすいのです放射線の子供に対する影響を発がんを中心に解説する。

11
そもそも「がん
なにですか？

のリスク」とは
放射線防護の基本概念となっている発がんリスクについての考え方を解説す

1mSvの意味

10月31日

被ばくリスク

12
100mSvのリス
か？

クとはなにです
緊急時の放射線防護の現場で使われた100mSv、20mSvおよび

13
年間被ばく限
にですか？

度の意味はな
年間被ばく限度1mSvの意味を解説する。

11月14日

14
除染は効果が
か？

あるのです
除染の意味を解説する。

まとめ 15 生物学者の見た福島の現状 福島におけるQ&A活動を通して学んだ福島の現状について解説する。 12月5日
高田穣
講師全員

京都大学放射線生物研究セ
ンターほか5機関



　　知の市場（シラバス） 新規

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 教室定員 100 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに 1
安全・安心社会と社会安全
学

4月10日 安部　誠治

2
「国難」となる首都直下地震
と南海トラフ巨大地震の防
災・減災対策

4月17日 河田　惠昭

3
地震と火山噴火にどう備え
るか

4月24日 林  能成

4
水災害を知り、予測し、備
える

5月8日 高橋 　智幸

5
今後の都市居住と災害対
策の課題

5月15日 越山　健治

6
人はなぜ災害に備えない
のか

5月22日 元吉　忠寛

自然災害と防災・減災
日本の都市は、非常に限られた範囲に複層的な機能を高度な技術によって織り込み、複雑な関係性の中で成立している。
このことは災害被害の不確定性の増大に連結しており、同時に対策の困難さも増している。人口減少期を迎えつつある日
本における都市居住の災害対策課題について、将来像を踏まえながら分析する。

東日本大震災以後、「想定外」の災害としない取り組みが政府の中央防災会議の専門調査会で検討されてきた。首都直下
地震や、南海トラフ巨大地震が起これば、首都圏では食料品や飲料水が瞬時に姿を消すなど、決して他人事ではない。同
時に提案した各省庁が実施しなければならない対策も示す。

２０１４年度前期

講義概要(150字)

関連講座LE472

関西大学

我が国では、置かれた地理的・自然的条件から、地震や台風、火山噴火などの自然災害が多発している。また、近年、原発事故や鉄道などの運輸事故、生活用製品事故、インフルエンザ問題、食の安全問題など私たちの暮らし
を脅かす事故や事件も頻発している。安全・安心な社会の実現は、今、社会が求める最も大きな課題である。関西大学は、こうした社会の要請に応えるために、2010年4月に、社会安全学部及び大学院社会安全研究科を新設し
た。この新しい学部・大学院では、安全・安心な社会実現のための政策科学としての社会安全学の体系化に取り組んでいる。本講座では、こうした社会安全学の立場から、人間の安全・安心を脅かす問題群を読み解き、その解決
策を探る。

木曜日 １８：００～２０：００
東京・関西大学東京センター

（関西大学）

安全・安心社会と社会安全学 社会安全学

人間社会の安全・安心に係る問題群は、自然災害、事故、環境破壊、食の安全、感染症などの疾病、犯罪や国際テロ、情
報セキュリティ問題など多岐に及ぶ。社会安全学部・大学院の新設に至る問題意識と経緯、社会安全学の対象と方法を概
説し、安全・安心な社会実現のための課題を探る。

南海トラフ巨大地震や首都直下地震などによる被害想定が公表され、専門家によって防災・減災対策の必要性が繰り返し
指摘されているにも関わらず、災害に備えて十分な対策している人は決して多いとはいえない。このように多くの人々が災
害に備えられない原因とその対応策について心理学的な観点から解説する。

地震や火山噴火の観測は近年飛躍的に充実し、地球の活動についての認識を大きく変えた。一方、災害への備えという観
点からは、発生メカニズムの解明だけでは役にたたない。地震・火山噴火の発生メカニズムと過去の災害事例の教訓とい
う２つの視点を融合させ個人レベルの災害への備えを考える。

2011年東北地方太平洋沖地震や2005年ハリケーン・カトリーナなどによる大規模な津波や高潮、洪水などの水災害が多
発している。これらの水災害による実際の被害や発生メカニズム、そして将来の被害を推定するための最新の解析方法を
紹介し、国や自治体、企業による防災・減災について考察する。

7 災害復興と経済 5月29日 永松　伸吾

8 リスクコミュニケーション 6月5日 広瀬　幸雄

9
事故の現状とヒューマンエ
ラー

6月12日 中村　隆宏

10 火災と消防 6月19日 永田　尚三

11
群集事故～人ごみに潜む
危険～

6月26日 川口　寿裕

12
社会のグローバル化と健康
リスク

7月3日 高鳥毛敏雄

13
インターネット社会における
企業コンプライアンス

7月10日 高野　一彦

14 企業のリスクマネジメント 7月17日 亀井　克之

まとめ 15
安全・安心のための社会工
学

7月24日 小澤　守

関西大学社会安全学部

社会の安全とリスク管
理

ICTの発展に伴い、近年は「情報」にかかる企業の経営上の諸問題が顕在化している。顧客情報の流出、重要な技術情報
の不正取得、SNSやブログによる情報発信に起因する社会的非難などである。「情報」にかかるリスクを俯瞰的に捉え、イ
ンターネット社会における企業のコンプライアンスのあり方を探求する。

安部誠治

阪神・淡路大震災、グジャラート地震、ハリケーン・カトリーナ災害、そして東日本大震災といった世界の主要な大災害の経
験から、巨大災害を受けた経済の復興や、そのファイナンスの問題について議論する。

環境や健康などの社会的リスクのガバナンスには、市民・専門家・行政間の双方向のリスクコミュニケーションが不可欠で
ある。福島第一原発事故に関連する震災がれきの広域処理やエネルギーの将来戦略についての討議型世論調査の事例
を取り上げて、望ましいリスクコミュニケーションについて環境心理学の視点から解説する。

事故・災害との関連がたびたび指摘される「ヒューマンエラー」であるが、万全な対策というものは未だ確立されていない。
ヒューマンエラー対策が何故これほどまでに困難な課題であるのか、「社会安全」という枠組みにおいてどのような対応を
図るべきなのかについて、近年の事故事例等を参照しながら考察する。

関西大学
東京センター

会議室

安全・安心な社会の構築には法政策だけではなく、利害関係者や様々な立場の構成員が相応の社会的責任を果たし、事
故・災害に際しては支援・補完し、将来を展望できるしなやかさが必要である。事故・災害の背景にあり、同時にその影響
を受ける社会基盤の動態に対する合理的な理解と合意形成のための実質的な議論が不可欠である。

企業リスクマネジメントの基本的な考え方、リスクマネジメントの組織体制、リスク情報の開示、海外企業の取り組み事例な
どを概説する。

わが国の消防体制の現状と課題を押さえた上で、火災頻度及び被害の最小化へ向けた消防の取り組み及びその課題に
ついて考察する。

公衆衛生制度は、国内外に分けてつくられている。近年、社会のグローバル化に伴い、輸入食品、国際感染症、環境汚染
の問題などの国際的な対応が求められる問題が生じてきている。わが国もグローバル社会と連動した健康リスク管理体制
の構築が求められている。事例も紹介しながら、その現状と課題について考える。

2001年7月、兵庫県明石市の花火大会の際に歩道橋内で群集なだれが発生し、11人の方が亡くなった。このように、たくさ
んの人が集まる場所には群集事故の危険が潜んでいる。どのようなところが危険なのか、事故を避けるにはどのような対
策が有効なのかについて具体的な事例を挙げながら説明する。



拠点
（開講機関）

バイスとなっている。「ケータイも電池がなければ唯の箱」と
てきている。日本企業はマテリアル・サイエンスの理論を現実的

た。こうした経験を踏まえて、LIB 実用化
創出に至るまでの課題やその克服方法について論じる。

東京・八重洲
（東洋システム）

ソニー社友西 美緒

２０１4年度前 　　期 知の市場（シラバス） 継続

科目No. 共催講座BT515 科目名 　社会技術革新学事例 副題 　リチウムイオン２次電池開発の歴史に見る技術革新と経営革新の成否の要因研究１

連携機関名
社会技術

リチウム電池
革新学会
教育研究会

水準 中級 教室定員 100 配信定員 0 講義日時 水曜日18：30～20：00

科目概要(300字)

リチウムイオン２次電池（ＬＩＢ）の用途は、オーディオ・ヴィジュアル機器を嚆矢とし、パソコン、携帯電話用へと拡大し、いまでは、モバイル機器にとって必須のデ
言われる所以である。さらに、昨今は電動自動車用電源や定置型電池としての検討も進み、新たな用途の拡大に伴い、ＬＩＢ への要求や課題が多岐に渡っ
な技術に展開することによって、ＬＩＢ を世界で初めて開発することに成功した。こうしたＬＩＢ 創出には、R&D マネジメントに関しても周辺との軋轢を超えるために大きな努力を要し
に至るまでに遭遇した課題を、技術的なものにとどまらず、研究開発管理上の問題、さらには経営上の問題にも視点を置いて紹介しつつ、新規ビジネス

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

LIB(リチウムイオ
電池）の開発の歴
将来

1 登場
ＬＩＢ は 1991 年に世界で初めてソニーにより市場導入された。ＬＩＢ 開発はどのよ
を、材料技術（正極、負極、、電解液、セパレーターなど）およびＲ＆Ｄ マネジメント

うになされ
の面から

は結晶の黒
、それぞれ

問題、後発
像を概説す

ムイオン電
量化技術と

、どのような
検証する。

ら自動車、さ
態を持つ蓄
蓄電池の将

についてそ
充電方式の

端末機器な
性を重視す
明する。

大変高まっ
較し、まった

割を果たして
電池の安全

体化がある
含まないポ

が期待でき

料として重要
の課題の克

するシャット
る技術、微
説する。

鉛、非晶質
の充放電機

国の追い上
る。

池に適応す
して、　充電

困難を克服

らには電力
電池の開発
来への夢を

の概要と歴
安全性に関

どの民生用
る車載用と

ています。最
く異なる際立

いる。化学
性にも貢献し

。実用化開
リマー電解質

る合金系材

な部材の
服の過程や

ダウン機能
多孔化する

して成功に
4月16日

4月23日

至ったか

ン２
史

2 現在
次
と

市場導入以来、およそ 20 年経過した現在の ＬＩＢ は、当時と比較して、エネルギ
いて大きな進歩を遂げた。現在ではノート型パソコン、携帯電話などのモバイル機
改善はどのようにしてなされたのかを、主として材料面から考察する。

ー密度、サイクル特性、負荷特性、温度特性などにお
器の電源として不可欠のものとなっている。それらの

3 将来
蓄電池に対する社会の要望はますます強くなっている。大成功を収めたLIBが、小
へと、その応用の期待が広がる中で、既存のLIBの更なる発展が望まれると共に、
いる。未来にむけた蓄電池の開発理念や現状、さらには果たすべき役割などを示

型機器か
新しい形
すと共に、

貯蔵用の大
競争も盛ん
語りたい。

5月7日 菅野 了次 東京工業大学
型電池

になって

4 ポストLIB
約 20 年間、世界をリードしてきた日本の LIB であるが、ＥＶ 用など大型電池の登
を迎えている。今後のＬＩＢの方向性と各種提案されているポストＬＩＢの可能性も含

場、安全性
めて将来

げなど、新
5月14日 射場 英紀 トヨタ自動車

たな局面

LIBを支える材料
割と開発秘話

5 正極材
他の正極材に比べ構造的に安定で安全性が高いオリビン型リン酸鉄リチウム（LF
技術、更なる高エネルギー密度化の技術動向等を解説する。また、従来の正極材
る場合の課題とそれを解決するための表面改質技術を紹介する。

P）をリチウ
料の高容

るための課
電圧を高め 5月21日 荻須 謙二 戸田工業

題、新
て使用す

6 炭素系負極
炭素材料には、一次元のポリアセチレン、二次元のグラフェン、三次元のダイヤモ
を示す。それら各種炭素材料の充放電曲線やＬｉ-ＮＭＲの測定結果や理論計算な
応じた炭素材料の選択指針を示す。

ンド、更に
どを用いて

炭素など様
構を記述し 5月28日 永井 愛作 永井技術事務所

々な形態
、用途に

7 非炭素系負極
多様化する電池・電源システムに対応するため炭素系負極材料に代わる材料とし
な金属酸化物系材料について材料設計から電池性能と課題について紹介する。

て高容量 料や高耐久
6月4日 高見 則雄 東芝

。長寿命

8 電解液
リチウムイオン蓄電池(LIB)は1991年に世界で初めて開発され、製品化された。そ
ついて、その基礎知識や取扱状の注意、最新の開発状況について概説する。更に
いても紹介する。

のLIB用材
開発当初

一つである電
エピソード 6月11日 篠原 三千生 富山薬品

東京駅前カン
ファレンスセ

ンター
西 美緒

永井 愛作

解液に
などにつ

の役
9 セパレータ

LIB用セパレーターには、薄くて強く、無数の微細な連結孔を有し、異常時に電池反
レン微多孔膜が当初より使用されている。古くて新しいポリエチレン材料を薄膜・高
に、様々な用途の一つとして大きな発展しているLIB用セパレータ-について実例を

応を停止
度強化す
挙げて概

を発揮する
技術を解説 6月18日 河野 公一

東レバッテリー
セパレータフィルム

ホール9A
ポリエチ
すると共

10 バインダーと導電助剤
ＬＩＢに使用される導電助剤やバインダーは、その使用量が少ない割に電池の中で
環境下で使用され、電極圧密化や、高速な巻回操作にも耐え、且つ優れたサイク
途に使用される各種の導電助剤やバインダーについて詳述する。

重要な役
ル特性や

的に非常に
ている。こ 6月25日 永井 愛作 永井技術事務所

厳しい
うした用

11 ポリマー電池
安全性や電解液の耐漏液性を含めた電池全体の信頼性を向上させる技術として
経つポリマーゲル電解質電池の商品化技術について解説する。また、電解液の溶
解質の実用化への可能性についても考察する。

電解液の固
媒成分を

始から既に
および無機 7月2日 中島 薫 元 ソニー

10数年
固体電

12
安全性のた
計

めの回路設 リチウムイオン二次電池を安全に使用するための機能、またそれを実現するため
護回路の不具合による事故の実例を検証するとともに今後の対策に関して解説す

の保護回路
る。さらに

史を解説す
しても考察 7月9日 奥藤 忠司 Celxpert Corp.

る。保
する。

13 電池評価システム
リチウムイオン電池は技術の進歩により多種多様な電池が開発されており、その
と幅広い。材料から電池まで供給する側と使う側の評価ステージは自ずと異なり、
た、長期間を要する評価データが必要である。それらの評価方法について、何が重

用途も携帯
特に信頼
要かを説

から車載、
なると、膨大 7月16日 庄司 秀樹 東洋システム

定置用
な種類ま

LIBの将来と産業
望

の
14 ｘEVとESS

展

世界的なエネルギー・環境問題への懸念から、ＥＶやＨＥＶ等の高性能環境車輌へ
心の一つは高性能二次電池の出現と性能向上であり、リチウムイオン電池は他の
いる。環境車両適用に必要とされる二次電池の諸特性、安全性能に関して概説す

の関心が
電池と比
る。

新技術を
った特性を 7月23日 野口 実 本田技術研究所

支える核
顕して

15 LIB産業への支援 (調整中) 7月30日 (調整中) 経済産業省



　　知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 基礎 教室定員 10 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義名 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1 生活の多様性と社会変革

2
社会を支える技術革新と制度
改革と人材改新

3
多様なリスクと生活の安全保
障

4
技術革新の進展と資源価値
の変遷

5
付加価値の意味と価値創造
の仕組み

6
価値創造を導く価値観の変遷
と技術革新の進化

付加価値の増大を支える産

人々の生活は自ら創りだした付加価値の上に成り立っている。この付加価値という重要な概念の基本と特徴を解説しつつ、個人所得と付
加価値の関係、企業収益と付加価値の関係、ＧＮＰ（国民総生産）と付加価値の関係、技術革新と付加価値の関係など付加価値の持つ
諸々の意味を紹介する。また、付加価値の変動がもたらした構造的な激変を１９９０年代前後の金融機関の再編成を例に検証する。

多様な出発点の上に世界各国は大きな変貌を遂げてきた。その中でも２０世紀の第４四半期以降最も大きな変貌を遂げたサウジアラビア
の４０年の歴史を振り返りながら、人々の生活の激変を支えた技術革新や制度改革について概観するとともに、人材改新への試みとその
成果について紹介する。

はじめに
重要なのは何か

付加価値の創造と
技術革新

6月4日

6月11日

２０１4年度前期

講義概要(150字)

共催講座 UＴ５１６

社会技術革新学会
社会技術革新学基礎教育研究会

人間は多様な危機（リスク）と機会（チャンス）の中で技術革新を起こし制度改革や人材改新を通して社会変革を成し遂げつつ生活の安全保障を向上させてきた。持続可能な社会への転換と国際競争力の維持向上が求められ
る２１世紀においては、これらを連動させて円滑にイノベーションを実現することが必須である。付加価値や資源・エネルギーの意味を確認しつつ、公害危機や石油危機の克服などの具体的な事例を基にイノベーションの実相
やリスク管理の実態を検証しつつ、付加価値と生活・社会の構造変化の関係、技術革新と制度変革の関係、国際情勢と国際収支の関係、国際競争力と産業・経済の構造変化の関係などを論じ、今後の持続可能な発展に不
可欠な人材改新と社会変革のために克服すべき諸々の課題を明らかにする。　また、イノベーションに係る基本認識や政策の変遷について解説しつつ各国の政策の動向を検証し、日本に求められる政策転換について論じる。
                                                                                                                                                                                               （お茶の水女子大学、早稲田大学、東京工業大学における授業を基礎に編集）

水曜日１３：２０－１６：３０
(２講義集中）

東京・お茶の水女子大学
（知の市場)

社会変革と技術革新の歴史を検証し付加価値を生み出すイノベーションの真髄を探る社会技術革新学基礎論

6月18日

科目の目指すところと講義の進め方について概説する。自然環境においても社会環境においても世界は多様である。世界の様々な生活の
実態と急速に進む変化の姿を具体的な事例をもって紹介しつつ、この科目の理解の基本となる社会変革の概念を概説する。

化学物質や放射線がもたらす健康へのリスクや環境へのリスク、戦争や飢餓がもたらす生存に対するリスク、自動車や食品など諸々の製
品やサービスがもたらす生命や財産に対するリスクなど世界は多様なリスクに満ちている。こうした中で、生活の安全保障の視点から、何
が大きなリスクでありその原因は何であるのかを紹介しつつ、世界が直面する最大の課題が何であるかを大胆に論じる。

生活を向上させ社会を維持するためには価値低減の法則のもとで付加価値の増大を図ることが必須である。自由経済と統制経済、資本主
義経済と社会主義経済を対比しながら、付加価値を増大させる３つの方法について紹介するとともに、それぞれの方法が持つ特徴と制約
について解説する。また、技術革新が付加価値の増大に果たす役割について論じる。

資源とは何か。世界各国における資源の捉え方と日本の捉え方を比較しながら、その理解の差異がもたらす政策と教育に対する取り組み
の違いを概説する。人類の７００万年の歴史に技術革新の意義を検証しつつ、わずかな期間に石油が厄介物から最大の戦略物資に変貌
を遂げた要因としての技術革新について解説する。

第二次世界大戦の荒廃の中から再出発した日本の産業や経済は、１９６０年代の高度成長、１９７０年代の二つの危機の克服、１９８０年代
7

付加価値の増大を支える産
業・経済の展開

8
国際収支の動向と国際競争
力の変貌

9
公害危機の克服
技術革新と制度改革と人材改
新

10
石油危機の克服（１）
緊急時対策と制度改革

11
石油危機の克服（２）
経済構造の変革と技術革新

12
経済大国を支える技術革新の
実相と研究開発投資の拡大

13
市場と価値の創造
ものづくりと物語づくり

14
国際競争力の変遷と技術革
新に対する基本認識の変化

15
諸外国における技術政策や
制度改革の展開

まとめ 16 総合討論

お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科

教授

7月23日

資源・環境制約の
克服に見る
技術革新と社会変革
の事例研究

市場制約の克服への
挑戦

お茶の水女
子大学

増田　優 増田　優

7月9日

7月16日

イノベーションを巡る
基本認識の変化と
各国の動向

6月25日

7月2日

経済・社会の発展と
付加価値の増大

明治維新から145年、第二次世界大戦の終結から68年、経済大国と呼ばれてから27年が経過し、その間に世界も日本も大きく変化を遂げ
た。この歴史を形作ってきた諸々の要因を検証しながら、日本の現状と課題について自由に討論する。

二度の石油危機は、原油価格の高騰と石油市場の誕生による国際的な石油供給構造の変化をもたらした。その結果、国際石油資本の過
半が姿を消すなど世界の産業地図は大きく変わり、貿易構造の変化により国家間の関係も大きく変わった。この中で、省エネルギーの徹底
などにより付加価値の増大に成功し経済大国に発展した日本を、他国と比較しながら検証する。

イノベーションに関する基本認識の変化とともに、世界各国で行われた科学政策、技術政策、産業政策、知的財産権政策などの改革につ
いて紹介するとともに、1995年の科学技術基本法や産業技術力強化法の制定など模索の時代から脱却することを目指して行われた日本
の諸々の取り組みについて紹介しつつ課題を論じる。

第 次世界大戦の荒廃の中から再出発した日本の産業や経済は、１９６０年代の高度成長、１９７０年代の の危機の克服、１９８０年代
の経済大国の出現、１９９０年代以降の模索の時代を経て今に至っている。この過程で日本においてはどのように付加価値の増大が図ら
れてきたかを、ソビエト連邦など他の国々との比較を交えて解説しつつ、そこから読み取れる今日の日本の課題について論じる。

高度成長期が終わるまで貿易収支が赤字で常に資金不足であった日本は、１９７０年代始めに黒字に転じた後、二つの危機の克服を通し
て国際競争力が向上した結果、１９８０年代には貿易収支が大幅な黒字となり資金余剰の時代に入った。しかし近年、貿易収支は赤字に転
じている。付加価値の視点も踏まえつつこの状況の意味を明らかにし今後の日本の課題を論じる。

高度経済成長の中で顕在化した公害の克服に向けて、技術革新のみならず、公害対策基本法、大気汚染防止法などの制度改革や公害防
止管理者の養成などの人材改新が進められて社会改革が進展していった姿を、大気を汚染する硫黄酸化物や窒素酸化物のリスクの低減
などを巡る具体的な取り組み事例を基に紹介しつつ、環境制約の克服と付加価値の増やし方とのかかわりを論じる。

市場制約が強まる中で、新たな市場を求めて海外に展開するとともに、経済大国としての潤沢な資金を使って多くの研究所が建設され多額
の研究開発費が投入され、新しい市場を模索する時代が始まった。経済大国の国際競争力を支えた技術革新の実相を紹介しつつその特
徴と限界を検証し、技術立国の掛け声のもと行われた研究開発投資の特徴を付加価値の増大との係わりで論じる。

成熟市場の中で新たな市場を開拓した歴史や市場占有率が劇的に変化する歴史を有する具体的な製品分野を事例として取り上げ、イノ
ベーションにおける技術革新の役割を、付加価値の増大をもたらすより幅広いイノベーションの要因を検証しつつ、付加価値の創造にはも
のづくりと車の両輪で規範創りや物語創りが必須であることを論じる。

国際的な産業競争力の構造的な変化は、日米貿易紛争を惹起する一方で、産業競争力の源泉は何か、イノベーションとは何か、技術革新
とは何かというより根源的な問いをもたらした。米国における科学政策や産業政策の歴史と意味を中心に検証しながら、技術革新やイノ
ベーションに対する基本的は認識の変化がもたらした構造改革（Restructure)や知的財産権戦略などについて論じる。

世界的な高度成長のもとで顕在化した資源制約の中で、１９７３年の第４次中東戦争を契機に勃発した石油危機による社会の大混乱を克
服した経過を紹介するとともに、先進国首脳会議、国際エネルギー機関、石油融通スキームなどの国際的制度や石油需給適正化法、国家
備蓄、石油新税などの日本の制度を具体例として取り上げながら、それらの制度改革の効果と今日的な意味について論じる。



拠点
開講機関）

山﨑　徹

第

技術開発の取り組み方を顧みるとともに、ケミ
論じる。化学産業(製

。

東京・茗荷谷
（化学工学会SCE・Net）

小林弘明

第

２０１4年度 　　知の市場（後期 シラバス） 新規

科目No. 関連講座VT523 科目名c 化学工業特論 副題 社会を支える化学工業とその製品群

連携機関名 化学工学会SCE・Net 水準 基礎 教室定員 60 配信定員 0 講義日時
（

土曜日13：00～15：00

科目概要(300

化学産業は大量の優れたケミカルス（化学工業製品、素材）を社会へ供給し、われわれの生活を快適なものとした。これらのケミカルスが開発された企業の研究・
カルスとその技術が社会に与えた影響、さらに今後の発展と期待などについて、実際に企業の中で技術者あるいは経営者として携わってきたシニアエンジニアが自らの体験にもとづいて
品)を価値の連鎖から３種類（基礎化学品→差別化コモディティ→機能化学品）に分類し、それぞれ代表的な製品を採り上げることで、化学産業の全貌が見通す
  （1科目4部編成。第１部とその他の各部の組合せにより分割受講も可。）

字)

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

第
１
部

序論 1 化学工業の特徴と役割
化学工業は技術革新の連続であり、その過程で経営の重心がより価
ﾃﾞｨﾃｨに、そして機能化学品に移っている。日本の化学工業の付加価
性化学品をﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの中心に据えることによりさらに発展が期待さ

値の高い方
値生産額は
れる。各論

向、つまり
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に入る前に
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種芳香族誘
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。これらの

る海水の淡
て浄水装置

的多い。こ
ように材料

から、差別
ではなく、
全容を論

11月8日
化ｺﾓ
機能
じる。

11月15日
第
２
部

基礎化学品

2 石油化学とその誘導品
日本の石油化学は1950年代末にナフサを出発原料とする技術の導入
材料、石炭・天然材料などの製品群を置換し、また新たな用途を開拓
らオレフィン類、芳香族など中間原料（基礎化学品）を経て誘導品に至

に不可欠な
料から各

説する。

で出発し
して、日本
る石油化

戸澤洋一
誘導品が金属

てきた。ナフサか
紹介する。

化学工学会SCE・Net

3 芳香族誘導品
ベンゼンで代表される環状有機化合物は芳香族と呼ばれ、化学工業
られた芳香族原料も、現在は石油化学が主流になっている。芳香族原
に、現在我々の身の回りにある代表的な化合物や製品を取り上げ概

牛山　啓
くは石炭から得
造プロセスと共

お茶の水女
子大学

4 塩素・アルカリ製品
苛性ソーダや塩素が化学製品を製造するいろいろな局面でなくてはな
べる。その上で社会のニーズに応じて変わってきた製造法の変遷（隔

らない存
膜法と水銀

ロセス技
やLCAも含

中尾　眞
)であることを述

を論じる。

３
部

差別化コモ
ティ
（１）汎用樹脂（１）汎用樹脂
ム

2 塩化ビニル樹脂
塩ビ樹脂の特徴を紹介し、その上で、モノマー製造法と原料の関係、プ
樹脂から配合・加工と製品化へのj技術の進化、製品特性、リサイクル
ついて述べる。

脂特性の関
トピックス 一色　実 元カネカ

係、
等に

11月22日

ディ

・
3 合成ゴム

ゴゴ

合成ゴムは天然ゴムの代替品として開発され、その後新たな機能を持
マーが開発された。これらの原料ゴムの加工によって生まれるゴム製
進展を概観し 社会に与えた影響を考察する進展を概観し、社会に与えた影響を考察する。

つ特殊合
品の特徴

グローバル
ス技術をい

成ゴム、ま
を紹介する

に変化する
かに進化さ

可塑性エラ
ゴム製造技 渡辺紘一 化学工学会SCE・Net

スト
術の

未定（文京区未定（文京区

4
ポリエチレン
ン

、ポリプロピレ
石油化学における最大の商品であるポリエチレンやポリプロピレンが
求（品質、コスト、環境対応性）に答えながら商品化技術を含むプロセ
与えてきた功罪と今後の使命を論じる。

未定
中で、社会の訴

を述べ、社会に

の施設を使う
予定）

11月29日

（２）機能性樹脂 5
エンジニアリ
ク

ングプラスチッ
１９５０年代以降、汎用合成樹脂よりも耐熱性や強度の強い、エンジニ
脂の発明と工業化が活発に行われるようになった。ポリアセタール,ポ
リングプラスチックの技術的な特徴、用途を紹介し、社会に与えた貢献

アリングプ
リカーボネ
と今後の

る先端材
構造材に

特徴並び

ラスチックと
ート、変性P
あり方を論

料である。
採用される

に市場動向

前に開発
本樹脂は日

鏡等の体内
与を紹介す

に挑戦した
の承認を獲
発展につい

の働きであ
ﾉ酸、核酸等
ようになった

浸透膜によ
明し、あわせ

る例は比較
もある。どの

機能の合
的なエンジ 本間精一

元三菱ガス化学／三菱エ
ンジニアリングプラスチック

山﨑　徹
中尾　眞

成樹
ニア

第
４
部

機能性化学
（１）先端素

9 炭素繊維
炭素繊維は日本企業が世界の生産の２／３近くを占める日本を代表す
ツ用品が用途の主流であった時代を経て、昨今はボーイング７８７の主
い構造材料としての地位を固めつつある。炭素繊維の歴史、製造法、

トなどのス
く本来の強く
介する。

ポー
て軽

12月6日

12月13日

10 逆浸透膜
世界の人口増加により水不足に悩む人が増えている。その対策の一
し、水不足解消に貢献してきた。逆浸透膜の成り立ちと海水淡水化の
膜ろ過技術についても触れ、今後の飲料水全般の在り方について考え

つとして逆
実際を説
る。

形成され
る分野で
する。

栗原　優 東レ
水化装置が普及
・排水処理等の

品
材

11
電子材料（デ
料）

ィスプレイ材
電子機器の分野では、一つの技術革新を契機に非常に大きな市場が
展を支えているのが、非常に多岐に亘る材料技術で、日本が得意とす
の発展に寄与してきたかを、ディスプレイ分野を例に取り上げて、解説

大林元太郎
の電子機器の発
技術が電子機器

お茶の水女

12 高吸水性樹脂
紙おむつを破ると、中にパルプと一緒に白い粉末が入っている。こ
る高分子材料で、水だと１ｇで約５００ｃｃ、尿だと約４０ｃｃを吸収して離
半分を日本企業が生産している。こ

れが３０数年
さない。

の樹脂の開発経緯と展望を紹介する。

テル、内視
学工学の寄
する。

性樹脂と
れ、今でも世 増田房義 三洋化成工業

言われ
界の

子大学

13 医療用樹脂と医療機器
医療機器には、人工腎臓、人工心肺等の生体機能代替臓器やカテー
われるものがある。人工腎臓を例に、各種化学素材の開発経過や化
取得など、医療現場で実用されるまでの高いハードルについても言及

診断・治療
、臨床評価 國友哲之輔 化学工学会SCE・Net

に使
、承認

12月20日

（２）バイオテ
ロジー製品

ク
14 発酵製品

ノ

人類は発酵を利用し味噌、醤油、酒等を生産して来た。ﾊﾟｽﾂｰﾙが発酵
でﾍﾟﾆｼﾘﾝ等の抗生物質発酵が発展した。日本では代謝制御発酵が
世界のﾄｯﾌﾟに躍り出た。その後、遺伝子組換え技術が登場し発酵に

ンの開発
品として

ロジーの

は微生物
登場し、ｱﾐ

活用される

明して以降
できるように
経緯を紹介

森永　康 日本大学生物資源科学部
、米英
なり、

する。

15 生物医薬
今から４０年前、繊維企業が正常細胞の大量培養によるインターフェロ
パク質の構造も定かではなく、無謀といわれる中、悪戦苦闘の末、医薬
と共に、この技術が社会に与えた影響と、その後のモダンバイオテクノ

ーフェロン
過程を紹介 山﨑　徹 化学工学会SCE・Net

はタン
する

1月10日



　　知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 基礎 教室定員 10 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1 付加価値と技術革新

2
価値創造のための
ものづくりと物語づくり

3 健康リスクと経営リスク

4
化学物質総合管理を巡る
国際的な論議の系譜

5
化学物質総合管理の
基本的枠組み

6
化学物質総合管理の
社会的な枠組み

増田　優
お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科

教授
付加価値と社会規範

4月18日
ハザード（有害性）、エクスポージャー（曝露）、リスク（現実の危険性）の意味と特徴について詳述するとともに、化学物質総合管理の基本であるリス
ク原則やそこから導き出される自主管理の重要性などについて論じる。また、発癌性を例に、規範科学（レギュラトリー・サイエンス）が持つ自然科学
的側面と人文社会科学的側面を検証する。

　技術革新と社会変革に深く係る資源・エネルギーとリスク管理のための社会的規範を巡る世界の動向を語る 資源・エネルギー・安全基礎論

２０１4年度前期

講義概要(150字)

共催講座 UＴ５３５

社会技術革新学会
石油サウジアラビア教育研究会

持続可能な社会への転換とともに国際競争力の維持向上が求められる２１世紀においては、技術革新とともに制度改革や人材改新を連動させて円滑に社会変革を実現して行くことが大きな課題となっている。こうした挑戦に大きな影響
をもたらすのが、資源やエネルギーを巡る国際情勢であり、そして、リスク管理のために構築される社会的規範を巡る国際的な動向である。付加価値の意味などの基本を確認しつつこれら国際的な動向と国際競争力の現状を検証し、持
続可能な発展のために日本に必要な技術革新や制度改革や人材改新などの諸々の課題について論じ、社会変革の道を探る。                                       （お茶の水女子大学、早稲田大学、東京工業大学における授業を基礎に編集）

金曜日13:20-18:10
（３講義集中）

東京・大岡山
（知の市場）

4月11日

生活を向上させ社会を維持するためには価値低減の法則のもとで付加価値の増大を図ることが必須である。付加価値の基本と自由経済や資本主
義経済における意味を確認しつつ、付加価値を増大させる３つの方法について紹介するとともに、それぞれの方法が持つ特徴と制約について解説す
る。また、技術革新が付加価値の増大に果たす役割について論じる。

身近な具体的な事例を通して化学物質がもたらす健康へのリスクや環境へのリスクの管理の在り方について社会規範や科学的方法論とのかかわり
も含めて論じる。合わせて、化学物質のリスク管理が経営にもたらすリスクや近年世界で急速に進む制度改革が日本社会にもたらすリスクの大きさと
意味について論じる。

リスク原則に則り化学物質を総合管理してゆくために、社会を構成する人々が広く協働していくことが必須である。このために、20世紀の第4四半期
以来世界が社会変革を目指して構築してきた社会的な枠組みについて解説するとともに、その根幹をなす情報の共有と公開のための諸々の仕組み
について紹介しつつその意味を論じる

20世紀第4四半期から展開された経済協力開発機構（OECD)の化学物質総合管理に関する論議を契機とする1992年の国連環境開発会議（UNCED)
のアジェンダ21第19章、2002年の持続可能な発展に関する世界首脳会議（WSSD）の宣言、2006年の国際化学物質管理会議の国際化学物質管理
戦略（SAICM)などの今日に至る国際的な論議を紹介しつつその意義と影響を論じる。

成熟市場の中で新たな市場を開拓した歴史や市場占有率が劇的に変化する歴史を有する具体的な製品分野を事例として取り上げ、イノベーション
における技術革新の役割や付加価値の増大をもたらすより幅広いイノベーションの要因を検証する。加えて付加価値の創造にはものづくりと車の両
輪で規範創りや物語創りが必須であることを論じる。

7
自主管理の概念と経営へ
の展開

8 社会的規範と国際競争力

9
石油危機の実相と危機克
服における技術革新の役
割

10
技術革新による石油供給
力の拡大と環境改善の実
相

11
情報通信技術よる石油産
業と安全保障観の変化

12
近年の石油価格の高騰の
背景と影響の実相

13
持続可能な社会の発展と
石油・エネルギー政策の実
相

14
国際石油情勢の実相と日
本の将来展望

15 総合討論

須藤　繁
帝京平成大学現代ライフ学

部教授

4月25日

5月2日

米国中心のｼｪｰﾙ層開発により、世界の石油地図は大きく変わり始めた。その開発の最大の意義は、国際原油価格を70～80ﾄﾞﾙ/ﾊﾞﾚﾙで下支えするﾒ
ｶﾆｽﾞﾑが石油市場に組み込まれたことである。日本のLNG輸入価格が、米国の天然ガス価格並みになれば、貿易赤字の半分は解消されるという点
から、LNGの輸入価格の引き下げが喫緊の政策課題として浮上してきた。国際的なｴﾈﾙｷﾞｰ供給構造の変化と日本の課題について論じる。

エネルギーと資源

1970年から1990年までの精製能力と分解装置能力の増強による需要構成の変化への対応は、最終的には重質油分解によって図られた。重質油分
解装置の過酷な運転条件を支えたのは、材料機器の革新と触媒の改良であるが、それらの経緯とその実現を支えた要因を明らかにしつつその意味
を論じる。

1980年代、石油産業においても情報インフラの整備、通信技術革新が進行した。石油市場構造の変化や湾岸戦争を契機として、メディアの報道は一
変した。これには、通信技術の進歩が背景にあるが、入手情報の質、入手までの速さという点で、1980年代とそれ以後には画期的な違いがもたらさ
れた。そのことがエネルギー安全保障観を大きく変化させた経緯とその影響を論じる。

今世紀に入り、一次産品価格が大きく上昇した主因に一次産品の金融商品化が挙げられるが、一次産品の行き過ぎた金融商品化への対応策として
様々な施策が採られた。過度な自由主義経済には何らかの規制が必要か、効果的な規制にはどのような要素が求められるかなどの観点から論じ
る。

環境制約と資源制約を踏まえながら、非在来型石油資源の利用、主要国エネルギー戦略、日本の新国家エネルギー戦略の方向を押さえながら、持
続可能な社会の発展の条件を探る。

石油製品の需要構造を長期的に振り返ると、高度経済成長期の1960年代～70年代には重厚長大な産業構造を反映し、重油は5割を占めていた。日
本経済は1970年代、二度の石油危機を産業構造のソフト化により克服すると同時に、石油製品の需要構成の変化、環境改善を進めたが、それらの
経緯と明らかにしつつその意味を論じる。

増田　優
東京工業大学

大岡山キャンパ
ス

世界の中で日本が置かれた状況を踏まえ、今後、日本が、そして自分が、取るべき戦略について自由に討論する。

5月9日

について紹介しつつその意味を論じる。

世界の化学産業界の自主管理活動であるレスポンシブル・ケアやその中核をなすプロダクト・スチュワードシップの概念と意味を紹介しつつ、社会全
体として化学物質のリスクを適切に管理する上で重要な役割を担う自主管理活動の経営的な意味を明らかにし、化学物質総合管理の化学物質総合
経営への進化を論じる。

世界を先導して付加価値の創造をもたらした自主管理活動の事例や社会的規範の制定の遅れが新規市場の開拓を阻害した事例を紹介しつつ、社
会的規範と国際競争力の関係を論じる。また、具体的な製品の研究・開発や生産・販売の過程におけるものづくりと規範創りの深い関係を明らかにし
つつ、規範創りの主役が民間であることを示す。



山越　昭弘

る。新しい社会を作るために協同組合は何ができるのか、

東京・四谷六番町15番地プラザエフ
生協総合研究所

天野　晴元

を解説する。

２０１4年度後 　　知の市場（シラ期 バス） 新規

科目No. 関連講座KT542 科目名 生協社会論　 副題 新しい社会の実現を目指して

連携機関名 生協総合研究所 水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0
拠点

（開講機関）
火曜日14：00～15：30

科目概要(300字)
今の日本の社会やくらしが抱えている高齢化や貧困などの問題に、生協の事業・社会活動の具体的事例を通して、生協がどういう取り組みをしていのか講義す
受講者とともに考えたい。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに 1 現代社会と協同 協同組合とは何か。その基礎知識と、活力ある社会を作るために協同組合、生

組んでいる

しの保障見

協ができる

全・安心対

体験を交え

んでいること

据えて、生

のために協

な取り組み

ることにつ

と課題につ

学生協の

の成果と課題

で生協がで

ことを解説

直し活動か

ことは何かを

策の最前線

ながら解説

について

協の現状と

同組合がで

と消費者政

いて解説す

いて考える

活動を通し

を報告する

きることを解

考える。 10月14日 小熊　竹彦 日本生活協同組合連合会

生協事業編

2
宅配から見
会

える日本の社
買い物弱者への対応や独居高齢者の見守りなど、生協が宅配事業を通して取り する。 10月21日 高杉　みゆき コープみらい

3 食の安全・安心
健康なくらしの基本となる安全な食品を届けるため、生協が実施してい
する。

る食の安 について解
10月28日

11月4日

11月11日

説

4 新しいCO・OP商品作り くらしのニーズを発掘し、新しい商品を開発するための挑戦の様子を、担当者が 平野　路子 日本生活協同組合連合会する。

5 地域の活性化ー産直 地域とつながり、地域や日本の農業を活性化するために、生協の産直が取り組 内山　和夫解説する。

6 くらしのリスクにそなえる
社会保障制度が変わる中で、将来の生活にどうそなえるか？　コープ
とを解説する。

共済のくら ら見えてき
11月18日 堀口　幸子 日本コープ共済生活協同組合連合会

たこ

7 生協と若者
大学生や大学を取り巻く環境が変化する中、大学生協の役割も変化し
学生の今を考える。

ている。大 て見えてくる
11月25日 白石　昌則 法政大学生協

大

社会政策編

8 高齢社会と向き合う 地域や生協の枠を超えて、東京都生協連が取り組んできた、福祉のまちづくり 。 12月2日 森　芙紗子 東京都生活協同組合連合会
プラザエフ
５階会議室

白水　忠隆
（生協総合研
究所）

9 防災・減災 東日本大震災復興での実践経験と、今後想定される大震災に備えた防災対策 説する 12月9日
五十嵐　桂

樹
みやぎ生活協同組合

10 消費者力を高める
年間数兆円に上る消費者被害を防止することが大きな課題となってい
に何が必要か考える。

る。具体的 策実現の
12月16日 磯辺　浩一 消費者機構日本

ため

11 貧困を考える くらしの相談ダイヤルから見えてくる日本の貧困問題を考える。 1月13日 志波　早苗 生活サポート生協・東京

12 再生可能エネルギー 東日本大震災、福島原発事故の後、脱原発依存を目指して生協が取り組んでい る。 1月20日
戸井田　直

人
パルシステム東京

13 子育て支援 少子化を解消し、女性の社会進出に必要な子育て支援のための具体的な活動 。 1月27日
若松　恵子
浮田　理香

生活クラブ生協

14 世界の協同組合
世界の協同組合員は10億人。発展途上国が抱える問題も含め、持続
る。

的な発展 きることを考
2月3日

2月10日

え

まとめ 15 生協の現在と未来 日本社会が大きく変わる中で、生協の事業、活動も変わってきている。未来を見 青竹　豊課題を考える。

日本生活協同組合連合会



守山辰雄

田村　爾
プロメテ国際特許事務所

渡邉知子
渡邉国際特許事務所

おけるその意義とはなにかを充分に理解する必要があ
知的財産権関連業務に従事されている方、

東京・お茶の水女子大学
（知の市場）

7

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座 UT５５１ 科目名 知的財産権論 副題 知的財産権制度の基本と各国の特徴

連携機関名  プロメテ国際特許事務所 水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）
水曜日18：30～20：30

科目概要(300字)
ＷＴＯ体制の発足により世界経済の自由化が進展する中、知的財産権の重要性は益々高まっている。そもそも知的財産権とは何なのか、企業経営に
る。特に、１９８０年代以降、世界の知的財産権制度をリードしてきた米国の実態、そして近年台頭するアジア各国の現状の理解は不可欠である。受講対象者は、
又は興味のある方に限る。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

知財制度の基本
要

1 全体概要
そもそも知的財産権とは何か？その歴史と本質、企業における知的
て論じる。

財産権保

なが

護の意義

なが

国企業、韓
めの日本企

について
米国精度の

欧州特許庁

社会主義市
に紹介する
り方につい

論じる。特
について紹

国の知財戦

会の中で
特に、特許

スの創出

ら紹介する

、国際動向

ら紹介する

国の急成長
業の戦略

論じる。特に
特徴点に

創設に至

場経済と
。また、日

て論じる。

に、日本企
介する。

略の概要

の権利保護
取得戦略

が不可欠で

等につい
9月24日

10月1日2 特許制度概要 日本法を中心に特許制度の概要について論じる。
所長、弁理士

と概
3 意匠制度概要 日本法を中心に意匠制度の概要について論じる。 10月8日

10月15日4 商標制度概要 日本法を中心に商標制度の概要について論じる。
所長、弁理士

5 著作権制度概要 日本法を中心に著作権制度の概要について論じる。 10月22日

10月29日

11月12日11月12日

11月19日 お茶の水女
子大学

6 不正競争行為概要 日本法を中心に不正競争防止法(不正競争行為)の概要について論じる。 杉村純子
プロメテ国際特許事務所

知財紛争処理の

7 審決取消訴訟の概要審決取消訴訟の概要 知財紛争 特に特許庁で決定された審決の取消訴訟の概要につい知財紛争、特に特許庁で決定された審決の取消訴訟の概要について 実例を交えて、実例を交え 守山辰雄
弁理士

守山辰雄。

概要

8 侵害訴訟の概要 知財紛争、特に侵害訴訟の概要について、実例を交えながら紹介する。 杉村純子

企業等における
戦略

9 イノベーションと知財戦略
企業が国際競争を勝ち抜くために革新的な技術開発や独創的な製
ノベーションを実現する際の知的財産との関わりについて論じる。

品・サービ ある。イ
11月26日 澤井敬史

東京理科大学専門職大学
院教授

田村　爾
共通講義棟

1号館

知財
10

我が国におけ
の概要

る知財戦略 我が国の知財戦略は、内閣に設置された知財戦略本部が担ってい
紹介する。

る。我が について
12月3日 北村弘樹

内閣府知財戦略推進事務
局参事官

11
インターネット
ける知財戦略

ビジネスにお
インターネットビジネスに関する知財戦略は、グローバル化したネッ
考慮する必要がある。インターネットビジネスの特殊性を踏まえた知
紹介する。

トワーク社
財戦略、

・活用を
について 12月10日 藤松正雄

プロメテ国際特許事務所
弁理士

各国知財制度の

12 米国知財制度の概要
世界的に特異な制度を有し、かつ日本として最も重要な米国知的財
代以降の米国プロパテント政策の本質、及び日本企業として最も注
介する。

産権制度
意すべき

、８０年
ついて紹 12月17日 中槇利明

経済産業省特許庁審査第
一部審査長

13 欧州知財制度の概要
日本の知的財産権制度のモデルとなった欧州の制度について論じ
緯、域内各国の思惑、利害調整の実態等について紹介する。

る。特に、 った経
12月24日 田口昌浩

経済産業省特許庁審判部
審判長

概要 14
東南アジア各
の概要

国知財制度 経済成長が続くＡＳＥＡＮ各国を中心とする新興国における知財制度
が加速するタイ、インドネシア、ベトナムを中心に法整備の現状と将

について
来的課題

業の進出
1月7日 田村　爾

プロメテ国際特許事務所
所長、弁理士

15 韓国知財制度の概要
サムスン、現代自動車など高い国際競争力を武器に国際市場を席
について官民協調による知的財産戦略をもとに紹介する。これに対
も論じる。

巻する韓
抗するた

の経緯
について 1月14日 榎本吉孝

経済産業省特許庁審査第
一部審査長

16 中国知財制度の概要
日本経済の将来を左右する中国の知的財産権制度の概要について
な国家戦略のもと構築された異質な制度と、日本企業としての注意
額は２０兆円を超えるとも言われる模倣品被害の実態、発生要因、

論じる。
点を中心
対策のあ

言う特異
本の被害 1月21日 日高賢治

弁理士、政策研究大学院
大学・九州工業大学客員
教授、早稲田大学講師



拠点
開講機関）

かでさらに関心が高まってきている。主とし
コーポレート・ガバナンスのあり方に関するこれまでの

考えることが本課題を理解し、掘り下げて考察するために

東京・丸の内
（日本リファイン）

２０１４年度前 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座ＥＴ５７２ 科目名 コーポレート・ガバナン 副題 国際比較の視点からみた株式会社の組織と運営の課題ス

連携機関名
社会技術革

企業法制教
新学会

育研究会
水準 中級 教室定員 20 配信定員 0 講義日時

（
水曜日18：00～20：00

科目概要(300字)

コーポレート・ガバナンス（企業統治）のあり方は、国際的にみても企業や経済全体にとって最重要の課題の一つとなっている。日本でも会社法制の見直しが進むな
て上場会社を念頭におきながら、コーポレート・ガバナンスについて、法的な枠組みにとどまらず、企業実務や実際に起こった出来事と裁判例を示しつつ、
論議等について、国際比較も含め、様々な角度から考察する。実際の企業活動においてどのような出来事が起こっているかを知り、問題意識をもって
欠かせない。履修上の留意点として、会社法（特に株式会社の機関）と金融商品取引法の基礎的な知識は、本課題の理解に役立つ。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

コーポレート・ガバ
スとは何か

ナン
1

コーポレート
問題の所在

・ガバナンスの
なぜコーポレート・ガバナンスが問題なのか。企業の不祥事、経営破綻
達上の観点などを説明し、「所有と経営の分離」を巡る論議を考察する
ポレート・ガバナンスについて論じる。

、企業支
。またコン

配権を巡る
プライアンス

争い（敵対的
・内部統制

TOB）、資
システムと 4月9日

4月16日

4月23日

4月30日

5月7日

5月14日

金調
コー

5月21日

5月28日

6月4日

6月11日

6月18日

6月25日

7月2日

7月9日

7月16日

株式会社の機関

2 株主総会
株式会社の機関とその役割について、コーポレート・ガバナンスの視点
る。

から考察する。はじめに株主総会について考え

3 取締役・取締役会 取締役と取締役会の法的位置づけ及びコーポレート・ガバナンスにおける取締役会の重要性等について解説する。

4 監査役・監査役会 監査役・監査役会の法的位置づけ及び監査役制度の特色と問題点について考察する。

5
会計監査人
会社法制の見直し

会計監査人の役割と問題点及び会社法制の見直しに関連して法制審
を考察する。

議会会社法制部会における審議や要綱の内容等

海外におけるコー
レート・ガバナンス

6
独国のコーポ
ンスンス

レート・ガバナ ドイツにおける株式会社の機関に関する会社法の規定を概観しつつ、
バナンスを巡る論議とその特色を紹介する。バナンスを巡る論議とその特色を紹介する。

機関設計とその特色・問題点及びコーポレート・ガ

ポ
7

仏国のコーポ
ンス

レート・ガバナ フランスにおける株式会社の機関に関する会社法の規定を概観しつつ
ガバナンスを巡る論議とその特色を紹介する。

、機関設計とその特色・問題点及びコーポレート・

8
英国のコーポ
ンス

レート・ガバナ イギリスにおける株式会社の機関に関する会社法の規定を概観しつつ
ト・ガバナンスを巡る論議とその特色を紹介する。

栗原　脩 栗原　脩
、機関設計とその特色・問題点及びコーポレー

日本リファイ
ン東京本社
岸本ビル11

弁護士
（元日本興業銀行取締役

9
米国のコーポ
ンス

レート・ガバナ アメリカにおける株式会社の機関に関する会社法の規定を概観しつつ
ガバナンスを巡る論議とその特色を紹介する。

階大会議室 証券部長）
、機関設計とその特色・問題点及びコーポレート・

裁判例の分析

10 株主代表訴訟 株主代表訴訟制度の意義と制度の概要を説明する。

11 日本の裁判例 日本の株主代表訴訟の裁判例を紹介し、考察する。

12 米国の裁判例 アメリカにおける株主代表訴訟の裁判例を紹介し、考察する。

SOX法とゲートキ
パー

ー
13

SOX法の概
在等

要と問題の所
アメリカのエンロン事件とワールドコム事件を紹介しつつ、サーベインス
要、日本における内部統制報告制度（金融商品取引法）の導入とその
紹介する。

＝オクスレー 法（SOX法）の制定経緯とその概
概要、ドッド＝フランク法の制定とその概要などを

14
ゲートキーパ
題点

ーの役割と問 アメリカにおけるゲートキーパー（公認会計士、弁護士、証券アナリスト
る。

、格付機関等）の役割やあり方について考察す

今後の課題 15
コーポレート
役割とあり方

・ガバナンスの コーポレート・ガバナンスを支えるメカニズムについて、企業の体制（株式会社の
明しつつ、マーケット・メカニズムのなかでのコーポレート・ガバナンスの役割を
について、法的枠組みの再点検の必要性と経営のインテグリティ（高潔性）の重

機関 、内部統制システム等）とディスクロージャーを説
解説する。また今後のコーポレート・ガバナンスのあり方
要性を考察する。



拠点
開講機関）

粟谷しのぶ

る

数多くの人体被害や環境破壊をも
その後、地球規模の環境破

きた。一方で、個別の権利侵害については公害・環境訴
環境訴訟について学び、これからの環境法規制のあり方

東京・九段
（早稲田リーガルコモンズ法律事務所）

２０１4年度前 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 関連講座QE573 科目名 現代環境法入門 副題 環境法制の生成・発展と公害・環境訴訟から環境法制のあり方を考え

連携機関名
第二東京弁

環境法研
護士会
究会

水準 基礎 教室定員 20 配信定員 0 講義日時
（

木曜日１８：３０～２０：３０

科目概要(300字)

人の健康や環境を保全することを目的とする多種多様な環境法制は、社会の変化と要請に応じて常に生成・発展してきた。日本では1960年代に数々の公害事件が発生し、
たらしたことに対し、このような悲惨な被害を二度と引き起こさないため、1967年に公害対策基本法が制定され、大気や土壌等の汚染防止のための個別の環境法制が制定された。
壊等の新たな課題に対処するために1993年に環境基本法が制定され、地球温暖化防止や循環型社会形成を目的とした新たな環境法制も制定されて
訟が提起され、新たな権利の確立や判例理論の展開が見られた。本講義では、このような環境法規の生成・発展、環境法制の法体系、個別の公害・
について考える。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

過去の四大公害
から学ぶ

1 水俣病
水俣病（熊本水俣病、新潟水俣病）は、工場排水として流された有機水
康被害が発生した事件である。事件後、企業、国及び県に対してその
の認定基準を覆す最高裁判決が出された。水俣病事件をめぐる判例に

銀を魚等
責任を問う

ついて解

転問題」を中

イロ宣言で
者とともに考

③環境保護
体系立てら

染によって多
複数の企業

を通じて摂
数多くの訴
説する。

が発生した
用して請求

を解説する。

でのジュゴ
た自然保護

人が住み慣
あえぐ東京
考える。

エネルギー
界金融危機

か過ぎない
訟などを題

大きな汚染
の規制のあ

メニティ破壊
的枠組みの

の問題につ
は化学物質

画，司法へ
に環境問題

。

加え、廃棄
り、多くの裁
について

心に、公共

提唱された
察する。

の費用負担
れている。

くの住民が
に共同不法

取した周辺
訟が提起さ

事件である
を認容した

ン訴訟等の
のための法

れた土地を
電力は実質

政策の転換
及び原発

のか。それ
材に建造物

源となってき
り方を検討

の元凶とな
下において

いての裁判
管理のあり

のアクセス
の解決には

物の適正な
判が行われ

考察する。

住民に重篤
れ、2013年 4月10日 福田健治

早稲田リーガルコモンズ法
律事務所

な健
に国

事件
2 四日市喘息

四日市ぜん息とは、三重県四日市市内の石油コンビナートから発生し
た事件である。この事件の損害賠償請求訴訟では、石油コンビナートを
認められた。事案の概要、判決の内容、意義について解説する。

た大気汚
構成する

ぜん息に罹
行為の成 4月17日 花澤俊之 森の風法律事務所

患し
立が

3 イタイイタイ病
イタイイタイ病は、三井金属鉱業が神通川に排出したカドミウムによっ
いては、被害住民による損害賠償請求に対し、裁判所が疫学的因果関
の間で公害防止協定が結ばれ、土壌復元事業が行なわれた。その一

て健康被害
係論を採

連の流れ

。この事件
後、企業と住 4月24日

5月1日

5月8日

につ
民と

環境法の基本理
法体系

念と
4 環境法の生成と基本原則

公害事件を通じて環境法が生成・発展してきた歴史を学ぶとともに、リ
予防原則について、その現状と課題、日本における適用のあり方につ

オデジャネ
いて受講 中下裕子

基本原則、特に
コスモス法律事務所

5 環境法の法体系
環境法制は、①環境基本法などの総論に関する法、②各論的分野に
司法的・行政的解決に関する法、⑤環境行政組織に関する法、⑥国際
の法体系を鳥観的に解説し、環境法制全体への理解を深める。

関する法、
環境法に 粟谷しのぶ

に関する法、④
複数の環境法制

汚染排出の防止

6 土壌汚染
土壌汚染の深刻な豊洲東京ガス工場跡地を移転予定地としている「築
染の問題を考える。染の問題を考える。

地市場移 事業と土壌
5月15日 大城聡

東京千代田法律事務所
弁護士

汚

弁護士

・削 7 大気汚染減
1960年代、大気の主な汚染源は工場であったが、1990年代頃からは、
カー7社を相手とする東京大気汚染訴訟等の裁判例を検討し、現在の

自動車が
大気汚染

た。自動車
する。 5月22日 橘高真佐美 東京パブリック法律事務所

メー

8
道路公害（大
振動等）

気汚染・騒音・
道路事業は、騒音、振動、大気汚染等の公害を引き起こすとともに、自
事業を巡る裁判において、道路がもたらす公害等と道路の公益性がい
衡量されてきたかを、近年の圏央道をめぐる裁判例を中心に解説する

然及びア
かなる法
。

ってきた。
どのように比 5月29日 藤原周作 藤原法律事務所

道路
較 中下裕子

早稲田リーガ
ルコモンズ法

律事務所

有害化学物質管理 9
化学物質管
ス問題

理・シックハウ
近年、シックハウス症候群・化学物質過敏症の発症が社会問題となっ
の検討を通じて、シックハウス対策・化学物質過敏症対策の現状と課題
察する。

ている。こ
、さらに

事例の発展
方について 6月5日 中下裕子 コスモス法律事務所

過程
も考

循環管理法 10 廃棄物・リサイクル
持続可能な社会を構築するには、発生抑制・リサイクル等による廃棄物
である。廃棄物処理施設の設置について地元住民の同意を得ることは
処理施設に関連する裁判例の解説を中心に、施設設置に関する法制

の減量に
困難であ

度のあり方

処理が不可
てきた。廃 6月12日 藤原周作 藤原法律事務所

欠
棄物

自然環境保全

11 まちづくり・景観訴訟
建造物文化財の保護を望む声に裁判所はどう応えてきたのか。景観は
体的な利益として保護されるのか。国立マンション訴訟、鞆の浦訴訟、
保護するための法的課題について考察する。

公益にし
銅御殿訴

とも個々人
文化財や景 6月19日 尾谷恒治

早稲田リーガルコモンズ法
律事務所

の具
観を

12 自然環境保護
奄美自然の権利訴訟、泡瀬干潟埋立公金等差止請求訴訟、米カリフォ
保護をめぐる紛争に対してどのような法的手段が選択しうるのかを紹介
課題についても論じる。

ルニア州
する。ま

事例から、自
制度がかか 6月26日 橋澤加世 北千住法律事務所

然
える

原子力・エネルギ

13 福島第一原発事故
東京電力福島第一原発事故は、広範な放射性物質の拡散を引き起こ
ることを余儀なくされ、また膨大な面積が避難区域に設定され、賠償資
るに至った。賠償問題を縦軸に、避難・除染問題を横軸に、原発事故へ

し、10数万
金不足に
の対応を

離れて避難
的に国有化 7月3日 福田健治

早稲田リーガルコモンズ法
律事務所

す
され

ー

14
再生可能エ
変動対策

ネルギー・気候
持続可能な社会を実現するためには、再生可能エネルギーの爆発的
気候変動対策が不可欠である。そのための法制度、裁判例等を学ぶと
きく後退してしまった同対策を進める上での課題と、今後の動向を考え

普及を含む
ともに、世
る。

を中心とす
事故によって 7月10日 島昭宏 アーライツ法律事務所

る、
大

市民参加 15
環境問題に
画

おける市民参
オーフス条約とは「環境に関する，情報へのアクセス，意思決定におけ
分野の市民参画条約である。オーフス条約の概要を解説した上で、受
画が重要なのか、そして市民が参画するためには何が求められるのか

る市民参
講者ととも
を考える

条約 」という
、なぜ市民 7月17日 粟谷しのぶ コスモス法律事務所

環境
の参



拠点
開講機関）

状況を想定しつつ、そのなかで基本的な法理を理解するよ
の考え方を学ぶという方法を試みる。条文を参照しながら説明

東京･お茶の水女子大学
（ライフワールド･ウオッチセンター増田研究室）

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 新規

科目No. 共催講座CT574 科目名 法学入門 副題 実践的考察を通じたリーガルマインドの涵養

連携機関名
社会技術革
法制教育

新学会
研究会

水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（

水曜日１８：３０～２０：３０

科目概要(300字)
現代人にとって法律の基礎的素養は不可欠である。本講座は、法学の学習経験のない社会人・学生を想定する。法律の学習に際しては、具体的な
う試みることが望ましい。本講座では、個人の生活の各場面での法律関係をとりあげながら、そのなかで基本的な法律（民法、会社法、刑法など）
するので、受講に際しては六法（小型のもの。最新版でなくてもよい）を携行のこと。なお、講義の順序・内容の一部を変更することがある。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに 1 法・法律とは何か
法と法律の概念、社会における規範のなかでの法律の役割、各種の法
について考察する。

律の体系、裁判の役割、民事訴訟の仕組み
10月1日

10月8日

10月15日

10月22日

10月29日

11月12日

など

11月19日

11月26日

12月3日

12月10日

12月17日

12月24日

1月7日

1月14日

1月21日

お

民法

2 物（動産・不動産）と売買 物権と債権の基礎概念、所有と占有、「物」の売買、売買の法理、売買契約の基礎、売買と交換などについて説明する。

3 賃貸借・使用貸借 賃貸借と使用貸借の概念、賃貸借契約の基礎、賃貸借を巡る法律問題などについて説明する。

4 借入れと担保
お金の貸し借り（金銭消費貸借契約、利息制限法など）、担保の役割（
抵当権）、譲渡担保などについて説明する。

人的担保、物的担保）、代表的な担保権（質権と

5 請負・委任・寄託 請負の法理と実際（住宅の建築の例など）、委任の役割と当事者の義務、寄託の法理などについて説明する。

6 契約の法理
各種契約の例を参照しつつ、民法総則の関連部分（意思表示、代理、
ス、契約の履行、債務不履行、解除など）を考察する。ス、契約の履行、債務不履行、解除など）を考察する。

時効など）、契約に関する法理（契約の成立プロセ

7
契約の法理
得、不法行為

（続）、不当利
契約に関する法理の説明に続き、不当利得とは何か、不法行為と損害賠償責任などについて説明する。

会社法

8 株式会社の基礎概念
共同で事業を行う場合の組織形態、株式会社の基本原理とその特徴
いて考察する。

茶の水女
子大学

共通講義棟１
弁護士　（元日本興業銀行
取締役証券部長）

、株式会社の設立（手続、法人格の取得）などにつ
栗原　脩 栗原　脩

9 株式、株式会社の機関
株式会社の基本的な仕組み（株主と株式、株主総会、取締役・取締役
などについて説明する。

号館
会など）、資金調達（新株発行、社債の発行ほか）

労働法 10 会社と個人 会社の従業員（労働者）としての個人、労働法の意義と体系、労働法における基本的な法理について説明する。

金融商品取引法 11 投資と法
各種の金融資産の法的性格、金融商品取引法の基本的な法理（ディス
規制など）、フィナンシャル・リテラシーの重要性について説明する。

クロージャー、適合性の原則、インサイダー取引

刑法・刑事訴訟法

12 犯罪と法（１）
刑法の基本的な考え方（罪刑法定主義、構成要件、違法性、有責性、
について説明する。

未遂、共犯など）、犯罪の類型、刑法と特別刑法

13 犯罪と法（２） 犯罪の捜査、刑事裁判の手続（公訴の提起、公判手続）などについて説明する。

民法 14 親族法・相続法 家族を法はどのようにとらえているのか、相続法の基本などについて説明する。

憲法 15 憲法を巡る諸問題 近代憲法の沿革、立憲主義とは何か、憲法の構成（基本的人権と統治機構）、憲法訴訟などについて考察する。



拠点
開講機関）

ア編－

位を維持し、約1兆4千億円の出荷額を誇るものづくりの
がら内外に大きく羽ばたく企業の歴史、概要、技術などを

埼玉・狭山
（狭山商工会議所、狭山市）

２０１4年度後 　　知の市場（ ）期 シラバス 新規/継続

科目No. 共催講座 YB611 科目名 狭山を学ぶ　b 企業編b 副題 狭山を彩るものづくり企業シリーズb　－狭山工業団地エリ

連携機関名
狭山商工

狭山
会議所
市

水準 中級 教室定員 調整中 配信定員 0 講義日時
（

木曜日（調整中）

科目概要(300字)
狭山市は、人口約16万人を擁し、豊かな緑の中に2つの工業団地を抱える首都圏を彩る中核都市である。1982年以降、狭山市の製造品出荷額は県内第1
都市である。こうした狭山の地が育んできたにもかかわらず日頃触れる機会の少ないものづくりの精神と技術や経営について、狭山市の特性を活かしな
広く紹介する。その中で、本科目で昭和40年代に埼玉県企業局により造成された狭山工業団地とその周辺企業の活動を紹介する。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに・開校式 1
ものづくりに
方･考え方

おける物の見 国内外の伝統的文化･生活とその環境から生まれた工夫･アイディ
融合がもたらす物の見方･考え方について論じる。

アを検証

貫して精
300社」に

ジャパン
技の魅力

作する。木
ことを紹介

た最先端
しか成功

を基に、各
て考え方

。そして
ンの役割

・自動車
ともに電

の事故
て、想定
評価を紹

ー。FILM

工業団地
向性を探

けてきた。

おり、炭
コストが

て水晶製

ドワイドプ
月に次世
品の技術

しつつ、伝

神を注ぎ
選定され

のビリヤー
とキュース

材は温度
する。また

の技術を
はないこと

個人や社
を披露し、

、具体的な
と重要性を

・テレビ塔
子線の同

となった。一
外の状況で
介する。

　LCDを含

の企業の
る。

その企業

素繊維複
大きな課題

品の今後の

レーヤーに
代研究開
開発につ

統的技術と

、バランス
た。その歴

ドキュース
ティック製

・湿度によ
、芝浦工

駆使する光
を技術者

会の「幸せ
これからの

現場の解析
論じる。

をはじめと
分野への応

方、産業
も事故が

めた液晶デ

活動の強

の経営や技

合材コンポ
となる。こ

展望と目

なる」こと
発を行う部
いて紹介す

近代的技
長谷川秀夫 分析産業医人ネット　委員

術の

ものづくり企業の
と経営－事例研
山工業団地エリ
業－

2
「幸せとは」～
せな人生を
るか

どうしたら幸
歩むことができ

2011年の知の市場で｢成功とは何か」をテーマに、検証した「成功」
中で一般的に言われている｢幸せ｣と｢本当の幸せとは何か｣につい
幸せに生き抜くかを論じる。

」を考え、
人生をいか 花形　聰

COM電子開発
代表取締役会長

世の
に

3
創業･歴史・
て未来へ

精密技術･そし
間野庫之助が立川で創業以来、社会に貢献する精密部品製造に一
な一流企業」を目指し経営を続け、2006年に「元気なものづくり企業
移転の決断そして未来について経営者が語る。

の取れた「
史と狭山へ 林　愛子 マノ精工　代表取締役

小さ
の

4
クラッシックギ
かける情熱と

ター製造に
技術

クラッシックギターは世界各地から目的に合った木材を輸入して制
のでシーズニングと工房内の温湿度管理が工作精度のカギとなる
同研究から得られた成果についても言及する。

って伸縮す
業大学との 櫻井正樹 河野ギター　代表取締役

る
共

技
究：

5
創業から成長
未来

術
狭

そして現在・ 創業以来最先端の技術を目指して進んできた83年間を経て到達し
部の現状とその苦難の道について紹介する。技術者の苦悩の陰に

通信機器
が熱く語る

大島文彦
七星科学研究所
開発センター長

事業
。

ア企
6

ビリヤード競
術と歴史術と歴史

技の魅力と技
ビリヤードキュースティックの高級ブランド「MUSASHI」を持つアダム
し続け40年。その創業と歴史そして未来を語る。また、ビリヤード競
介する介する。

ティックを
造の技術 高平睦生

アダムジャパン
代表取締役

製造
を紹

代表取締役

7
炭素繊維複
成型量産化

合材のプレス
地球温暖化対策が叫ばれる昨今運輸部門でも軽量化が求められて
期待が寄せられている。しかし現在の製造工法では量産性がなく高
善した新技術PCMについて紹介する。

ジットに大
れを大幅に 中村敬佳 チャレンヂ　代表取締役

きな
改

8
水晶デバイ
技術

スに見る成長と 狭山事業所の生産品目と主な用途、水晶製品の技術と製造、そし
いて、未来に向けて紹介する。

指すものに
小林恒夫

日本電波工業
技術管理部

狭山市産業
労働センター

栗原博文

4月中に開
講開始の
予定で日

狭山市産業
労働センター

多目的ス
つ

9
新商品開発
ついて

の取り組みに
2020年のありたい姿として「卓越した技術と特徴ある製品でワール
そのために研究開発力の強化は必要不可欠であると考え2012年6
「先進技術と革新商品の継続的創造」を目的として取り組む新規商

を掲げてい
門を新設し
る。

高見澤壮二
八千代工業　開発本部
第2研究開発部　技術主
幹

程調整中 ペース（1階）
る。
、

ものづくり企業の
開発と起業ー事
究：インキュベー
入居企業ー

10
工学シュミレ
界
～構造解析

ーションの世

を中心に～

産業界の動向と対比させながら構造解析の発展の歴史を観察する
ながら、産業界におけるコンピュータを利用した工学シュミレーショ

事例を紹
山縣延樹 エイシーティー　代表

介し

11
半導体製造
用

と電子線の応
IC・LSI等と称される半導体デバイスはパソコンだけでなく、携帯電話
のあらゆる道具に用いられている。半導体の製造工程を解説すると
べる。また、レナ・システムズでの電子線技術について紹介する。

する身の回
用につい 松岡玄也 レナ・システムズ　代表

り
て述

研
例研
シ

12
これから注目
険性評価」に

究

ョン
される「熱危
ついて

2011年3月11日の東日本大震災で福島第一原子力発電所は未曽有
場にも発火・爆発の危険性が潜んでいる。これらの危険性を把握し
するのが化学物質の熱危険性評価である。身近な例から熱危険性

分野の製造
起きないよ 金子崎良 パルメトリクス　代表

現
うに

13 液晶ディスプレー
産業でも家庭でも、現代の生活にすっかり定着した液晶ディスプレ
開発及び販路開拓についてご紹介する。

ィスプレー
野呂道次 クローバージャパン　代表

の

14 未来への挑戦
レーザーを応用した光学製品の研究と開発を長年にわたって手掛
節を紹介する。

術開発の
服部義次 ツクモ工学 代表

苦

まとめ・ものづくり
の ポテンシャル

地
と今

域
後

15
狭山市の産
み　将来に
性

業の強みと弱
向けての方向

狭山市には多くの企業が存在するが、その大きな部分をになう狭山
し、将来に向けての方向性そして地域として日本としての産業の方

み・弱みを
森下　正

明治大学政治経済学部教
授

分析



拠点
開講機関）

埼玉・狭山元気プラザ
（アダムジャパン、狭山商工会議所、狭山市）

AMブランドの特徴を紹介。ポケットビリヤード及びキャロムビリ
ドを知ることによって、その理由を解き明かす。

小林　伸明

長矢　賢治

関根　沙織
（アダムジャ
パン）

元気プラザ
ア

ジャパン

日本プロポケットビリヤー

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 関連講座 YB612 科目名a 　狭山を学ぶ　ものづく 副題り編a 　世界に羽ばたくビリヤードのすべて

連携機関名
アダムジ

狭山商工
狭山市(元

ャパン
会議所
気大学）

水準 基礎 教室定員 25 配信定員 0 講義日時
（

 水曜日 16:30～18：30
キャロム実技土曜日

14：00～16：00

科目概要(300字)
ビリヤードの主要アイテムであるキュースティックとは何なのか。何故、世界中の選手が特定のブランドを選ぶのか。世界中の選手に選ばれるAD
ヤードについてプロ選手の指導のもとで、知識だけではなく実演実習を体験して、ビリヤードを基礎から学ぶとともに生涯スポーツとしてのビリヤー

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

はじめに 1 ビリヤードことはじめ
ビリヤードとは何か、競技種目はどのようなものがあるか、日本のビリ
るとともに、あわせて世界のビリヤード事情と今後の展望を論じる。

ヤードの歴史と日本ﾋ

球の狙い方

作り続けるも
とだめなのか

病」一旦の
」という本当

何度も全日
。

・ボーラード

である。ビリ

たり、宙を飛

れるか、だ

。世界ランキ

き回るボール

プロ選手が
中継を交え

リヤードの
カメラで撮

のアドバイ
。

を紹介する

ﾞﾘﾔｰﾄﾞ協会

を体験する

のづくりの
を解き明か

めり込んだ
の基礎を紹

本ランキング

とはそれぞ

ヤードの物

んだり、ビ

れでも楽しめ

ングトップに

を体験する

目の前で模
て紹介する

キュースティ
られた映像

スを交えなが

。それをす

について解
9月17日 西尾　学 日本ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ協会

説す

ポケットビリヤード 2 ビリヤードの基礎Ⅰ
ビリヤード台と道具であるキュースティックを使用して、持ち方、構え方
ドットボール（手球）を真っ直ぐ撞く事に挑戦する。

、手球・的 。先ずは、白
9月24日 須藤　路久 Office　BiTS

い

ビリヤードの道具 3
ビリヤードの
ク

キュースティッ ビリヤードの道具であるキュースティックとは何か。40年以上ビリヤード
する。またキュースティックの構造や仕組みについて説明しつつなぜ、

キューを
木でない

こだわりを説
す。 10月1日 高平　睦生 アダムジャパン

明

ポケットビリヤー

4 ビリヤードの基礎Ⅱ
「何が違う！？」ビリヤードの他とは違う面白さや「罹るのに資格が必要
れなくなるビリヤードの不思議な面白さを解説する。また、「これさえ出

な不治の
来れば！

ら二度と忘れ
介する。 10月8日 須藤　路久 Office　BiTS

ら

5 世界のポケットビリヤード
ポケットビリヤードのルール、世界のポケットビリヤード大会や裏話を紹
プロと、メキメキと頭角を現した新鋭プロがポケットビリヤードの面白さ

介する。
を解説する

トップにつ
10月15日 野内　麻聖美

日本プロポケットビリヤー
ド連盟

いた

ド

6 ビリヤードの基礎Ⅲ
使用する球（ボール）の数でゲームルールも異なる。8ボール・9ボール
のなのか、ルールと面白さを解説する。のなのか、ル ルと面白さを解説する。

・10ボール れどのよう
10月22日 梶谷　景美 日本プロビリヤード連盟

なも

7 ビリヤードの基礎Ⅳ
ビリヤードインストラクターのアドバイスを交えながらスリーチャンスで幾
ゲームを紹介する。

つ入れら るベーシッ
10月29日 須藤　路久 Office　BiTS

ク

講義：狭山市

キャロムビリヤー

8 世界のキャロムビリヤード
キャロムビリヤードのルール、世界のキャロムビリヤード大会や裏話を
キャロムビリヤードの面白さを解説する。

紹介する ついたプロ
11月5日

11月8日

が
一部実習：
ダム

ド

9
キャロムビリ
Ⅰ

ヤードの基礎 キャロムビリヤードに挑戦、ビリヤードテーブルの上を、まるで生き物の
元、ビリヤードのルールと面白さを紹介する。

ように動
梅田　竜二

。プロ指導の

日本プロビリヤード連盟
社屋

ポケットビリヤー

10 試合中の見方と考え方
世界で活躍するプロ選手とはどのようなレベルなのか、実際にランキン
また、試合中はどのような事をイメージしプレーをしているのか、分かり

グトップの
易い実況

範試合を行
。 11月12日

梶谷 景美
李　佳
須藤　路久

日本プロポケットビリヤー
ド連盟/Office BiTS

う。

ド

11
根拠のある（
法Ⅰ

E.B.T）練習方 一見もっともらしい話も、確かめてみると実は誤りだったということはよ
の生理的な体の動きとの関係について解説する。

くあること 理的な面と人
11月19日 須藤　路久 Office　BiTS

間

見るビリヤード
ポケットビリヤー

12 曲球
1回撞いただけで3個、4個が一辺にポケットインする。ボールがギュー
しみを解説する。

ンと曲がっ リヤードの見
11月26日

12月3日

る楽

ド
13 ビリヤードの世界

眼ではとらえることのできない1/1000秒の世界では何が起こっており、
ル）を撞いた場合の動きはどのように変化しているのか、実演と共にハ

ポケットビ
イスピード

梶谷 景美
須藤　路久

ド連盟/Office　BiTS
ックで球（ボー

を紹介する。

総復習

14
キャロムビリ
Ⅱ

ヤードの基礎 キャロムビリヤードに挑戦。手玉を撞き、的玉に最低3回クッションに入
り口を覚えさえすれば、非常に楽しめるゲームである。その奥の深さを

れる。プロ
紹介する

ら、基本的
12月13日 梅田　竜二 日本プロビリヤード連盟

な取

15
根拠のある（
法Ⅱ

E.B.T）練習方 何が正しいのかを探るのではなく、正しいと分かっていることを身につ
ビデンス・ベイスド・シンキング＝根拠のある思考）練習方法を解説する

ける練習法
。

る為にE.B.T
12月17日 須藤　路久 Office　BiTS

（エ



拠点
（開講機関）

おり、当時狭山はお茶の生産地域の北限でもあった。狭山市
組まれている課題や将来への「夢」を示し、現在の狭山茶の

認識する機会を提供する。

埼玉・狭山
（狭山商工会議所・狭山市）

を学ぶ

域に位置し
的にとらえ、また、現

２０１4年度後 　　知の市場（ ）期 シラバス 新 規

科目No. 共催講座　YB612 科目名b 狭山を学ぶ　ものづくり 副題 グローバルブランドを目指す狭山茶の全て編b　

連携機関名
狭山商工会議

狭山市茶
所・
業協会

狭山市
水準 中級 教室定員 40名 配信定員 0名 講義日時

火曜日10:00～12:00
実習(講義10～12）は土曜日

13:00～17:00

科目概要(300字)
狭山市は有名なブランドである「狭山茶」の産地である。狭山茶は狭山丘陵で栽培・生産されるお茶の総称で、江戸時代にはすでに江戸でブランド化されて
が市政を引くはるか昔から「狭山」という名前を使い、ブランド化してきた狭山茶の魅力を、その歴史と効能から説き起こす。そして、いま生産者を中心に取り
姿を明らかにする。これによって、より多くの人々が「狭山茶」を再認識し、今後の狭山茶のブランド力強化につながる。昔は「薬」であった「お茶」を深く良く

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

開講式 1 開講式・狭山とお茶
開講式。古来お茶は中国から伝えられ、江戸時代は関東圏がその栽培の北
らお茶の栽培が盛んで、「市」としての名称も昭和29年に市制を引いた時に「
在の産業として、さらに未来に向けての取り組みを本コースで学んでいく。

限とされ
狭山市」と

る。

っていったの

てきた。狭山
した。「狭山

業）・素材を
支援団体が

する

れてきた。食
機能、嗜好
づくりに活用

より地域の
お茶の魅力

「葉」を加工
治・行政・政

茶」作りと、

する。

かを振り返

市はその地
茶」を歴史

加工する工
掲げる「6次

文化のル
・食感機能）
する。

ねてきたが、
。

の生産を体

中の「お茶
本のお茶

ていくべき

とにより、お
生産体験を

学校（小学校
とおいしさな

流通させる
策」について

アメリカ市場

9月2日 狭山市
、古くか

狭山茶の歴史と

2 狭山茶の歴史・その1
中国から伝来したといわれる茶が、中世から近世にかけてどのように日本国
後期に誕生した狭山茶について学ぶ。

内に広ま りながら、
9月9日

9月16日

江戸時代

3 狭山茶の歴史・その2
開国とともに急速に発達した狭山茶の生産について触れるとともに、紅茶や
械化への取り組み、霜害に強い品種の登場などについて学ぶ。

高橋光昭 前狭山市博物館館長
コーヒーの登場で国内消費に移行していった経過、機

効能

4
お茶から始ま
健康づくり

る和食の文化と
日本の伝統的な食文化、和食は、世界の無形遺産として登録申請されるなど
見地から食品の機能（人体に対する食品の作用や働き、栄養機能、健康性・
る和食の色彩・香り・食感を中心に和食の素晴らしさと、お茶の存在意義を検

再認識さ
生体調整
証し健康

ーツを知り、
の内、お茶 9月30日 長谷川秀夫

NPO法人分析産業人ネッ
ト　　委員

科学的
から始ま

5 お茶の効能と文化 「お茶」の食品としての効能や効果、そしてお茶を中心とする文化的活動などを講義す 10月7日 大森正司 大妻女子大学　教授

狭山市産業
労働センター
1階多目的ス

現在の狭山茶・生
課題

6 育てる・つくる・売る
茶業者の家庭に生まれ、家業を継承して約10年がたった。作物を育てる農業
違う「製茶業」という業種の難しさや、面白さが少しずつ見えてきた。近年の国
など 今までの10年で体験し 見えてきたことやこれからの10年にかける思など、今までの10年で体験し、見えてきたことやこれからの10年にかける思

（第1次産
の施策や

いなどをお話しいなどをお話し

業（第2次産
産業」化へ 10月14日 奥富雅弘

奥富園代表・日本茶インス
トラクター埼玉県支部長

ペース
業）とも
の流れ

トラクタ 埼玉県支部長

産
7 伝える・ひろめ

と
る・楽しむ

代々家業としての茶業者を後継し、現在日本茶インストラクターの資格を取得
広く日本茶の普及に務めている。自社茶園を持ち一貫した生産～販売の中
世代に伝えようと奮闘している。その活動を含めお話しする。

、それに
でなしえる

から大学ま
どをできる 10月21日 宮岡　亘

宮岡園代表・前埼玉県茶
業青年団長

で）で幅
だけ若い

8 お茶・農産物から世界を見る
茶業者は1・2・3次産業を包括して所有する数少ない業者である。農産物で
野が必要であるが、日本の農業政策や、国際的な取引に関するTPPに代表
らを見て、製造業者としての意見を消費者の皆さんに問う。

あるお茶の
される「政

ためには、多
、現場視点 10月28日 宮野圭司

宮野園代表・日本茶インス
トラクター

狭山市産業
労働センター

栗原博文

くの分
でそれ

9 狭山地域から世界へ
狭山丘陵で生産される「お茶」＝「狭山茶」を生産販売する事業者として取り
感じた「世界の中での狭山茶」の可能性を語る。

組む「狭山 を見た生産
11月4日 並木茂芳

並木園代表・日本茶アドバ
イザー

神部圭子
者として

体験・狭山茶生産

10 狭山茶はこうして作られる１

して作られる２

茶業者の持つ1次産業としての「茶畑」、そこからの収穫後に、いろいろな加工
げ、また、性格を変えてゆく。それら一連の流れを学ぶとともに、お茶の製造

踏まえ実践
ルを学び実

を施す（
現場の取

としてお茶
践する。

2次産業）こ
組を見学し、

茶の付加価
古谷　博

古谷園代表・狭山茶業協
会会長

値を上

11 狭山茶はこう

行う。

横田泰宏 東阜横田園代表
現地見学

会場：横田園
11月22日

12
狭山茶をさら
むために

においしく楽し 農産物であり生き物である「お茶」の知識を本コースで学んできた。それらを
である「お茶」のポテンシャルを発揮させ、美味しいお茶を楽しむためのルー

験し、さらに
横田貴弘 東阜横田園代表

、生き物

未来に向けての
茶

狭山
13 狭山茶の可能性

日本茶インストラクターの資格を持ち、自らが「お茶」を世界に紹介する仕事
と交流をして情報交換を実践し、さらに日本茶を海外に販売しているスタッフ

に携わると
として「世

を積み重
を模索する

ともに、世界
界のお茶と日

ように展開し

」を視察し
」を語る。 11月25日 小野田実 明日香代表

、愛好家

14
狭山茶と狭山
ブランディング

の 日本のブランドとしての「日本茶」、世界の中で日本文化の一つである「日本
手経営者たちが挑むブランディングプロジェクトを紹介する。

茶」をどの なのか。狭
12月2日 吉田徹弥

狭山商工会議所青年部
前部長

狭山市産業
労働センター
1階多目的ス

山市の若

まとめ 15 まとめ・未来に向けて
本コースでは地域ブランドである「狭山茶」をいろいろな角度から、多くの人・
て、今後の狭山茶の未来を示唆し、お茶の製品としての可能性や、文化とし

視点で講義
ての可能性

このコース
12月9日 横田泰宏 東阜横田園代表

を総括し

ペース



拠点

森 隆信

東村 秀行

て解説するとともに、今後の動向を踏まえつつ企業の
て、合成技術から製品化に至るまでの長い工程

験者が、文化の異なる海外での事業展開に必要な事項など

バル化

東京・日本橋室町
（三井不動産、お茶大LWWC増田研）

岡本 敏

て

２０14年度前 　　知の市場（ ）期 シラバス 継続

科目No. 共催講座 GT７１２ 科目名  国際企業特論１ 副題 　多様化する化学産業における基本技術と事業のグロー

連携機関名
社会技術革

社会技術革新学
新学会
教育研究会

水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

 水曜日１８：３０～２０：３０

科目概要(300字)

化学産業の基本ともいうべき石油化学と、その後に時代の変遷とともに発展してきた機能化学品産業について、それぞれが必要とする基本技術につい
グローバル展開の必要性について論じる。具体的には、ポリエチレンなど汎用高分子や、TV、スマートフォンなど各種電子製品に使われる機能性素材につい
の中の各要素技術について具体的に解説する。また実際に海外での工場建設や、海外での工場・研究所の運営、製品の市場開拓に従事した経
を盛り込んで説明する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

石油化学産業の
と事業のグローバ
化

1
石油化学産
ローバル化

業の基礎とグ
石油化学産業はその発展の場を広く海外に求め、各社それぞれが積極
バル展開の潮流の背景、必要性について論じると共に、海外での工場建
に必要な要素のうち、特に技術移転に関連する事項について説明する。

的に海外
設、運転

り立たせる
回は製品構

用される機
化重合や、ﾉ

受賞後に活
。その仕組

。古くから
ﾚﾌｨﾝ製造ﾌ

した、異文

に事業展開
の実務経験

なることで、
高次構造と

どのように発
がら解説す

法を確立し
った。その

電気自動車
したプラス

Vなどの電気
術開発の

人以上が
されている

といった部
る。この視点

信社会を支
性・製法、さ

、さらに有機
機ｴﾚｸﾄﾛﾆ

ためには何
成、生産設

能性ﾎﾟﾘﾏｰ
ｰﾍﾞﾙ化学賞

発化してい
みから応用

利用されてい
ﾟﾛｾｽの歴史

化における

を図っている
から、海外

機械的強度
製品性能と

展してきた
る。

た。同時に
競争の渦の

のボディな
チック構造体

・電子機器
難しさと、現

死亡している
。この蚊帳の

分最適の議
に立って

えている。
らには高周

の特徴を生
ｸｽ材料の特

。このグロ
での事業展 4月9日

4月16日

4月23日

ー
開

基礎
ル 2

グローバル化
応

と異文化対 石化事業における海外拠点シンガポール・サウジアラビアなどの活動を
め方、コミュニケーションのあり方等について考察する。

通じて体感
山元 功一 住友化学

ビジネスの進

3
石油化学工
ﾛｰﾊﾞﾙ化課題

場の運営とｸﾞ
石油化学工場は人と機械で構成する巨大なマン・マシンシステムである
またその世界各地での運営にはどのような工夫がされているのかを紹介
の考え方、また工場運営方法等について概観する。

。これを成
する。今 川瀬 武彦

が必要なのか、
備、組織設計

化学産業の基礎

（ポリマー重合か
造・物性、製造プ
スまで）

4
ポリオレフィ
の触媒と重合

ン製造のため
反応

原料のｵﾚﾌｨﾝを重合してﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝにするが、ｷｰとなる技術要素は重合
と１９８０年代に新しく登場したﾒﾀﾛｾﾝ触媒に焦点を当てて、ｵﾚﾌｨﾝ重合触
よる高機能性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝの開発事例について解説する。

触媒である
媒とﾎﾟﾘｵ

る固体触媒
、触媒設計 4月30日 宮竹 達也 工業所有権協力センター

系
に

5
機能性ポリマ
の重合反応

ーを作るため
とその触媒

自動車やｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰなどに用いられる耐熱性ﾎﾟﾘﾏｰや、有機EL、太陽電
らを作るための重合反応と触媒について解説する。具体的には、環境に
ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ重合を例示し、触媒が新技術開発の鍵となっていることを説明

池などに使
優しい酸

する。

について、そ
で有名な鈴 5月7日

5月14日

れ
木

5月21日

5月28日

三井別館

技術
6

新しいエレク
芽生え芽生え

トロニクスの
有機材料をｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ素子に応用する試みが、2000年の白川先生のﾉｰ
れ、柔らかく、環境にもやさしい特徴を持つｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽとして大いに期待
て 現状と将来の期待について説明する、現状と将来の期待について説明する。

ﾍﾞﾙ化学賞
されている 大西 敏博

る。印刷で作
分野にわたっ

ら構
ロセ

7
高分子の構
礎

造と物性の基
ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝは同じ原料から作っても、構造が触媒や製法によって異なる。
なってくる。また最終製品は必ず何らかの加工工程を経るが、加工によ
ても説明する。

構造が異
って生じる 細田 覚

など物性が異
の関係につい

住友化学

8
化学産業に
料科学の歩

おける計算材
みとその実例

計算機を用いて分子や材料の設計を行う「計算材料科学」が、化学産業
手法が化学産業においてどのような役割を果たしてきているかを、実例

において
を紹介しな 石田　雅也

か、そしてこの
１階

三井不動産
大会議室

細田覚

9
ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ製
の歩み

造ﾌﾟﾛｾｽ開発
石油化学工業成長期、各社とも革新的な製造法開発に力を注ぎ、ほぼ
ﾘﾏｰはその用途に応じた設計を求められ、多くの分野の研究者・技術者
ｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱの大型ﾌﾟﾗﾝﾄに到達した一技術屋の歩みを紹介する。

現在の製造
が成果を競

商品として
中で揉まれ 6月11日 宮崎 耕造

住化スタイロンポリカーボ
ネート

のﾎﾟ
、ｻ

会議室1

プラスチック成形
と製品設計

10
回転成形に
ティックの新

よるプラス
用途開発

プラスチックは、軽く加工しやすく腐食しにくいなど様々な長所を持ってお
体への利用が期待される。回転成形を例に取り上げ、社会科学的な見地
性について述べつつ、 新規用途開発の可能性について論議する。

り、今後は
から出発

ど大型の構
の開発の必 6月4日 五十嵐 敏郎

ロト－コンサルタントジャ
パン

造
要

加工
11 不思議エンプラの科学

耐熱性や強度が汎用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸよりも数段優れているｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗﾁｯｸ
車から、自動車、ﾛｹｯﾄまで幅広く使われている。このｴﾝﾌﾟﾗの開発を通し
の抱える課題などについて、議論する。

はｽﾏﾎ、T
て培った技

や、機械、歯
在の日本企 6月18日

6月25日

7月2日

7月9日

業

12
マラリア対策
スチック加工

のためのプラ
製品

過去に、ﾉﾐやｼﾗﾐが媒介する重篤な病例は多いが、現在でもﾏﾗﾘｱなどで
に、樹脂に殺虫剤を練りこんで製造した蚊帳"ｵﾘｾｯﾄﾈｯﾄ"が有力な手段
からｱﾌﾘｶを中心とした地域での普及活動について解説する。

毎年７０万
として活用 庄野 美徳

。ﾏﾗﾘｱ防除
開発の経緯

化学産業の周辺
への広がり

領域
13

半導体と化学
て

産業につい
現在では半導体の活躍している製品は数え切れないほど多く、今日の高
の基礎と、半導体と化学産業の関係を理解するために、化合物半導体の
高速トランジスタの動作原理等について解説する。

度情報通
構造・物 秦 雅彦

住友化学
ここでは半導体
波通信用の超

14
有機ELなど有
ニクス材料の
展望

機エレクトロ
現状と将来

有機ELは既に、携帯電話やｽﾏｰﾄﾌｫﾝなどﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲを中心に実用化が進
よるﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ用の材料も実用段階に入ってきている。ここでは有機ELを
用製品の将来展望を解説する。

んでおり
中心に、有 関根 千津

かした、印刷に
徴と、その応

地球環境と化学工業 15
温室効果ガ
た化学産業の

ス削減に向け
新たな視点

グローバルな課題であるＣＯ2削減を推進するためには、製造時におけ
品のライフサイクルを十分に理解した上で全体最適の視点からの対策が
会にて行った化学製品のライフサイクル評価について概説する。

るＣＯ2削減
重要であ 7月16日 中井 敏雅

論ではなく、製
日本化学工業協



拠点
開講機関）

と、このことが無ければこの国の繁栄は維持できない。
る「プロフェッショナルとは何か」を考え、「如何したら

体験してもらう。それによって各個人々々が楽しい豊かな人

東京・放送大学文京学習センター
（知の市場・放送大学（協賛））

経営研究所
ｙＳｙｍｐｈｏｎｙ代表

下條佑一 下條佑一
放送大学
東京文京

ター

２０１4年度前 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座 UＴ８１ 科目名 プロフェッシ２ ョナル論 副題 楽しく豊かな人生を創造するプロフェショナルの心得

連携機関名 放送大学 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（

金曜日１４：００～１８：００
(2講義集中）

科目概要(300字)

天然資源が相対的に殆んどない日本が世界トップクラスの繁栄を達成したのは何故だろうか。それは日本の国民が「よく」働いたからである。逆に言う
「よく」働くとは、単に勤勉に多くの時間を働くことではない。何の仕事をするにせよ「プロフェッショナル」に仕事をするということである。全ての仕事に共通す
プロフェッショナルな仕事をすることができるか」を考える。さらにその一端を演習により実践して受講者自身でそれを継続的に実行できる入口まで
生を創造し過ごすことに繋がることを目指している。(前期・後期同一内容で開講）

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

プロフェッショナル
礎理論

の
1 プロフェッシ

基
ョナルとは何か

誰でも「プロフェッショナル」と言えるような人間になりたいと思っている
何かのイメージを明確に描いておく必要がある。「プロフェッショナ
力が向かうべき先のイメージを明確にする。

であろう。
ル」とは

技
ッショナ

その為に
何かを論じ

的に構築さ
って目標達

ある。受講

の技（
研鑽し技

の「よい
「よい」を理

（わざ）を真
ルな成果を

ある場合も
考え方を技

の技（
研鑽し技

には達成感
「問題解

こ

を紹介し、そ

側面から論

る場合でも

的に活用し

は「プロフェ
て、個人々

れて始めて
成の為の施

生にこの技
研鑽

わざ）の実践
（わざ）を上

」ということ自
論的に構築

剣に稽古し
生む為の技

多い。この
（わざ）「シス

わざ）の実践
（わざ）を上

という喜び
決・課題達

者に各
れによっ

の後個人々

も
理的に考察

る。気が萎
「気力」を維

ことにな
て Dream 

ッショナル
々の日々

効果的・効率
策体系を

（わざ）の
し技（わざ）を

をしてもら
達できるよう

体は意外
する技（わ

ている。然る
（わざ）を明

場合物事を
テム思考」

をしてもら
達できるよう

がある。この
成の技（わ

人の夢の実
てより豊か

ある。受講生
々が自分

し過ぎること
し、其れを

えると体力を
持向上す

る。そして
Plannning と

」とは
の努

的
論理

実践
上

う。そ
にな

に明
ざ）を

に、
確に

4月4日

4月18日

5月9日

7月18日

シス
として

う。そ
にな

問題
ざ）」

現
な人

学習セン

にこ
で研

はな
実行

5月23日

6月6日

6月20日

7月4日

も損
る為

延い
 人

2
如何にしたら
ナルな仕事

プロフェッショ
ができるか

プロのスポーツ選手は、もてる身体能力を充分成果に結び付ける為に必要な
知的仕事をしている人（例えば企業で働いている人）の殆んどはプロフェ
していない。それらの技（わざ）を理論的に明確にする。

プロフェッショナル
本技（わざ）

3 幾つかの重要な技（わざ）
プロフェッショナルは仕事の目標をもっている。その目標達成の為の施
に目標を達成することが出来る。デカルトの著書「方法序説」にある「因
的に構築する技（わざ）を紹介する。

策は体系
果律」を使

。受講生にこ

4
技（わざ）「分
演習

解と統合」の
技（わざ）「分解と統合」の理論は単純だが、その実践はやや複雑である
の実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で
るための助走を提供する。

5
「『「よい』とは
か」を考える

どういうこと
技（わざ）

プロフェッショナルは何のしごとであれ「よい」仕事をしなければならな
確にされない場合が多い。従って仕事の成果も中途半端に成り勝ちで
紹介する。

の後個人々々が自分で

い。然るに、こ
ある。この

6
「『「よい』とは
か」を考える
演習演習

どういうこと
技（わざ）の

技（わざ）「『「よい』とはどういうことか」の理論は単純だが、その実践はやや複雑で
をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、そ
達できるようになるための助走を提供する達できるようになるための助走を提供する。

の
7 技（わざ）「シ

基
ステム思考」

プロフェッショナルの仕事の成果は、「新たに構築されたシステム（含：
テマティックに考える方法論が役に立つ。システムを効果的・効率的に
紹介する。

やり方）」で
構築する

い。受講生にこ

8
技（わざ）「シ
の演習

ステム思考」
技（わざ）「システム思考」の要諦は単純だが、その実践は簡単ではな
の実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で
るための助走を提供する。

9
問題解決・課
（わざ）

題達成の技
プロフェッショナルの仕事の多くは問題解決・課題達成の連続である。
解決・課題達成のプロセス自体を論理的に構築し初期の目標を達成す
を紹介する。

そしてそこ
る為に役立つ

の習熟には相応の稽古が必要で
のツボ10

問題解決・課
（わざ）の演

題達成の技
習

この技（わざ）は色々な技（わざ）の複合体として成り立っている故、そ
の技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上で
鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

11 時間に関する技（わざ）
時間は命そのものでる。即ち時間の消費は命の投資である。従ってそ
い。長期に亘りプロフェッショナルな仕事をする為の時間の生産性を量
する技（わざ）を提供する。

の生産性の大切さは誇張して
的・質的両

い。如何な
。

12 「気」高める技（わざ）
プロフェッショナルが間断なくよい仕事をする為に根本的に必須の元手は「体力」と「気力」で
なわれる。ストレスの多い状況下では気力の充実の継続は簡単ではな
の幾つかの技（わざ）を、それらを実践するためのツボと共に紹介する

プロフェッショナル
論と技（わざ）の応

13
Ｄｒｅａｍ Ｐｌａ
生のプロフ

ｎｎｎｉｎｇ と 人
ェッショナル

ある領域でプロフェッショナルを目指すということは別の見方をすれば
ては人生のプロフェッショナルを目指すことになる。これまでの講義の知
生のプロフェッショナルを論ずる。

と具体的姿を現す。受講
に挑戦してもらう。

、それは「夢の実現」という
識を総合

の
用

14
演習「Ｄｒｅａ
と 人生のプ
ル」

理
ｍ Ｐｌａｎｎｎｉｎｇ
ロフェッショナ

この一見抽象的なテーマも、これまでの講義で得た知識を総動員する
計画の策定と人生のプロフェッショナルのイメージを描き出すこと
生がえられるとの思いを高める。

15 「わくわく」の原理
プロフェッショナルな仕事を続ける為の最強の牽引力は毎日続く「ワク
「結果」得られるとの現実もあるが、寧ろよい仕事をする為の「要因」で
的に確認し全講義のまとめとする。

ワク感」ではないだろうか。これは仕事の成功の
あるとの見方がより有効である。その考えを論理



拠点
開講機関）

と、このことが無ければこの国の繁栄は維持できない。
る「プロフェッショナルとは何か」を考え、「如何したら

体験してもらう。それによって各個人々々が楽しい豊かな人

東京・放送大学文京学習センター
（知の市場・放送大学（協賛））

放送大学
東京文京

ター

経営研究所
ｙＳｙｍｐｈｏｎｙ代表

下條佑一 下條佑一

２０１4年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座 UＴ８１ 科目名２ プロフェッショナル論 副題 楽しく豊かな人生を創造するプロフェショナルの心得

連携機関名 放送大学 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（

金曜日１４：００～１８：００
(2講義集中）

科目概要(300字)

天然資源が相対的に殆んどない日本が世界トップクラスの繁栄を達成したのは何故だろうか。それは日本の国民が「よく」働いたからである。逆に言う
「よく」働くとは、単に勤勉に多くの時間を働くことではない。何の仕事をするにせよ「プロフェッショナル」に仕事をするということである。全ての仕事に共通す
プロフェッショナルな仕事をすることができるか」を考える。さらにその一端を演習により実践して受講者自身でそれを継続的に実行できる入口まで
生を創造し過ごすことに繋がることを目指している。(前期・後期同一内容で開講）

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

プロフェッショナル
礎理論

の
1 プロフェッシ

基
ョナルとは何か

誰でも「プロフェッショナル」と言えるような人間になりたいと思っている
何かのイメージを明確に描いておく必要がある。「プロフェッショナ
力が向かうべき先のイメージを明確にする。

であろう。
ル」とは

技
ッショナ

その為に
何かを論じ

的に構築さ
って目標達

ある。受講

の技（
研鑽し技

の「よい
「よい」を理

（わざ）を真
ルな成果を

を紹介し、そ

側面から論

る場合でも

的に活用し

ある場合も
考え方を技

の技（
研鑽し技

には達成感
「問題解

こ

は「プロフェ
て、個人々

れて始めて
成の為の施

生にこの技
研鑽

わざ）の実践
（わざ）を上

」ということ自
論的に構築

剣に稽古し
生む為の技

の後個人々

も
理的に考察

る。気が萎
「気力」を維

ことにな
て Dream 

多い。この
（わざ）「シス

わざ）の実践
（わざ）を上

という喜び
決・課題達

者に各
れによっ

ッショナル
々の日々

効果的・効率
策体系を

（わざ）の
し技（わざ）を

をしてもら
達できるよう

体は意外
する技（わ

ている。然る
（わざ）を明

ある。受講生
々が自分

し過ぎること
し、其れを

えると体力を
持向上す

る。そして
Plannning と

場合物事を
テム思考」

をしてもら
達できるよう

がある。この
成の技（わ

人の夢の実
てより豊か

10月3日

10月17日

10月31日

」とは
の努

的
論理

実践
上

う。そ
にな

に明
ざ）を

に、
確に

1月9日

学習セン

にこ
で研

はな
実行

11月14日

11月28日

12月12日

12月26日

も損
る為

延い
 人

シス
として

う。そ
にな

問題
ざ）」

現
な人

2
如何にしたら
ナルな仕事

プロフェッショ
ができるか

プロのスポーツ選手は、もてる身体能力を充分成果に結び付ける為に必要な
知的仕事をしている人（例えば企業で働いている人）の殆んどはプロフェ
していない。それらの技（わざ）を理論的に明確にする。

プロフェッショナル
本技（わざ）

3 幾つかの重要な技（わざ）
プロフェッショナルは仕事の目標をもっている。その目標達成の為の施
に目標を達成することが出来る。デカルトの著書「方法序説」にある「因
的に構築する技（わざ）を紹介する。

策は体系
果律」を使

。受講生にこ

4
技（わざ）「分
演習

解と統合」の
技（わざ）「分解と統合」の理論は単純だが、その実践はやや複雑である
の実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で
るための助走を提供する。

5
「『「よい』とは
か」を考える

どういうこと
技（わざ）

プロフェッショナルは何のしごとであれ「よい」仕事をしなければならな
確にされない場合が多い。従って仕事の成果も中途半端に成り勝ちで
紹介する。

の後個人々々が自分で

い。然るに、こ
ある。この

6
「『「よい』とは
か」を考える
演習演習

どういうこと
技（わざ）の

技（わざ）「『「よい』とはどういうことか」の理論は単純だが、その実践はやや複雑で
をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、そ
達できるようになるための助走を提供する達できるようになるための助走を提供する。

の
7 技（わざ）「シ

基
ステム思考」

プロフェッショナルの仕事の成果は、「新たに構築されたシステム（含：
テマティックに考える方法論が役に立つ。システムを効果的・効率的に
紹介する。

やり方）」で
構築する

い。受講生にこ

8
技（わざ）「シ
の演習

ステム思考」
技（わざ）「システム思考」の要諦は単純だが、その実践は簡単ではな
の実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で
るための助走を提供する。

9
問題解決・課
（わざ）

題達成の技
プロフェッショナルの仕事の多くは問題解決・課題達成の連続である。
解決・課題達成のプロセス自体を論理的に構築し初期の目標を達成す
を紹介する。

の習熟には相応の稽古が必要で
のツボ

そしてそこ
る為に役立つ

10
問題解決・課
（わざ）の演

題達成の技
習

この技（わざ）は色々な技（わざ）の複合体として成り立っている故、そ
の技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上で
鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

11 時間に関する技（わざ）
時間は命そのものでる。即ち時間の消費は命の投資である。従ってそ
い。長期に亘りプロフェッショナルな仕事をする為の時間の生産性を量
する技（わざ）を提供する。

の生産性の大切さは誇張して
的・質的両

い。如何な
。

12 「気」高める技（わざ）
プロフェッショナルが間断なくよい仕事をする為に根本的に必須の元手は「体力」と「気力」で
なわれる。ストレスの多い状況下では気力の充実の継続は簡単ではな
の幾つかの技（わざ）を、それらを実践するためのツボと共に紹介する

プロフェッショナル
論と技（わざ）の応

13
Ｄｒｅａｍ Ｐｌａ
生のプロフ

ｎｎｎｉｎｇ と 人
ェッショナル

ある領域でプロフェッショナルを目指すということは別の見方をすれば
ては人生のプロフェッショナルを目指すことになる。これまでの講義の知
生のプロフェッショナルを論ずる。

、それは「夢の実現」という
識を総合

と具体的姿を現す。受講
に挑戦してもらう。

の
用

14
演習「Ｄｒｅａ
と 人生のプ
ル」

理
ｍ Ｐｌａｎｎｎｉｎｇ
ロフェッショナ

この一見抽象的なテーマも、これまでの講義で得た知識を総動員する
計画の策定と人生のプロフェッショナルのイメージを描き出すこと
生がえられるとの思いを高める。

15 「わくわく」の原理
プロフェッショナルな仕事を続ける為の最強の牽引力は毎日続く「ワク
「結果」得られるとの現実もあるが、寧ろよい仕事をする為の「要因」で
的に確認し全講義のまとめとする。

ワク感」ではないだろうか。これは仕事の成功の
あるとの見方がより有効である。その考えを論理



拠点
開講機関）

醸しだされる馬の世界、競馬の魅力を様々な観点から紹介す

語る

東京・浅草
（日本中央競馬会）

２０１４年度後 　　知の市場（ ）期 シラバス 新規

科目No. 関連講座 HＴ９２１ 科目名 実践競走馬学 副題 馬はどのような生き物か、競馬とサラブレッドの魅力を

連携機関名 日本中央競馬会 水準 基礎 教室定員 50 配信定員 0 講義日時
（

  木曜日 １８：１５～２０：１５
11月29日(土) 13：00～16：30

科目概要(300字)
世界中でスポーツとして、娯楽、ギャンブルとして楽しまれている競馬には、他のスポーツ競技にはない独特の要素が数多く存在する。それらによって
る。また、競馬の主役であるサラブレッドの生物としての特性を解説し、馬と競馬に対する新たな視点を紹介する。

科目構成 № 講義 講義概要(150字) 開講場所 取纏め者 講師 所属講義日

日本における馬
の歴史と現況

1 競馬と馬の文化
日本と世界の馬文化（伝統芸能、美術、文学、その他）について
史、日本における発達の過程を辿る。

紹介し、私たちと馬の関りあいや競

産の現況

て得た知識

説し、馬の
ても言及す

されてきた

がらアスリ

違う馬の呼

馬の歴
浅草ﾊﾟｰｸﾎｰﾙ 末崎真澄 馬事文化財団10月9日

と競
2 競走馬のラ

馬
イフサイクル

競走馬(サラブレッド)の一生とその生活環境を紹介し、競馬を下
解説する。

支えする日本における馬 について
浅草ﾊﾟｰｸﾎｰﾙ 内藤裕司

日本中央競馬会馬事部
生産育成対策室

10月16日

3 競馬と馬術競技
速さを競う競馬、障害飛越や馬場競技、野外やエンデュランス競
な能力を紹介する。オリンピック等における日本を含め各国のレ

技、ホースセ
ベルや審査

ラピーを解
基準につい

さまざま
る。

馬事公苑 松本　謙 日本中央競馬会馬事部10月30日

科学的視点で捉
競走馬

4
競走馬の科
馬の進化、競
と行動

学①
走馬の心理

馬はどのようにして馬となったのか。馬の進化や発達過程を辿り
心理と行動特性について解説する。

ながら、その中で形成 競走馬の
浅草ﾊﾟｰｸﾎｰﾙ 楠瀬　良 日本装削蹄協会11月6日

える
5

競走馬の科
馬の飼料

学② 草食動物である馬。なぜ草だけで大きなパワーが出せるのか？
競走馬の食べものと食生活について紹介する。

最新の知見等も交えな ートである
浅草ﾊﾟｰｸﾎｰﾙ 朝井　洋 日本中央競馬会馬事部

伊藤　幹

11月13日

6
競走馬の科
速さの秘密

学③ サラブレッドはなぜ速く走ることができるのか。運動生理学の観
機能の特徴やその発達過程について解説する。

点から、他の動物種とは 吸循環
浅草ﾊﾟｰｸﾎｰﾙ 平賀　敦

日本中央競馬会
競走馬総合研究所

11月20日

実践編

7

8

馬と競馬の楽しみ方
馬の見かた、競走データの捉え方、各種賭式について解説する
つつ、競馬を楽しむ。

。これまでの講義を通し を活用し
11月29日 東京競馬場 伊藤　幹 日本中央競馬会馬事部
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RT421労働科学

				２０１4年度前期 ネンド マエ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 RT４２１				科目名 カモクメイ		労働科学								副題 フクダイ		産業保健の基礎：労働科学の歴史と展開

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		労働科学研究所				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		土曜日　11：00-13：00、13：40-15：40、15：50-17：50（３講義集中） シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・西早稲田（１）労研
（労働科学研究所、早稲田大学規範科学総合研究所） ロウドウ カガク ケンキュウ ショ ワセダ ダイガク カガク ソウゴウ ケンキュウ ショ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		日本における産業安全保健の開拓者として労働科学の歴史をたどり、現代に繋がる問題の分析と対策について紹介する。産業安全保健のエキスパート養成を目指す労働科学特論a、b、cの受講希望者は本科目を受講することを勧める。その他、労働安全衛生、産業安全保健に興味のある多様な分野の方の受講を歓迎する。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				総論 ソウロン		1		大原孫三郎と倉敷労働科学研究所		労働科学研究所は、1921（大正10）年に倉敷紡績社長大原孫三郎によって、万寿工場敷地内の寄宿舎に隣接して建設された。時代状況を読み解きながら、労働科学研究所誕生の必要性と活動の特徴、成果などを検証する。																6月28日（土） ガツ ニチ ド		早稲田大学
西早稲田
キャンパス ワセダ ダイガク		酒井一博 サカイ		酒井一博 サカイカズヒロ		労働科学研究所 ロウドウ カガク ケンキュウショ

						2		21世紀の労働科学概観 セイキ ロウドウカガク ガイカン		労働科学による社会変革の歴史を踏まえつつ、21世紀の現代社会における労働科学的問題とその解決へのアプローチを概説する。

				安全と健康 アンゼン ケンコウ		3		組織安全の取り組みの到達点		産業事故や企業の不祥事が絶えない。ヒューマンファクターの視点から長年にわたって展開されてきた産業安全研究を検証しながら、組織安全に関する取り組みの到達点を示す。																						余村朋樹 ヨムラ トモキ キ

				職場環境 ショクバ カンキョウ		4		有害環境と安全衛生、-アスベスト研究の最新例から- ユウガイ カンキョウ アンゼン エイセイ ケンキュウ サイシン レイ		環境、労災・職業病など、労働者をとりまく作業環境の課題と改善策について、アスベストの測定法や研究を通して最前線を紹介する。																7月5日（土） ガツ ニチ ド						村田　克 ムラタ マサル

						5		化学的要因による健康障害と環境に関連した労働科学研究 カガク テキ ヨウイン ケンコウ ショウガイ カンキョウ カンレン ロウドウ カガク ケンキュウ		高度経済成長とともに化学物質による中毒が広がった。水俣病等の地域住民に被害が及ぶ公害問題、鉛や六価クロムなどの重金属、β-ナフチルアミンなどによる職業がん、有機溶剤などによる中毒等、環境学も取り上げて労災・職業病の歴史と課題を検証する。

				産業特有の問題への取り組み		6		運輸における安全と疲労、災害 ウンユ アンゼン ヒロウ サイガイ		経済活動の基盤を支える物流産業で働くトラック運転者の労働と睡眠の有様から過労運転の実態を検証しつつ、見えてくる産業の構造の変革について論じる。																						鈴木一弥 スズキカズヤ

				安全と健康 アンゼン ケンコウ		7		座位作業の快適性とデザイン、安全、環境、保健 ザイ サギョウ カイテキセイ アンゼン カンキョウ ホケン		様々な労働場面における座位における負担・疲労に関する研究を概説する。さらに椅子のデザイン手法やシーティングについても紹介する。																7月12日（土） ガツ ニチ ド						小山秀紀 オヤマ ヒデキ

				疲労研究の過去と現在		8		交代勤務研究の最前線 コウタイ キンム ケンキュウ サイゼンセン		夜勤交代勤務による健康影響、疲労の進展、その予防策に関する最近の研究を検証し、労働生活を支援する交代勤務制度について、現場データをもとに概説する。																						松元　俊 マツモト シュン

						9		慢性疲労研究の現在 マンセイヒロウケンキュウ ゲンザイ		２日の休日をとっても回復しない「慢性疲労」は現代の多くのワーカーにとって深刻な問題である。国内での過労死事例等に関する研究をもとに、慢性疲労研究の到達点と今後の課題を概説する。																						佐々木司 ササキ ツカサ

				産業特有の問題への取り組み サンギョウ ギョウシュトクユウ モンダイ ト ク		10		医療の場における安全と保健		医師、看護師などの医療関係者が従事する保健医療産業をとりあげて、成長するサービス産業における産業安全保健活動の困難さと、ブレイクスルーのための研究戦略、社会の課題について紹介する。																7月19日（土） ガツ ニチ ド						吉川　徹 ヨシカワ トオル

				安全と健康 アンゼン ケンコウ		11		ものづくりの安全衛生−設計と生産技術と安全衛生の融合−		技術立国日本の屋台骨を担ったものづくりの場（製造現場）における労働者の安全衛生と現場改善について、腰痛など筋骨格系障害の例を取り上げながら検証する。																						松田文子 マツダ フミコ

				産業特有の問題への取り組み サンギョウ ギョウシュトクユウ モンダイ ト ク		12		鉄鋼業における安全衛生 テッコウ ギョウ アンゼン エイセイ		鉄鋼業における安全と健康について、若年者への災害事例等に関する作業者へのヒヤリング調査などを紹介し、現代の日本が抱える安全衛生教育の課題と到達点について検証する。																						池上　徹 イケガミ トオル

				安全と健康 アンゼン ケンコウ		13		参加型アプローチによる産業安全保健活動		ILOが推進しているワイズ(WISE)、ウインド(WIND)や日本の技術協力で進められているポジティブ(POSITIVE)などの対策指向型職場改善プログラムについて紹介し、産業安全保健領域における参加型アプローチの役割と成果を検証する。																7月26日（土） ガツ ニチ ド						毛利一平 モウリ イッペイ

				疲労研究の過去と現在 ヒロウケンキュウ カコ ゲンザイ		14		疾病の作業関連性を探る		ヒトは一日の三分の一を仕事に費やしている。そうであれば、「生活習慣病」だって仕事と無縁ではない。いったいどの程度、仕事と病気の間に関係があるのか？それを明らかにする方法について考えてみる。

				社会 シャカイ		15		新時代の「日本的経営」と労働者の健康 シンジダイ ニホンテキケイエイ ロウドウシャ ケンコウ		日本的経営がどのよう点で特殊に「日本的」なのか，どのような点で欧米先進諸国の経営にも共通する普遍性を持っているのかを歴史過程を踏まえながら論じる。																						未定 ミテイ




















RT422a労働科学特論a

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 RT４２２a				科目名 カモクメイ		労働科学特論a								副題 フクダイ		産業安全保健エキスパート養成コース（安全）

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		労働科学研究所				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		25		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		木金土9:30-11:30, 12:30-14:30, 14:30-16:30, 16:30-18:30（４講義集中） モク キン ド シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・西早稲田（１）労研
（労働科学研究所、早稲田大学規範科学総合研究所） ロウドウ カガク ケンキュウショ ワセダ ダイガク キハン カガク ソウゴウ ケンキュウ ショ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		職場における安全衛生のプロ（産業安全保健エキスパート）の育成を目指す。安全と健康と職場環境の三位一体的アプローチの体得を促し、異業種間交流、企業間交流の促進を効果的に図るために、講義・グループワーク・ケーススタディ・測定演習などの形式で実践的に集中講義を進め、組織を安全衛生の観点から改革できる人材の育成を図る。受講者は上司の許可を得た業務としての参加を原則とするが、講義に十分参加できる場合は個人的な受講も歓迎する。RT422b、RT422cとの併行受講を推奨する。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				共通講座（Ⅰ）		1		オリエンテーション		産業安全保健領域における中核人材（エキスパート）養成の必要性、ならびに中級コースのすすめ方、とくにエキスパートの専門能力（コンピテンシー）とカリキュラムとの関係や養成コースの特徴について概説する。																9月6日（土） ガツ ニチ ド		早稲田大学
西早稲田
キャンパス ワセダ ダイガク		酒井一博		酒井一博 サカイ カズヒロ		労働科学研究所 ロウドウ カガク ケンキュウショ

						2		総括的講義／労働安全衛生の動向		マネジメントシステムの普及からもわかるように、労働安全衛生における国際動向を知ることは、企業内での安全衛生活動の長期的なビジョンを作成するためにも重要である。この数年の国際動向を紹介し、近い将来の安全衛生活動の姿について論じる。																						小木和孝 オギ カズタカ

						3		総括的講義／労働安全衛生関連法令 カンレン ホウレイ		労働基準法、労働安全衛生法を中心に、安全衛生担当者および一般労働者が知っておくべき法令について、事例を元に実践的に論じる。																						岩本充史 イワモト ジュウ シ		安西法律事務所 アンザイ ホウリツ ジム ショ

						4		経営トップ講義 ケイエイ		企業の経営トップを招聘し、経営の視点から労働安全衛生などについて論じる。																						未定 ミテイ

				講義 コウギ		5		ヒューマンファクターにおけるコミュニケーションの重要性		現場におけるコミュニケーションや組織要因が、人間の状況認識、判断、行動にどのように影響するかについて論じる。																9月18日（木） ガツ ニチ モク						施桂栄		労働科学研究所 ロウドウ カガク ケンキュウショ

						6		緊急時対応の実際		職場における「緊急時」の人間行動特性を様々な事例や簡易実験などによって明らかにし、現実場面で効果の期待できる対応策について論じる。																						細田聡

						7		技術者倫理とコンプライアンス		近年、企業による組織的不祥事が社会問題となっている。組織的不祥事に関する過去の事例から、組織メンバーのコンプライアンスを妨げる組織内外要因について論じる。																						井上枝一郎

						8		心理測定の基礎		職場の安全保健活動において、しばしばヒヤリング、アンケートなどの手法が用いられる。これらは本来「心理測定」であり、その使用には「コツ」が必要である。その測定原理や厳守すべき手順の基礎について論じる。

								安全文化の本質とその醸成		チェルノブイリ発電所事故後、世界的に注目されている「安全文化」について、様々な事例に基づきその本質を理解する。さらに、企業における「安全文化」の醸成の重要性、「安全文化」を醸成するための方法、企業の「安全文化」の状態を調査する手法などを論じる。

				演習 エンシュウ		9		課題の実施		企業活動の目的・コストなども視野に入れた包括的視点から、何故企業が安全衛生活動に力を入れなくてはならないのかを示し、さらに企業活動の社会的責任（CSR）についえ考察を深める。																9月19日（金） ガツ ニチ キン						井上枝一郎
細田聡
余村朋樹
施桂栄
藤掛和広

						10		事故分析実習

						11

				講義 コウギ		12		総合的マネジメントと社会的責任		企業活動の目的・コストなども視野に入れた包括的視点から、何故企業が安全衛生活動に力を入れなくてはならないのかを示し、さらに企業活動の社会的責任（CSR）についえ考察を深める。																9月20日（土） ガツ ニチ ド						安福愼一		新日鐵住金 スミキン

						13		安全工学による産業安全向上		機械安全、本質安全とは何か。安全工学の知見をどのように応用すれば、現場における重大事故を未然に防ぐことが出来るかなど、工学的視点による安全性の向上について最新の考え方と情報を提供しながら、実践に役立つ知見を共有する。																						梅崎重夫		労働安全衛生総合研究所 

				ケーススタディ		14		産業事故の原因を探る		実際に起きてしまった事故事例を取り上げ、事故の経緯、原因、対策についてグループワークを実施する。機械安全の視点、ヒューマンファクターの視点から事故を考察できる力を養う。																						永田久雄		北九州市立大学大学院

						15

				共通講座（Ⅱ）		16		実践実習
グループワーク		上級コースにおける実践実習を効果的に行うために、実践実習のテーマ、到達目標、取り組み方法などに関する計画を主にグループワークによって作成する。そのために、受講者が所属する企業全体または職場における安全保健の状況あるいは安全保健に関するニーズを引き出し、その解決向けた取り組みを実習として行う。																11月7日（金） ガツ ニチ キン						酒井一博
ほか		労働科学研究所
ほか

						17

						18

						19

						20		ワークショツプ		エキスパートOBの参加も得て、本「養成コースで学んだことを実務にどう役立てるか」というテーマで講義を聴くことや、グループワークによって受講者同士で意見交換することで、知識を、実践に展開するプロセスを通して、異業種交流の実現を図る。																11月8日（土） ガツ ニチ ド

						21

						22

						23




















RT442ｂ労働科学特論ｂ

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 RT４２２b				科目名 カモクメイ		労働科学特論b								副題 フクダイ		産業安全保健エキスパート養成コース（健康）

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		労働科学研究所				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		25		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		木金土9:30-1130、12:30-14:30、14:30-16:30、16:30-18:30（４講義集中） モク キン ド シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・西早稲田（１）労研
（労働科学研究所、早稲田大学規範科学総合研究所） ロウドウ カガク ケンキュウショ ワセダ ダイガク キハン カガク ソウゴウ ケンキュウ ショ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		職場における安全衛生のプロ（産業安全保健エキスパート）の育成を目指す。安全と健康と職場環境の三位一体的アプローチの体得を促し、異業種間交流、企業間交流の促進を効果的に図るために、講義・グループワーク・ケーススタディ・測定演習などの形式で実践的に集中講義を進め、組織を安全衛生の観点から改革できる人材の育成を図る。受講者は上司の許可を得た業務としての参加を原則とするが、講義に十分参加できる場合は個人的な受講も歓迎する。RT422a、RT422cとの併行受講を推奨する。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				共通講座（Ⅰ）		1		オリエンテーション		産業安全保健領域における中核人材（エキスパート）養成の必要性、ならびに中級コースのすすめ方、とくにエキスパートの専門能力（コンピテンシー）とカリキュラムとの関係や養成コースの特徴について概説する。																9月6日                    （土） ガツ ニチ ド		早稲田大学
西早稲田
キャンパス ワセダ ダイガク		酒井一博		酒井一博		労働科学研究所

						2		総括的講義／労働安全衛生の動向		マネジメントシステムの普及からもわかるように、労働安全衛生における国際動向を知ることは、企業内での安全衛生活動の長期的なビジョンを作成するためにも重要である。この数年の国際動向を紹介し、近い将来の安全衛生活動の姿について論じる。																						小木和孝

						3		総括的講義／労働安全衛生関連法令		労働基準法、労働安全衛生法を中心に、安全衛生担当者および一般労働者が知っておくべき、法令について、事例を元に実践的に論じる。																						岩本充史 イワモト ジュウ シ		安西法律事務所

						4		経営トップ講義		企業の経営トップを招聘し、経営の視点から労働安全衛生などについて論じる。																						未定 ミテイ

				演習 エンシュウ		5		健康へのアプローチと作業負担の測定		健康の指標の一つとして、さまざまな生理学的測定が用いられている。企業における健康管理や筋骨格系負担の評価、人間工学的なデザインへの適用などの実例を基に健康へのアプローチにおける生理計測の役割やその有効性について、実習を交えながら実践的に学ぶ。																9月25日（木） ガツ ニチ モク						松田文子		労働科学研究所 ロウドウカガクケンキュウショ

				ケーススタディ		6		オフィスエルゴノミクス		この数年、オフィスにパソコンはほぼ完全に普及し、さらにテレワークという新しい働き方によってオフィス以外の場所でのパソコン作業が広がりつつある。パソコン作業環境や作業手順などの改善に関わる手法を模擬パソコン作業環境の実測実習によって実践的に学ぶ。																						斉藤進
北島洋樹
鈴木一弥		労働科学研究所 ロウドウカガクケンキュウショ

						7

				講義 コウギ		8		新しい精神障害認定基準の解説と対応方法		平成23年12月26日付け「心理的負荷による精神障害の認定基準について」は、事業所の産業保健活動だけでなく人的資源管理にも相当なインパクトを与える内容です。その積極的な面と否定的な側面を、産業精神保健と法律の立場から解説します。																						鈴木安名		労働科学研究所 ロウドウカガクケンキュウショ

				ケーススタディ		9		職場環境改善を通じた働きやすい職場づくり		一次予防を重視したメンタルヘルスへの取り組みについて、実践的に学習する。最近のメンタルヘルス対策の動向をふまえて話題を提供します。グループワークでは、いじめ・ハラスメントの事例をとりあげ安全衛生スタッフの関わり方について考えます。																9月26日（金） ガツ ニチ キン						吉川徹

						10

				講義 コウギ		11		産業保健の取り組み-新型インフルエンザへの取り組み経験を活かす-		新型インフルエンザの流行阻止に向けた成功例と失敗例を取り上げながら、今後の産業保健の取り組みについて多様な検討を試みる。																						鈴木英孝		EMGマーケティング

						12		現代労働者の疲労回復に必要な睡眠条件		前日の疲れがなかなかぬけな、毎日十分に休めていないと感じている人が多いのではないだろうか。これらの訴えの背景には特徴的な現代労働の問題があり、その疲労回復に必要な睡眠条件について考える。																						松元　俊 マツモト シュン		労働科学研究所 ロウドウカガクケンキュウショ

						13		ユーザビリティ評価の方法		道具や設備機器が「使いにくい」と、作業能率・作業精度の低下や事故、ストレス、疾病を招く。では使いやすさ（ユーザビリティ）は、どのようにチェックすればよいのだろうか？　その評価のポイントを具体的に学ぶ。																9月27日（土） ガツ ニチ ド						小松原明哲 コマツバラ アカ テツ		早稲田大学理工学術院

						14		増え続ける筋骨格系疾患への対応		職業性筋骨格系疾患のリスクを多様に取り上げながら、予防対策の実際と効果について検討する。筋骨格系疾患予防に役立つ人間工学的な手法についても解説する。																						岩切一幸		労働安全衛生総合研究所

						15		職場における健康リスクの同定と理解		職場に存在する健康リスクはどのようにすれば把握できるだろうか。本講義では疫学の原理を応用して労働者の集団を注意深く観察することによって、職場に存在する健康リスクを発見し、それを理解するための手法を学ぶ。																						毛利一平		労働科学研究所 ロウドウカガクケンキュウショ

				共通講座（Ⅱ）		16		実践実習
グループワーク		上級コースにおける実践実習を効果的に行うために、実践実習のテーマ、到達目標、取り組み方法などに関する計画を主にグループワークによって作成する。そのために、受講者が所属する企業全体または職場における安全保健の状況あるいは安全保健に関するニーズを引き出し、その解決向けた取り組みを実習として行う。																11月7日（金） ガツ ニチ キン						酒井一博
ほか		労働科学研究所　　　　　　ほか ロウドウカガクケンキュウショ

						17

						18

						19

						20		ワークショツプ		エキスパートOBの参加も得て、本「養成コースで学んだことを実務にどう役立てるか」というテーマで講義を聴くことや、グループワークによって受講者同士で意見交換することで、知識を実践に展開するプロセスを通して、異業種交流の実現を図る。																11月8日（土） ガツ ニチ ド

						21

						22

						23




















RT442c労働科学特論ｂ

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 RT４２２c				科目名 カモクメイ		労働科学特論c								副題 フクダイ		産業安全保健エキスパート養成コース（職場環境）

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		労働科学研究所				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		25		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		木金土9:30-1130、12:30-14:30、14:30-16:30、16:30-18:30（４講義集中） モク キン ド シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・西早稲田（１）労研
（労働科学研究所、早稲田大学規範科学総合研究所） ロウドウ カガク ケンキュウショ ワセダ ダイガク キハン カガク ソウゴウ ケンキュウ ショ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		職場における安全衛生のプロ（産業安全保健エキスパート）の育成を目指す。安全と健康と職場環境の三位一体的アプローチの体得を促し、異業種間交流、企業間交流の促進を効果的に図るために、講義・グループワーク・ケーススタディ・測定演習などの形式で実践的に集中講義を進め、組織を安全衛生の観点から改革できる人材の育成を図る。受講者は上司の許可を得た業務としての参加を原則とするが、講義に十分参加できる場合は個人的な受講も歓迎する。RT422a、RT422cとの併行受講を推奨する。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				共通講座（Ⅰ）		1		オリエンテーション		産業安全保健領域における中核人材（エキスパート）養成の必要性、ならびに中級コースのすすめ方、とくにエキスパートの専門能力（コンピテンシー）とカリキュラムとの関係や養成コースの特徴について概説する。																9月6日                       （土） ガツ ニチ ド		早稲田大学
西早稲田
キャンパス ワセダ ダイガク		酒井一博		酒井一博		労働科学研究所

						2		総括的講義／労働安全衛生の動向		マネジメントシステムの普及からもわかるように、労働安全衛生における国際動向を知ることは、企業内での安全衛生活動の長期的なビジョンを作成するためにも重要である。この数年の国際動向を紹介し、近い将来の安全衛生活動の姿について論じる。																						小木和孝

						3		総括的講義／労働安全衛生関連法令		労働基準法、労働安全衛生法を中心に、安全衛生担当者および一般労働者が知っておくべき、法令について、事例を元に実践的に論じる。																						岩本充史 イワモト ジュウ シ		安西法律事務所

						4		経営トップ講義		企業の経営トップを招聘し、経営の視点から労働安全衛生などについて論じる。																						未定 ミテイ

				講義		5		職場環境測定・評価		職場の環境管理を行うには、有害因子がどの程度存在し、その環境で働く労働者がこれらの有害な因子にどの程度さらされているのかを把握することが必要である。そのために行われる環境測定やその結果の評価について解説する。																10月2日（木） ガツ ニチ モク						名古屋俊士 ナゴヤ トシ シ		早稲田大学理工学術院

						6		安全衛生マネジメントシステム		職場における安全衛生マネジメントシステムに関する到達点を明らかにするとともに、効果的なマネジメントについて、グループワークを交えて実践的に考察する。																						小島政章 コジマ マサアキ		竹中工務店 タケナカ コウムテン

						7		職場環境対策		有害な因子による労働者の健康障害を未然に防止するためには、その有害因子を除去するか、それが出来なければその因子のヒトへの接触、関与をできるだけ低減させることが肝要である。このような方策のうち、特に工学的な対策について種々の実例とともに学ぶ。																						村田克		労働科学研究所

				演習 エンシュウ		8		保護具の有効活用		保護具は、作業環境の改善が難しい現場において、未だに有効な対策である。各種の保護具を実際に着用しながら、その有効活用について学ぶ。																10月3日（金） ガツ ニチ キン						田中　茂		労働科学研究所 ロウドウカガクケンキュウショ

						9

				講義 コウギ		10		化学物質管理		化学物質は産業現場で様々に利用されており、その有害性や危険性に基づいた管理が求められている。このような化学物質を管理することの意義や仕組み、対策などについて学ぶ。																						武田繁夫 タケダ シゲオ		中央労働災害防止協会 チュウオウ ロウドウ サイガイ ボウシ キョウカイ

						11		環境リスクアセスメント		職場における環境リスクアセスメントの要点を、グループワークを交えて実践的に考察する。																						橋本晴男 ハシモト ハルオ		EMGマーケティング

				ケーススタディ		12		日本の化学物質管理に欠けているもの－ＧＨＳから考える－		アスベスト問題、放射線問題等、日本において化学物質 に関する大きな問題が起きている。これには日本の化学物質管理システムが抱える根本的な問題があるように思われる。講義ではＧＨＳを通してこの問題について一緒に考える。																10月4日（土） ガツ ニチ ド						城内　博		日本大学 ニホン ダイガク

						13

						14		熱中症対策		熱中症をなかなか克服できない。熱中症の起こるメカニズムを学びながら、どのような状況で多発するのかを実例によって確認する。グループワークによって職場における実施可能な対策のうち、効果の高い対策について考察する。																						瀧口好三		新日鐵住金 スミキン

						15

				共通講座（Ⅱ）		16		実践実習
グループワーク		上級コースにおける実践実習を効果的に行うために、実践実習のテーマ、到達目標、取り組み方法などに関する計画を主にグループワークによって作成する。そのために、受講者が所属する企業全体または職場における安全保健の状況あるいは安全保健に関するニーズを引き出し、その解決向けた取り組みを実習として行う。																11月7日（金） ガツ ニチ キン						酒井一博
ほか		労働科学研究所　　　　　　ほか ロウドウカガクケンキュウショ

						17

						18

						19

						20		ワークショツプ		エキスパートOBの参加も得て、本「養成コースで学んだことを実務にどう役立てるか」というテーマで講義を聴くことや、グループワークによって受講者同士で意見交換することで、知識を実践に展開するプロセスを通して、異業種交流の実現を図る。																11月8日（土） ガツ ニチ ド
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UT455サスティナビリティ学入門

				２０１4年度通年 ネンド ツウネン				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		共催講座UT４５５ コウザ				科目名 カモクメイ		サステイナビリティ学入門								副題 フクダイ		環境からみる持続可能性を論じる ロン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		鈴木基之 スズキ モトユキ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		木曜日１４：００～１８：００
7月17日12:00-16:00、12月4日16:00～18:00（２講義集中）　　　 モクヨウビ ガツ ニチ ガツ ニチ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・放送大学文京学習センター　　　　　　　　　　　　　　　（知の市場・放送大学（協賛）） チ イチバ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		我々を取り巻く地域環境・地球環境は、人間活動の拡大の影響により、諸々の形で変化・劣化を重ね、その環境変化が究極的には人間活動に制約を与え、人類の将来の生存そのものを危うくすることが危惧されている。色々な環境問題の根本となっているのは何か、環境問題の構造をどのように考え、人間活動と環境が将来にわたり持続的な関係を維持していくために、何を考え、我々自身がどう変わっていくことが望まれるのか、考える機会を提供する。多くの問題を取り上げるが、問題の詳細に立ち入るよりは、「知の市場」らしく、受講者に積極的に考えて頂く場としたい。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				環境問題とは何か カンキョウ モンダイ ナニ		1		環境問題の発生 カンキョウ モンダイ ハッセイ		人類の歴史に沿って、現代の抱える問題点を概観し、環境問題の構造的な考え方とともに、持続可能性がなぜ今考えられなくてはならないのか、本講義のベースラインを示す。 ジンルイ レキシ ソ ゲンダイ カカ モンダイテン ガイカン カンキョウ モンダイ コウゾウテキ カンガ カタ ジゾク カノウセイ イマ カンガ ホン コウギ シメ																41823		放送大学
東京文京　　　　　　　　学習センター ホウ トウキョウ ブンキョウ ガクシュウ		鈴木基之 スズキ		鈴木基之 スズキ		東京大学名誉教授 トウキョウ ダイガク メイヨ キョウジュ

						2		地域環境問題の歴史 チイキ カンキョウ モンダイ レキシ		工業発展に伴って経験した公害問題のいくつかを例にとり、不幸な事象はどのように生じたのか、これを繰り返さないためにはどのような配慮を必要とするのか、科学技術の課題はどこにあるのかなどを考える。 コウギョウ ハッテン トモナ ケイケン コウガイ モンダイ レイ フコウ ジショウ ショウ ク カエ ハイリョ ヒツヨウ カガク ギジュツ カダイ カンガ																		多目的         講義室２

				地球環境の変化 チキュウ カンキョウ ヘンカ		3		地球規模の環境問題 チキュウ キボ カンキョウ モンダイ		地球環境問題とは何か、オゾン層の劣化の問題を例に、問題の発生と対応の事例を見てみよう。 チキュウ カンキョウ モンダイ ナニ ソウ レッカ モンダイ レイ モンダイ ハッセイ タイオウ ジレイ ミ																7月17日　12：00-　　16：00 ガツ ニチ		講義室１

						4		温暖化とその影響 オンダンカ エイキョウ		地球のエネルギーバランスにおいて二酸化炭素を代表とする温室効果ガスの影響、その制御に向けた動きを示す。 チキュウ ニサンカ タンソ ダイヒョウ オンシツ コウカ エイキョウ セイギョ ム ウゴ シメ

				水問題をどう考えるか ミズ モンダイ カンガ		5		地球上の水問題 チキュウジョウ ミズ モンダイ		水とは何か、なぜ重要なのか、地球規模での水の動きはどのようになっているのか、水の不足はどのようになっていくのかなどを検討する。 ミズ ナニ ジュウヨウ チキュウ キボ ミズ ウゴ ミズ フソク ケントウ																41893		多目的        講義室２

						6		人間活動と水 ニンゲン カツドウ ミズ		我々は水をどう使っているのか、水環境の管理はどのようになされてきたか、身近な問題を眺めてみよう。 ワレワレ ミズ ツカ ミズ カンキョウ カンリ ミヂカ モンダイ ナガ

				地球上の資源循環 チキュウジョウ シゲン ジュンカン		7		地球上の物質循環 チキュウジョウ ブッシツ ジュンカン		限られた大きさの地球上においては、色々なスケールで物質の流れが生じており、それが健全な生態系を作り上げているが、人為起源の物質がそこに大きな攪乱を与えることとなる。窒素の循環を例にとって考えてみよう。 チキュウジョウ イロイロ ブッシツ ナガ ショウ ケンゼン セイタイケイ ツク ア ジンイ キゲン ブッシツ オオ カクラン アタ チッソ ジュンカン レイ カンガ																41914

						8		人間活動と資源 ニンゲン カツドウ シゲン		限られた資源をいかに活かしていくことが必要か、現在の資源の採取・資源を原料とする製品の生産・消費・廃棄において如何なる配慮が必要か、どのような管理方法が求められるかなど、考えるべき事柄を検討する。 カギ シゲン イ ヒツヨウ ゲンザイ シゲン サイシュ シゲン ゲンリョウ セイヒン セイサン ショウヒ ハイキ イカ ハイリョ ヒツヨウ カンリ ホウホウ モト カンガ コトガラ ケントウ

				エネルギー問題とは モンダイ		9		人間活動とエネルギー ニンゲン カツドウ		現在のエネルギー供給・消費の実態を示し、人類のエネルギー消費とは一体何なのか、エネルギー消費の抑制はどのように可能なのかなどを考える。 ゲンザイ キョウキュウ ショウヒ ジッタイ シメ ジンルイ ショウヒ イッタイ ナン ショウヒ ヨクセイ カノウ カンガ																41928

						10		自然エネルギーの可能性 シゼン カノウセイ		将来の化石エネルギーの枯渇、原子力エネルギー利用の危険性を考える上で、自然エネルギーを基盤とする社会を構築するとすれば、その実現可能性はどのように考えるべきか、自然エネルギー基準の生き方とはどのようなものか考えよう。 ショウライ カセキ コカツ ゲンシリョク リヨウ キケンセイ カンガ ウエ シゼン キバン シャカイ コウチク ジツゲン カノウセイ カンガ シゼン キジュン イ カタ カンガ

				生態系と人間 セイタイケイ ニンゲン		11		生物多様性とは何か セイブツ タヨウセイ ナニ		多様な生物が物質やエネルギーの流れとしてシステムを構成している生態系において、生物多様性とはどのような概念なのか、多様性が満たされるとはどういうことかなどについて考える。 タヨウ セイブツ ブッシツ ナガ コウセイ セイタイケイ セイブツ タヨウセイ ガイネン タヨウセイ ミ カンガ																41942

						12		生態系と人間活動 セイタイケイ ニンゲン カツドウ		生態系は人類にどのようなサービスを提供してきたのか、今後どのような形で生態系を維持していくことが求められるのか、里山という考え方は有効となり得るのかなどについて考える。 セイタイケイ ジンルイ テイキョウ コンゴ カタチ セイタイケイ イジ モト サトヤマ カンガ カタ ユウコウ ウ カンガ

				持続可能な人間活動 ジゾク カノウ ニンゲン カツドウ		13		持続可能な開発とは ジゾク カノウ カイハツ		1980年代から生まれてきた持続可能性に関する議論とその背景を示し、持続可能な開発とは何か、そもそも開発とは何か、国際的にはどのような努力が進められてきたのか、などを示す。 ネンダイ ウ ジゾク カノウセイ カン ギロン ハイケイ シメ ジゾク カノウ カイハツ ナニ カイハツ ナニ コクサイテキ ドリョク スス シメ																41963

						14		持続可能性指標 ジゾク カノウセイ シヒョウ		社会の真の発展とは何か、持続可能な社会を目指す指標は考えられるかなどについて考える。 シャカイ シン ハッテン ナニ ジゾク カノウ シャカイ メザ シヒョウ カンガ カンガ

				持続可能な社会に向けて ジゾク カノウ シャカイ ム		15		我々は何が出来るか ワレワレ ナニ デキ		人間活動を今後どのように改変していく必要があるのか、最終講では受講者の参加によるディスカッションにより、まとめとする。 ニンゲン カツドウ コンゴ カイヘン ヒツヨウ サイシュウ コウ ジュコウシャ サンカ																12月4日　16：00-　　18：00 ガツ ニチ








































UT812プロフェッショナル論（前）

				２０１4年度前期 ネンド ゼン キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 UＴ８１２ キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		プロフェッショナル論 ロン								副題 フクダイ		楽しく豊かな人生を創造するプロフェショナルの心得 タノ ユタ ジンセイ ソウゾウ ココロエ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		放送大学 ホウソウ ダイガク				水準 スイジュン		中級		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		金曜日１４：００～１８：００
(2講義集中） キン ヨウビ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・放送大学文京学習センター　　　　　　　　　　　　　　　（知の市場・放送大学（協賛））

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		天然資源が相対的に殆んどない日本が世界トップクラスの繁栄を達成したのは何故だろうか。それは日本の国民が「よく」働いたからである。逆に言うと、このことが無ければこの国の繁栄は維持できない。「よく」働くとは、単に勤勉に多くの時間を働くことではない。何の仕事をするにせよ「プロフェッショナル」に仕事をするということである。全ての仕事に共通する「プロフェッショナルとは何か」を考え、「如何したらプロフェッショナルな仕事をすることができるか」を考える。さらにその一端を演習により実践して受講者自身でそれを継続的に実行できる入口まで体験してもらう。それによって各個人々々が楽しい豊かな人生を創造し過ごすことに繋がることを目指している。(前期・後期同一内容で開講） モノ ゼンキ コウキ ドウイツ ナイヨウ カイコウ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				プロフェッショナルの基礎理論		1		プロフェッショナルとは何か		誰でも「プロフェッショナル」と言えるような人間になりたいと思っているであろう。その為には「プロフェッショナル」とは何かのイメージを明確に描いておく必要がある。「プロフェッショナル」とは何かを論じて、個人々々の日々の努力が向かうべき先のイメージを明確にする。																41368		放送大学                       東京文京                           学習センター  		下條佑一		下條佑一		経営研究所　　　　　　　　　　　　ｙＳｙｍｐｈｏｎｙ代表

						2		如何にしたらプロフェッショナルな仕事ができるか		プロのスポーツ選手は、もてる身体能力を充分成果に結び付ける為に必要な技（わざ）を真剣に稽古している。然るに、知的仕事をしている人（例えば企業で働いている人）の殆んどはプロフェッショナルな成果を生む為の技（わざ）を明確にしていない。それらの技（わざ）を理論的に明確にする。

				プロフェッショナルの基本技（わざ）　　　      　		3		幾つかの重要な技（わざ）		プロフェッショナルは仕事の目標をもっている。その目標達成の為の施策は体系的に構築されて始めて効果的・効率的に目標を達成することが出来る。デカルトの著書「方法序説」にある「因果律」を使って目標達成の為の施策体系を論理的に構築する技（わざ）を紹介する。																41382

						4		技（わざ）「分解と統合」の演習		技（わざ）「分解と統合」の理論は単純だが、その実践はやや複雑である。受講生にこの技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で研鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

						5		「『「よい』とはどういうことか」を考える技（わざ）		プロフェッショナルは何のしごとであれ「よい」仕事をしなければならない。然るに、この「よい」ということ自体は意外に明確にされない場合が多い。従って仕事の成果も中途半端に成り勝ちである。この「よい」を理論的に構築する技（わざ）を紹介する。																41403

						6		「『「よい』とはどういうことか」を考える技（わざ）の                           演習		技（わざ）「『「よい』とはどういうことか」の理論は単純だが、その実践はやや複雑である。受講生にこの技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で研鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

						7		技（わざ）「システム思考」		プロフェッショナルの仕事の成果は、「新たに構築されたシステム（含：やり方）」である場合も多い。この場合物事をシステマティックに考える方法論が役に立つ。システムを効果的・効率的に構築する考え方を技（わざ）「システム思考」として紹介する。																41417

						8		技（わざ）「システム思考」の演習		技（わざ）「システム思考」の要諦は単純だが、その実践は簡単ではない。受講生にこの技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で研鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

						9		問題解決・課題達成の技（わざ）		プロフェッショナルの仕事の多くは問題解決・課題達成の連続である。そしてそこには達成感という喜びがある。この問題解決・課題達成のプロセス自体を論理的に構築し初期の目標を達成する為に役立つ「問題解決・課題達成の技（わざ）」を紹介する。																41431

						10		問題解決・課題達成の技（わざ）の演習		この技（わざ）は色々な技（わざ）の複合体として成り立っている故、その習熟には相応の稽古が必要である。受講生にこの技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で研鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

						11		時間に関する技（わざ）		時間は命そのものでる。即ち時間の消費は命の投資である。従ってその生産性の大切さは誇張してもし過ぎることはない。長期に亘りプロフェッショナルな仕事をする為の時間の生産性を量的・質的両側面から論理的に考察し、其れを実行する技（わざ）を提供する。																41445

						12		「気」高める技（わざ）		プロフェッショナルが間断なくよい仕事をする為に根本的に必須の元手は「体力」と「気力」でる。気が萎えると体力をも損なわれる。ストレスの多い状況下では気力の充実の継続は簡単ではない。如何なる場合でも「気力」を維持向上する為の幾つかの技（わざ）を、それらを実践するためのツボと共に紹介する。

				プロフェッショナルの理論と技（わざ）の応用		13		Ｄｒｅａｍ Ｐｌａｎｎｎｉｎｇ と 人生のプロフェッショナル		ある領域でプロフェッショナルを目指すということは別の見方をすれば、それは「夢の実現」ということになる。そして延いては人生のプロフェッショナルを目指すことになる。これまでの講義の知識を総合的に活用して Dream Plannning と 人生のプロフェッショナルを論ずる。																41459

						14		演習「Ｄｒｅａｍ Ｐｌａｎｎｎｉｎｇ と 人生のプロフェッショナル」		この一見抽象的なテーマも、これまでの講義で得た知識を総動員すると具体的姿を現す。受講者に各人の夢の実現計画の策定と人生のプロフェッショナルのイメージを描き出すことに挑戦してもらう。これによってより豊かな人生がえられるとの思いを高める。 シャ タカ

						15		「わくわく」の原理		プロフェッショナルな仕事を続ける為の最強の牽引力は毎日続く「ワクワク感」ではないだろうか。これは仕事の成功の「結果」得られるとの現実もあるが、寧ろよい仕事をする為の「要因」であるとの見方がより有効である。その考えを論理的に確認し全講義のまとめとする。																41473




















UT812プロフェッショナル論（後）

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 UＴ８１２ キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		プロフェッショナル論 ロン								副題 フクダイ		楽しく豊かな人生を創造するプロフェショナルの心得 タノ ユタ ジンセイ ソウゾウ ココロエ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		放送大学 ホウソウ ダイガク				水準 スイジュン		中級		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		金曜日１４：００～１８：００
(2講義集中） キン ヨウビ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・放送大学文京学習センター　　　　　　　　　　　　　　　（知の市場・放送大学（協賛））

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		天然資源が相対的に殆んどない日本が世界トップクラスの繁栄を達成したのは何故だろうか。それは日本の国民が「よく」働いたからである。逆に言うと、このことが無ければこの国の繁栄は維持できない。「よく」働くとは、単に勤勉に多くの時間を働くことではない。何の仕事をするにせよ「プロフェッショナル」に仕事をするということである。全ての仕事に共通する「プロフェッショナルとは何か」を考え、「如何したらプロフェッショナルな仕事をすることができるか」を考える。さらにその一端を演習により実践して受講者自身でそれを継続的に実行できる入口まで体験してもらう。それによって各個人々々が楽しい豊かな人生を創造し過ごすことに繋がることを目指している。(前期・後期同一内容で開講） モノ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				プロフェッショナルの基礎理論		1		プロフェッショナルとは何か		誰でも「プロフェッショナル」と言えるような人間になりたいと思っているであろう。その為には「プロフェッショナル」とは何かのイメージを明確に描いておく必要がある。「プロフェッショナル」とは何かを論じて、個人々々の日々の努力が向かうべき先のイメージを明確にする。																41550		放送大学                    東京文京                             学習センター		下條佑一		下條佑一		経営研究所　　　　　　　　　　　　ｙＳｙｍｐｈｏｎｙ代表

						2		如何にしたらプロフェッショナルな仕事ができるか		プロのスポーツ選手は、もてる身体能力を充分成果に結び付ける為に必要な技（わざ）を真剣に稽古している。然るに、知的仕事をしている人（例えば企業で働いている人）の殆んどはプロフェッショナルな成果を生む為の技（わざ）を明確にしていない。それらの技（わざ）を理論的に明確にする。

				プロフェッショナルの基本技（わざ）　　　      　		3		幾つかの重要な技（わざ）		プロフェッショナルは仕事の目標をもっている。その目標達成の為の施策は体系的に構築されて始めて効果的・効率的に目標を達成することが出来る。デカルトの著書「方法序説」にある「因果律」を使って目標達成の為の施策体系を論理的に構築する技（わざ）を紹介する。																41564

						4		技（わざ）「分解と統合」の演習		技（わざ）「分解と統合」の理論は単純だが、その実践はやや複雑である。受講生にこの技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で研鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

						5		「『「よい』とはどういうことか」を考える技（わざ）		プロフェッショナルは何のしごとであれ「よい」仕事をしなければならない。然るに、この「よい」ということ自体は意外に明確にされない場合が多い。従って仕事の成果も中途半端に成り勝ちである。この「よい」を理論的に構築する技（わざ）を紹介する。																41578

						6		「『「よい』とはどういうことか」を考える技（わざ）の                            演習		技（わざ）「『「よい』とはどういうことか」の理論は単純だが、その実践はやや複雑である。受講生にこの技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で研鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

						7		技（わざ）「システム思考」		プロフェッショナルの仕事の成果は、「新たに構築されたシステム（含：やり方）」である場合も多い。この場合物事をシステマティックに考える方法論が役に立つ。システムを効果的・効率的に構築する考え方を技（わざ）「システム思考」として紹介する。																41592

						8		技（わざ）「システム思考」の演習		技（わざ）「システム思考」の要諦は単純だが、その実践は簡単ではない。受講生にこの技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で研鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

						9		問題解決・課題達成の技（わざ）		プロフェッショナルの仕事の多くは問題解決・課題達成の連続である。そしてそこには達成感という喜びがある。この問題解決・課題達成のプロセス自体を論理的に構築し初期の目標を達成する為に役立つ「問題解決・課題達成の技（わざ）」を紹介する。																41606

						10		問題解決・課題達成の技（わざ）の演習		この技（わざ）は色々な技（わざ）の複合体として成り立っている故、その習熟には相応の稽古が必要である。受講生にこの技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で研鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する。

						11		時間に関する技（わざ）		時間は命そのものでる。即ち時間の消費は命の投資である。従ってその生産性の大切さは誇張してもし過ぎることはない。長期に亘りプロフェッショナルな仕事をする為の時間の生産性を量的・質的両側面から論理的に考察し、其れを実行する技（わざ）を提供する。																41620

						12		「気」高める技（わざ）		プロフェッショナルが間断なくよい仕事をする為に根本的に必須の元手は「体力」と「気力」でる。気が萎えると体力をも損なわれる。ストレスの多い状況下では気力の充実の継続は簡単ではない。如何なる場合でも「気力」を維持向上する為の幾つかの技（わざ）を、それらを実践するためのツボと共に紹介する。

				プロフェッショナルの理論と技（わざ）の応用		13		Ｄｒｅａｍ Ｐｌａｎｎｎｉｎｇ と 人生のプロフェッショナル		ある領域でプロフェッショナルを目指すということは別の見方をすれば、それは「夢の実現」ということになる。そして延いては人生のプロフェッショナルを目指すことになる。これまでの講義の知識を総合的に活用して Dream Plannning と 人生のプロフェッショナルを論ずる。																41634

						14		演習「Ｄｒｅａｍ Ｐｌａｎｎｎｉｎｇ と 人生のプロフェッショナル」		この一見抽象的なテーマも、これまでの講義で得た知識を総動員すると具体的姿を現す。受講者に各人の夢の実現計画の策定と人生のプロフェッショナルのイメージを描き出すことに挑戦してもらう。これによってより豊かな人生がえられるとの思いを高める。 シャ タカ

						15		「わくわく」の原理		プロフェッショナルな仕事を続ける為の最強の牽引力は毎日続く「ワクワク感」ではないだろうか。これは仕事の成功の「結果」得られるとの現実もあるが、寧ろよい仕事をする為の「要因」であるとの見方がより有効である。その考えを論理的に確認し全講義のまとめとする。																41283




















YB611b狭山を学ぶ　企業編b

				２０１4年度後期 ネンド ウシ キ				　　知の市場（シラバス）																										新規/継続 シンキ ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 YB611b キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		狭山を学ぶ　企業編b サヤマ マナ キギョウ ヘン								副題 フクダイ		狭山を彩るものづくり企業シリーズb　－狭山工業団地エリア編－ サヤマ イロド キギョウ サヤマ コウギョウ ダンチ ヘン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		狭山商工会議所
狭山市 サヤマ サヤマシ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		調整中 チョウセイチュウ		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		木曜日（調整中） モクヨウビ チョウセイ チュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		埼玉・狭山
（狭山商工会議所、狭山市） サイタマ サヤマ サヤマ ショウコウ カイギショ サヤマシ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		狭山市は、人口約16万人を擁し、豊かな緑の中に2つの工業団地を抱える首都圏を彩る中核都市である。1982年以降、狭山市の製造品出荷額は県内第1位を維持し、約1兆4千億円の出荷額を誇るものづくりの都市である。こうした狭山の地が育んできたにもかかわらず日頃触れる機会の少ないものづくりの精神と技術や経営について、狭山市の特性を活かしながら内外に大きく羽ばたく企業の歴史、概要、技術などを広く紹介する。その中で、本科目で昭和40年代に埼玉県企業局により造成された狭山工業団地とその周辺企業の活動を紹介する。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義名 コウギ メイ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				はじめに・開校式 カイコウシキ		1		ものづくりにおける物の見方･考え方 モノ ミカタ カンガ カタ		国内外の伝統的文化･生活とその環境から生まれた工夫･アイディアを検証しつつ、伝統的技術と近代的技術の融合がもたらす物の見方･考え方について論じる。 コクナイガイ デントウテキ ブンカ セイカツ カンキョウ ウ クフウ ケンショウ デントウテキ ギジュツ キンダイテキ ギジュツ ユウゴウ モノ ミカタ カンガ カタ ロン																4月中に開講開始の予定で日程調整中 ガツチュウ カイコウ カイシ ヨテイ ニッテイ チョウセイチュウ		狭山市産業労働センター
多目的スペース（1階） サヤマシ サンギョウ ロウドウ タモクテキ カイ		狭山市産業労働センター　　　栗原博文 サヤマシ サンギョウ ロウドウ クリハラ ヒロフミ		長谷川秀夫 ハセガワ ヒデオ		分析産業医人ネット　委員 ブンセキ サンギョウイ ジン イイン

				ものづくり企業の技術と経営－事例研究：狭山工業団地エリア企業－ サヤマ コウギョウ ダンチ キギョウ		2		「幸せとは」～どうしたら幸せな人生を歩むことができるか シアワ シアワ ジンセイ アユ		2011年の知の市場で｢成功とは何か」をテーマに、検証した「成功」を基に、各個人や社会の「幸せ」を考え、世の中で一般的に言われている｢幸せ｣と｢本当の幸せとは何か｣について考え方を披露し、これからの人生をいかに幸せに生き抜くかを論じる。 ネン チ イチバ セイコウ ナニ ケンショウ セイコウ モト カクコジン シャカイ シアワ カンガ ヨ ナカ イッパンテキ イ シアワ ホントウ シアワ ナニ カンガ カタ ヒロウ ジンセイ シアワ イ ヌ ロン																						花形　聰		COM電子開発　
代表取締役会長 デンシ カイハツ ダイヒョウ トリシマリヤク カイチョウ

						3		創業･歴史・精密技術･そして未来へ ソウギョウ レキシ セイミツ ギジュツ ミライ		間野庫之助が立川で創業以来、社会に貢献する精密部品製造に一貫して精神を注ぎ、バランスの取れた「小さな一流企業」を目指し経営を続け、2006年に「元気なものづくり企業300社」に選定された。その歴史と狭山への移転の決断そして未来について経営者が語る。 マノ クラノスケ タチカワ ソウギョウ イライ シャカイ コウケン セイミツ ブヒン セイゾウ イッカン セイシン ソソ ト チイ イチリュウ キギョウ メザ ケイエイ ツヅ ネン ゲンキ キギョウ シャ センテイ レキシ サヤマ イテン ケツダン ミライ ケイエイシャ カタ																						林　愛子 ハヤシ アイコ		マノ精工　代表取締役 セイコウ ダイヒョウ トリシマリヤク

						4		クラッシックギター製造にかける情熱と技術 セイゾウ ジョウネツ ギジュツ		クラッシックギターは世界各地から目的に合った木材を輸入して制作する。木材は温度・湿度によって伸縮するのでシーズニングと工房内の温湿度管理が工作精度のカギとなることを紹介する。また、芝浦工業大学との共同研究から得られた成果についても言及する。 セカイ カクチ モクテキ ア モクザイ ユニュウ セイサク モクザイ オンド シツド シンシュク コウボウ ナイ ド カンリ コウサク セイド ショウカイ シバウラ キョウドウ ケンキュウ エ セイカ ゲンキュウ																						櫻井正樹 サクライ マサキ		河野ギター　代表取締役 コウノ

						5		創業から成長そして現在・未来 ソウギョウ セイチョウ ゲンザイ ミライ		創業以来最先端の技術を目指して進んできた83年間を経て到達した最先端の技術を駆使する光通信機器事業部の現状とその苦難の道について紹介する。技術者の苦悩の陰にしか成功はないことを技術者が熱く語る。 サイセンタン ギジュツ メザ スス ネン カン ヘ トウタツ サイセンタン ギジュツ クシ ヒカリツウシン キキ ジギョウ ブ ゲンジョウ クナン ミチ ショウカイ ギジュツシャ クノウ カゲ セイコウ ギジュツシャ アツ カタ																						大島文彦 オオシマ フミヒコ		七星科学研究所　　　　　　　　　　　　開発センター長 ナナ ホシ カガク ケンキュウジョ カイハツ チョウ

						6		ビリヤード競技の魅力と技術と歴史 キョウギ ミリョク ギジュツ レキシ		ビリヤードキュースティックの高級ブランド「MUSASHI」を持つアダムジャパンのビリヤードキュースティックを製造し続け40年。その創業と歴史そして未来を語る。また、ビリヤード競技の魅力とキュースティック製造の技術を紹介する。 コウキュウ モ セイゾウ ツヅ ネン ソウギョウ レキシ ミライ カタ キョウギ ミリョク セイゾウ ギジュツ ショウカイ																						高平睦生 タカヒラ ムツ ウ		アダムジャパン　
代表取締役 ダイヒョウ トリシマリヤク

						7		炭素繊維複合材のプレス成型量産化 タンソ センイ フクゴウザイ セイケイ リョウサンカ		地球温暖化対策が叫ばれる昨今運輸部門でも軽量化が求められており、炭素繊維複合材コンポジットに大きな期待が寄せられている。しかし現在の製造工法では量産性がなく高コストが大きな課題となる。これを大幅に改善した新技術PCMについて紹介する。 チキュウ オンダンカ タイサク サケ サッコン ウンユ ブモン ケイリョウカ モト タンソ センイ フクゴウザイ オオ キタイ ヨ ゲンザイ セイゾウ コウホウ リョウサンセイ コウ オオ カダイ オオハバ カイゼン シンギジュツ ショウカイ																						中村敬佳 ナカムラ ケイ カ		チャレンヂ　代表取締役 ダイヒョウ トリシマリヤク

						8		水晶デバイスに見る成長と技術 スイショウ ミ セイチョウ ギジュツ		狭山事業所の生産品目と主な用途、水晶製品の技術と製造、そして水晶製品の今後の展望と目指すものについて、未来に向けて紹介する。 サヤマ ジギョウショ セイサン ヒンモク オモ ヨウト スイショウ セイヒン ギジュツ セイゾウ スイショウ セイヒン コンゴ テンボウ メザ ミライ ム ショウカイ																						小林恒夫 コバヤシ ツネオ		日本電波工業　　　　　　　　　　　　　　　技術管理部 ニホン デンパ コウギョウ ギジュツ カンリブ

						9		新商品開発の取り組みについて シンショウヒン カイハツ ト ク		2020年のありたい姿として「卓越した技術と特徴ある製品でワールドワイドプレーヤーになる」ことを掲げている。そのために研究開発力の強化は必要不可欠であると考え2012年6月に次世代研究開発を行う部門を新設し、「先進技術と革新商品の継続的創造」を目的として取り組む新規商品の技術開発について紹介する。 ネン スガタ タクエツ ギジュツ トクチョウ セイヒン カカ ケンキュウ カイハツリョク キョウカ ヒツヨウ フカケツ カンガ ネン ガツ ジセダイ ケンキュウ カイハツ オコナ ブモン シンセツ センシン ギジュツ カクシン ショウヒン ケイゾクテキ ソウゾウ モクテキ ト ク シンキ ショウヒン ギジュツ カイハツ ショウカイ																						高見澤壮二 タカミザワ ソウ ニ		八千代工業　開発本部
第2研究開発部　技術主幹 ヤチヨ コウギョウ ダイ ケンキュウ カイハツ ブ ギジュツ シュカン

				ものづくり企業の研究開発と起業ー事例研究：インキュベーション入居企業ー キギョウ ケンキュウ カイハツ キギョウ ジレイ ケンキュウ ニュウキョ キギョウ		10		工学シュミレーションの世界
～構造解析を中心に～ コウガク セカイ コウゾウ カイセキ チュウシン		産業界の動向と対比させながら構造解析の発展の歴史を観察する。そして、具体的な現場の解析事例を紹介しながら、産業界におけるコンピュータを利用した工学シュミレーションの役割と重要性を論じる。 サンギョウカイ ドウコウ タイヒ コウゾウ カイセキ ハッテン レキシ カンサツ グタイテキ ゲンバ カイセキ ジレイ ショウカイ サンギョウカイ リヨウ コウガク ヤクワリ ジュウヨウセイ ロン																						山縣延樹 ヤマ ガタ ノブ ジュ		エイシーティー　代表 ダイヒョウ

						11		半導体製造と電子線の応用 ハンドウタイ セイゾウ デンシセン オウヨウ		IC・LSI等と称される半導体デバイスはパソコンだけでなく、携帯電話・自動車・テレビ塔をはじめとする身の回りのあらゆる道具に用いられている。半導体の製造工程を解説するとともに電子線の同分野への応用について述べる。また、レナ・システムズでの電子線技術について紹介する。 トウ ショウ ハンドウタイ ケイタイ デンワ ジドウシャ トウ ミ マワ ドウグ モチ ハンドウタイ セイゾウ コウテイ カイセツ デンシセン ドウブンヤ オウヨウ ノ デンシセン ギジュツ ショウカイ																						松岡玄也 マツオカ ゲン ヤ		レナ・システムズ　代表 ダイヒョウ

						12		これから注目される「熱危険性評価」について チュウモク ネツ キケンセイ ヒョウカ		2011年3月11日の東日本大震災で福島第一原子力発電所は未曽有の事故となった。一方、産業分野の製造現場にも発火・爆発の危険性が潜んでいる。これらの危険性を把握して、想定外の状況でも事故が起きないようにするのが化学物質の熱危険性評価である。身近な例から熱危険性評価を紹介する。 ネン ガツ ヒ ヒガシ ニホン ダイシンサイ フクシマ ダイイチ ゲンシリョク ハツデン ショ ミゾウ ジコ イッポウ サンギョウ ブンヤ セイゾウ ゲンバ ハッカ バクハツ キケンセイ ヒソ キケンセイ ハアク ソウテイ ガイ ジョウキョウ ジコ オ カガク ブッシツ ネツ キケンセイ ヒョウカ ミジカ レイ ネツ キケンセイ ヒョウカ ショウカイ																						金子崎良 カネコ サキ ヨ		パルメトリクス　代表 ダイヒョウ

						13		液晶ディスプレー エキショウ		産業でも家庭でも、現代の生活にすっかり定着した液晶ディスプレー。FILM　LCDを含めた液晶ディスプレーの開発及び販路開拓についてご紹介する。 サンギョウ カテイ ゲンダイ セイカツ テイチャク エキショウ フク エキショウ カイハツ オヨ ハンロ カイタク ショウカイ																						野呂道次 ノロ ミチ ジ		クローバージャパン　代表 ダイヒョウ

						14		未来への挑戦 ミライ チョウセン		レーザーを応用した光学製品の研究と開発を長年にわたって手掛けてきた。その企業の経営や技術開発の苦節を紹介する。 オウヨウ コウガク セイヒン ケンキュウ カイハツ ナガネン テガ キギョウ ケイエイ ギジュツ カイハツ クセツ ショウカイ																						服部義次 ハットリ ヨシツグ		ツクモ工学 代表 コウガク ダイヒョウ

				まとめ・ものづくり地域の ポテンシャルと今後 チイキ コンゴ		15		狭山市の産業の強みと弱み　将来に向けての方向性 サヤマシ サンギョウ ツヨ ヨワ ショウライ ム ホウコウセイ		狭山市には多くの企業が存在するが、その大きな部分をになう狭山工業団地の企業の活動の強み・弱みを分析し、将来に向けての方向性そして地域として日本としての産業の方向性を探る。 サヤマシ オオ キギョウ ソンザイ オオ ブブン サヤマ コウギョウ ダンチ キギョウ カツドウ ツヨ ヨワ ブンセキ ショウライ ム ホウコウセイ チイキ ニホン サンギョウ ホウコウセイ サグ																						森下　正		明治大学政治経済学部教授




















YB612b狭山を学ぶ　ものづくり編b

				２０１4年度後期 ネンド ウシ キ				　　知の市場（シラバス）																										新 規 シン タダシ



				科目No. カモク		共催講座　YB612b コウザ				科目名 カモクメイ		狭山を学ぶ　ものづくり編b　 サヤマ マナ ヘン								副題 フクダイ		グローバルブランドを目指す狭山茶の全てを学ぶ メザ サヤマ チャ スベ マナ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		狭山商工会議所・狭山市　　　　　　　　　　　　　　　狭山市茶業協会 サヤマ ショウコウ カイギショ サヤマシ サヤマ シ チャ ギョウ キョウカイ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		40名 メイ		配信定員 ハイシン テイイン		0名 メイ		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日10:00～12:00
実習(講義10～12）は土曜日      13:00～17:00 カ ヨウビ ジッシュウ コウギ ドヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		埼玉・狭山
（狭山商工会議所・狭山市） サイタマ サヤマ サヤマ ショウコウ カイギショ サヤマシ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		狭山市は有名なブランドである「狭山茶」の産地である。狭山茶は狭山丘陵で栽培・生産されるお茶の総称で、江戸時代にはすでに江戸でブランド化されており、当時狭山はお茶の生産地域の北限でもあった。狭山市が市政を引くはるか昔から「狭山」という名前を使い、ブランド化してきた狭山茶の魅力を、その歴史と効能から説き起こす。そして、いま生産者を中心に取り組まれている課題や将来への「夢」を示し、現在の狭山茶の姿を明らかにする。これによって、より多くの人々が「狭山茶」を再認識し、今後の狭山茶のブランド力強化につながる。昔は「薬」であった「お茶」を深く良く認識する機会を提供する。 トウジ サヤマ ト オ ショウライ シメ ゲンザイ サヤマ チャ スガタ アキ ヒトビト ニンシキ キカイ テイキョウ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				開講式 カイコウシキ		1		開講式・狭山とお茶 カイコウシキ サヤマ チャ		開講式。古来お茶は中国から伝えられ、江戸時代は関東圏がその栽培の北限とされてきた。狭山市はその地域に位置し、古くからお茶の栽培が盛んで、「市」としての名称も昭和29年に市制を引いた時に「狭山市」とした。「狭山茶」を歴史的にとらえ、また、現在の産業として、さらに未来に向けての取り組みを本コースで学んでいく。																41884		狭山市産業労働センター　　　1階多目的スペース　　　　　 サヤマシ サンギョウ ロウドウ カイ タモクテキ		狭山市産業労働センター　　　　　　　　　　　栗原博文　　　神部圭子 サヤマシ サンギョウ ロウドウ クリハラ ヒロフミ カンベ ケイコ				狭山市 サヤマ シ

				狭山茶の歴史と効能 サヤマ チャ レキシ コウノウ		2		狭山茶の歴史・その1 サヤマ チャ レキシ		中国から伝来したといわれる茶が、中世から近世にかけてどのように日本国内に広まっていったのかを振り返りながら、江戸時代後期に誕生した狭山茶について学ぶ。 チュウゴク																41891						高橋光昭 タカハシ ミツアキ		前狭山市博物館館長 ゼン サヤマシ ハクブツカン カンチョウ

						3		狭山茶の歴史・その2 サヤマ チャ レキシ		開国とともに急速に発達した狭山茶の生産について触れるとともに、紅茶やコーヒーの登場で国内消費に移行していった経過、機械化への取り組み、霜害に強い品種の登場などについて学ぶ。　																41898

						4		お茶から始まる和食の文化と健康づくり チャ ハジ ワショク ブンカ ケンコウ		日本の伝統的な食文化、和食は、世界の無形遺産として登録申請されるなど再認識されてきた。食文化のルーツを知り、科学的見地から食品の機能（人体に対する食品の作用や働き、栄養機能、健康性・生体調整機能、嗜好・食感機能）の内、お茶から始まる和食の色彩・香り・食感を中心に和食の素晴らしさと、お茶の存在意義を検証し健康づくりに活用する。 ニホン デントウテキ ショクブンカ ワショク セカイ ムケイ イサン トウロク シンセイ サイニンシキ ショクブンカ シ カガクテキ ケンチ ショクヒン キノウ ジンタイ タイ ショクヒン サヨウ ハタラ エイヨウ キノウ ケンコウセイ セイタイ チョウセイ キノウ シコウ ショッカン キノウ ウチ チャ ハジ ワショク シキサイ ショッカン チュウシン ワショク スバ チャ ソンザイ イギ ケンショウ ケンコウ カツヨウ																41912						長谷川秀夫 ハセガワ ヒデオ		NPO法人分析産業人ネット　　委員 ホウジン ブンセキ サンギョウ ジン イイン

						5		お茶の効能と文化 チャ コウノウ ブンカ		「お茶」の食品としての効能や効果、そしてお茶を中心とする文化的活動などを講義する。 チャ ショクヒン コウノウ コウカ チャ チュウシン ブンカ テキ カツドウ コウギ																41919						大森正司 オオモリ ショウジ		大妻女子大学　教授 オオツマ ジョシ ダイガク キョウジュ

				現在の狭山茶・生産と課題 ゲンザイ サヤマ チャ セイサン カダイ		6		育てる・つくる・売る ソダ ウ		茶業者の家庭に生まれ、家業を継承して約10年がたった。作物を育てる農業（第1次産業）・素材を加工する工業（第2次産業）とも違う「製茶業」という業種の難しさや、面白さが少しずつ見えてきた。近年の国の施策や支援団体が掲げる「6次産業」化への流れなど、今までの10年で体験し、見えてきたことやこれからの10年にかける思いなどをお話しする。																41926						奥富雅弘 オクトミ マサヒロ		奥富園代表・日本茶インストラクター埼玉県支部長 オクトミ エン ダイヒョウ ニホンチャ サイタマケン シブチョウ

						7		伝える・ひろめる・楽しむ ツタ タノ		代々家業としての茶業者を後継し、現在日本茶インストラクターの資格を取得、それにより地域の学校（小学校から大学まで）で幅広く日本茶の普及に務めている。自社茶園を持ち一貫した生産～販売の中でなしえるお茶の魅力とおいしさなどをできるだけ若い世代に伝えようと奮闘している。その活動を含めお話しする。																41933						宮岡　亘 ミヤオカ ワタル		宮岡園代表・前埼玉県茶業青年団長 ミヤオカ エン ダイヒョウ ゼン サイタマケン チャ ギョウ セイネン ダンチョウ

						8		お茶・農産物から世界を見る チャ ノウサンブツ セカイ ミ		茶業者は1・2・3次産業を包括して所有する数少ない業者である。農産物であるお茶の「葉」を加工流通させるためには、多くの分野が必要であるが、日本の農業政策や、国際的な取引に関するTPPに代表される「政治・行政・政策」について、現場視点でそれらを見て、製造業者としての意見を消費者の皆さんに問う。																41940						宮野圭司 ミヤノ ケイジ		宮野園代表・日本茶インストラクター ミヤノ エン ダイヒョウ ニホン チャ

						9		狭山地域から世界へ サヤマ チイキ セカイ		狭山丘陵で生産される「お茶」＝「狭山茶」を生産販売する事業者として取り組む「狭山茶」作りと、アメリカ市場を見た生産者として感じた「世界の中での狭山茶」の可能性を語る。																41947						並木茂芳 ナミキ シゲヨシ		並木園代表・日本茶アドバイザー ナミキ エン ダイヒョウ ニホンチャ

				体験・狭山茶生産 タイケン サヤマ チャ セイサン		10		狭山茶はこうして作られる１ サヤマ チャ ツク		茶業者の持つ1次産業としての「茶畑」、そこからの収穫後に、いろいろな加工を施す（2次産業）ことにより、お茶の付加価値を上げ、また、性格を変えてゆく。それら一連の流れを学ぶとともに、お茶の製造現場の取組を見学し、生産体験を行う。 チャ ギョウシャ モ ジ サンギョウ チャバタケ シュウカク ゴ カコウ ホドコ ジ サンギョウ チャ フカ カチ ア セイカク カ イチレン ナガ マナ チャ セイゾウ ゲンバ トリクミ ケンガク セイサン タイケン オコナ																41965		現地見学
会場：横田園 ゲンチ ケンガク カイジョウ ヨコタ エン				古谷　博 フルヤ ヒロシ		古谷園代表・狭山茶業協会会長 フルヤ エン ダイヒョウ サヤマ チャ ギョウ カイチョウ

						11		狭山茶はこうして作られる２ サヤマ チャ ツク																								横田泰宏 ヨコタ ヤスヒロ		東阜横田園代表 トウ フ ヨコタ エン ダイヒョウ

						12		狭山茶をさらにおいしく楽しむために サヤマ チャ タノ		農産物であり生き物である「お茶」の知識を本コースで学んできた。それらを踏まえ実践としてお茶の生産を体験し、さらに、生き物である「お茶」のポテンシャルを発揮させ、美味しいお茶を楽しむためのルールを学び実践する。																						横田貴弘 ヨコタ タカ ヒロ		東阜横田園代表 トウ フ ヨコタ エン ダイヒョウ

				未来に向けての狭山茶 ミライ ム サヤマ チャ		13		狭山茶の可能性 サヤマ チャ カノウセイ		日本茶インストラクターの資格を持ち、自らが「お茶」を世界に紹介する仕事に携わるとともに、世界中の「お茶」を視察し、愛好家と交流をして情報交換を実践し、さらに日本茶を海外に販売しているスタッフとして「世界のお茶と日本のお茶」を語る。 カタ																41968		狭山市産業労働センター　　　1階多目的スペース　　　　　				小野田実　		明日香代表 アスカ ダイヒョウ

						14		狭山茶と狭山の　　　　　　　　　ブランディング サヤマ チャ サヤマ		日本のブランドとしての「日本茶」、世界の中で日本文化の一つである「日本茶」をどのように展開していくべきなのか。狭山市の若手経営者たちが挑むブランディングプロジェクトを紹介する。																41975						吉田徹弥 ヨシダ テツヤ		狭山商工会議所青年部　　前部長 サヤマ ショウコウ カイギショ セイネン ブ ゼン ブチョウ

				まとめ		15		まとめ・未来に向けて ミライ ム		本コースでは地域ブランドである「狭山茶」をいろいろな角度から、多くの人・視点で講義を積み重ねてきたが、このコースを総括して、今後の狭山茶の未来を示唆し、お茶の製品としての可能性や、文化としての可能性を模索する。 ホン チイキ サヤマ チャ カクド オオ ヒト シテン コウギ ツ カサ ソウカツ コンゴ サヤマ チャ ミライ シサ チャ セイヒン カノウセイ ブンカ カノウセイ モサク																41982						横田泰宏 ヨコタ ヤスヒロ		東阜横田園代表 トウ フ ヨコタ エン ダイヒョウ



















講師リスト

						2014年度講師リスト ネンド コウ シ

		科目No. カモク		共催講座　YB612b				科目名 カモクメイ		狭山を学ぶ　ものづくり編b（狭山茶）　												副題 フクダイ		グローバルブランドを目指す狭山茶の全てを学ぶ

		連携機関名 レンケイ キカン メイ		狭山商工会議所・狭山市　　　狭山市茶業協会				水準 スイジュン		中級		教室定員 キョウシツ テイイン		40名		配信定員 ハイシン テイイン		0名		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日10:00～12:00　　　　実習（10～12）は土曜日				講義場所 コウギ バショ		埼玉・狭山（狭山商工会議所・狭山市）





		年度 ネンド		科目No.		科目名 カモク メイ		連携機関
・講師ID レンケイ キカン コウシ		氏　名		フリガナ		所属（組織名） ショゾク ソシキ メイ		所属（部署名） ショゾク ブショ メイ		職名（役職名） ショクメイ ヤクショクメイ		郵便番号 ユウビンバンゴウ		勤務先所在地（または自宅住所） キンムサキ ショザイチ ジタク ジュウショ		TEL		e-mail		備　考

		2014		YB611d		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		栗原博文 クリハラ ヒロフミ		ｸﾘﾊﾗﾋﾛﾌﾐ		狭山市産業労働センター サヤマシ サンギョウ ロウドウ				所長 ショチョウ				狭山市入間川1-3-3 サヤマシ イルマ ガワ		04-2946-7643		h.kurihara@sayama-sanrou.jp		連携機関 レンケイ キカン

		2014		YB611d		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		神部圭子 カンベ ケイコ		ｶﾝﾍﾞｹｲｺ		狭山市産業労働センター サヤマシ サンギョウ ロウドウ								狭山市入間川1-3-3 サヤマシ イルマ ガワ		04-2946-7643				取りまとめ講師 ト コウシ

		2014		YB611d		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマチャヘン		有・無 アリ ナシ		仲川幸成 ナカガワ ユキナリ		ﾅｶｶﾞﾜﾕｷﾅﾘ		狭山市 サヤマシ				市長 シチョウ				狭山市入間川1-1-1 サヤマシ イルマ ガワ

		2014		YB611d		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		高橋光昭 タカハシ ミツアキ		ﾀｶﾊｼﾐﾂｱｷ		SSCC狭山の歴史講師 サヤマ レキシ コウシ						350-1332		狭山市下奥富1322-2 サヤマシ シモ オクトミ		04-2953-2321		mitsuaki@inter7.jp

		2014		YB611d		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		長谷川秀夫 ハセガワ ヒデオ		ﾊｾｶﾞﾜﾋﾃﾞｦ		NPO法人分析産業人ネット ホウジン ブンセキ サンギョウ ジン				委員 イイン		350-1308		狭山市中央3-6　E-104 サヤマシ チュウオウ		04-2959-8471		hasegawa@p1.s-cat.ne.jp

		2014		YB611d		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		大森正司 オオモリ ショウジ		ｵｵﾓﾘｼｮｳｼﾞ		大妻女子大学 オオツマ ジョシ ダイガク				教授 キョウジュ								omori@t3.rim.or.jp

		2014		YB611d		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		奥富雅浩 オクトミ マサヒロ		ｵｸﾄﾐﾏｻﾋﾛ		奥富園 オクトミ エン				代表 ダイヒョウ								tea_and_records@indigo.plala.or.jp

		2014		YB611d		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		宮岡　亘 ミヤオカ ワタル		ﾐﾔｵｶﾜﾀﾙ		宮岡園 ミヤオカ エン				代表 ダイヒョウ

		2014		YB611d		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		宮野圭司 ミヤノ ケイジ		ﾐﾔﾉｹｲｼﾞ		宮野園 ミヤノ エン				代表 ダイヒョウ

		2014		YB611d		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		並木茂芳 ナミキ シゲヨシ		ﾅﾐｷｼｹﾞﾖｼ		並木園 ナミキ エン				代表 ダイヒョウ

		2014		YB611d		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		古谷　博 フルヤ ヒロシ		ﾌﾙﾔﾋﾛｼ		古谷園 フルヤ エン				代表 ダイヒョウ				狭山市広瀬3-34-8 サヤマシ ヒロセ		04-2952-2648

		2014		YB611d		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		横田泰宏 ヨコタ ヤスヒロ		ﾖｺﾀﾔｽﾋﾛ		東阜横田園 トウ フ ヨコタ エン				代表 ダイヒョウ				狭山市沢12-5 サヤマシ サワ		04-2959-6308		yokotaen@comet.ocn.ne.jp

		2014		YB611d		狭山を学ぶ　狭山茶編 サヤマ マナ サヤマ チャ ヘン		有・無 アリ ナシ		吉田徹也 ヨシダ テツヤ		ﾖｼﾀﾞﾃﾂﾔ		㈲アイ電気 デンキ				代表 ダイヒョウ				狭山市柏原2787 サヤマシ カシワバラ		04-2952-3481		tetsuya@netpass.jp

		　		　		　		有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ
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CT136規範科学事例研究１

				２０１4年度前期 ネンド ゼンキ キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		共催講座ＣＴ136 コウザ				科目名 カモクメイ		規範科学事例研究１ キハン カガク ジレイ ケンキュウ								副題 フクダイ		社会の諸々のリスク･マネジメントの実際を検証する シャカイ モロモロ ジッサイ ケンショウ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		化学生物総合管理学会
化学物質総合経営学教育研究会 カガク セイブツ ソウゴウ カンリ ガッカイ カガク ブッシツ ソウゴウ ケイエイガク キョウイク ケンキュウカイ				水準 スイジュン		中級 チュウ キュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日１８：３０～２０：３０       　　（4/30 18：00～20：00） スイ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京･お茶の水女子大学
（ライフワールド･ウオッチセンター増田研究室） トウキョウ チャ ミズ ジョシ ダイガク マスダ ケンキュウシツ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		膨大に集積した知をより幅広い世界で社会変革のために活用する必要性が叫ばれている。２０世紀末にそれまでの好奇心や欲望に動かされる科学研究や技術開発に対して社会のための科学（Science for Society)、政策のための科学（Science for Policy)が提唱された。規範科学（Ｒｅｇｕｌatoｒｙ　Science）はこうした潮流の中に位置づけられ、科学的方法論と知的説得を重視することにより、諸々のリスクの顕在化を未然に防止することを目指す。規範科学の文理融合的な特徴を踏まえながら、社会に影響をもたらすリスクの具体的な事例を検証しながら、その意味と意義を論ずる。 ボウダイ シュウセキ チ シャカイ ヘンカク カツヨウ セイキマツ ケンキュウ ギジュツ カイハツ テイショウ チョウリュウ ナカ モロモロ キハン カガク ブンリ ユウゴウテキ トクチョウ フ シャカイ エイキョウ グタイテキ ジレイ ケンショウ イミ イギ ロン



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				はじめに		1		生活と規範 セイカツ キハン		科目の目指すところと講義の進め方について概説するとともに、この科目の理解の基本となる規範とは何か、科学的方法論とは何かを紹介しつつ、具体例をもとに生活に深く浸透しリスク管理に必須の身近な規範について論じる。 ナニ カガクテキ ホウホウ ロン ナニ ショウカイ グタイ レイ セイカツ フカ シントウ カンリ ヒッス ミジカ キハン ロン																41373		お茶の水女子大学
共通講義棟
1号館		増田　優 マスダ ユウ		増田　優 マスダ ユウ		お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科教授

						2		安全学という新しい視点から身近な事故を解剖する		安全は、技術だけでは実現できない。安全哲学と共に、安全に直接関与する人間の問題、それを管理する組織や社会的制度の問題など、自然・人文・社会科学にまたがる総合的な学問領域として捉える必要がある。このような分野を安全学として新しく構築することを身近な機械や製品の事故を検証しながら提案する。 ケンショウ																41380						向殿　政男 ム トノ マサオ		明治大学　学友会長　
名誉教授 ガクユウ カイ チョウ メイヨ キョウジュ

				化学リスク カガク		3		アスベストを巡るＩＡＲＣによる評価と世界の動向		化学物質による発がん機構についてヒトと動物を例にあげて解説する。またアスベストは1970年代にWHOの研究機関である国際癌研究機構（IARC）がヒト発がん物質（Group 1）であることを世界に向けて明らかにしているが、それに対する各国の対応と現状について解説するとともに、ナノ材料についても付言する。 ザイリョウ フゲン																41387						津田　洋幸		名古屋市立大学
特任教授 キョウジュ

						4		アスベストの計測と評価		アスベストは製造禁止物質に指定されているが、建物等には既に多く使用されており、災害や解体作業等でアスベストの発散が懸念される。環境あるいは材料中のアスベストの計測方法および評価方法について述べる。																41394						保利　一 ホリ イチ		産業医科大学 産業保健学部 環境マネジメント学科　教授 サンギョウ イカ ダイガク サンギョウ ホケン ガクブ カンキョウ ガッカ キョウジュ

						5		ナノ粒子の次世代影響と                       予防・リスク管理		ナノ粒子の妊娠期曝露が出生児の脳神経系や生殖系などに及ぼす影響（研究結果）を解説しながら、環境中物質の健康リスクを扱う際の懸念事項を取り上げ、職業衛生・環境衛生の観点からナノ粒子の健康リスクの防止策を論考する。																41401						梅澤　雅和		東京理科大学薬学部
環境次世代健康科学研究センター　助教

				放射線リスク ホウシャ セン		6		放射線災害と被ばく医療		原爆被爆者の健康影響調査とチェルノブイリ原発事故による被ばく医療から、今回の福島原発事故に至るまで歴史的検証と放射線リスクについて概説する。特に原発安全神話の日本で未曾有の原発震災を経験し、その現場対応から長きに渡る県民健康管理調査事業の現状の課題を提示し、今後の科学社会における健康リスクへの対処を共考する。																41408						山下　俊一 ヤマシタ シュンイチ		長崎大学　理事・副学長

						7		放射線のリスク論：　サイエンスと倫理		放射線からの被ばくは微量でもリスクがあるという前提にたったリスク論によって国際的にも同様の健康政策がとられてきた。原子力事故や医療被ばくなどにおいて、実際にリスクに直面したときに、いかなるリスクとの関わりが求められるのか、サイエンスと倫理の両面からリスク論を考える。																41415						甲斐　倫明 カイ ミチアキ		大分県立看護科学大学　
教授 オオイタケンリツ カンゴ カガク ダイガク キョウジュ

				生物リスク セイブツ		8		ヒト由来ウイルス感染症と動物由来ウイルス感染症のリスクを考える		ヒトにおけるウイルス感染症と動物由来病原体によるヒトの感染症を比較して理解し，それぞれのヒトへの感染リスクを明らかにし，感染症対策全般に対する理解を深める．																41422						西條　政幸 サイジョウ マサユキ		国立感染症研究所
ウイルス第一部長 コクリツ カンセンショウ ケンキュウショ ダイ イチブ チョウ

						9		遺伝子組換え農作物・食品のリスク評価と管理の考え方		遺伝子組換え農作物を実用化するためには、生物多様性への影響評価や食品としての安全性、飼料としての安全性などが義務づけられている。これら、安全性評価の基本的な考え方と実際の評価について概説する。併せて遺伝子組換え農作物・食品のサイエンスコミュニケーションの取り組みについても紹介する。																41429						田部井　豊 タベイ ユタカ		農業生物資源研究所 ノウギョウ セイブツ シゲン ケンキュウショ

				製品リスクと認証		10		製品安全認証の考え方と世界の認証制度		製品安全の意義と理念を踏まえ、全世界の異なる安全認証制度の理念と制度を概観し、認証制度の重要性と役割について考察する。																41436						川口　昇		ＵＬ　Ｊａｐａｎ

						11		安全認証機関の仕組みと役割		製品安全を確かなものとする為の、安全認証機関の役割と仕組みについて、最新の世界の安全認証機関の動向を踏まえて考察する。																41443						郡　泰道

						12		安全認証機関のインテグリティー		安全認証機関そのものも、コンプライアンスを守りインテグリティーを高めることによりその安全認証制度が維持高揚され世界の安全が確かなものとなる。その目的と仕組みについて考察する。																41450						トーマス　ケストナー

				地域のリスクマネジメント チイキ		13		世界的な視点で地域的に実践、市民の健康と安全を守る地方衛生研究所 セカイテキ シテン チイキテキ		都道府県政令指定都市などには「衛生研究所」が設置されており、川崎市健康安全研究所もその一つである。日常の試験検査（（水・食品・家庭用品等の安全性、放射能測定など）、緊急検査対応（毒物散布、新感染症発生、バイオテロ）などを行っている。健康リスク管理の仕組みの一端としての衛生研究所の役割と機能を紹介する。 シナ																41457						岡部　信彦 オカベ ノブヒコ		川崎市健康福祉局　理事
川崎市健康安全研究所長 カワサキシ ケンコウ フクシキョク リジ カワサキシ ケンコウ アンゼン ケンキュウ ショチョウ

						14		茨城県で経験した
健康危機事例		1999年の東海村核燃料施設被曝事故から東日本大震災と福島原発事故まで、自然災害を含む茨城県が経験した様々な健康危機事例について、私たちが得てきた教訓は？そして、次の世代に何を伝えるべきか？　危機管理の観点から議論したい。																41464						土井　幹雄		茨城県保健福祉部 部長

				まとめ		15		未然防止と規範科学
規範創りの主役の交代		科学的方法論と知的説得を重視する規範科学が、リスクの顕在化を未然に防止するための諸制度を構築するにあたり役割を果たした事例を紹介しつつ、その意味と意義を論じる。現在、世界で活動している非政府機関が、リスク評価やリスク管理に係る規範策定の主体者になりつつある所以を事例を紹介しながら論じる。 ゲンザイ ジレイ ショウカイ																41471						増田　優		お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科教授






















JK131ｂ防疫薬総合管理

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座ＪＫ１３１ｂ				科目名 カモクメイ		 防疫薬総合管理								副題 フクダイ		身近な生活・環境害虫防除ー世界をリードする防疫薬と害虫防除技術ー

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		 日本環境動物昆虫学会				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		月曜日１８：１５～２０：１５				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		大阪・千里山
（日本リスクマネジャネットワーク） オオサカ センリヤマ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		熱帯病による死者は全世界で年間５００万人に達している。その最大の原因はマラリアで、その他にウエストナイル熱、日本脳炎、黄熱病、デング熱などがあり、いずれも蚊媒介性疾病である。マラリアの死者は毎年１５０万～２７０万人と報告されており、現在、WHOが中心となってマラリアの死者を半減させる運動を展開している。その手段としては、殺虫剤を家屋内に残留処理することやピレスロイド殺虫剤を含有させた蚊帳などの使用でベクターである蚊を防除することである。一方、都市化が進み、風土病、熱帯病が減少した先進地域では人々の快適な生活を維持するために、不快害虫（nuisance insects）などを防除することが不可欠になっている。これらの防除にはピレスロイドなどの安全な殺虫剤が使用されており、これらの薬剤開発では日本が常に世界をリードしてきた。防疫薬などの社会的役割、薬剤開発、使用技術の改良、安全性の確保および技術革新について解説する。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				昆虫と人間生活		1		歴史を変えた昆虫たち レキシ カ コンチュウ		昆虫が地球上に現れたのは、約4億年前であり、ヒト（猿人）が誕生したのは、約５００万年前といわれる。ヒトは誕生した時から必然的に昆虫類と関わりなら生きてきた。ここでは、昆虫類が歴史上偉大な人物や大きな事件に影響を与えた事例について述べ、昆虫と人間がこれまでにどのように関わってきたかを解説する。																41876		関西大学     千里山キャンパス           第４学舎       ３号館          ３２０２教室		安部八洲男		安部八洲男		大阪青山大学
健康科学部

						2		害虫防除の重要性 ガイチュウ ボウジョ ジュウヨウセイ		殺虫剤は感染症を媒介する衛生害虫（ベクター）や、有害害虫、不快害虫を駆除したり、衣料害虫、木材害虫を駆除し、人々の健康保持や快適環境の維持に貢献している。都市化が進み、風土病、熱帯病が減少した先進地域でも、その重要性は変わらない。害虫による被害とその防除の重要性について解説する。																41883

				害虫の生態と防除		3		衛生害虫の生態とその防除策 エイセイ ガイチュウ セイタイ ボウジョ サク		虫が媒介する感染症はいろいろある。日本で最も有名なのは蚊が媒介する日本脳炎であるが、海外旅行すると虫が媒介する感染症にかかるリスクが増大する。近年周辺諸国で流行が見られる虫が媒介する主な感染症を紹介する。																41890						新庄五朗		日本環境衛生センター
環境生物部

						4		不快害虫の生態とその防除 フカイ ガイチュウ セイタイ ボウジョ		人が生活している環境にはいやな虫がいる。気持ち悪い、かゆ～い、痛～い虫、ｱﾚﾙｷﾞｰの原因になる虫、病気を移す虫など様々である。ここでは、どんな虫がいるか、また、それらの虫の被害とその対策について説明する。																41904

						5		地球温暖化のリスク チキュウ オンダンカ		地球温暖化は虫たちの生活にも大きな影響を与えている。虫の生息域が変化している。また、地球温暖化に伴って近隣諸国で流行している感染症が日本へ侵入するリスクも増加している。人や物の移動、更に、渡り鳥の移動なども視点に入れて、温暖化による害虫と健康リスクを一緒に論じる。																41911

				殺虫剤の化学		6		防疫薬発展の歴史とその役割 ボウエキ ヤク ハッテン レキシ ヤクワリ		農薬（殺虫剤）使用の歴史を概説し、過去における殺虫剤の問題点およびそれを踏まえた殺虫剤（防疫薬）の発展の歴史とその役割について説明する。農薬の発明・開発・上市の流れについても解説する。																41918						森　達哉		住友化学
健康・農業関連事業研究所

						7		世界をリードしたピレスロイド殺虫剤 セカイ サッチュウザイ		除虫菊に含まれる殺虫成分（ピレトリン）の安全性を維持しながら構造を改変したピレスロイドは今やベクター（疾病媒介昆虫）コントロールに無くてはならない存在となっている。人類にとってかけがえのないピレスロイドの発明の経緯について化学構造の変換および効力の特徴の観点から説明する。またどのように発明がなされたのかについても解説する。																41932

				製剤とその利用技術		8		製剤化の意義と家庭用殺虫製剤の特徴と使用方法 セイザイ カ イギ カテイヨウ サッチュウ セイザイ トクチョウ シヨウ ホウホウ		家庭・防疫薬分野においては、新しい特徴を有する有効成分の発見に伴い、その効能を最大限に発揮するために、今まで各種製剤が提案されてきている。主として殺虫剤における製剤化の意義と、代表的な家庭用殺虫製剤に関する基本技術について解説する。																41939						竹林禎浩		住友化学
ベクターコントロール部

						9		その他の製剤と新規製剤の特徴と使用方法 ホカ シンキ セイザイ		家庭・防疫薬分野においては、新しい特徴を有する有効成分の発見に伴い、その効能を最大限に発揮するために、今まで各種製剤が提案されてきている。主として殺虫剤における製剤化の意義と、代表的な家庭用殺虫製剤に関する基本技術について解説する。																41953

				ベクター防除技術		10		世界をリードするオリセットネット（防虫蚊帳） セカイ ボウチュウ カヤ		マラリアはハマダラカという蚊が媒介し、アフリカにおいて貧困の大きな原因となっている。１９９８年にWHOが中心となり、２０１０年までにマラリアの脅威を半減することを目的としたロールバックマラリアキャンペーンが開始された。そこでは、防虫蚊帳オリセットネットは感染予防の有力な手段として使用されている。																41960						庄野美徳 ショウノ ビトク		住友化学
健康・農業関連事業研究所 スミトモ カガク ケンコウ ノウギョウ カンレン ジギョウ ケンキュウショ

				木材害虫 モクザイ ガイチュウ		11		シロアリ防除 ボウジョ		シロアリは真社会的昆虫であり、家屋そのものを食害し大きな経済的・社会的損失をもたらすという、家屋害虫の中でも独特の存在である。そのようなシロアリについて紹介しつつ、その防除方法を解説する。																41974						久保田俊一 クボタ シュンイチ		住友化学　　　　　　　　　　　生活環境事業部 スミトモ カガク セイカツ カンキョウ ジギョウ ブ

				害虫防除の実際 ガイチュウ ボウジョ ジッサイ		12		薬剤による害虫防除の課題とPCO(害虫防除専門家)の取り組み ヤクザイ ガイチュウ ボウジョ カダイ ト ク		PCO(Pest control operator,害虫防除専門家）がどのような場面で害虫防除に薬剤による防除を選択し、どのよう課題を抱えているのかについて、３０年間害虫防除に携わってきた経験をもとに述べる。また、今後どのような薬剤が望まれるかについてもPCOの立場からのべる。																41981						池尻幸雄 イケジリ ユキオ		イカリ消毒株式会社　　　　　　　　　　　技術研究所 ショウドク カブシキ カイシャ ギジュツ ケンキュウショ

				安全性		13		防疫薬の登録 ボウエキ クスリ トウロク		防疫薬の登録について述べる。日本（薬事法、化審法、毒劇法など）をはじめ、米国EPA（FIFRA)やEU（EUBPD)、その他世界各国の防疫薬登録制度について説明する。																41988						尾崎圭介		住友化学
生活環境事業部

						14		防疫薬の安全性 ボウエキ クスリ アンゼンセイ		登録に必要な安全性評価の考え方、急性毒性、遺伝毒性、刺激性、アレルギー性、亜急性毒性、慢性毒性、発癌性、催奇形性、繁殖毒性、神経毒性などの試験方と評価上の問題点を解説する。																41995

				総合防除		15		問題点と今後の方向 モンダイテン コンゴ ホウコウ		人々の生活の都市化や、住宅構造、生活様式などの外部環境の変化や、化学物質の安全性に対する意識の増加などから、防疫薬に対するニーズも変化し、それに対応して防疫薬も変革が必要とされる。ここでは、防疫薬が抱えている今日的問題点と今後の方向について考え、総合防除(IPM)の考え方についても述べる。																42023						安部八洲男		大阪青山大学
健康科学部




















JK454環境基礎論

				２０１４年度後期 ネンド コウ キ				知の市場（シラバス）				　																						継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座JK454 キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		 環境基礎論 カンキョウ キソ ロン								副題 フクダイ		 市民の環境問題入門 シミン カンキョウ モンダイ ニュウモン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		 日本リスクマネジャネットワーク ニホン				レベル		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日１８：１５～２０：１５ ヒ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		 　　大阪・千里山　　　　　　　　　　　　                    　　　　(日本リスクマネジャネットワーク) オオサカ センリヤマ ニホン

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		２１世紀は環境の世紀といわれている。それは変わらないと思われてきた地球環境が大きく変化し、危機的ともいえる局面を迎え、人間と環境との係わりを根本から考え直す必要があるというメッセージである。人間は誕生以来、自然に働きかけ、生活に必要なものを手に入れてきた。産業革命以降、科学・技術の急速な発展により、生活は便利で快適になったが、他方で自然破壊や環境汚染が進み、人間を脅かすようになってきた。その象徴が地球温暖化問題である。この講座では、これから環境問題について学ぼうとする市民や勤労者に、生活の土台となる地球、水、大気、土壌について、また生活を豊かにしてきた化学物質などについて、最新のトピックや身近な関心事も交え、広く環境問題について講義し、共に考える。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				地球と環境 チキュウ カンキョウ		1		環境問題の歴史		環境問題を考える糸口として,時代の変遷を振り返りながら環境問題の全容を俯瞰し、　講義全体を概観する。 カンキョウ モンダイ カンガ イトグチ ジダイ ヘンセン フ カエ カンキョウ モンダイ ゼンヨウ フカン コウギ ゼンタイ ガイカン																9"月"30"日"		関西大学     千里山キャンパス第４学舎               ３号館            ３２０２教室 ゴウカン		宮崎隆介 ミヤザキ タカスケ		前田　興治 マエダ コウ ジ		日本リスクマネジャ　　　　　　ネットワーク ニホン

						2		宇宙船地球号（１）		環境問題を考える上で基礎になる地球について知るために大気圏、水圏のしくみを解説する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 スイケン カイセツ																41919						宮崎　隆介 ミヤザキ タカスケ

						3		宇宙船地球号（２）		環境問題を考える上で基礎になる地球のしくみのうち、陸圏のしくみについて解説する。また、「生物多様性」とは何か、その重要性と現状を森と木の役割や林野庁の進める「木づかい運動」、「美しい森づくり国民運動」の紹介を通じて解説する。																41926						宇都　英二 ウト エイジ

				公害と環境 コウガイ カンキョウ		4		水質汚濁問題 スイシツ オダク モンダイ		水質汚染の歴史は産業革命にまで遡る。産業の発展と共に川や海が汚れ、人の生活に悪影響を与えてきた。水質汚濁対策の進展で現在では相当改善されてきたがまだ完全ではなく、新しい問題も起きている。水質汚濁問題を日本の状況を中心に、上水道への影響や下水道整備の話を交えて解説する。																41933						刑部　忠彦 ケイ ブ タダヒコ

						5		土壌汚染問題		土壌汚染問題をイタイイタイ病(カドミウム汚染米)の問題やラブキャナル事件など土壌汚染の歴史から説き起こす。最近の東京築地市場の移転問題やブラウンフィールド問題まで土壌汚染の歴史を概観しつつ、土壌汚染対策技術の解説も行う。																41940						久保田　俊美 クボタ トシミ

						6		大気汚染問題 タイキ オセン モンダイ		４大公害裁判の一つ「四日市ぜんそく」から道路環境裁判までの概略と企業・行政の取り組みを述べ、大気汚染の歴史を振り返る。次に環境基準が未達成の「光化学オキシダント」の現状と要因の一つである「越境汚染への取り組み」を紹介する。最近話題の微小粒子状物質（PM2.5）や地球規模の大気汚染への取組みも紹介する。　																41947						西村　庄司 ニシムラ ショウジ

						7		廃棄物処理問題		産業廃棄物と一般廃棄物、不法廃棄、焼却場、廃棄物処理場、ダイオキシン問題、住民運動、海外との関係など廃棄物処理問題の全般について行政の対応を踏まえながら歴史と現況について解説する。 ゼンパン ギョウセイ タイオウ フ																41954						佐古　勇策 サコ ユウサク

				地球温暖化 チキュウ オンダンカ		8		地球温暖化（１）		地球温暖化のもたらす脅威は世界的な共通認識となり、その対策をめぐって国際的な交渉が続けられている。その共通認識をもたらしたIPCCの報告（主として第4次報告書ーAR4)について概説する。 チキュウ オンダンカ キョウイ セカイテキ キョウツウ ニンシキ タイサク コクサイテキ コウショウ ツヅ キョウツウ ニンシキ シュ ダイ ジ ホウコクショ ガイセツ																41961						石橋　博 イシバシ ヒロシ

						9		地球温暖化（２）		我国ではオイルショックなどを通して省エネルギー技術を発展させた。この技術は私たちの居住環境の快適性を格段に向上させたが、一方で設備・機器の量的な普及により熱や有害物質などを周辺空間に排出している。講義では身近なごみやバイオマスに焦点を当て、環境側面からエネルギーの利活用の現況について概説する。 イッポウ																41968						遠藤　憲雄 エンドウ ノリオ

				化学物質と食 カガク ブッシツ ショク		10		化学物質のリスク管理 カンリ		化審法、PRTR制度、REACHなどの社会的な管理の仕組みを解説し、会員の仕事を通して化学物質の環境リスク管理について論じる。 ロン																41975						奥村　勝 オクムラ マサル

						11		食の安全・安心 ショク アンゼン アンシン		食にまつわるリスクとは、生活に最も身近な環境リスクであり、生命に直結する問題でもある。農作物の栽培や家畜の飼育、或いは加工品の製造・開発の段階に始まり、輸送、防疫、保管、購入、更には調理及び摂取の過程に至るまで、極めて広範囲かつ多面的に発生するリスクについて概説し、対処の仕方についても紹介する。																41982						辻本　晴美 ツジモト ハルミ

				社会の動き シャカイ ウゴ		12		最新の環境技術・環境ビジネスの紹介 サイシン カンキョウ ギジュツ カンキョウ ショウカイ		豊かな生活を求めて発生させてきた環境問題をクリアするため、環境ビジネスは有望なビジネスとして期待されている。しかし、東日本大震災に続く原発事故は、安全神話と地球温暖化解決の切り札を御旗に原子力発電へ依存を高めてきた日本の環境政策をぐらつかせている。環境技術の果たすべき役割について一緒に考える。
																41989						宇野　健一 ウノ ケンイチ

						13		環境法の動き カンキョウ ホウ ウゴ		各講義で出てくる個別法の話をまとめる観点から、主要な環境法の歴史と概要を紹介する。また、日本の法律の歴史的変化と最新の体系、主な国際法規や海外法規の動向についても紹介する。																42010						牧野　薫 マキノ カオル

						14		企業の社会的責任（CSR) キギョウ シャカイテキ セキニン		市民の側から企業社会との付き合いを考える視点から企業の社会的責任（CSR)について世界の歴史的背景に触れながら、CS・環境会計・ISO認証取得、CSR報告書など企業の社会的責任（CSR)の現状について解説する。 シミン ガワ キギョウ シャカイ ツ ア カンガ シテン キギョウ シャカイテキ セキニン セカイ レキ シ テキ ハイケイ フ カンキョウ カイケイ ニンショウ シュトク ホウコクショ キギョウ シャカイテキ セキニン ゲンジョウ カイセツ																42017						古沢　啓一 フルサワ ケイイチ

				まとめ		15		持続可能な社会（循環型社会／低炭素社会）を目指して ジゾク カノウ シャカイ テイタンソ シャカイ		講義全体のまとめとして、循環型社会、低炭素社会について考え、持続可能な社会の発展を目指す社会の動きについて解説する。 コウギ ゼンタイ テイタンソ シャカイ カンガ ジゾク カノウ シャカイ ハッテン カイセツ																42024						宇都　英二 ウト エイジ










































ZY222i動物臨床医学事例研究

				２０１4年度前期 ネンド マエ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続新規 ケイゾク シンキ



				科目No. カモク		共催講座ZY222i キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		動物臨床医学事例研究ｉ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ								副題 フクダイ		臨床現場に有用な症例検討のあり方１ リンショウ ゲンバ ユウヨウ ショウレイ ケントウ カタ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				水準 スイジュン		上級 ジョウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		８０名 メイ		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		日曜日9:30-11:00, 11:10-12:40, 13:40-15:10, 15:20-16:50（4講義集中） ニチ ビ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		鳥取・倉吉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（動物臨床医学研究所） トットリ クラヨシ ドウブツリンショウ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		動物医療の中でも伴侶動物医療の近年の発展は目を見張るものがある。しかし、急速な発展の中にはひずみが発生しているのも事実である。医療は生き物的要素があり、急速な変化に対応不能な面もある。この科目では、後期に先がけて臨床獣医学のありようを再考し、原点であるひとつひとつの症例を大事に検証し、そのありようを検討する。受講対象者は獣医師、獣医系大学学生、動物看護師に限る。 ドウブツ イリョウ ナカ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				眼科 ガンカ		1		白内障手術の症例選択と注意点		犬の白内障手術希望例に対して手術実施例は、半数程度かもしれない。手術除外の理由として、術後視覚回復が期待できない、術後併発症リスクなど、私の施設における判断基準を整理してみた。一方、薬物治療あるいは放置の場合も併発症リスクを伴う。犬の白内障治療を検証する。																41391		伯耆しあわせの郷２Ｆ大会議室又は　　　動物臨床医学研究所３Ｆカンファレンスルーム ホウキ ゴウ ダイ カイギシツ マタ ドウブツリンショウ		山根　剛　		山形静夫 ヤマガタ シズオ		山形動物病院 ヤマガタ ドウブツ ビョウイン

				症例検討（１） ショウレイ ケントウ		2		外科的疾患の検討（１） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						髙島一昭　　　他複数名 タカシマ カズアキ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ

						3		内科的疾患の検討（１） ナイカテキ シッカン ケントウ

				麻酔 マスイ		4		麻酔プロトコールと麻酔薬　第1部 ダイ ブ		麻酔に関わる薬剤は、鎮静剤やオピオイド、注射麻酔薬、吸入麻酔薬など多種である。これらを他剤併用することは副作用の軽減だけでなく、相乗効果による十分な鎮静や疼痛緩和を得る。多剤併用のバランスのとれた麻酔プロトコールを行う中で必要となる、各種麻酔薬の特性やその応用について解説する。																41412						北尾貴史 キタオ タカシ フミ		動物メディカルセンター ドウブツ

						5		麻酔プロトコールと麻酔薬　第2部 ダイ ブ

				症例検討（２） ショウレイ ケントウ		6		外科的疾患の検討（２） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						小笠原淳子　　他複数名 オガサワラ ジュンコ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ

						7		内科的疾患の検討（２） ナイカテキ シッカン ケントウ

				血液 ケツエキ		8		免疫介在性血球減少症の治療　第1部 ダイ ブ		免疫介在性血球減少症はいばしば遭遇する。特に免疫介在性溶血性貧血(IMHA)や免疫介在性血小板減少症(IMTP)は頻度が高い疾患である。これら治療はプレドニゾロンによる免疫抑制療法が第1選択として行われるが、重症の場合や難治性、再発性の場合には他の治療法も検討する必要がある。そこで今回はさまざまな免抑制剤の使い方について解説する。																41482						下田哲也 シモダ テツヤ		山陽動物医療センター サンヨウ ドウブツ イリョウ

						9		免疫介在性血球減少症の治療　第２部 ダイ ブ

				症例検討（３） ショウレイ ケントウ		10		外科的疾患の検討（３） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						山根　剛　　　　他複数名 ヤマネ ツヨシ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ

						11		内科的疾患の検討（３） ナイカテキ シッカン ケントウ

				整形外科 セイケイ ゲカ		12		良くある整形外科手術に手を出すにあたって！　第1部 ヨ セイケイ ゲカ シュジュツ テ ダ ダイ ブ		一般診療でよく遭遇する」または「手を出したくなる」整形外科手術（橈尺骨骨折・骨頭切除・骨盤骨折・脛骨粗面離断など）を中心に失敗しないための「コツ」と「症例選択のポイントを解説する。																41510						櫻田　晃 サクラダ アキラ		さくらだ動物病院 ドウブツ ビョウイン

						13		良くある整形外科手術に手を出すにあたって！　第2部 ヨ セイケイ ゲカ シュジュツ テ ダ ダイ ブ

				症例検討（４） ショウレイ ケントウ		14		外科的疾患の検討（４） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						水谷雄一郎　他複数名 ミズタニ ユウイチロウ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツ リンショウ イガク ケンキュウ ジョ

						15		内科的疾患の検討（４） ナイカテキ シッカン ケントウ




















ZY222ｊ動物臨床医学事例研究ｊ

				２０１4年度後期 ネンド ウシロ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続新規 ケイゾク シンキ



				科目No. カモク		共催講座ZY222ｊ キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		動物臨床医学事例研究ｊ ドウブツ リンショウ イガク ジレイ ケンキュウ								副題 フクダイ		臨床現場に有用な症例検討のあり方２ リンショウ ゲンバ ユウヨウ ショウレイ ケントウ カタ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ				水準 スイジュン		上級 ジョウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		８０名 メイ		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		日曜日　9:30-11:00、11:10-12:40、13:40-15:10（3講義集中） ニチ ビ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		鳥取・倉吉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（動物臨床医学研究所） トットリ クラヨシ ドウブツリンショウ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		動物医療の中でも伴侶動物医療の近年の発展は目を見張るものがある。しかし、急速な発展の中にはひずみが発生しているのも事実である。医療は生き物的要素があり、急速な変化に対応不能な面もある。この科目では、後期に先がけて臨床獣医学のありようを再考し、原点であるひとつひとつの症例を大事に検証し、そのありようを検討する。受講対象者は獣医師、獣医系大学学生、動物看護師に限る。 ドウブツ イリョウ ナカ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				消化器 ショウカキ		1		肝外胆道系疾患の診断と治療		小動物における肝外胆道系疾患は，比較的稀な疾患とされているが，超音波診断装置の普及もあって近年遭遇する機会は増えている。
肝外胆道系疾患の中で，胆嚢炎，胆石症，胆嚢粘液嚢腫，肝外胆管閉塞などを中心に診断法と治療法を解説する。																41538		伯耆しあわせの郷２Ｆ大会議室又は　　　動物臨床医学研究所３Ｆカンファレンスルーム ホウキ ゴウ ダイ カイギシツ マタ ドウブツリンショウ		山根　剛		小出和欣 コイデ カズ キン		小出動物病院 コイデ ドウブツ ビョウイン

				症例検討（１） ショウレイ ケントウ		2		外科的疾患の検討（１） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						髙島一昭　　　他複数名 タカシマ カズアキ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ

						3		内科的疾患の検討（１） ナイカテキ シッカン ケントウ

				神経 シンケイ		4		CTおよびMRI検査を用いた脊髄疾患の診断と予後判定		現在では小動物における神経疾患の診断において，CTおよびMRIは一般的な検査法となっている。また最近では，予後判定を含めた診断の重要性が指摘されている。今回，CTおよびMRIを用いた脊髄疾患の予後判定に関して，我々のデータと既知の論文とを比較して解説する。																41573						柄　武志 ツカ タケシ		鳥取大学 トットリ ダイガク

				症例検討（２） ショウレイ ケントウ		5		外科的疾患の検討（２） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						小笠原淳子　　他複数名 オガサワラ ジュンコ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ

						6		内科的疾患の検討（２） ナイカテキ シッカン ケントウ

				循環器 ジュンカンキ		7		心検査のポイント（画像検査を中心に）		心検査を行う上で、それぞれの心疾患において注意して観察するポイントがある。
心疾患の診断する上でのポイントを、心疾患別に胸部X線検査ならびに心エコー検査などの画像検査を中心に解説する。																41299						山根　剛　　　 ヤマネ ツヨシ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ

				症例検討（３） ショウレイ ケントウ		8		外科的疾患の検討（３） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						和田優子　　　他複数名 ワダ ユウコ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ

						9		内科的疾患の検討（３） ナイカテキ シッカン ケントウ

				循環器 ジュンカンキ		10		心臓を中心とした胸部レントゲンの読み方		心不全などを来すと心拡大が見られるようになる。VHSやCTRの測定方法や、各疾患における心臓の基本的なレントゲンの読み方を解説する																41327						髙島一昭 タカシマ カズアキ		動物臨床医学研究所 ドウブツリンショウ

				症例検討（４） ショウレイ ケントウ		11		外科的疾患の検討（４） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						山根　剛　　　　他複数名 ヤマネ ツヨシ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツ リンショウ イガク ケンキュウ ジョ

						12		内科的疾患の検討（４） ナイカテキ シッカン ケントウ

				エキゾチックペット		13		ウサギの緊急疾患／胃拡張症について　内科治療		ウサギの胃拡張症は、臨床現場において頻発する緊急疾患であり、内科的に維持するのか、即座に外科治療に踏み切るのか常に悩まされる疾患である。本テーマでは内科治療に重点をおいて解説する。																41362						加藤　郁 カトウ カオル		加藤どうぶつ病院 カトウ ビョウイン

				症例検討（５） ショウレイ ケントウ		14		外科的疾患の検討（５） ゲカテキ シッカン ケントウ		小動物臨床における疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。																						水谷雄一郎　他複数名 ミズタニ ユウイチロウ ホカ フクスウメイ		動物臨床医学研究所 ドウブツ リンショウ イガク ケンキュウ ジョ

						15		内科的疾患の検討（５） ナイカテキ シッカン ケントウ




















PT211a感染症総合管理1a

				２０１4年度前期 ネンド ゼンキ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座PT211a コウザ				科目名 カモクメイ		感染症総合管理1a カンセンショウ ソウゴウカンリ								副題 フクダイ		感染症との闘いー現在問題となっている感染症ー カンセンショウ タタカ ゲンザイ モンダイ カンセンショウ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		国立感染症研究所 コクリツカンセンショウケンキュウショ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		35		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日　18:30〜20:30 カヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・戸山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立感染症研究所） トウキョウ トヤマ コクリツカンセンショウケンキュウショ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		感染症の発症メカニズムおよび過去・現在・未来に問題となる感染症をわかりやすく解説する。それとともに、感染症に対して人類がどのように闘っているのか、またその中で専門機関、特に国立感染症研究所（感染研）が　はたしている機能についても解説する。 カンセンショウ ハッショウ カコ ゲンザイ ミライ モンダイ カンセンショウ カイセツ カンセンショウ タイ ジンルイ タタカ ナカ センモンキカン トク コクリツ カンセンケン キノウ カイセツ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				総論 ソウロン		1		感染症序論 カンセンショウジョロン		感染症とは何かを概説し、我が国及び諸外国で問題となっている感染症の全体像を紹介する。また、感染症の原因微生物を生物学的観点から解説し、当科目の導入部とする。 カンセンショウ ナニ ガイセツ ワ クニオヨ ショガイコク モンダイ カンセンショウ ゼンタイゾウ ショウカイ カンセンショウ ゲンインビセイブツ セイブツガクテキ カンテン カイセツ トウ カモク ドウニュウブ																41372		国立感染症研究所　　　　　　戸山庁舎　　　会議室 コクリツカンセンショウ ケンキュウショ トヤマチョウシャ カイギシツ		渡邊治雄 ワタナベハルオ		渡邊治雄 ワタナベハルオ		国立感染症研究所　　　　　所長 コクリツ ショチョウ

						2		感染症の発症機講 カンセンショウホハッショウキジョ コウ		感染症がどのように起こるのかの発症機構をヒトおよび病原体側から解説する。特に、人体病理の面から人体の組織等の画像を用いて目で見て理解を深める。 カンセンショウ オ ハッショウキジョ キコウ ビョウゲンタイ ガワ カイセツ トク ジンタイ ビョウリ メン ジンタイ ソシキ トウ ガゾウ モチ メ ミ リカイ フカ																41379						長谷川秀樹 ハセガワ ヒデキ		国立感染症研究所　　　　　　　感染病理部部長 コクリツカンセンショウ カンセンビョウリブブチョウ

						3		細菌の病原性を担う遺伝子 サイキン ビョウゲンセイ ニナ イデンシ		様々な病原細菌が存在するが、どのようにして病気を引き起こすのだろうか？多彩な病原機能を解説し、其れを担う病原遺伝子のその機能について理解を深める。また、それらの病原因子が細菌間で伝播する仕組みを併せて紹介する。 サマザマ ビョウゲンサイキン ソンザイ ビョウキ ヒ オ タサイ ビョウゲンキノウ カイセツ ソ ニナ ビョウゲンイデンシ キノウ リカイ フカ ビョウゲンインシ サイキンカン カン デンパ シク アワ ショウカイ																41386						大西　真 オオニシ マコト		国立感染症研究所　　　　　　　細菌第一部部長 コクリツカンセンショウ サイキンダイイチ カンセンビョウリブブチョウ

						4		国際的な感染症危機と感染症サーベイランス コクサイテキ カンセンショウ キキ カンセンショウ		感染症に国境はない。迅速な対応の為感染症危機に対する監視体制が重要である。本講では、感染症サーベイランスとはなにか、感染症危機探知のための国内の仕組み、国際的な枠組みについて、新興感染症等の具体例を用いながら解説する。 カンセンショウ コッキョウ ジンソク タイオウ タメ カンセンショウ キキ タイ カンシタイサク タイセイ ジュウヨウ ホン コウギ カンセンショウ カンセンショウ キキ タンチ コクナイ シク コクサイテキ ワクグ シンコウ カンセンショウ トウ グタイテキ レイ モチ カイセツ																41407						中島　一敏 ナカジマ カズトシ		国立感染症研究所　　　　　　　感染症疫学センター　　　　主任研究官 コクリツカンセンショウ カンセンショウジョウホウエキガクブ エキガク シュニンケンキュウカン

						5		薬剤耐性と院内感染 ヤクザイタイセイ インナイカンセン		今日、日本の医療現場では院内感染の事例が報告され、大きな社会問題となっている。本講では、院内感染の原因となる微生物や院内感染の防止対策について概説する。 コンニチ ニホン イリョウゲンバ インナイカンセン ジレイ ホウコク オオ シャカイモンダイ ホンコウデ コウギ インナイカンセン ゲンイン ビセイブツ インナイカンセン ボウシ タイサク ガイセツ																41414						鈴木　里和 スズキ サトワ		国立感染症研究所　　　　　　　細菌第二部室長 コクリツカンセンショウ サイキンダイニブ シツチョウ

				各論 カクロン		6		媒介昆虫と感染症 バイカイ コンチュウ カンセンショウ		昆虫（蚊、ダニ、ハエ等）を媒介として病原体がヒトに感染する感染症にはどのようなものがあり、国内国外でどの程度問題になっているのか、その現状を紹介する。また、伝播メカニズムや予防法についても解説する。 コンチュウ カ ナド バイカイ ビョウゲンタイ カンセン カンセンショウ コクナイ コクガイ テイド モンダイ ゲンジョウ ショウカイ デンパ ヨボウホウ カイセツ																41421						沢辺　京子 サワベ キョウコ		国立感染症研究所　　　　　　　昆虫医科学部部長 コクリツカンセンショウ コンチュウ イカガクブ コンチュウイカガク カンセンビョウリブブチョウ

						7		重篤な真菌感染症 ジュウトク シンキンカンセンショウ		真菌は属にカビと呼ばれており、日常生活で遭遇する身近な微生物である。真菌が原因となる病気として白鮮（いわゆる水虫）がしられているが、生命を脅かす重篤な真菌感染症が増えており、医療現場では対応に苦慮する場合も多い。本講義では、ヒトに病気を起こす真菌の種類や性質と、代表的な真菌がおこす病気について概説する。 シンキン ゾク ヨ ニチジョウセイカツ ソウグウ ミジ チカ ビセイブツ シンキン ゲンイン ビョウキ ハクセンキン ミズムシ セイメイ オビヤ ジュウトク シンキンショウ カンセンショウ フ イリョウゲンバ タイオウ クリョ バアイ オオ ホンコウギ ビョウキ オ シンキン シュルイ セイシツ ダイヒョウテキ シンキン ビョウキ ガイセツ																41428						宮崎義継　　 ミヤザキ ヨシツグ		国立感染症研究所　　　　　　　真菌部部長 シンキンブブチョウ

						8		寄生虫と感染症 キセイチュウ カンセンショウ		我が国で問題となっている寄生虫感染症及び発展途上国で問題となっている寄生虫感染症の概要を説明する。また、海外に出かけるときの予防対策上、留意すべき点についても紹介する。 ワ クニ モンダイ キセイチュウ カンセンショウ オヨ ハッテントジョウコク モンダイ キセイチュウカンセンショウ ガイヨウ セツメイ カイガイ デ ヨボウタイサク ジョウ リュウイ テン テンニツイテモショウカイ																41435						永宗喜三郎 ナガムネ キサブロウ		国立感染症研究所　　　　　　　寄生動物部室長 キセイドウブツブ ブ シツチョウ

						9		細菌性食中毒 サイキンセイショクチュウドク		我が国に於ける細菌性食中毒としては、腸管出血性大腸菌により汚染された食材を原因とする集団食中毒事例が記憶に新しいが、サルモネラ、腸炎ビブリオ、カンピロバクター等、他にも食中毒を引き起こす病原性細菌は多い。細菌性食中毒の発生状況を紹介し、個々の病原性細菌による発症機序等について概説する。 ワ ク ニオ サイキンセイショクチュウドク チョウカンシュッケツセイ ダイチョウキン オセン ショクザイ ゲンイン シュウダンショクチュウドク ジレイ キオク アタラ チョウエン ナド ホカ ショクチュウドク ヒ オ ビョウゲンセイサイキン オオ サイキンセイ ショクチュウドク ハッセイジョウキョウ ショウカイ ココ ビョウゲンセイ サイキン ハッショウキジョ ナド ガイセツ																41442						森田昌知 モリタ マサト チ		国立感染症研究所　　　　　　　細菌第一部主任研究官 コクリツカンセンショウ サイキンダイイチ カンセンビョウリブブチョウ シュニンケンキュウカン

						10		ウイルス性食中毒 セイショクチュウドク		ノロウイルスは、ウイルス性食中毒の原因ウイルスとして広く知られている。サポウイルスやロタウイルスもウイルス性食中毒の原因となる事が明らかにされている。これらのウイルスの一般的な知識と最近の研究内容を紹介し乍ら、ウイルス性食中毒予防、治療薬、ワクチン等について考える。 セイ ショクチュウドク ゲンイン ヒロ シ セイショクチュウドク ゲンイン コト アキ イッパンテキ チシキ サイキン ケンキュウナイヨウ ショウカイ ナガ セイ ショクチュウドクヨボウ チリョウヤク ナド カンガ																41449						片山和彦 カタヤマ カズヒコ		国立感染症研究所　　　　　　　ウイルス第二部室長 コクリツカンセンショウ サイキンダイイチ ニ カンセンビョウリブブチョウ シツチョウ

						11		肝炎と原因ウイルス カンエン ゲンイン		肝炎ウイルスには５種類有り、我が国で問題となるのは流行性肝炎を起こすA型およびE型、血清肝炎の原因となるB型、C型ウイルスである。B型肝炎やC型肝炎は、慢性肝炎を起こすため大きな問題となっている。また、E型肝炎が人獣共通感染症として注目されている。ウイルス性肝炎の一般的知識と最新の情報を紹介する。 カンエン シュルイア ワ クニ モンダイ リュウコウセイ カンエン オ ガタ ガタ ケッセイカンエン ゲンイン ガタ ガタ ガタ カンエン ガタ カンエン マンセイカンエン オ オオ モンダイ ガタ カンエン ジンジュウ キョウツウ カンセンショウ チュウモク セイカンエン イッパンテキ チシキ サイシン ジョウホウ ショウカイ																41456						加藤孝宣 カトウ タカノブ センゲン		国立感染症研究所　　　　　　　ウイルス第二部室長 ニ シツチョウ チョウ

						12		ウイルス性出血熱 セイ シュッケツネツ		ウイルス性出血熱であるマールブルグ出血熱とエボラ出血熱は、ともに致死率の高い感染症である。さらに、クリミア・コンゴ出血熱、ラッサ熱も同様である。これらのウイルス性出血熱について、最近の研究成果をまじえて、流行の背景について解説する。 セイ シュッケツネツ シュッケツネツ シュッケツネツ チシリツ タカ カンセンショウ シュッケツネツ ネツ ドウヨウ セイ シュッケツネツ サイキン ケンキュウセイカ リュウコウ ハイケイ カイセツ																41463						西條政幸 サイジョウ マサユキ		国立感染症研究所　　　　　　　ウイルス第一部部長 イチ ブ チョウ

						13		感染症と癌/ヘリコバクター カンセンショウ ガン		近年、ヘリコバクターピロリと言う細菌と胃炎、胃潰瘍、胃癌との関係が注目されてきている。ヘリコバクターピロリとはどのような細菌で、どのような機構で胃炎等を起こすのかを最近の知見を交え、わかりやすく説明する。 キンネン イ サイキン イエン イカイヨウ イガン カンケイ チュウモク サイキン キコウ イエンナド オ サイキン チケン マジ セツメイ																41470						柴山恵吾 シバヤマ ケイゴ		国立感染症研究所　　　　　　　細菌第二部部長 コクリツカンセンショウ サイキンダイニブ ブ ブチョウ

						14		感染症と癌/成人性T細胞白血病 カンセンショウ ガン セイジン セイ サイボウ ハッケツビョウ		ヒト細胞白血病ウイルス（HTLV-1)は、現在日本に約108万人感染者がいると言われている。感染から40年〜60年を経て、感染者の一部で成人T細胞白血病(ATL)やHTLV-1関連脊髄症（HAM)が発症する。ウイルス感染に付随して白血病の発症の可能性のある本疾患に関し、感染予防、診断、治療法を説明する。 サイボウ ハッケツビョウ ゲンザイ ニホン ヤク マンニン カンセンシャ イ カンセン ネン ネン ヘ カンセンシャ イチブ セイジン サイボウ ハッケツビョウ カンレン セキズイショウ ハッショウ カンセン フズイ ハッケツビョウ ハッショウ カノウセイ ホンシッカン カン カンセンヨボウ シンダン チリョウホウ セツメイ																41477						水上　拓郎 ミズカミ タクロウ		国立感染症研究所　　　　　　　血液安全性研究部室長 コクリツカンセンショウ ケツエキアンゼンセイケンキュウブ シツ ブチョウ

						15		性感染症/エイズ セイカンセンショウ		エイズは、1981年に突如現れ、だれも予測できない規模で世界中にその感染を拡大している。2007年末の世界中のHIV感染者数は推計約3200万人であり、これまでに既に約6000万人のヒトが感染したと予測されている。講義では、エイズとHIVの疫学、ウイルス学、発症病理等を失明し乍ら、最新の治療法と予防法について紹介する。 ネン トツジョ アラワ ヨソク キボ セカイジュウ カンセン カクダイ ネン マツ セカイジュウ カンセンシャスウ スイケイ ヤク マンニン スデ ヤク マンニン カンセン ヨソク コウギ エキガク ガク ハッショウビョウリ ナド シツメイ ナガ サイシン チリョウホウ ヨボウホウ ショウカイ																41484						村上　努 ムラカミ ツトム		国立感染症研究所　　　　　　　エイズ研究センター室長 ケンキュウ シツチョウ






















PT211b感染症総合管理1b

				２０１4年度後期 ネンド コウキ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座PT211b コウザ				科目名 カモクメイ		感染症総合管理1b カンセンショウ ソウゴウカンリ								副題 フクダイ		感染症対策-ワクチンを中心にー カンセンショウタイサク チュウシン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		国立感染症研究所 コクリツ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		35		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日18：30～20：30 カ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・戸山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立感染症研究所） トウキョウ トヤマ コクリツ カンセン ケンキュウショ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		感染症との闘いの為のヒトの生体防御の働き、および感染を予防する為のワクチンの効能、またワクチンの安全がどのように確保されているのかを説明する。又、その中で感染症研究の専門機関、特に国立感染症研究所がはたしている機能についても解説する。 カンセンショウ タタカ タメ セイタイボウギョウ ボウギョ ハタラ カンセン ヨボウ タメ コウノウ アンゼン カクホ セツメイ マタ ナカ カンセンショウタイサク ケンキュウ センモンキカン トク コクリツ キノウ カイセツ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				総論 ソウロン		1		感染と宿主免疫 カンセン シュクシュメンエキ		感染（宿主ー病原体関係）における宿主免疫応答とその医療応用に関して、病原体に遭遇した場合のヒトの免疫応答の基礎知識やワクチン等免疫介入治療・予防に関する応用面を概説する。 カンセン シュクシュ ビョウゲンタイ カンケイ シュクシュメンエキオウトウ イリョウオウヨウ カン ビョウゲンタイ ソウグウ バアイ メンエキオウトウ キソチシキ ナド メンエキカイザイ カイニュウチリョウ ヨボウ カン オウヨウメン ガイセツ																41547		国立感染症研究所　　　　　　戸山庁舎　　　会議室 コクリツ トヤマチョウシャ カイギシツ		阿戸　学 アト マナ		阿戸学 アトマナブ		国立感染症研究所　　　　　免疫部部長 コクリツ カンセン ケンキュウショ メンエキブチョウ

						2		次世代ワクチンの開発 ジセダイ カイハツ		ワクチンが何故効くのかその原理と投与方法の総論と次世代ワクチンの候補として粘膜投与型ワクチン、DNAワクチン等の作用メカニズムと効果、開発状況について紹介する。 ナゼキ ゲンリ トウヨホウホウ ソウロン ジセイダイ セダイ コウホ ネンマク トウヨガタ ナド サヨウ コウカ カイハツジョウキョウ ショウカイ																41554						長谷川秀樹 ハセガワ ヒデキ		国立感染症研究所　　　　　感染病理部部長 コクリツ カンセン ケンキュウショ カンセンビョウリ メンエキブチョウ

						3		感染症の予防とワクチン
接種 カンセンショウ ヨボウ セッシュ		ワクチンで予防可能疾患の国内及び国外の発生状況、我が国の現行ワクチン接種スケジュール、副反応等を概説し、感染症を予防する時のワクチンの重要性を解説する。 ヨボウカノウ シッカン コクナイオヨ コクガイ ハッセイジョウキョウ ワ クニ ゲンコウ セッシュ フクハンノウ ナド ガイセツ カンセンショウ ヨボウ トキ ジュウヨウセイ カイセツ																41561						多屋響子 タヤ キョウコ		国立感染症研究所　　　　　感染症疫学センター室長 カンセンショウ カンセンショオウエキガク シツチョウ

						4		血液製剤の品質管理 ケツエキセイザイ ヒンシツカンリ		血液製剤として多くのものが使われているが、それらの安全性がどのようにほしょうされているのかの仕組みを紹介する。 ケツエキセイザイ オオ ツカ アンゼンセイ シク ショウカイ																41568						大隈　和		国立感染症研究所　　　　　血液・安全性研究部室長 ケツエキ アンゼン セイ ケンキュウブチョウ

						5		生物製剤の品質管理 セイブツセイザイ ヒンシツカンリ		ワクチンは健康な人を対象に予防目的で接種されるものである。であるがゆえに、有効性のみならず、安全性には特に注意しなければならない。一方、ワクチンは生き物を使って製造、試験しなければならないという特殊性についても紹介する。 ケンコウ ヒト タイショウ ヨボウモクテキ セッシュ ユウコウセイ アンゼンセイ トク チュウイ イッポウ イ モノ ツカ セイゾウ シケン トクシュセイ ショウカイ																41575						加藤　篤 カトウ アツシ		国立感染症研究所　　　　　検定検査品質保証室長 ケンテイケンサ ヒンシツホショウシツチョウ

				各論 カクロン		6		世界ポリオ根絶計画とポリオワクチン セカイ コンゼツケイカク		WHOを中心にポリオ根絶計画が進められているが、その現状と問題点について、世界的な視点および日本の立場に基づいて解説する。とくに、ポリオ根絶最終段階における、ポリオワクチン戦略にかかわる諸課題について説明する。 チュウシン コンゼツケイカク スス ゲンジョウ モンダイテン セカイテキ シテン ニホン タチバ モト カイセツ コンゼツ サイシュウダンカイ センリャク ショ カダイ セツメイ																41582						清水　博之 シミズ ヒロユキ		国立感染症研究所　　　　　ウイルス第二部室長 コクリツ カンセン ケンキュウショ ダイニブシツチョウ

						7		肝炎ワクチン カンエン		肝炎の発症予防の為のワクチンが開発され、我が国ではA型、B型肝炎ワクチンが任意接種として使用されている。特に、B型肝炎ワクチンの母子感染予防にはたした役割等について紹介する。 カンエン ハッショウヨボウ タメ カイハツ ワ クニ ガタ ガタ カンエン ニンイセッシュ シヨウ トク ガタ カンエン ボシカンセン ヨボウ ヤクワリトウ ショウカイ																41589						石井　考司 イシイコウジ		国立感染症研究所　　　　　ウイルス第二部室長 コクリツ カンセン ケンキュウショ ダイニブシツチョウ

						8		DPTワクチン		DPT疾患（ジフテリア・破傷風・百日ぜき）の国内および国外の現状とそれら疾患を予防する為に果たしてきたDPTワクチンの役割について概説する。 シッカン ハショウフウ ヒャクニチ コクナイ コクガイ ゲンジョウ シッカン ヨボウ タメ ハ ヤクワリ ガイセツ																41596						蒲池　一成 カマチ カズナリ		国立感染症研究所　　　　　細菌第二部室長 コクリツ カンセン ケンキュウショ サイキン ダイニブシツチョウ

						9		麻疹・風疹の現状とワクチン マシン フウシン ゲンジョウ		麻疹、風疹の日本、並びに世界の現状、原因となるウイルスの性状、並びに麻疹ワクチン、風疹ワクチンの開発の歴史、効果等を概略する。また、WHOが勧める麻疹排除計画、風疹排除計画についても説明する。 マシン フウシン ニホン ナラ セカイ ゲンジョウ ゲンイン セイジョウ ナラ マシン フウシン カイハツ レキシ コウカナド ガイリャク スス マシンハイジョ ケイカク フウシン ハイジョケイカク セツメイ																41603						駒瀬　勝啓 コマセ カツヒロ ケイ		国立感染症研究所　　　　　ウイルス第三部室長 コクリツ カンセン ケンキュウショ ダイニブシツチョウ

						10		日本脳炎ワクチン ニホンノウエン		日本脳炎はかって我が国では多数の小児が発症し、死者、後遺症併発者が多かったが、現在では発症者は希となった。しかしいまもアジア地域では重大感染症の一つであるがワクチンは普及していない。我が国及びアジアにおける日本脳炎の対策、ワクチンの在り方などについ概説する。 ニホン ノウエン ワ クニ タスウ ショウニ ハッショウ シシャ コウイショウシャ ヘイハツシャ オオ ゲンザイ ハッショウシャ マレ チイキ ジュウダイ カンセンショウ ヒト フキュウ ワ クニ オヨ ニホンノウエン タイサク ア カタ ガイセツ																41610						高崎　智彦 タカサキ トモヒコ		国立感染症研究所　　　　　ウイルス第一部室長 コクリツ カンセン ケンキュウショ ダイニブシツチョウ

						11		肺炎球菌感染症と肺炎球菌ワクチン ハイエンキュウキン カンセンショウ ハイエンキュウキン		肺炎球菌は、小児や高齢者に菌血症・髄膜炎などの侵襲性感染症や肺炎、中耳炎等をおこす。肺炎球菌ワクチンには小児用、成人用ワクチンがあるが、これらの特徴や臨床効果について概説する。 ハイエンキュウキン ショウニカ コウレイシャ キンケツショウ ズイマクエン シンシュウセイ カンセンショウ ハイエン チュウジエン ナド ハイエンキュウキン ショウニカ ヨウ セイジンヨウ トクチョウ リンショウコウカ ガイセツ																41617						大石　和徳 オオイシ カズノリ		国立感染症研究所　　　　　感染症疫学センター長 カンセンショウ カンセンショオウエキガク シツチョウ

						12		結核 ケッカク		結核とはどういう病気か、起因菌の結核菌の特徴およびBCG接種をはじめとする現在講じられている結核対策を含めて概説する。また、結核菌と近縁ならい菌によるハンセン病についても触れる。 ケッカク ビョウキ キインキン ケッカクキン トクチョウ セッシュ ゲンザイ コウ ケッカクタイサク フク ガイセツ ケッカクキン キンエン キン ビョウ フ																41287						牧野　正彦 マキノ マサヒコ		国立感染症研究所　　　　　ハンセン病研究センター　　感染防御部部長 ビョウ ケンキュウ カンセンボウギョブ ブ シツチョウ

						13		水痘等のヘルペスワクチン スイトウナド		水痘・サイトメガロウイルスなどのヘルペス科ウイルスによる各種感染症および我が国で開発された水痘ワクチンの現状とその効用について紹介する。 スイトウ カ カクシュ カンセンショウ ワ クニ カイハツ スイトウ ゲンジョウ コウヨウ ショウカイ																41294						西條　政幸 サイジョウ マサユキ		国立感染症研究所　　　　　ウイルス第一部部長 コクリツ カンセン ケンキュウショ ダイニブシツチョウ ブ ブチョウ

						14		インフルエンザワクチン		通常の季節性インフルエンザとパンデミック・インフルエンザに対するワクチンに求められる特性には違いがある。現在我が国および海外で認可されているワクチンと両ワクチンとの関係およびワクチン株選定の過程について紹介する。 ツウジョウ キセツセイ タイ モト トクセイ チガ ゲンザイ ワ クニ カイガイ ニンカ リョウ カンケイ カブ センテイ カテイ ショウカイ																41301						板村　繁之 イタムラ シゲユキ		国立感染症研究所　　　　　インフルエンザウイルス　　研究センター室長 ケンキュウ

						15		ヒトパピローマウイルス		ヒトパピローマウイルス(HPV)は、性行為を介して感染し、子宮頸がんの原因となるウイルスである。近年、欧米にてHPVに対する感染予防ワクチンが開発され、我が国を含む全世界で導入されている現状を紹介する。 セイカンセンショウ コウイ カイ カンセン シキュウケイガン ゲンイン キンネン オウベイ タイ カンセンヨボウ カイハツ ワ クニ フク ゼンセカイ ドウニュウ ゲンジョウ ショウカイ																41308						柊元　巌 ヒイラギ モト イワオ		国立感染症研究所　　　　　病原体ゲノム解析研究センター室長 ビョウゲンタイ カイセキ カイセキケンキュウ




















ET133化学物質総合経営学概論

				２０１４年度前期 ネンド ゼンキ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 ET１３３				科目名 カモクメイ		化学物質総合経営学概論 ガク								副題 フクダイ		化学物質総合管理を目指す国際協調活動に学ぶ
　　　　ー新たに制定すべき包括法の基本的枠組みと付加価値を生み出す次の一手ー

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		化学生物総合管理学会　　　　　　化学物質総合経営学教育研究会 カガク ブッシツ ソウゴウ ケイエイガク キョウイク ケンキュウカイ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		20		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		木曜日18：00～20：00 モク ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・丸の内
（日本リファイン）　

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		化学物質総合管理の概念・体系は1970年代からOECD (経済協力開発機構) が加盟国の支援を得て確立した。その後この概念・体系は1992年ののUNCED (国連環境開発会議) で合意されたアジェンダ21第19章を積極的に遂行する基礎となり、各国が化学物質管理能力を抜本的に強化する標準的な法制度を構築する基盤となっている。しかし日本は未だ化学物質総合管理に対応した法制への転換を果たしていない。化学物質総合管理に係る国際協調活動、米国、EUなどの先進的な取組みを紹介しつつ化学物質総合管理の基本概念や枠組みを概説して社会の化学物質管理能力を向上させる法律制度のあり方を論じた後、日本の企業や行政機関など各セクターの化学物質総合管理能力を評価し、その課題について論考する。また、化学物質総合管理を付加価値を生み出す化学物質総合経営に進化させていくための方策について論じる。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				はじめに		1		化学物質管理と付加価値 カガク ブッシツ カンリ フカ カチ		化学物質のリスクを社会全体で適切に管理することは1970年代以降重要な課題として世界で論じられてきた。この潮流の意味を紹介して導入部とする。加えて化学物質管理をコスト要因ととらえてきた現状から脱却して付加価値要因として生かす視点の重要性を論じつつ、規範つくりの主体者が誰であるかを検証して競争力に与える影響について論考する。 カガク ブッシツ シャカイ ゼンタイ テキセツ カンリ イコウ ジュウヨウ カダイ ロン チョウリュウ イミ ショウカイ ドウニュウ ブ クワ カガク ブッシツ カンリ ヨウイン ゲンジョウ ダッキャク フカ カチ ヨウイン イ ロン キハン シュタイシャ ダレ ケンショウ キョウソウリョク アタ エイキョウ ロン コウ																41381		日本リファイン東京本社
岸本ビル11階大会議室		星川欣孝 ホシカワ キン コウ		増田優		お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科教授 チャダイ・ ダイガクイン ニンゲン ブンカ ソウセイ カガク ケンキュウ カ キョウジュ

				国際協調活動の
　 進展		2		UNCED開催以前の取組みと化学物質総合管理の確立 カイサイ イゼン トリク カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ カクリツ		化学物質総合管理に関連するILO (国際労働機関)、IPCS (国際化学物質安全計画)、IARC (国際がん研究機関)などの国際機関の活動を１９９２年のUNCED(国連環境開発会議)以前の取組みを中心に紹介しつつ、主に化学物質総合管理の概念の確立に向けたOECDの様々な活動について論考する。 コクサイロウドウキカン コクサイ カガク ブッシツ アン ゼン ケイカク コクサイ ケンキュウ キカン カツドウ ネン コクレン カンキョウ カイハツ カイギ チュウシン ショウカイ オモ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ガイネン カクリツ ム サマザマ カツドウ ロンコウ																41388						星川欣孝		
ケミカルリスク研究所所長
化学生物総合管理学会会員 カイイン

						3		 化学産業界の取組みと化学物質総合管理への自主管理の導入 ジシュ カンリ ドウニュウ		先進国の化学産業界はUNCEDの開催に先立つ1990年にICCA (国際化学工業協会協議会) を設立してレスポンシブル・ケアという自主管理活動を協働で推進することを公約した。ICCAの特徴的な活動および日本化学工業協会のレスポンシブル・ケア体制の構築などについて論考する。																41395

						4		 UNCED開催以後の取組みと化学物質総合管理の展開		1992年のUNCEDで合意されたｱｼﾞｪﾝﾀﾞ21は地球環境問題に対する初めての世界的行動計画であった。中でも化学物質総合管理を目指す分野では、国際機関や各国政府のみならず経済界、労働界、学界、消費者・市民運動などが一堂に会しながら協働する体制が構築され、国際活動のあり方を変えた。その活動の成果とその後の展開について論考する。 セカイテキ																41402

						5		ＳＡＩＣＭと世界行動計画		ＵＮＣＥＤ以降の国際的取組みは、2002年のWSSDそして2006年のICCMに引き継がれ、SAICM(国際化学物質管理の戦略的アプローチ) の合意へと進展している。SAICMの３つの基本文書を概観したうえで、国際合意に沿ったSAICM国内実施計画の策定のあり方を明確にし、関係省庁の実際の取組みの問題点について論考する。 イコウ ネン ヒ ツ キホン ブンショ コクサイ コクナイ ジッシ ケイカク サクテイ カタ メイカク カンケイ ショウチョウ ジッサイ トリク モンダイテン ロンコウ																41409

						6		UNITARの支援活動 シエン カツドウ		UNITAR (国連研修調査所) はアジェンダ21において各国の管理能力強化を支援する役割を分担し手引き等の作成や途上国支援を行い、その後SAICM (国際化学物質管理の戦略的アプローチ)においても同様の役割を担っている。UNITARが分担した課題の成果およびそれらに対する日本の取組みの実態について論考する。 チョウサ カクコク カンリ ノウリョク キョウカ シエン ヤクワリ ブンタン テビ トウ サクセイ トジョウコク シエン オコナ ゴ コクサイ カガク ブッシツ カンリ センリャクテキ ドウヨウ ヤクワリ ニナ ブンタン カダイ セイカ タイ ニホン トリク ジッタイ ロンコウ																41416

				規制から管理への進化		7		化学物質総合管理活動の評価指標と評価結果		化学物質総合管理は企業･産業界にとどまらず、あらゆるセクターが当事者として取り組むべき課題である。各セクターの化学物質総合管理に関する活動を評価する評価指標の開発について述べつつ、これに基づく評価結果と日本におけるキャパシティ･ビルディングの課題について論考する。 カツドウ ニホン																41423						増田優		お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科教授 チャダイ・ ダイガクイン ニンゲン ブンカ ソウセイ カガク ケンキュウ カ キョウジュ

						8		リスク原則と自主管理 ゲンソク ジシュ カンリ		リスク原則から導き出される自主管理のあり方について検証するとともに化学産業界の自主管理活動であるレスポンシブルケア活動におけるプロダクトスチュワードシップの意味を事例研究を交えながら論じる。 ゲンソク ミチビ ダ ジシュ カンリ カタ ケンショウ カガク サンギョウ カイ ジシュ カンリ カツドウ カツドウ イミ ジレイ ケンキュウ マジ ロン																41430

				主要先進国の概況 シュヨウ センシンコク ガイキョウ		9		 米国・カナダの概況 ベイコク ガイキョウ		化学物質総合管理の概念に基づく法律制度を整備している諸外国の状況を概観する。具体的には、米国のTSCA (有害物質管理法)、カナダのCEPA (カナダ環境保護法)、EU (欧州連合) のREACH (化学物質の登録、評価、認可、制限) 規則およびオーストラリアのICA (産業化学物質法) の制定と改正の経緯や特徴そして基本的な構造について論考する。 カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ガイネン モト ホウリツ セイド セイビ ショガイコク ジョウキョウ ガイカン グタイテキ ベイコク ユウガイ ブッシツ カンリホウ カンキョウ ホゴホウ オウシュウ レンゴウ カガク ブッシツ トウロク ヒョウカ ニンカ セイゲン キソク サンギョウ カガク ブッシツ ホウ セイテイ カイセイ ケイイ トクチョウ キホンテキ コウゾウ ロンコウ																41437						星川欣孝		
ケミカルリスク研究所所長
化学生物総合管理学会会員 カイイン

						10		EU・オーストラリアの概況 ガイキョウ																		41444

				化学物質総合管理
   の基本構造 カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ キホン コウゾウ		11		基本的管理制度の概要 キホンテキ カンリ セイド ガイヨウ		化学物質総合管理に係る国際機関の協調活動の成果や欧米先進国の法制に見られる化学物質総合管理の共通管理事項、さらにはUNITARが作成した手引きなどに示されている化学物質総合管理の基本的な管理制度のあり方を検証し、その実現に必要な化学物質の総合管理に係る法制のあり方について論考する。 カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ カカ コクサイ キカン キョウチョウ カツドウ セイカ オウベイ センシンコク ホウ セイ ミ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ キョウツウ カンリ ジコウ サクセイ テビ シメ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ テキ カンリ セイド カタ ケンショウ ジツゲン ヒツヨウ カカ ホウ セイ カタ ロンコウ																41451

						12		化学物質総合管理法試案の概要 カガク ブッシツ ソウゴウ カンリホウ シアン ガイヨウ		日本の化学物質管理能力を社会全体で改善するには、化学物質総合管理の概念を取り入れて取締法的法律群を整理する必要がある。この認識に基づき2007年12月に発表した「化学物質の総合管理に関する法律」の骨子案と2012年6月に公表した要綱案を構成する総則、管理の標準的手順、基本的管理制度、執行体制の整備などについて説明する。 ニホン カガク ブッシツ カンリ ノウリョク シャカイ ゼンタイ カイゼン カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ガイネン ト イ トリシマリホウ テキ ホウ リツ グン セイリ ヒツヨウ ニンシキ モト ネン ガツ ハッピョウ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ カン ホウ リツ コッシ アン ネン ガツ コウヒョウ ヨウコウ アン コウセイ ソウソク カンリ ヒョウジュンテキ テジュン キホンテキ カンリ セイド シッコウ タイセイ セツメイ																41458

				日本の現況と課題 ゲン カダイ		13		 化学物質審査規制法の制定以後の概況 カガク ブッシツ シンサ キセイホウ セイテイ イゴ ガイキョウ		日本はOECDが総合管理を検討していた時に化審法を制定した。その後安衛法に新規化学物質審査制度を導入して二重の構造が生じた。安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ (SDS) では化管法などで三重になっている。またﾊｻﾞｰﾄﾞ分類・表示のGHSへの対応では法律で対処しないため他の制度との不整合を招いた。こうした国際協調を軽視した対応の問題点について論考する。 ニホン ソウゴウ カンリ ケントウ カシンホウ セイテイ ゴ ホウ シンキ カガク ブッシツ シンサ セイド ドウニュウ ニジュウ コウゾウ ショウ ホウ サンジュウ ブンルイ ヒョウジ タイオウ ホウリツ タイショ ホカ セイド フセイゴウ ショウ コクサイ キョウチョウ ケイシ タイオウ モンダイテン ロンコウ																41465

						14		 国際合意との乖離
－ハザード分類・表示のGHS などを例に－ コクサイ ゴウイ カイリ レイ		国際協調体制下で合意された基本管理制度などには、長年の国際的論議を踏まえた目的・理念が掲げられて重要な国際合意の一部をなしている。日本は履行していない国際合意が多々あるだけでなく、こうした目的・理念を反映させないで実施した事例が多々ある。GHSやナノ材料などを例にして実効性や効率性の観点からこうした状況につい論考する。																41472

				まとめ		15		化学物質総合経営 カガク ブッシツ ソウゴウ ケイエイ		化学物質のもたらすリスクを社会全体として適切に管理しながら、同時に付加価値を増大させて人々の生活の糧を強固なものとするため、社会制度的な側面、科学技術的な側面、人材育成的な側面など日本が直面する諸々の課題について検証する。合わせて化学物質総合管理が化学物質総合経営に進化していく状況について論じる。 ドウジ フカ カチ ゾウダイ ヒトビト セイカツ カテ キョウコ モロモロ ケンショウ ア カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ カガク ブッシツ ソウゴウ ケイエイ シンカ ジョウキョウ ロン																41479						増田優		お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科教授 チャダイ・ ダイガクイン ニンゲン ブンカ ソウセイ カガク ケンキュウ カ キョウジュ




















ET572ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ･ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ

				２０１４年度前期 ネンド ゼン キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座ＥＴ５７２				科目名 カモクメイ		コーポレート・ガバナンス								副題 フクダイ		国際比較の視点からみた株式会社の組織と運営の課題 ソシキ ウンエイ カダイ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		社会技術革新学会　
企業法制教育研究会				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		20		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日18：00～20：00 スイ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・丸の内
（日本リファイン） マル ウチ ニホン

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		コーポレート・ガバナンス（企業統治）のあり方は、国際的にみても企業や経済全体にとって最重要の課題の一つとなっている。日本でも会社法制の見直しが進むなかでさらに関心が高まってきている。主として上場会社を念頭におきながら、コーポレート・ガバナンスについて、法的な枠組みにとどまらず、企業実務や実際に起こった出来事と裁判例を示しつつ、コーポレート・ガバナンスのあり方に関するこれまでの論議等について、国際比較も含め、様々な角度から考察する。実際の企業活動においてどのような出来事が起こっているかを知り、問題意識をもって考えることが本課題を理解し、掘り下げて考察するために欠かせない。履修上の留意点として、会社法（特に株式会社の機関）と金融商品取引法の基礎的な知識は、本課題の理解に役立つ。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				コーポレート・ガバナンスとは何か		1		コーポレート・ガバナンスの
問題の所在		なぜコーポレート・ガバナンスが問題なのか。企業の不祥事、経営破綻、企業支配権を巡る争い（敵対的TOB）、資金調達上の観点などを説明し、「所有と経営の分離」を巡る論議を考察する。またコンプライアンス・内部統制システムとコーポレート・ガバナンスについて論じる。																41373		日本リファイン東京本社
岸本ビル11階大会議室		栗原　脩		栗原　脩		
弁護士
（元日本興業銀行取締役証券部長）

				株式会社の機関 カブシキガイシャ キカン		2		株主総会		株式会社の機関とその役割について、コーポレート・ガバナンスの視点から考察する。はじめに株主総会について考える。																41380

						3		取締役・取締役会		取締役と取締役会の法的位置づけ及びコーポレート・ガバナンスにおける取締役会の重要性等について解説する。																41387

						4		監査役・監査役会		監査役・監査役会の法的位置づけ及び監査役制度の特色と問題点について考察する。																41394

						5		会計監査人
会社法制の見直し		会計監査人の役割と問題点及び会社法制の見直しに関連して法制審議会会社法制部会における審議や要綱の内容等を考察する。																41401

				海外におけるコーポレート・ガバナンス		6		独国のコーポレート・ガバナンス		ドイツにおける株式会社の機関に関する会社法の規定を概観しつつ、機関設計とその特色・問題点及びコーポレート・ガバナンスを巡る論議とその特色を紹介する。																41408

						7		仏国のコーポレート・ガバナンス		フランスにおける株式会社の機関に関する会社法の規定を概観しつつ、機関設計とその特色・問題点及びコーポレート・ガバナンスを巡る論議とその特色を紹介する。																41415

						8		英国のコーポレート・ガバナンス		イギリスにおける株式会社の機関に関する会社法の規定を概観しつつ、機関設計とその特色・問題点及びコーポレート・ガバナンスを巡る論議とその特色を紹介する。																41422

						9		米国のコーポレート・ガバナンス		アメリカにおける株式会社の機関に関する会社法の規定を概観しつつ、機関設計とその特色・問題点及びコーポレート・ガバナンスを巡る論議とその特色を紹介する。																41429

				裁判例の分析		10		株主代表訴訟		株主代表訴訟制度の意義と制度の概要を説明する。																41436

						11		日本の裁判例		日本の株主代表訴訟の裁判例を紹介し、考察する。																41443

						12		米国の裁判例		アメリカにおける株主代表訴訟の裁判例を紹介し、考察する。																41450

				SOX法とゲートキーパー		13		SOX法の概要と問題の所在等 トウ		アメリカのエンロン事件とワールドコム事件を紹介しつつ、サーベインス＝オクスレー 法（SOX法）の制定経緯とその概要、日本における内部統制報告制度（金融商品取引法）の導入とその概要、ドッド＝フランク法の制定とその概要などを紹介する。																41457

						14		ゲートキーパーの役割と問題点		アメリカにおけるゲートキーパー（公認会計士、弁護士、証券アナリスト、格付機関等）の役割やあり方について考察する。																41464

				今後の課題		15		コーポレート・ガバナンスの役割とあり方		コーポレート・ガバナンスを支えるメカニズムについて、企業の体制（株式会社の機関 、内部統制システム等）とディスクロージャーを説明しつつ、マーケット・メカニズムのなかでのコーポレート・ガバナンスの役割を解説する。また今後のコーポレート・ガバナンスのあり方について、法的枠組みの再点検の必要性と経営のインテグリティ（高潔性）の重要性を考察する。																41471




















GT712国際企業特論１

				２０14年度前期 ネンド ゼンキ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 GT７１２				科目名 カモクメイ		 国際企業特論１								副題 フクダイ		　多様化する化学産業における基本技術と事業のグローバル化 タヨウカ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		社会技術革新学会　　　　　　　社会技術革新学教育研究会 シャカイ ギジュツ カクシン ガク キョウイク ケンキュウカイ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		 水曜日１８：３０～２０：３０				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・日本橋室町
（三井不動産、お茶大LWWC増田研）

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		化学産業の基本ともいうべき石油化学と、その後に時代の変遷とともに発展してきた機能化学品産業について、それぞれが必要とする基本技術について解説するとともに、今後の動向を踏まえつつ企業のグローバル展開の必要性について論じる。具体的には、ポリエチレンなど汎用高分子や、TV、スマートフォンなど各種電子製品に使われる機能性素材について、合成技術から製品化に至るまでの長い工程の中の各要素技術について具体的に解説する。また実際に海外での工場建設や、海外での工場・研究所の運営、製品の市場開拓に従事した経験者が、文化の異なる海外での事業展開に必要な事項などを盛り込んで説明する。 ゴウセイ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				石油化学産業の基礎と事業のグローバル化 		1		石油化学産業の基礎とグローバル化		石油化学産業はその発展の場を広く海外に求め、各社それぞれが積極的に海外に事業展開を図っている。このグローバル展開の潮流の背景、必要性について論じると共に、海外での工場建設、運転の実務経験から、海外での事業展開に必要な要素のうち、特に技術移転に関連する事項について説明する。																41373		三井別館
１階
三井不動産
大会議室
会議室1 ミツイ ベッカン カイ ミツイ フドウサン ダイカイギシツ カイギシツ		細田覚 ホソダ サトル		森 隆信 		住友化学 スミトモ カガク

						2		グローバル化と異文化対応		石化事業における海外拠点シンガポール・サウジアラビアなどの活動を通じて体感した、異文化におけるビジネスの進め方、コミュニケーションのあり方等について考察する。 セキカ ジギョウ カイガイ キョテン カツドウ ツウ タイカン イブンカ スス カタ カタ トウ コウサツ																41380						山元 功一 ヤマモト コウイチ

						3		石油化学工場の運営とｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化課題		石油化学工場は人と機械で構成する巨大なマン・マシンシステムである。これを成り立たせるためには何が必要なのか、またその世界各地での運営にはどのような工夫がされているのかを紹介する。今回は製品構成、生産設備、組織設計の考え方、また工場運営方法等について概観する。 ショウカイ																41387						川瀬 武彦

				化学産業の基礎技術

（ポリマー重合から構造・物性、製造プロセスまで） サンギョウ		4		ポリオレフィン製造のための触媒と重合反応		原料のｵﾚﾌｨﾝを重合してﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝにするが、ｷｰとなる技術要素は重合触媒である。古くから利用されている固体触媒系と１９８０年代に新しく登場したﾒﾀﾛｾﾝ触媒に焦点を当てて、ｵﾚﾌｨﾝ重合触媒とﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ製造ﾌﾟﾛｾｽの歴史、触媒設計による高機能性ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝの開発事例について解説する。 ゲンリョウ ジュウゴウ ギジュツ ヨウソ ジュウゴウ ショクバイ ア ジュウゴウ ショクバイ セイゾウ レキシ																41394						宮竹 達也 ミヤタケ タツヤ		工業所有権協力センター コウギョウショユウケンキョウリョク

						5		機能性ポリマーを作るための重合反応とその触媒 キノウセイ		自動車やｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰなどに用いられる耐熱性ﾎﾟﾘﾏｰや、有機EL、太陽電池などに使用される機能性ﾎﾟﾘﾏｰについて、それらを作るための重合反応と触媒について解説する。具体的には、環境に優しい酸化重合や、ﾉｰﾍﾞﾙ化学賞で有名な鈴木ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ重合を例示し、触媒が新技術開発の鍵となっていることを説明する。																41401						東村 秀行 ヒガシムラ ヒデユキ		住友化学 スミトモ カガク

						6		新しいエレクトロニクスの芽生え アタラ メバ		有機材料をｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ素子に応用する試みが、2000年の白川先生のﾉｰﾍﾞﾙ化学賞受賞後に活発化している。印刷で作れ、柔らかく、環境にもやさしい特徴を持つｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽとして大いに期待されている。その仕組みから応用分野にわたって、現状と将来の期待について説明する。 ユウキ ザイリョウ ソシ オウヨウ ココロ ネン シラカワ センセイ カガクショウ ジュショウ ゴ カッパツ カ インサツ ツク ヤワ カンキョウ トクチョウ モ オオ キタイ シク オウヨウ ブンヤ ゲンジョウ ショウライ キタイ セツメイ																41408						大西 敏博 オオニシ トシヒロ

						7		高分子の構造と物性の基礎		ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝは同じ原料から作っても、構造が触媒や製法によって異なる。構造が異なることで、機械的強度など物性が異なってくる。また最終製品は必ず何らかの加工工程を経るが、加工によって生じる高次構造と製品性能との関係についても説明する。 オナ ゲンリョウ ツク コウゾウ ショクバイ コト コウゾウ コト キカイテキ キョウド ブッセイ コト サイシュウ セイヒン カナラ ナン カコウ コウテイ ヘ カコウ ショウ コウジ コウゾウ セイヒン セイノウ カンケイ セツメイ																41415						細田 覚 ホソダ カク

						8		化学産業における計算材料科学の歩みとその実例 カガク サンギョウ ケイサン ザイ リョウ カガク アユ ジツレイ		計算機を用いて分子や材料の設計を行う「計算材料科学」が、化学産業においてどのように発展してきたか、そしてこの手法が化学産業においてどのような役割を果たしてきているかを、実例を紹介しながら解説する。 ケイサンキ モチ ブンシ ザイ リョウ セッケイ オコナ ケイサン ザイ リョウ カガク カガク サンギョウ ハッテン シュホウ カガク サンギョウ ヤクワリ ハ ジツレイ ショウカイ カイセツ																41422						石田　雅也 イシダ マサヤ

						9		ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ製造ﾌﾟﾛｾｽ開発の歩み		石油化学工業成長期、各社とも革新的な製造法開発に力を注ぎ、ほぼ現在の製造法を確立した。同時に商品としてのﾎﾟﾘﾏｰはその用途に応じた設計を求められ、多くの分野の研究者・技術者が成果を競った。その競争の渦の中で揉まれ、ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱの大型ﾌﾟﾗﾝﾄに到達した一技術屋の歩みを紹介する。 セキユ カガク コウギョウ セイチョウキ カクシャ カクシンテキ セイゾウホウ カイハツ チカラ ソソ ゲンザイ セイゾウ ホウ カクリツ ドウジ ショウヒン ヨウト オウ セッケイ モト セイカ キソ キョウソウ ウズ ナカ モ オオガタ トウタツ イチ ギジュツ ヤ アユ ショウカイ																41436						宮崎 耕造 ミヤザキ コウゾウ		住化スタイロンポリカーボネート

				プラスチック成形加工と製品設計		10		回転成形によるプラスティックの新用途開発		プラスチックは、軽く加工しやすく腐食しにくいなど様々な長所を持っており、今後は電気自動車のボディなど大型の構造体への利用が期待される。回転成形を例に取り上げ、社会科学的な見地から出発したプラスチック構造体の開発の必要性について述べつつ、 新規用途開発の可能性について論議する。
 ロンギ																41429						五十嵐 敏郎		ロト－コンサルタントジャパン

						11		不思議エンプラの科学		耐熱性や強度が汎用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸよりも数段優れているｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗﾁｯｸはｽﾏﾎ、TVなどの電気・電子機器や、機械、歯車から、自動車、ﾛｹｯﾄまで幅広く使われている。このｴﾝﾌﾟﾗの開発を通して培った技術開発の難しさと、現在の日本企業の抱える課題などについて、議論する。 タイネツセイ キョウド ハンヨウ スウダン スグ デンキ デンシ キキ キカイ ハグルマ ジドウシャ ハバ ヒロ ツカ カイハツ トオ ツチカ ギジュツ カイハツ ムズカ ゲンザイ ニホン キギョウ カカ カダイ ギロン																41443						岡本 敏 オカモト トシ		住友化学 スミトモカガク

						12		マラリア対策のためのプラスチック加工製品 		過去に、ﾉﾐやｼﾗﾐが媒介する重篤な病例は多いが、現在でもﾏﾗﾘｱなどで毎年７０万人以上が死亡している。ﾏﾗﾘｱ防除に、樹脂に殺虫剤を練りこんで製造した蚊帳"ｵﾘｾｯﾄﾈｯﾄ"が有力な手段として活用されている。この蚊帳の開発の経緯からｱﾌﾘｶを中心とした地域での普及活動について解説する。 カコ バイカイ ジュウトク シボウ シュダン カツヨウ																41450						庄野 美徳 ショウノ ビトク

				化学産業の周辺領域への広がり		13		半導体と化学産業について		現在では半導体の活躍している製品は数え切れないほど多く、今日の高度情報通信社会を支えている。ここでは半導体の基礎と、半導体と化学産業の関係を理解するために、化合物半導体の構造・物性・製法、さらには高周波通信用の超高速トランジスタの動作原理等について解説する。 ゲンザイ ハンドウタイ カツヤク セイヒン カゾ キ オオ ハンドウタイ キソ カンケイ トウ カイセツ																41457						秦 雅彦 ハタ マサヒコ

						14		有機ELなど有機エレクトロニクス材料の現状と将来展望 ユウキ ユウキ ザイリョウ ゲンジョウ ショウライ テンボウ		有機ELは既に、携帯電話やｽﾏｰﾄﾌｫﾝなどﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲを中心に実用化が進んでおり、さらに有機の特徴を生かした、印刷によるﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ用の材料も実用段階に入ってきている。ここでは有機ELを中心に、有機ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ材料の特徴と、その応用製品の将来展望を解説する。 ユウキ スデ ユウキ トクチョウ イ インサツ ヨウ ザイリョウ ダンカイ ユウキ チュウシン ユウキ ザイリョウ トクチョウ オウヨウ セイヒン カイセツ																41464						関根 千津 セキネ セン ツ

				地球環境と化学工業		15		温室効果ガス削減に向けた化学産業の新たな視点		グローバルな課題であるＣＯ2削減を推進するためには、製造時におけるＣＯ2削減といった部分最適の議論ではなく、製品のライフサイクルを十分に理解した上で全体最適の視点からの対策が重要である。この視点に立って日本化学工業協会にて行った化学製品のライフサイクル評価について概説する。 カダイ サクゲン スイシン セイゾウ ジ サクゲン ブブン サイテキ ギロン セイヒン ジュウブン リカイ ウエ ゼンタイ サイテキ シテン タイサク ジュウヨウ シテン タ ニホン カガク コウギョウ キョウカイ オコナ カガク セイヒン ヒョウカ ガイセツ																41471						中井 敏雅 ナカイ




















GT131a農薬総合管理

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座ＧＴ131a キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		農薬総合管理								副題 フクダイ		 農薬のベネフィットとリスクの総合管理の実際

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		化学生物総合管理学会
  化学物質総合経営教育研究会 カガク セイブツ ソウゴウ カンリ ガッカイ カガク ブッシツ ソウゴウ ケイエイ キョウイク ケンキュウカイ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日１８：３０～２０：３０ スイ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・日本橋室町
（三井不動産、お茶大LWWC増田研）

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		農薬には殺虫剤、殺菌剤、除草剤、植調剤などがあり、主に農作物を病害虫や雑草などから保護する目的に使用されている。かつて、レイチェル・カーソンが著書「サイレント・スプリング」（1962）において殺虫剤DDTの広範囲の使用に伴う環境汚染や野生生物への影響などの諸問題を指摘した。それを契機に、米国では環境保護庁（EPA）が設立され、日本では新規農薬のリスク評価・管理の制度が整備された。農薬のベネフィットとリスクの考え方、新農薬の研究開発、効果的な安全使用、環境生態系と人の健康への影響の評価、環境及び農産物・食品における残留の実態、並びに、農薬のリスク管理のための国際的取組みなどについて理解を深める。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				概論		1		環境毒性学		パラケルスス（1493-1541）は「全ての物質は毒である。毒でないものは何もない。正しい投与量が毒と薬を区別する。」と述べている。環境毒性学の立場からレイチェル・カーソンが指摘した殺虫剤DDTの環境汚染や生態系影響の実態を検証する。それを基にリスク評価を論じる。																41913		三井別館
１階
三井不動産
大会議室
会議室1		田代茂喜 タシロ シゲキ		田代茂喜		早稲田大学　招聘研究員

						2		ベネフィットとリスク		農薬は作物保護の目的に使用され、また、殺虫剤は防疫薬として使用される。それらの効果並びに使用に伴う環境と食糧の汚染、残留農薬の人の健康と生態系への影響について、ベネフィットとリスクのバランスや総合管理の基本を論じる。																41920

				研究開発と効率的使用		3		研究開発		天然物や合成化合物の多数について、バイオアッセイに基づくスクリーニングによって候補化合物を選定する。選定候補の圃場試験、各種毒性試験、代謝・分解、残留分析、製造工程や製剤の開発を経て用途を確立して新規農薬を登録する。併せて、効果的安全使用技術を開発する。こうした農薬の研究開発過程を紹介する。																41927

						4		殺虫剤		殺虫剤の化学、作用機構、選択毒性及び抵抗性、新規製剤と施用方法、並びに、微生物殺虫剤、行動制御剤、生育制御剤の開発など、最新の知見を含めて解説する。																41934

						5		殺菌剤		殺菌剤の化学、作用機構、抵抗性、製剤と施用方法、並びに、抗生物質、病原菌と植物の相互作用、病害抵抗性誘導剤などに関して解説する。																41941

						6		除草剤・植調剤		除草剤の化学、作用機構、選択性、浸透性、製剤と施用方法、並びに、植物成長制御剤、新規除草剤の作用点の探索、植物代謝と新規除草剤、などについて解説する。																41948

				法規制		7		農薬取締法と規制		農薬は、農薬取締法によって製造、流通、使用などが規制されている。農薬登録のシステムと登録に必要な各種試験と登録農薬の実態について紹介する。さらに、違法農薬の使用が発端になって農薬取締法が改正されたが、改正法の施行に伴う問題点とその対応について解説する。																41955						上路雅子		日本植物防疫協会

						8		食品衛生法と規制		農薬の作物残留性に起因する健康影響を未然に防止するため、食品衛生法で残留基準値が設定されている。その設定方法及び平成18年5月に導入されたポジティブリスト制度を説明し、本制度導入後の作物残留に関する状況を解説する。																41962

				環境影響評価		9		環境動態・残留		使用された農薬は土壌・水系・大気などに拡散し、その後、分解消失するが、一部は環境中に蓄積する。環境における農薬の動態と残留実態を、環境要因、農薬特性等との関連から検証する。																41969

				生態系影響評価		10		生態影響評価		過去には防除対象外の非標的生物に有害性を発現する農薬があった。生態系に及ぼす農薬影響を抑制するため、「水産動植物の被害防止に係わる農薬の登録保留基準」を設定する作業が行われている。生態リスクの考え方と基準の設定方法について解説する。																41976

				残留農薬実態調査		11		食品中残留農薬の分析方法		食品中に残留する農薬の分析では、膨大な夾雑物の中から極微量の農薬を検出しなければならない。分析手法の基本的な構成、測定原理などについて概要を解説する。																41983						高野伊知郎		東京都健康安全研究センター

						12		市販食品中の農薬残留実態		近年、様々な生鮮農産物が輸入され、国産食品とともに広く利用されている。これら輸入食品、国産食品中の農薬の監視体制、残留実態について、食品別、農薬別の残留状況の違いなどを解説する。																41990

						13		調理加工と残存量		多くの農作物は、調理加工されて喫食される。農作物に残留した農薬の残留部位、水洗、加熱調理などの調理加工工程における挙動、調理加工後の残存について、種々の実験データを基に解説する。																41997

						14		食事からの農薬摂取とリスク評価		実際にはどのぐらいの量の農薬が食事を通して摂取されているのか。最近の法違反状況とともに、摂取される農薬量を把握するための手法、農薬摂取量の現況について説明し、摂取状況を踏まえた健康影響評価について解説する。																42011

				総合管理		15		国際協力		日本は食料の60％以上を輸入しており、輸入農産物にはしばしば基準を超える残留農薬が検出される。残留農薬は国境を越えて移動することから、こうした諸問題への対応には国際協力が不可欠であることを解説し、国際協力の現状を検証する																42018						田代茂喜		早稲田大学　招聘研究員




















CT137化学物質総合経営学事例研究１

				２０１4年度後期 ネンド コウキ キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		共催講座ＣＴ137 コウザ				科目名 カモクメイ		化学物質総合経営学事例研究１ カガク ブッシツ ソウゴウ ケイエイ ガク ジレイ ケンキュウ								副題 フクダイ		国際的枠組みと企業の自主管理活動を検証 コクサイテキ ワクグ キギョウ ジシュ カンリ カツドウ ケンショウ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		化学生物総合管理学会
化学物質総合経営学教育研究会 カガク セイブツ ソウゴウ カンリ ガッカイ カガク ブッシツ ソウゴウ ケイエイガク キョウイク ケンキュウカイ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日１８：３０～２０：３０ スイ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京･お茶の水女子大学
（ライフワールド･ウオッチセンター増田研究室） トウキョウ チャ ミズ ジョシ ダイガク マスダ ケンキュウシツ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		化学物質のリスク管理については、1970年代から先進国の集まりであるOECD (経済協力開発機構) で論じられてきた。その後1992年のUNCED (国連環境開発会議) でアジェンダ21第19章が合意されたのを契機として、世界各国が化学物質管理能力を抜本的に強化する努力を続けている。化学物質総合管理に係る国際協調活動の取組みを紹介しつつ、化学物質のもたらすリスクを社会全体で総合的に管理する能力を強化するうえで重要な役割を果たす企業の自主管理の実態を検証し、社会の化学物質管理能力を向上させるために必要な課題について論考する。 テキ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				はじめに		1		国際的論議と自主管理 コクサイテキ ロンギ ジシュ カンリ		科目の目指すところと講義の進め方について概説するとともに、化学物質のもたらすリスクを適正に管理するために積みあげられてきた国際的な論議と自主管理の意味について概観しつつ、日本の実情を概説する。 カガク ブッシツ テキセイ カンリ ツ コクサイテキ ロンギ ジシュ カンリ イミ ガイカン ニホン ジツジョウ ガイセツ																41913		お茶の水女子大学
共通講義棟
1号館 キョウツウ コウギ トウ ゴウ カン		増田　優 マスダ ユウ		増田　優 マスダ ユウ		お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科教授　

				国際機関の活動の事例研究 コクサイ キカン カツドウ ジレイ ケンキュウ		2		ＯＥＣＤとＩＰＣＳの動向		1991年より開始されOECDにおける高生産量化学物質点検プログラム（2011より化学物質共同評価プログラム）を中心としたハザードタスクフォースの活動やとIPCSにおける化学物質評価手法の国際調和活動等に対して日本側から対応してきた経験を通して、化学物質評価におけるOECDおよびIPCSの動向について概説する。																41920						広瀬　明彦		国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター総合評価研究室　室長

						3		農薬の開発及び農薬と             食の安全の確保		食糧生産に必須な農薬の研究開発と人や環境に対する農薬の安全性評価及び登録制度について米国やEUとの比較も含め概説する。また、OECDで行われている各国の登録制度の調和と農薬のリスク軽減の取組みや、FAO／WHO合同国際食品規格委員会（残留農薬部会）による食品中の残留農薬の基準値案の設定活動等にも触れる。 オヨ																41927						梅津　憲治		東京農業大学･徳島大学
客員教授

						4		WHO/ＩＡＲＣの発がん物質評価		WHO/ＩＡＲＣモノグラフにおけるの発がん物質評価の実際（評価手順、方法、評価基準）、グループ分類の意味と世界と本邦におけるその理解について、評価物質の選定、モノグラフ委員として参画した経験から具体的に解説する。																41934						津田　洋幸		名古屋市立大学
特任教授

						5		医薬品の環境影響– 問題の解説と国際動向 イヤクヒン カンキョウ エイキョウ		使用後の医薬品や未使用で廃棄される医薬品の環境中への排出とその生態影響が新たな環境問題として注目されている。環境中での検出濃度は低いが、生態系や人健康に対する影響は十分解っていない。必要な医薬品を安心して使用するためには、どのようなリスク評価が必要であるか、SETACやHESIでの研究動向を紹介、解説する。

 ミ																41941						東　泰好 ヒガシ タイ ヨシ		鹿児島大学客員教授 カゴシマ ダイガク キャクイン キョウジュ

						6		医薬品の環境影響 –                             行政・業界・社会の対応		医薬品の環境影響を正しく評価し、どのようなリスク管理を行っていくかは、医薬品という化学物質のベネフィットを最大化するために極めて重要な課題である。欧米と日本における行政・業界・社会の対応を比較しながら、環境ばかりでなく社会経済のサステナビリティという観点から対応のあり方を議論する。

																41955

						7		リスク原則と自主管理　　　　　企業活動の評価 ゲンソク ジシュ カンリ キギョウ カツドウ ヒョウカ		リスク原則から導き出される自主管理のあり方について検証すると共に化学業界の自主管理活動であるRC活動でのﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｽﾁｭﾜｰﾄﾞｼｯﾌﾟの意味を事例研究を交え、論じる。また、化学物質総合管理に関する活動を評価する評価指標の開発について述べ、これに基づく評価結果と日本でのｷｬﾊﾟｼﾃｨﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞの課題について論考する。 ゲンソク ミチビ ダ ジシュ カンリ カタ ケンショウ トモ カガク ギョウカイ ジシュ カンリ カツドウ カツドウ イミ ジレイ ケンキュウ マジ ロン カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ カン カツドウ ヒョウカ ヒョウカ シヒョウ カイハツ ノ モト ヒョウカ ケッカ ニホン カダイ ロンコウ																41962						増田　優		お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科教授

				企業の自主管理活動の事例研究 キギョウ ジシュ カンリ カツドウ ジレイ ケンキュウ		8		化学企業の自主管理		WSSDで合意された2020年目標を踏まえた化学物質のライフサイクルを通したリスクに基づく化学物質管理について、１化学企業の取組み例として照会する。																41969						佐藤雅之		住友化学
レスポンシブルケア室（化学品安全）部長 カガクヒン アンゼン

						9		電機電子企業の自主管理		電機・電子製品に関係する化学物質規制について、近年、グローバルで拡大傾向にある製品含有化学物質規制の概要を主に解説を行う。また、NEC（日本電気）における化学物質管理について、新しい流れである製品含有化学物質管理を中心に、事例を交えて紹介する。																41976						櫻井　融		日本電気
CSR・環境推進本部環境推進部シニアエキスパート

						10		機能化学品企業の自主                    管理		化学物質管理には、化学物質自体の安全な取扱い、及び製品に関る化学物質情報の正確な把握の側面がある。実例として、ハザード等の基準に基づく化学物質の分類管理とリスク評価の実践、及びサプライチェーン全体での化学物質情報伝達の仕組みの利用と製品の成り立ちに応じた化学物質情報の管理を紹介する。																41983						中井　泰史		富士フイルムCSR推進部環境・品質マネジメント部　統括マネージャー

						11		金属機械企業の自主管理－日本精工の環境負荷物質管理－		日本精工（ＮＳＫ）の製品とその特徴，海外展開を解説する．環境負荷物質管理の必要性，各国の法規制や業界ガイドラインに従い制定したＮＳＫ環境負荷管理物質リスト，環境負荷物質の管理体制，製品中のＮＳＫ禁止物質非含有の保証方法，グリーン調達の推進方法，輸出入における法規制，ＧＨＳへの対応を解説する．																41990						中　道治		日本精工
総合環境部

						12		生活日用品企業の自主                          管理		生活日用品を主力とする企業として、過去の河川の発泡問題、富栄養化問題などに対する取り組み、現在も継続推進中の河川の定常的なモニタリングの内容、地球温暖化対策、生物多様性等に対する取り組み状況を紹介する。																41997						飯田　教雄		ライオン
薬事･品質保証部長 ヤクジ ヒンシツ ホショウ

						13		機能化学品企業の自主                                  管理		製品を構成する化学物質や原料の情報を一元管理する化学物質情報総合管理システムを構築し、膨大な数に上る製品のきめ細かな管理を実現した。本システムは日本の複雑な法令に完全準拠したSDS/labelオーサリング機能を有している。別途、海外向け製品についても現地法令に準拠した現地語のSDS/Label対応を進めている。																42011						山口　光男		DIC
レスポンシブルケア部
海外法規制担当部長

						14		化学企業の自主管理		製品ライフサイクルを通して、化学物質のリスクを適切に管理し、ステークホルダーに適切な情報を提供している。「化学物質マネジメント戦略」は、このような化学物質管理の実現に向けた取り組みであり、計画に従い、着実に実行することで、自社としてのＷＳＳＤ目標が達成できることを目指している。																42018						半沢　昌彦 ハンザワ マサヒコ		三井化学
安全･環境企画管理部
化学品安全グループリーダー ミツイ カガク アンゼン カンキョウ キカク カンリブ カガクヒン アンゼン

				まとめ		15		規制から管理への進化		化学物質のもたらすリスクを社会全体として適切に管理しながら、同時に付加価値を増大させて人々の生活の糧を強固なものとするため、政府による点の規制から民間による面の管理へと化学物質総合管理が進化していく状況について、社会制度的な側面、科学技術的な側面、人材育成的な側面などから論じる。																42025						増田　優		お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科教授
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						2014年度講師リスト ネンド コウ シ



		年度 ネンド		科目No.		科目名 カモクメイ		講師ID		氏　名		フリガナ		所属（組織名） ショゾク ソシキ メイ		所属（部署名） ショゾク ブショ メイ		職名（役職名） ショクメイ ヤクショクメイ		郵便番号 ユウビンバンゴウ		勤務先所在地（または自宅住所） キンムサキ ショザイチ ジタク ジュウショ		TEL		e-mail		備　考

		2014		CT127		化学物質総合経営学事例研究１ カガク ブッシツ ソウゴウ ケイエイ ガク		有・無 ユウ ナシ		津田 洋幸				名古屋市立大学		津田特任教授研究室
						名古屋市瑞穂区田辺通３－１
		０５２－８３６－３４９６
		 htsuda@phar.nagoya-cu.ac.jp

								有・無 アリ ナシ		中井泰史 ナカイ ヤスフミ		ナカイヤスフミ		富士フイルム株式会社 フジ カブシキ カイシャ		CSR推進部　環境・品質マネジメント部 スイシンブ カンキョウ ヒンシツ ブ		統括マネージャー トウカツ		107-0052		東京都港区９－７－３ トウキョウト ミナトク		03-6271-1979		yasufumi_nakai@fujifilm.co.jp

								無 ナシ		中　道治 ナカ ミチハル		ナカ　ミチハル		日本精工株式会社 ニホン セイコウ カブシキ カイシャ		総合環境部 ソウゴウ カンキョウブ		なし		141-8560		東京都品川区大崎1-6-3日精ビル トウキョウト シナガワク オオサキ ニッセイ		03-3779-7393		naka@nsk.com

								有・無 ユウ ナシ		山口　光男 ヤ		ヤマグチ　ミツオ		DIC株式会社 カブシキ カイシャ		レスポンシブルケア部		海外法規制担当部長 カイガイ ホウ キセイ タントウ ブチョウ		101-0063		（勤務先）
東京都千代田区神田淡路町2-101　ワテラスタワー キンムサキ ト		03-6733-3272		mitsuo-yamaguchi@ma.dic.co.jp

								有・無 ユウ ナシ		櫻井　融		サクライ　トオル		日本電気株式会社		CSR・環境推進本部　環境推進部		シニアエキスパート		108-8001		東京都港区芝5-7-1（ＮＥＣ本社ビル）		03-3798-6617		t-sakurai@aj.jp.nec.com 

								有・無 ユウ ナシ		梅津　憲治		ウメツ ノリハル		1) 大塚化学株式会社
2) 徳島大学		1)　本社（鳴門駐在）
2)  産学官連携推進部		1) 技術顧問
2) 客員教授		771-1212		（自宅）　徳島県板野郡松茂町中喜来字稲本55-16		088-699-7591
090-8283-9622		ken-umetsu@otsukac.co.jp

								有・無 ユウ ナシ		佐藤　雅之		サトウ　マサユキ		住友化学株式会社		レスポンシブル　ケア室（化学品安全）		部長		104-8260		東京都中央区新川2-27-1		03-5543-5224		satom13@sc.sumitomo-chem.co.jp

								有・無 ユウ ナシ		東　泰好		アズマ ヤスヨシ		鹿児島大学（非常勤）		農学部		客員教授		185-0002		東京都国分寺市東戸倉2-7-33		042-301-8428
080-5361-9822		azmay22@ybb.ne.jp

								有・無 ユウ ナシ		飯田教雄		イイダノリオ		ライオン株式会社　		ＣＳＲ推進部		部長		130-8644		東京都墨田区本所１－３－７		03-3621-6600		n918iida＠lion.co.jp

								有・無 ユウ ナシ		広瀬　明彦 ヒロセ アキヒコ		ヒロセ　アキヒコ		国立医薬品食品衛生研究所 コクリツ イヤクヒン ショクヒン エイセイ ケンキュウショ		安全性生物試験研究センター　総合評価研究室 アンゼンセイ セイブツ シケン ケンキュウ ソウゴウヒョウカ ケンキュウシツ		室長 シツチョウ		158-8501		東京都世田谷区上用賀１－１８－１ トウキョウト セタガヤク カミヨウガ		03-3700-1141         (直通：03-3700-9878) チョクツウ		hirose@nihs.go.jp

								有・無 ユウ ナシ		半沢　昌彦 ハンザワ マサヒコ		ハンザワマサヒコ		三井化学（株） ミツイ カガク カブ		安全・環境企画管理部 アンゼン カンキョウ キカク カンリ ブ		化学品安全グループ
リーダー カガクヒン アンゼン		105-7117						Masahiko.Hanzawa@mitsui-chem.co.jp

								有・無 ユウ ナシ
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QE573現代環境法入門

				２０１4年度前期 ネンド ゼンキ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		関連講座QE573 カンレン				科目名 カモクメイ		現代環境法入門 ゲンダイ カンキョウ ホウ ニュウモン								副題 フクダイ		環境法制の生成・発展と公害・環境訴訟から環境法制のあり方を考える カンキョウ ホウセイ セイセイ ハッテン コウガイ カンキョウ ソショウ カンキョウ セイ カタ カンガ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		第二東京弁護士会                   環境法研究会 ダイニ トウキョウ ベンゴシカイ カンキョウホウ ケンキュウカイ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		20		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		木曜日１８：３０～２０：３０ モク ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・九段　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早稲田リーガルコモンズ法律事務所） トウキョウ クダン ワセダ ホウリツ ジムショ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		人の健康や環境を保全することを目的とする多種多様な環境法制は、社会の変化と要請に応じて常に生成・発展してきた。日本では1960年代に数々の公害事件が発生し、数多くの人体被害や環境破壊をもたらしたことに対し、このような悲惨な被害を二度と引き起こさないため、1967年に公害対策基本法が制定され、大気や土壌等の汚染防止のための個別の環境法制が制定された。その後、地球規模の環境破壊等の新たな課題に対処するために1993年に環境基本法が制定され、地球温暖化防止や循環型社会形成を目的とした新たな環境法制も制定されてきた。一方で、個別の権利侵害については公害・環境訴訟が提起され、新たな権利の確立や判例理論の展開が見られた。本講義では、このような環境法規の生成・発展、環境法制の法体系、個別の公害・環境訴訟について学び、これからの環境法規制のあり方について考える。 ハカイ アラ カダイ ミ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				過去の四大公害事件から学ぶ カコ ヨンダイ コウガイ ジケン マナ		1		水俣病 ミナマタビョウ		水俣病（熊本水俣病、新潟水俣病）は、工場排水として流された有機水銀を魚等を通じて摂取した周辺住民に重篤な健康被害が発生した事件である。事件後、企業、国及び県に対してその責任を問う数多くの訴訟が提起され、2013年に国の認定基準を覆す最高裁判決が出された。水俣病事件をめぐる判例について解説する。 ミナマタビョウ クマモト ミナマタ ビョウ ニイガタ ミナマタビョウ コウジョウ ハイスイ ナガ ユウキ スイギン サカナ トウ ツウ セッシュ シュウヘン ジュウミ ジュウトク ケンコウ ヒガイ ハッセイ ジケン ジケンゴ キギョウ クニ オヨ ケン タイ セキニン ト カズオオ ソショウ テイキ ネン クニ ニンテイ キジュン クツガエ サイコウサイ ハンケツ ダ ミナマタビョウ ジケン ハンレイ カイセツ																41374		早稲田リーガルコモンズ法律事務所 ワセダ ホウリツ ジムショ		中下裕子 ナカシタ ユウコ		福田健治 フクダ ケンジ		早稲田リーガルコモンズ法律事務所 ワセダ ホウリツ ジム ショ

						2		四日市喘息 ヨッカイチ ゼンソク		四日市ぜん息とは、三重県四日市市内の石油コンビナートから発生した大気汚染によって多くの住民がぜん息に罹患した事件である。この事件の損害賠償請求訴訟では、石油コンビナートを構成する複数の企業に共同不法行為の成立が認められた。事案の概要、判決の内容、意義について解説する。																41381						花澤俊之 ハナザワ トシユキ		森の風法律事務所 モリ カゼ ホウリツ ジム ショ

						3		イタイイタイ病 ビョウ		イタイイタイ病は、三井金属鉱業が神通川に排出したカドミウムによって健康被害が発生した事件である。この事件については、被害住民による損害賠償請求に対し、裁判所が疫学的因果関係論を採用して請求を認容した後、企業と住民との間で公害防止協定が結ばれ、土壌復元事業が行なわれた。その一連の流れを解説する。																41388						粟谷しのぶ アワヤ		コスモス法律事務所 ホウリツ ジム ショ

				環境法の基本理念と法体系 ホウタイケイ		4		環境法の生成と基本原則 カンキョウホウ セイセイ キホン ゲンソク		公害事件を通じて環境法が生成・発展してきた歴史を学ぶとともに、リオデジャネイロ宣言で提唱された基本原則、特に予防原則について、その現状と課題、日本における適用のあり方について受講者とともに考察する。 コウガイ ジケン ツウ カンキョウホウ セイセイ ハッテン レキシ マナ センゲン テイショウ キホン ゲンソク トク ヨボウ ゲンソク ゲンジョウ カダイ ニホン テキヨウ カタ ジュコウシャ コウサツ																41395						中下裕子 ナカシタユウコ

						5		環境法の法体系 カンキョウホウ ホウタイケイ		環境法制は、①環境基本法などの総論に関する法、②各論的分野に関する法、③環境保護の費用負担に関する法、④司法的・行政的解決に関する法、⑤環境行政組織に関する法、⑥国際環境法に体系立てられている。複数の環境法制の法体系を鳥観的に解説し、環境法制全体への理解を深める。																41402						粟谷しのぶ アワヤ

				汚染排出の防止・削減		6		土壌汚染 ドジョウ オセン		土壌汚染の深刻な豊洲東京ガス工場跡地を移転予定地としている「築地市場移転問題」を中心に、公共事業と土壌汚染の問題を考える。																41409						大城聡 オオシロ サトル		東京千代田法律事務所
弁護士 トウキョウ チヨダ ホウリツ ジムショ ベンゴシ

						7		大気汚染		1960年代、大気の主な汚染源は工場であったが、1990年代頃からは、自動車が大きな汚染源となってきた。自動車メーカー7社を相手とする東京大気汚染訴訟等の裁判例を検討し、現在の大気汚染の規制のあり方を検討する。																41416						橘高真佐美 キッタカ マサミ		東京パブリック法律事務所 トウキョウ ホウリツ ジムショ

						8		道路公害（大気汚染・騒音・振動等） ドウロ コウガイ タイキ オセン ソウオン シンドウ トウ		道路事業は、騒音、振動、大気汚染等の公害を引き起こすとともに、自然及びアメニティ破壊の元凶となってきた。道路事業を巡る裁判において、道路がもたらす公害等と道路の公益性がいかなる法的枠組みの下においてどのように比較衡量されてきたかを、近年の圏央道をめぐる裁判例を中心に解説する。																41423						藤原周作		藤原法律事務所 フジワラ ホウリツ ジムショ

				有害化学物質管理		9		化学物質管理・シックハウス問題 カガク ブッシツ カンリ モンダイ		近年、シックハウス症候群・化学物質過敏症の発症が社会問題となっている。この問題についての裁判事例の発展過程の検討を通じて、シックハウス対策・化学物質過敏症対策の現状と課題、さらには化学物質管理のあり方についても考察する。 キンネン ショウコウグン カガク ブッシツ カビンショウ ハッショウ シャカイ モンダイ モンダイ サイバン ジレイ ハッテン カテイ ケントウ ツウ タイサク カガク ブッシツ カビンショウ タイサク ゲンジョウ カダイ カガク ブッシツ カンリ カタ コウサツ																41430						中下裕子 ナカシタ ユウコ		コスモス法律事務所 ホウリツ ジム ショ

				循環管理法		10		廃棄物・リサイクル ハイキブツ		持続可能な社会を構築するには、発生抑制・リサイクル等による廃棄物の減量に加え、廃棄物の適正な処理が不可欠である。廃棄物処理施設の設置について地元住民の同意を得ることは困難であり、多くの裁判が行われてきた。廃棄物処理施設に関連する裁判例の解説を中心に、施設設置に関する法制度のあり方について考察する。																41437						藤原周作 フジワラ シュウサク		藤原法律事務所 フジワラ ホウリツ ジムショ

				自然環境保全 シゼン カンキョウ ホゼン		11		まちづくり・景観訴訟 ケイカン ソショウ		建造物文化財の保護を望む声に裁判所はどう応えてきたのか。景観は公益にしか過ぎないのか。それとも個々人の具体的な利益として保護されるのか。国立マンション訴訟、鞆の浦訴訟、銅御殿訴訟などを題材に建造物文化財や景観を保護するための法的課題について考察する。 ケンゾウブツ ブンカザイ ホゴ ノゾ コエ サイバンショ コタ ケンゾウブツ ブンカザイ ホウテキ																41444						尾谷恒治 オタニ コウジ		早稲田リーガルコモンズ法律事務所 ワセダ ホウリツ ジム ショ

						12		自然環境保護 シゼン カンキョウ ホゴ		奄美自然の権利訴訟、泡瀬干潟埋立公金等差止請求訴訟、米カリフォルニア州でのジュゴン訴訟等の事例から、自然保護をめぐる紛争に対してどのような法的手段が選択しうるのかを紹介する。また自然保護のための法制度がかかえる課題についても論じる。																41451						橋澤加世 ハシ ザワ クワ ヨ		北千住法律事務所 キタセンジュ ホウリツ ジムショ

				原子力・エネルギー		13		福島第一原発事故 フクシマ ダイイチ ゲンパツ ジコ		東京電力福島第一原発事故は、広範な放射性物質の拡散を引き起こし、10数万人が住み慣れた土地を離れて避難することを余儀なくされ、また膨大な面積が避難区域に設定され、賠償資金不足にあえぐ東京電力は実質的に国有化されるに至った。賠償問題を縦軸に、避難・除染問題を横軸に、原発事故への対応を考える。																41458						福田健治 フクダ ケンジ		早稲田リーガルコモンズ法律事務所 ワセダ ホウリツ ジム ショ

						14		再生可能エネルギー・気候変動対策 サイセイ カノウ キコウ ヘンドウ タイサク		持続可能な社会を実現するためには、再生可能エネルギーの爆発的普及を含むエネルギー政策の転換を中心とする、気候変動対策が不可欠である。そのための法制度、裁判例等を学ぶとともに、世界金融危機及び原発事故によって大きく後退してしまった同対策を進める上での課題と、今後の動向を考える。																41465						島昭宏 シマ アキヒロ		アーライツ法律事務所

				市民参加 シミン サンカ		15		環境問題における市民参画 カンキョウ モンダイ シミン サンカク		オーフス条約とは「環境に関する，情報へのアクセス，意思決定における市民参画，司法へのアクセス条約 」という環境分野の市民参画条約である。オーフス条約の概要を解説した上で、受講者とともに環境問題の解決には、なぜ市民の参画が重要なのか、そして市民が参画するためには何が求められるのかを考える。																41472						粟谷しのぶ アワヤ		コスモス法律事務所 ホウリツ ジム ショ




















QE444医薬総合管理

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座QE４４４ キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		 医薬総合管理								副題 フクダイ		　医薬品研究開発の戦略とプロセス

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		武田薬品工業 タケダ ヤクヒン コウギョウ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		20		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		土曜日１2：００～１8：００
（３講義集中）　 ドヨウビ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・九段　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早稲田リーガルコモンズ法律事務所） トウキョウ クダン ワセダ ホウリツ ジム ショ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		医薬品の創生、開発、適正な安全性情報の提供について実践を踏まえて解説する。創薬標的分子の同定から始まり、化合物の最適化研究を経て臨床試験候補化合物の創出に至る創薬研究の戦略とプロセスについて具体的事例を交えて概説するほか、サイエンスの知識から臨床試験の計画・実施・まとめ、承認申請、適正な安全性情報の収集・提供などの医薬品開発のプロセスについても具体的事例を交えて概説する。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				創薬研究の戦略とプロセス		1		創薬研究序論 ソウヤク ケンキュウ ジョロン		最初に製薬企業の一例として武田薬品の概要を紹介する。次に、創薬研究プロセスの全体像を説明すると共に、武田薬品でのグローバル化を含めた研究戦略と製薬会社に共通する研究面での課題、問題点を説明し、製薬ビジネスの特殊性について解説する。さらに、アクトス等の研究開発事例も紹介する。																41565		早稲田リーガルコモンズ法律事務所		畑和秀　　　　武田薬品工業		池浦義典 イケウラ ヨシノリ		武田薬品工業
医薬研究本部　
本部長室長 ホンブチョウ シツチョウ

						2		創薬標的分子の同定 		独創的な創薬研究に欠かせない新規な創薬標的分子をどうやって見出すか、その研究について最近の方法論を中心に概説する。特に、創薬標的の探索研究に新たな展開をもたらしたヒトゲノム研究の最も大きな成果の一つとも言えるオーファンGPCR研究を具体例として新規分子の発見とターゲット化のプロセスを紹介する。																						森　正明 モリ マサアキ		武田薬品工業
医薬研究本部　
CVM-DDU主席研究員 シュセキ ケンキュウイン

						3		シード化合物の発見		創薬標的分子に作用する化合物を効率よく見出すために行う、化合物ライブラリの構築、種々の標的分子に対応するアッセイ系構築、HTS自動化、微量化技術、さらにシード化合物としての可能性を評価する高次評価系構築などについて紹介する。																						樽井直樹 タルイ ナオキ		武田薬品工業
医薬研究本部
生物分子研究所長 イヤク ケンキュウ ホンブ セイブツ ブンシ ショチョウ

						4		化合物の最適化
　　　ー創薬化学ー 		創薬化学は有機化学の知識をベースとした総合科学である。医薬品の創製を目的に化合物の物性、薬物動態、安全性、薬効等のプロファイルを最適化する過程や手法について実例を交えて概説する。Drug-likenessの概念、ドラッグデザインと構造活性相関、プロセス化学についても紹介する。																41572						長　展生 チョウ ノブオ		武田薬品工業
医薬研究本部  化学研究所
リサーチマネジャー

						5		薬効評価
　　　ー薬理研究ー  ヤッコウ ヒョウカ ヤク リ ケンキュウ		薬剤候補化合物のヒトでの有効性を担保する動物試験、いわゆる薬効薬理試験は臨床効果を予測するうえで極めて重要である。ヒト疾患に類似した病態モデル動物研究、それらを用いた薬効薬理試験およびトランスレーショナルメディスン研究について実例を交えて概説する。単離臓器を用いた研究についても触れる。																						楠本啓司 クスモト ケイジ		武田薬品工業
医薬研究本部　
CVM-DDU主席部員 シュセキ ブイン

						6		薬物動態評価 ヒョウカ		薬物動態研究は、薬の候補となる化合物が生体でどのような運命をたどり目的とする場所にたどり着き、さらに生体から消失していくかということを評価・予測するものである。薬物動態の研究の必要性、創薬・開発研究プロセスにおける役割の2点を中心に具体的事例をもとに解説する。																						朝日　知 アサヒ サトル		武田薬品工業
医薬研究本部
薬物動態研究所長 イヤク ケンキュウ ホンブ ヤクブツ ドウタイ ケンキュウ ショチョウ

						7		安全性評価		医薬品候補化合物のヒト臨床試験試験実施前に動物や細胞を用いてその安全性を評価する方法について、毒性試験ガイドライン、毒性試験の種類、動物種、試験期間、測定項目、試験結果とその解釈、毒性発現メカニズムなどを紹介する。																41586						永井博文		武田薬品工業
医薬研究本部
薬剤安全性研究所長 イヤク ケンキュウ ホンブ ヤクザイ アンゼンセイ ケンキュウショ チョウ

				医薬品開発の戦略とプロセス		8		 医薬品開発概論		新しい医薬品が世に出るまでの開発プロセスや問題点について、最近の話題も織り交ぜ概説する。																						中岡一郎 ナカオカ イチロウ		武田薬品工業
医薬開発本部
日本開発センター所長 イヤク カイハツ ホンブ ニホン カイハツ ショチョウ

						9		非臨床試験から臨床試験へ		臨床試験開始に必要な非臨床試験、申請・承認に必要な非臨床試験について紹介する。さまざまな非臨床試験によってヒトにおける安全性、薬物動態及び有効性を外挿していることを解説する。																						池田幸一 イケダ コウイチ		武田薬品工業
医薬開発本部  開発戦略室
主席部員 イヤク カイハツ ホンブ カイハツ センリャク シツ シュセキ ブイン

						10		医薬品の法規制		日本における医薬品に対する法規制について、開発段階から販売後まで概説する。																41593						桑原雅明 クワハラ		武田薬品工業
医薬開発本部
日本開発センター 薬事部長 イヤク カイハツ ホンブ ニホン カイハツ ヤクジ ブ チョウ

						11		臨床試験の基本：モニターの業務 キホン		臨床試験にはどのような人が関わっているのか、どのようなプロセスで実施されるのか、科学性を保つにはどうしているのか、倫理性を保つにはどのようにしているのかなどについて、実例を交えながら紹介する。また、グローバル開発の現状についても簡単に紹介する。																						松井伸吾 マツイ シンゴ		武田薬品工業 医薬開発本部   日本開発センター 
臨床開発部長 イヤクカイハツホンブ ニホン カイハツ リンショウ カイハツ ブチョウ

						12		安全性評価と安全対策		治験段階及び市販後における、医薬品の安全性評価及び被験者・患者保護のための安全対策について解説する。また、安全性評価・対策に関してグローバルな一貫性を保つシステムについて論じる。																						野上健一郎		武田薬品工業
医薬開発本部
ファーマコビジランス部長

						13		医薬品統計学		データの取り方やまとめ方、プラセボなどの比較対照の考え方、並行群間やクロスオーバーなど比較の方法、エンドポイントの考え方など、試験計画立案時及びデータ解析時に必要となる統計学的な考え方や方法論について最新の情報も交えて解説する。																41607						橋本隆正 ハシモト タカマサ		武田薬品工業  医薬開発本部
日本開発センター  CDSc部 
統計グループマネジャー イヤクカイハツホンブ ニッポン カイハツ ブ トウケイ

						14		添付文書とPMS、製造販売後調査		医薬品は創薬の段階を経て上市されるが、上市後も育薬としての取り組みが行われる。育薬とは何かを医薬品の基本情報である添付文書や市販後に新たに産生されるデータ等医薬品情報の観点から解説する。																						廣居伸蔵 ヒロイ シンゾウ		武田薬品工業  医薬開発本部
ファーマコビジランス部  製造販売後調査ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｼﾞｬｰ セイゾウ ハンバイ ゴ チョウサ

						15		品質の確保		医薬品の臨床開発にあたっては、当事者自ら品質管理を行うのみならず、第3者による監査、更には当局による調査までもが求められている。医薬品ではなぜ何重もの確認が求められているのか、製薬会社はどのようにして品質の確保された医薬品を世に送り出そうとしているのか、臨床監査の立場から実例も交えて解説する。																						山根正博 ヤマネ マサヒロ		武田薬品工業
医薬開発本部
臨床監査室  主席部員 リンショウ カンサ シツ シュセキ ブイン


















NC466放射線生物学（前）

				２０１4年度前期 ネンド マエ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座NC466 キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		放射線生物学 ホウシャセンセイブツガク								副題 フクダイ		放射線は生命の謎を解く鍵

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		京都大学放射線生物研究センター　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひと・健康・未来研究財団				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		  金曜日 １８：0０～２1：0０
（２講義集中） キン ヨウビ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		京都・京都大学放射線生物研究センター　　　　　　　　　　　　　（京都大学放射線生物研究センター　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひと・健康・未来研究財団）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  キョウト

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		放射線の生物影響を深く理解するために、量子の世界を生物的見地にたって解説し、放射線と生物の深い関わりを理解し、放射線生物学の可能性を論ずる。また、放射線の生物影響の全体像を科学的事実を基に理解することによって、福島原発事故後に予想される放射線の生体影響の実態を論理的に理解する能力を醸成する。(前期・後期同一内容で開講） ホウシャセン セイブツエイキョウ フカ リカイ リョウシ セカイ セイブツテキケンチ カイセツ ホウシャセン セイブツ フカ カカ リカイ ホウシャセン センセイブツガク カノウセイ ロン ホウシャセン セイブツエイキョウ ゼンタイゾウ カガクテキジジツ モト リカイ フクシマゲンパツジコ ゴ ヨソウ ホウシャセン セイタイエイキョウ ジッタイ ロンリテキ リカイ ノウリョク ジョウセイ ゼンキ コウキ ドウイツ ナイヨウ カイコウ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				放射線の物理学 ホウシャセン ブツリガク		1		物質の構造と放射線 ブッシツ コウゾウ ホウシャセン		宇宙万物が放射線エネルギーから生まれていることを解説する。 ウチュウバンブツ ホウシャ セン ウ カイセツ																41403		京都大学放射線生物研究センターセミナー室（京都市左京区吉田近衛町）		渡邉正己		渡邉正己　　		京都大学名誉教授　　　　　　　　　　　　放射線生物研究センター　　 メイヨ キョウジュ

						2		放射線と物質の相互作用 ホウシャセン ブッシツ ソウゴサヨウ		放射線の生物影響の第一段階がエネルギーの移動であることを解説する。 ホウシャセン セイブツエイキョウ ダイイチダンカイ イドウデ カイセツ

						3		放射線の量と単位 ホウシャセンオ リョウ タンイ		放射線の生体影響を表すために使われている線量や線量率などの単位を解説する。 ホウシャセン セイタイエイキョウ アラワ ツカ センリョウ センリョウリツ タンイ カイセツ																41410						石合正道		京都大学准教授　　　　　　　　　　　　放射線生物研究センター ジュン キョウジュ

						4		自然放射線と人工放射線 シゼンホウシャセン ジンコウホウシャセン		環境内に存在する放射線と人工的に生まれる放射線に質的違いが無いことを理解し、自然放射線に対して生体がどのような応答をしているかを概説する。 カンキョウナイ ソンザイ ホウシャセン ジンコウテキ ウ ホウシャセン シツテキ チガ ナ リカイ シゼンホウシャセン タイ セイタイ オウトウ ガイセツ

				放射線の生物学 ホウシャセン セイブツガク		5		放射線の個体影響 ホウシャセン コタイ エイキョウ		放射線による死をはじめとする個体レベルでの応答反応の仕組みを概説する。 ホウシャセン シ コタイ オウトウハン ウノシク ガイセツ																41417						高田穣		京都大学教授　　　　　　　　　　　　放射線生物研究センター キョウジュ

						6		放射線の臓器影響 ホウシャセンソンショウ ゾウキ エイキョウ		放射線による生体臓器の特殊機能に対する影響の仕組みを概説する。 ホウシャセン セイタイゾウキ トクシュキノウ タイ エイキョウ シク ガイセツ

						7		染色体への放射線影響		放射線による細胞影響について、特に染色体とその分配機構に着目して概説する。																41424						松本智裕　　　　		京都大学教授　　　　　　　　　　　　放射線生物研究センター キョウジュ

						8		細胞周期の放射線応答		放射線に対する細胞応答をチェックポイントと細胞死の視点から概説する。																						古谷寛治		京都大学講師　　　　　　　　　　　　放射線生物研究センター コウシ

						9		放射線の分子影響		放射線によるDNAをはじめとする細胞内重要分子の損傷と修復の機構について概説する。特に、放射線感受性を支配する遺伝子に欠損を持つ遺伝疾患の分子メカニズムを解説する。 トク ホウシャセンカンジュセイ シハイ イデンシ ケッソン モ イデンビョウ シッカン ブンシ カイセツ																41431						小松賢志		京都大学教授　　　　　　　　　　　　放射線生物研究センター キョウジュ

						10		放射線の遺伝的影響 ホウシャセン		放射線による遺伝子損傷に伴う継世代影響の仕組みについて概説する。

						11		放射線の発がん影響 ホウシャセン ハツ		放射線の発がん影響について、固体、細胞及び分子レベルにおける仕組みについて概説する。																41438						小林純也		京都大学准教授　　　　　　　　　　　　放射線生物研究センター ジュン キョウジュ

				放射線の利用と展望 ホウシャセン リヨウ テンボウ		12		放射線治療 ホウシャセン チリョウ		放射線の利用でもっとも人類に役立つのは医学応用である。がんを肇様々な疾病の診断と治療にどのように放射線を使っているかについて概説する。 ホウシャセン リヨウ ジンルイ ヤクダ イガクオウヨウ ハジメサマザマ シッペイ シンダン チリョウ ホウシャセン ツカ ガイセツ

						13		放射線防護 ホウシャセンボウゴ		放射線の生物影響の特性を踏まえ、放射線利用にあたって、放射線障害を回避するために、注意すべき要点を解説する。ICRP等の国際機関における放射線防護の概念形成についての情報を併せて提供し、我が国で備えるべき放射線防護の仕組みを論じる。 ホウシャセン セイブツエイキョウ トクセイ フ ホウシャセン リヨウ ホウシャセンショウガイ カイヒ チュウイ ヨウテン トウ コクサイキカン キカン ホウシャセンボウゴ ガイネン ケイセイ ジョウホウ アワ テイキョウ ワ クニ ソナ ホウシャセンボウゴ シク ロン																41445						渡邉正己　　		京都大学名誉教授
公益財団法人ひと・健康・未来研究財団

						14		放射線生物学の展望 ホウシャセン セイブツガク テンボウ		放射線と生物の密接な関係をもとに、今後、半世紀の間に放射線生物学が解き明かすであろう生命の仕組みについて概説する。 ホウシャセン セイブツ ミッセツ カンケイ コンゴ ハンセイキ アイダ ホウシャセンセイブツガク ト ア セイメイ シク ガイセツ

				まとめ		15		総合討論 ソウゴウトウロン		14回の講義を纏め、受講者と講師が討論を通じて放射線と生命の密接な係わりについて俯瞰的に論じる。 カイ コウギ マト ジュコウシャ トコウシ トウロン ツウ ホウシャセンガ セイメイ ミッセツ カカ フカンテキ ロン																41452						担当教員		京都大学教員　　　　　　
公益財団法人ひと・健康・未来研究財団




















UT535資源･エネルギー･安全基礎論

				２０１4年度前期 ネンド ゼン キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 UＴ５３５ キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		 資源・エネルギー・安全基礎論 シゲン アンゼン キソ ロン								副題 フクダイ		　技術革新と社会変革に深く係る資源・エネルギーとリスク管理のための社会的規範を巡る世界の動向を語る ギジュツ カクシン シャカイ ヘンカク フカ カカワ シゲン カンリ シャカイテキ キハン メグ セカイ ドウコウ カタ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		社会技術革新学会　　　　　　　　石油サウジアラビア教育研究会 シャカイ ギジュツ カクシン ガッカイ セキユ キョウイク ケンキュウカイ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		10		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		金曜日13:20-18:10
（３講義集中）　 キンヨウビ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・大岡山　　　　　　　　
（知の市場） トウキョウ オオオカヤマ チ イチバ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		持続可能な社会への転換とともに国際競争力の維持向上が求められる２１世紀においては、技術革新とともに制度改革や人材改新を連動させて円滑に社会変革を実現して行くことが大きな課題となっている。こうした挑戦に大きな影響をもたらすのが、資源やエネルギーを巡る国際情勢であり、そして、リスク管理のために構築される社会的規範を巡る国際的な動向である。付加価値の意味などの基本を確認しつつこれら国際的な動向と国際競争力の現状を検証し、持続可能な発展のために日本に必要な技術革新や制度改革や人材改新などの諸々の課題について論じ、社会変革の道を探る。                                       （お茶の水女子大学、早稲田大学、東京工業大学における授業を基礎に編集） チョウセン オオ エイキョウ シゲン メグ コクサイ ジョウセイ カンリ コウチク シャカイテキ キハン メグ コクサイテキ ドウコウ フカ カチ イミ キホン カクニン ケンショウ ジンザイ カイシン



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				付加価値と社会規範 フカ カチ シャカイ キハン		1		付加価値と技術革新		生活を向上させ社会を維持するためには価値低減の法則のもとで付加価値の増大を図ることが必須である。付加価値の基本と自由経済や資本主義経済における意味を確認しつつ、付加価値を増大させる３つの方法について紹介するとともに、それぞれの方法が持つ特徴と制約について解説する。また、技術革新が付加価値の増大に果たす役割について論じる。 フカ カチ キホン イミ カクニン																41740		東京工業大学大岡山キャンパス トウキョウ コウギョウ ダイガク オオオカヤマ		増田　優 マスダ マサル		増田　優 マスダ マサル		お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科
教授　　

						2		価値創造のための
ものづくりと物語づくり		成熟市場の中で新たな市場を開拓した歴史や市場占有率が劇的に変化する歴史を有する具体的な製品分野を事例として取り上げ、イノベーションにおける技術革新の役割や付加価値の増大をもたらすより幅広いイノベーションの要因を検証する。加えて付加価値の創造にはものづくりと車の両輪で規範創りや物語創りが必須であることを論じる。 クワ

						3		健康リスクと経営リスク		身近な具体的な事例を通して化学物質がもたらす健康へのリスクや環境へのリスクの管理の在り方について社会規範や科学的方法論とのかかわりも含めて論じる。合わせて、化学物質のリスク管理が経営にもたらすリスクや近年世界で急速に進む制度改革が日本社会にもたらすリスクの大きさと意味について論じる。 ア ケイエイ ニホン

						4		化学物質総合管理を巡る
国際的な論議の系譜 ソウゴウ カンリ		20世紀第4四半期から展開された経済協力開発機構（OECD)の化学物質総合管理に関する論議を契機とする1992年の国連環境開発会議（UNCED)のアジェンダ21第19章、2002年の持続可能な発展に関する世界首脳会議（WSSD）の宣言、2006年の国際化学物質管理会議の国際化学物質管理戦略（SAICM)などの今日に至る国際的な論議を紹介しつつその意義と影響を論じる。 ケイキ エイキョウ ロン																41747

						5		化学物質総合管理の
基本的枠組み ソウゴウ カンリ キホン		ハザード（有害性）、エクスポージャー（曝露）、リスク（現実の危険性）の意味と特徴について詳述するとともに、化学物質総合管理の基本であるリスク原則やそこから導き出される自主管理の重要性などについて論じる。また、発癌性を例に、規範科学（レギュラトリー・サイエンス）が持つ自然科学的側面と人文社会科学的側面を検証する。

						6		化学物質総合管理の
社会的な枠組み ソウゴウ カンリ シャカイ		リスク原則に則り化学物質を総合管理してゆくために、社会を構成する人々が広く協働していくことが必須である。このために、20世紀の第4四半期以来世界が社会変革を目指して構築してきた社会的な枠組みについて解説するとともに、その根幹をなす情報の共有と公開のための諸々の仕組みについて紹介しつつその意味を論じる。

						7		自主管理の概念と経営への展開 ガイネン ケイエイ テンカイ		世界の化学産業界の自主管理活動であるレスポンシブル・ケアやその中核をなすプロダクト・スチュワードシップの概念と意味を紹介しつつ、社会全体として化学物質のリスクを適切に管理する上で重要な役割を担う自主管理活動の経営的な意味を明らかにし、化学物質総合管理の化学物質総合経営への進化を論じる。 ショウカイ テキセツ カンリ ウエ ジュウヨウ ヤクワリ ニナ																41754

						8		社会的規範と国際競争力 シャカイテキ キハン コクサイ キョウソウリョク		世界を先導して付加価値の創造をもたらした自主管理活動の事例や社会的規範の制定の遅れが新規市場の開拓を阻害した事例を紹介しつつ、社会的規範と国際競争力の関係を論じる。また、具体的な製品の研究・開発や生産・販売の過程におけるものづくりと規範創りの深い関係を明らかにしつつ、規範創りの主役が民間であることを示す。 セカイ センドウ シャカイテキ キハン セイテイ オク シンキ シジョウ カイタク ソガイ ジレイ シャカイテキ キハン コクサイ キョウソウ リョク カンケイ ロン

				エネルギーと資源		9		石油危機の実相と危機克服における技術革新の役割 イシ		石油製品の需要構造を長期的に振り返ると、高度経済成長期の1960年代～70年代には重厚長大な産業構造を反映し、重油は5割を占めていた。日本経済は1970年代、二度の石油危機を産業構造のソフト化により克服すると同時に、石油製品の需要構成の変化、環境改善を進めたが、それらの経緯と明らかにしつつその意味を論じる。 ケイイ アキ イミ ロン																						須藤　繁 スドウ シゲル		帝京平成大学現代ライフ学部教授　 テイキョウ ヘイセイ ダイガク ゲンダイ ガクブ キョウジュ

						10		技術革新による石油供給力の拡大と環境改善の実相		1970年から1990年までの精製能力と分解装置能力の増強による需要構成の変化への対応は、最終的には重質油分解によって図られた。重質油分解装置の過酷な運転条件を支えたのは、材料機器の革新と触媒の改良であるが、それらの経緯とその実現を支えた要因を明らかにしつつその意味を論じる。
 ゾウキョウ ジツゲン ササ ヨウイン																41761

						11		情報通信技術よる石油産業と安全保障観の変化		1980年代、石油産業においても情報インフラの整備、通信技術革新が進行した。石油市場構造の変化や湾岸戦争を契機として、メディアの報道は一変した。これには、通信技術の進歩が背景にあるが、入手情報の質、入手までの速さという点で、1980年代とそれ以後には画期的な違いがもたらされた。そのことがエネルギー安全保障観を大きく変化させた経緯とその影響を論じる。 ネンダイ セキユ サンギョウ セイビ カクシン シンコウ シジョウ コウゾウ アンゼン ホショウ カン オオ ヘンカ ケイイ エイキョウ ロン

						12		近年の石油価格の高騰の背景と影響の実相		今世紀に入り、一次産品価格が大きく上昇した主因に一次産品の金融商品化が挙げられるが、一次産品の行き過ぎた金融商品化への対応策として様々な施策が採られた。過度な自由主義経済には何らかの規制が必要か、効果的な規制にはどのような要素が求められるかなどの観点から論じる。 サマザマ ト カンテン ロン

						13		持続可能な社会の発展と石油・エネルギー政策の実相		環境制約と資源制約を踏まえながら、非在来型石油資源の利用、主要国エネルギー戦略、日本の新国家エネルギー戦略の方向を押さえながら、持続可能な社会の発展の条件を探る。 フ オ ジゾク カノウ シャカイ ハッテン ジョウケン サグ																41768

						14		国際石油情勢の実相と日本の将来展望 ニホン		米国中心のｼｪｰﾙ層開発により、世界の石油地図は大きく変わり始めた。その開発の最大の意義は、国際原油価格を70～80ﾄﾞﾙ/ﾊﾞﾚﾙで下支えするﾒｶﾆｽﾞﾑが石油市場に組み込まれたことである。日本のLNG輸入価格が、米国の天然ガス価格並みになれば、貿易赤字の半分は解消されるという点から、LNGの輸入価格の引き下げが喫緊の政策課題として浮上してきた。国際的なｴﾈﾙｷﾞｰ供給構造の変化と日本の課題について論じる。 ソウ カイハツ サ コクサイテキ キョウキュウ コウゾウ ヘンカ ニホン カダイ ロン

						15		総合討論 ソウゴウ トウロン		世界の中で日本が置かれた状況を踏まえ、今後、日本が、そして自分が、取るべき戦略について自由に討論する。 ナカ ニホン オ ジョウキョウ フ コンゴ ニホン ジブン ト センリャク ジユウ トウロン


















SK441製品総合管理特論

				２０１4年度前期 ネンド ゼン キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座ＳＫ４４１				科目名 カモクメイ		製品総合管理特論 セイヒン ソウゴウ カンリ トク ロン								副題 フクダイ		製品安全対策の基礎知識 セイヒン アンゼン タイサク キソ チシキ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		製品評価技術基盤機構 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		60		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		金曜日１８：００～２０：００ キン ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		大阪・関西大学高槻
（製品評価技術基盤機構、関西大学社会安全学部、                               関西消費者連合会） オオサカ カンサイ ダイガク タカツキ セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ カンサイ ダイガク シャカイ アンゼン ガクブ カンサイ ショウヒシャ レンゴウ カイ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ		近年、消費者が使用する製品の安全性が大きく注目を集めている。種々の製品事故が顕在化し、これを受けて消費生活用製品安全法の数回にわたる改正が行われるなど、製品安全政策の見直しが行われた。また、２００９年９月１日には事故情報等を一元的に扱うため消費者庁が設立された。製品事故の現状と製品安全政策について具体的事例に基づき分析考察するととともに、今後の事故防止方策や政策のあり方について論じる。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				製品事故の現状 セイヒン ジコ ゲンジョウ		1		製品事故の動向 セイヒン ジコ ドウコウ		製品評価技術基盤機構の事故情報収集調査結果を用い、製品事故動向を分析し考察する。 ジコ ジョウホウ シュウシュウ チョウサ ケッカ モチ セイヒン ジコ ドウコウ ブンセキ コウサツ																41010		関西大学
高槻ミューズキャンパス		長田　敏　　　　　		長田　 敏		製品評価技術基盤機構　
製品安全センター
 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ セイヒン アンゼン

						2		最近の注目事故                    原因究明Ⅰ サイキン チュウモク ジコ ゲンイン キュウメイ		最近の燃焼器具、日用品等における特徴的な事故と原因究明の具体的事例を通じて、近年の事故の現状を考察する。 ネンショウ キグ ニチヨウ ヒン トウ ゲンイン キュウメイ グタイ テキ ジレイ キンネン サツ																41017						菊地　徹

						3		最近の注目事故             原因究明Ⅱ サイキン チュウモク ジコ ゲンイン キュウメイ		最近の電気製品における特徴的な事故と原因究明の具体的事例を通じて、近年の事故の現状を考察する。																41024						川野和弘

				製品事故の防止対策 セイヒン ジコ ボウシ タイサク		4		誤使用事故防止 Ⅰ
（事業者の取り組み）		誤使用や不注意によって発生している製品事故について、誤使用防止の観点から、作る側の立場で事故を防止するために配慮すべきことはなにかを考察する。 ゴシヨウ フチュウイ ハッセイ セイヒン ジコ ゴシヨウ ボウシ カンテン タチバ																41038						久本誠一　 ヒサモト セイイチ

						5		誤使用事故防止 Ⅱ
（消費者の役割） ヤクワリ		誤使用や不注意によって発生している製品事故について、誤使用防止の観点から、使う側の立場で事故を防止するために配慮すべきことはなにかを考察する。 タチバ																41045

						6		高齢者、子供などの事故		事故にあう可能性の高い高齢者、子どもなどの配慮や事故の現状と事故防止について考察する。																41052						酒井健一

						7		リスクアセスメント		製品のリスクを低減するためのリスクアセスメント手法の現状と今後の課題について考察する。 テイゲン シュホウ ゲンジョウ コンゴ カダイ																41059

						8		リコール		日本における消費生活用製品などに関するリコール・回収の現状を分析し、リコール制度、リコールのあり方などについて考察する。 ニホン ショウヒ セイカツ ヨウ セイヒン カン カイシュウ ゲンジョウ ブンセキ																41066						山田秀和　

				製品安全における法令・制度 セイヒン アンゼン ホウレイ セイド		9		消費者行政における、国、地方自治体、公的機関の役割 コウテキ キカン		日本の消費者行政（製品安全）の全体像及び政府（消費者庁等）、地方自治体、国民生活センター、製品評価技術基盤機構等の各セクションの役割を述べる。 ニホン ゼンタイゾウ オヨ セイフ ショウヒシャ チョウ トウ チホウ ジチタイ セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ トウ ノ																41073						葛谷弘之　 クズヤ ヒロユキ

						10		日本の製品安全政策 ニホン セイヒン アンゼン セイサク		日本における安全規制（安全４法等）の現状、最近の法律改正、製品安全政策の取組みについて紹介する。 ニホン キセイ ゲンジョウ サイキン ホウリツ カイセイ セイヒン アンゼン セイサク ト ク ショウカイ																41080						長田　敏 ナガタ サトシ

						11		海外における製品安全政策の状況 セイサク		米国、欧州、中国、韓国などではどのように製品安全が確保されているのかについて紹介する。 ベイコク オウシュウ チュウゴク カンコク ショウカイ																41087

						12		認定・認証制度 ニンテイ ニンショウ セイド		国際ルールとしての認定認証制度とその内外の現状について概観するとともに、製品安全との係りについて論じる。 コクサイ ニンテイ ニンショウ セイド ナイガイ ゲンジョウ ガイカン セイヒン アンゼン カカワ ロン																41094						根上雄二 ネアガリ ユウジ		製品評価技術基盤機構　
認定センター セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ ニンテイ

						13		紛争処理 フンソウ ショリ		日本では１９９５年に製造物責任法が施行されている。これまでの民法と製造物責任法とのルールの違い。民法、製造物責任法、紛争外処理などについて説明する。 ニホン ネン セイゾウ ブツ セキニン ホウ セコウ タミ ホウ セイゾウ ブツ セキニン ホウ チガ ミンポウ セツメイ																41101						長田　 敏		製品評価技術基盤機構　
製品安全センター セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ セイヒン アンゼン

						14		化学物質管理政策 カガク ブッシツ カンリ セイサク		国内外の化学物質管理政策の現状と今後の動向について概観するとともに、製品安全政策との類似点と相違点について考察する。 コク ナイガイ カガク ブッシツ カンリ セイサク ゲンジョウ コンゴ ドウコウ ガイカン セイヒン アンゼン セイサク ルイジテン ソウイテン																41108						小原裕子

長田　敏


 オバラ ユウコ ナガタ サトシ		製品評価技術基盤機構　
化学物質管理センター　
製品安全センター　 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ カガク ブッシツ カンリ

						15		今後の日本の製品安全政策のあり方 コンゴ ニホン セイヒン アンゼン セイサク カタ		何故、近年製品安全問題がクローズアップされているのか、安全を巡る歴史的経緯などを分析し、今後の製品安全政策の課題や、製品安全のあるべき規制、基準体系について論じる。 ナゼ キンネン セイヒン アンゼン モンダイ アンゼン メグ レキシ テキ ケイイ ブンセキ コンゴ セイヒン アンゼン セイサク カダイ セイヒン アンゼン キセイ キジュン タイケイ ロン																41115						長田　 敏　		製品評価技術基盤機構　
製品安全センター セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ セイヒン アンゼン






















ST441製品総合管理特論

				２０１4年度後期 ネンド コウキ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座ＳＴ４４１				科目名 カモクメイ		製品総合管理特論 セイヒン ソウゴウ カンリ トク ロン								副題 フクダイ		製品安全対策の基礎知識 セイヒン アンゼン タイサク キソ チシキ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		製品評価技術基盤機構 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		80		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日１８：３０～２０：３０ カ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・西早稲田（２）主婦連
（主婦連合会、製品評価技術基盤機構、　　　　　　　早稲田大学規範科学総合研究所） トウキョウ ニシワセダ シュフ レン シュフ レンゴウカイ セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ ワセダ ダイガク キハン カガク ソウゴウ ケンキュウ ショ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ		近年、消費者が使用する製品の安全性が大きく注目を集めている。種々の製品事故が顕在化し、これを受けて消費生活用製品安全法の数回にわたる改正が行われるなど、製品安全政策の見直しが行われた。また、２００９年９月１日には事故情報等を一元的に扱うため消費者庁が設立された。製品事故の現状と製品安全政策について具体的事例に基づき分析考察するととともに、今後の事故防止方策や政策のあり方について論じる。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				製品事故の現状 セイヒン ジコ ゲンジョウ		1		製品事故の動向 セイヒン ジコ ドウコウ		製品評価技術基盤機構の事故情報収集調査結果を用い、製品事故動向を分析し考察する。 ジコ ジョウホウ シュウシュウ チョウサ ケッカ モチ セイヒン ジコ ドウコウ ブンセキ コウサツ																41168		早稲田大学西早稲田キャンパス ワセダ ニシワセダ		長田　敏　　　　　		長田　 敏		製品評価技術基盤機構　
製品安全センター
 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ セイヒン アンゼン

						2		最近の注目事故　　　　　　　原因究明Ⅰ サイキン チュウモク ジコ ゲンイン キュウメイ		最近の燃焼器具、日用品等における特徴的な事故と原因究明の具体的事例を通じて、近年の事故の現状を考察する。 ネンショウ キグ ニチヨウ ヒン トウ ゲンイン キュウメイ グタイ テキ ジレイ キンネン サツ																41182						菊地　徹

						3		最近の注目事故　　　　　　　　原因究明Ⅱ サイキン チュウモク ジコ ゲンイン キュウメイ		最近の電気製品における特徴的な事故と原因究明の具体的事例を通じて、近年の事故の現状を考察する。																41189						川野和弘

				製品事故の防止対策 セイヒン ジコ ボウシ タイサク		4		誤使用事故防止 Ⅰ
（事業者の取り組み）		誤使用や不注意によって発生している製品事故について、誤使用防止の観点から、作る側の立場で事故を防止するために配慮すべきことはなにかを考察する。 ゴシヨウ フチュウイ ハッセイ セイヒン ジコ ゴシヨウ ボウシ カンテン タチバ																41196						久本誠一　 ヒサモト セイイチ

						5		誤使用事故防止 Ⅱ
（消費者の役割） ヤクワリ		誤使用や不注意によって発生している製品事故について、誤使用防止の観点から、使う側の立場で事故を防止するために配慮すべきことはなにかを考察する。 タチバ																41203

						6		高齢者、子供などの事故		事故にあう可能性の高い高齢者、子どもなどの配慮や事故の現状と事故防止について考察する。																41210						酒井健一

						7		リスクアセスメント		製品のリスクを低減するためのリスクアセスメント手法の現状と今後の課題について考察する。 テイゲン シュホウ ゲンジョウ コンゴ カダイ																41217

						8		リコール		日本における消費生活用製品などに関するリコール・回収の現状を分析し、リコール制度、リコールのあり方などについて考察する。 ニホン ショウヒ セイカツ ヨウ セイヒン カン カイシュウ ゲンジョウ ブンセキ																41224						山田秀和　

				製品安全における法令・制度 セイヒン アンゼン ホウレイ セイド		9		消費者行政における、国、地方自治体、公的機関の役割 コウテキ キカン		日本の消費者行政（製品安全）の全体像及び政府（消費者庁等）、地方自治体、国民生活センター、製品評価技術基盤機構等の各セクションの役割を述べる。 ニホン ゼンタイゾウ オヨ セイフ ショウヒシャ チョウ トウ チホウ ジチタイ セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ トウ ノ																41231						葛谷弘之　 クズヤ ヒロユキ

						10		日本の製品安全政策 ニホン セイヒン アンゼン セイサク		日本における安全規制（安全４法等）の現状、最近の法律改正、製品安全政策の取組みについて紹介する。 ニホン キセイ ゲンジョウ サイキン ホウリツ カイセイ セイヒン アンゼン セイサク ト ク ショウカイ																41238						長田　敏 ナガタ サトシ

						11		海外における製品安全政策の状況 セイサク		米国、欧州、中国、韓国などではどのように製品安全が確保されているのかについて紹介する。 ベイコク オウシュウ チュウゴク カンコク ショウカイ																41215

						12		認定・認証制度 ニンテイ ニンショウ セイド		国際ルールとしての認定認証制度とその内外の現状について概観するとともに、製品安全との係りについて論じる。 コクサイ ニンテイ ニンショウ セイド ナイガイ ゲンジョウ ガイカン セイヒン アンゼン カカワ ロン																41252						根上雄二 ネアガリ ユウジ		製品評価技術基盤機構　
認定センター セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ ニンテイ

						13		紛争処理 フンソウ ショリ		日本では１９９５年に製造物責任法が施行されている。これまでの民法と製造物責任法とのルールの違い。民法、製造物責任法、紛争外処理などについて説明する。 ニホン ネン セイゾウ ブツ セキニン ホウ セコウ タミ ホウ セイゾウ ブツ セキニン ホウ チガ ミンポウ セツメイ																41259						長田　 敏		製品評価技術基盤機構　
製品安全センター セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ セイヒン アンゼン

						14		化学物質管理政策 カガク ブッシツ カンリ セイサク		国内外の化学物質管理政策の現状と今後の動向について概観するとともに、製品安全政策との類似点と相違点について考察する。 コク ナイガイ カガク ブッシツ カンリ セイサク ゲンジョウ コンゴ ドウコウ ガイカン セイヒン アンゼン セイサク ルイジテン ソウイテン																41280						小原裕子
長田　敏 オバラ ユウコ ナガタ サトシ		製品評価技術基盤機構　
化学物質管理センター　
製品安全センター　 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ カガク ブッシツ カンリ

						15		今後の日本の製品安全政策のあり方 コンゴ ニホン セイヒン アンゼン セイサク カタ		何故、近年製品安全問題がクローズアップされているのか、安全を巡る歴史的経緯などを分析し、今後の製品安全政策の課題や、製品安全のあるべき規制、基準体系について論じる。 ナゼ キンネン セイヒン アンゼン モンダイ アンゼン メグ レキシ テキ ケイイ ブンセキ コンゴ セイヒン アンゼン セイサク カダイ セイヒン アンゼン キセイ キジュン タイケイ ロン																41287						長田　 敏　		製品評価技術基盤機構　
製品安全センター セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ セイヒン アンゼン






















FT125化学物質総合管理

				２０１4年度前期 ネンド ゼン キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座FT125 キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		化学物質総合管理特論 カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ トクロン								副題 フクダイ		化学物質に関するリスク評価とリスク管理の基礎知識 カガク ブッシツ カン ヒョウカ カンリ キソ チシキ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		主婦連合会
製品評価技術基盤機構 シュフ レンゴウカイ セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		40		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		火曜日１８：３０～２０：３０ カ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・四谷（１）主婦連
（主婦連合会、製品評価技術基盤機構） トウキョウ ヨツヤ シュフ レン シュフ レンゴウカイ セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		化学物質のリスク評価、リスク管理は、安全で安心できる社会の実現に不可欠である。化学物質のリスクとは何か。そのリスクを評価、管理するとはどのようなことか。リスクを解析する科学的な手法をはじめ、その背景となっている考え方、化学物質管理制度、諸外国の状況などにも言及しつつ化学物質のリスク評価の全体像を解説する。また、化学物質評価の具体事例や化学物質管理に関する情報に触れるとともに、適切な化学物質管理に重要なリスクコミュニケーション手法等についても解説する。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				総論 ソウロン		1		化学物質とリスクの考え方 カガク ブッシツ カンガ カタ		リスクとは何か。ISO31000によれば、リスクの意味は危険性と必ずしも同一ではない。日常生活における各種リスクを解釈すると同時に、リスクの大小、リスクの種類による受容性、リスクを理解した行動を取る困難さなど、できるだけ幅広い解釈を行ない、化学物質のリスクを考える導入部とする。																41372		主婦連合会
会議室
（主婦会館内） シュフ レンゴウカイ カイギシツ シュフ カイカン ナイ		安井　至 ヤスイ イタル		安井　至 ヤスイ イタル		製品評価技術基盤機構　
理事長 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ リジチョウ

						2		化学物質の
リスクとベネフィット カガク ブッシツ		化学物質は人間社会に多くのベネフィットを齎すが、利用の仕方によってはリスクを伴う。リスクとベネフィットのバランスが重要である。定量的な評価は難しいが、評価の基本的な考え方を解説し具体例を紹介する。																41379						花井　荘輔 ハナイ ソウスケ		花井リスク研究所 ハナイ ケンキュウショ

				日本の
化学物質管理政策 ニホン カガク ブッシツ カンリ セイサク		3		化学物質管理政策 カガク ブッシツ カンリ セイサク		色々な化学物質が、その有用性のため身の回りに利用され、生活を快適なものにしている。他方、化学物質は種類が多く、多様性を有し、人や環境に与える影響が十分に分かっていないものも多い。このような化学物質を適切に管理し、安全と安心を確保するのが化学物質管理政策である。基本的な考え方や特徴を説明する。 イロイロ																41386						辻　信一 ツジ シンイチ		名古屋大学
グリーンモビリティ連携研究センター
（前製品評価技術基盤機構化学物質管理センター所長） ナゴヤ ダイガク レンケイ ケンキュウ ゼン セイヒンヒョウカ ギジュツ キバン キコウ カガク ブッシツ カンリ ショチョウ

						4		化審法の運用とその概要 カシンホウ ウンヨウ ガイヨウ		化審法の運用における基本的考え方について、法律の概要とともに解説する。特に、法における化学物質の定義や物質区分の仕方、事業者と国の役割分担、法に基づく各種届出とその情報の活用方法について解説する。																41407						大西　洋平 オオニシ ヨウヘイ		製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
リスク評価課 先導評価支援室 カガク ブッシツ カンリ ヒョウカカ センドウ ヒョウカ シエン

				海外の
化学物質管理政策 カイガイ カガク ブッシツ カンリ セイサク		5		欧米の化学物質管理 オウベイ カガク ブッシツ カンリ		OECDにおける化学品管理政策の国際的調和に向けた取組やアジェンダ２１を踏まえた国際的な化学物質管理への取組及びそれらを踏まえた欧米諸国の動向について概説する																41414						藤田　千絵 フジタ チエ		製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
情報業務課 カガク ブッシツ カンリ ジョウホウ ギョウム

						6		アジア諸国の化学物質管理 ショコク カガク ブッシツ カンリ		近年、急速な経済発展を遂げているアジア諸国における化学物質管理への取組、条約をはじめとする国際的な枠組、およびそれらを踏まえたアジア諸国の動向等について概説する。																41421						町田　宏之 マチダ ヒロユキ

				リスク評価 ヒョウカ		7		化学物質を評価する試験方法 カガク ブッシツ ヒョウカ シケン ホウホウ		化学物質の毒性や生物蓄積性、生分解性など化学物質のリスクを評価する上で必要な試験方法について説明するとともにそれらの試験結果がどのようにリスク評価に生かされるのかについて説明する																41428						坂口　正之 サカグチ マサユキ		日本化粧品工業連合会
常務理事
（元製品評価技術基盤機構化学物質管理センター所長） ニホン ケショウヒン コウギョウ レンゴウカイ ジョウム リジ モト セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ カガク ブッシツ カンリ ショチョウ

						8		有害性評価
（ヒト健康影響） ユウガイ セイヒョウカ ケンコウ エイキョウ		化学物質のヒトでの安全性を評価するには、ヒトにおける毒性発現の種類と強さを適切に推定する必要がある。通常は実験動物を用いた安全性試験を行い、その結果に基づいたヒトへの外挿が行われている。化学物質の主な毒性、発現機序や臓器特異性、種特異性を踏まえた一日摂取量の誘導法を中心に説明する。																41435						長谷川　隆一 ハセガワ リュウイチ		製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
安全審査課 カガク ブッシツ カンリ アンゼン シンサ

						9		有害性評価
（生態影響） ユウガイ セイヒョウカ セイタイ		化学物質の環境中生物への影響とその評価方法について解説する。特に水界を汚染する化学物質の毒性の実態とその試験方法、生物群集に及ぼす間接影響の実際とその評価方法について解説する。																41442						高橋　宏和 タカハシ ヒロカズ		ライオン
研究開発本部
環境・安全性評価センター ケンキュウ カイハツ ホンブ カンキョウ アンゼンセイ ヒョウカ

						10		構造活性手法の活用 コウゾウ カッセイ シュホウ カツヨウ		構造活性相関手法（QSAR）は、化学物質の有害性試験データ不足を補うための手段として、近年OECD等においてその利用推進を目的とした活動が活発化している。QSARによる有害性予測のしくみを平易に解説すると共に、各国の化学物質管理における利用方法や、最近の国際的な取組について紹介する。																41449						櫻谷　祐企 サクラ タニ ユウ キ		製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
安全審査課 カガク ブッシツ カンリ

						11		化学物質の
暴露評価とリスク評価 カガク ブッシツ バクロ ヒョウカ ヒョウカ		暴露評価の基本的な考え方と、環境経由の暴露評価とリスク評価の方法について解説する。また、暴露評価とリスク管理との関係についても触れる。																41456						村田　麻里子 ムラタ マリコ		製品評価技術基盤機構　
化学物質管理センター
リスク評価課 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ カガク ブッシツ カンリ ヒョウカ カ

						12		消費者製品のリスク評価 ショウヒシャ セイヒン ヒョウカ		化学物質のリスク評価において、大気、水、土壌などの一般環境経由における化学物質の暴露以外にも、身近な消費者製品を使用する事での暴露も考える必要がある。この消費者製品を使用することに起因する暴露評価方法について解説し、実際にどのようなリスク評価が行われているのかの事例を紹介する。																41463						光崎　純 ヒカリ ザキ ジュン

				化学物質管理各論 カガク ブッシツ カンリ カクロン		13		化学物質に関する情報 カガク ブッシツ カン ジョウホウ		化学物質管理は世界で進められている。日本では、化審法において点検された有害性情報がJ-CHECKから、各国の規制・有害性情報がCHRIPから公開されている。また、OECDが開発し無料で提供しているeChemPortalでは世界各国の有害性情報を一元的にデータ収集することができる。データ収集方法等を解説する。																41470						高橋　成明 タカハシ シゲアキ		製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
情報業務課 カガク ブッシツ カンリ

				ＰＲＴＲ制度と
リスクコミュニケーション セイド		14		ＰＲＴＲ制度の役割 セイド ヤクワリ		PRTR制度は、事業者からの化学物質の排出に関する情報を国が集計して公表する制度であり、行政・企業・市民が公表された情報を元に、地域全体の化学物質の排出を削減することを目指した仕組みである。すでに9年分の公表結果があり、PRTR制度が果たした役割について解説する。																41477						米野　洋平 ヨネノ ヨウヘイ		製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
リスク管理課 カガク ブッシツ カンリ カ

						15		リスクコミュニケーション		社会全体で化学物質を適正に管理するためには、関係者間で情報を共有し、理解を促進することが不可欠であり、それを実現する手法の一つがリスクコミュニケーションである。リスクコミュニケーションの基本的な考え方やその手法、事例について解説する。																41484						松崎　寿 マツザキ ジュ




















シラバス様式

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座SE２３２ コウザ				科目名 カモクメイ		バイオ安全特論								副題 フクダイ		微生物資源の活用とバイオ安全の基礎知識

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		 製品評価技術基盤機構 				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		50		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		木曜日18：30～20：30 モク ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・幡ヶ谷・知の市場
（製品評価技術基盤機構）

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		バイオテクノロジーで重要な微生物の利用における微生物そのものの安全性、遺伝子組換え体の安全性の確保、生物多様性条約の発効にともなう海外微生物の取り扱い等、微生物に関する安全性や規制に関して考察するとともに、微生物の保存、提供に伴う品質管理の最新技術や微生物の活用例について考察を行う。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義名 コウギ メイ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		講師名 コウシ メイ				所属 ショゾク

				はじめに		1		安全性とリスクの考え方 アンゼンセイ カンガ カタ		化学物質の安全性に関しては、様々な研究がなされており進んでいる。バイオテクノロジーの安全性に関する研究は、始まったばかりである。安全性とリスクから安全性のあり方を考察する。																41914		製品評価技術基盤機構
技術研修室 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ ギジュツ ケンシュウシツ		与儀　重雄　　　　　　 ヨギ シゲオ		安井　至
与儀　重雄		製品評価技術基盤機構
理事長　バイオテクノロジーセンター次長

						2		病原微生物のゲノム解析 ビョウゲン ビセイブツ カイセキ		メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（院内感染原因菌）およびインフルエンザウイルスを例に、病原微生物のゲノム解析の意義とその波及効果等に関して考察する。																41921						藤田 信之		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター上席参事官

						3		微生物のゲノム解析の最前線		微生物は、ヒト等に比べ全ゲノムの大きさが小さく、ゲノムシーケンスにより、遺伝子情報を容易に獲得することができる。ゲノムシーケンスの方法については、近年、劇的に進歩している。最新のゲノム解析の手法、解析結果の利用方法等について考察する。																41928						小口 晃央		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター情報解析課

						4		 未定 ミテイ		未定 ミテイ																41936						未定 ミテイ		未定 ミテイ

				微生物と製品のリスク		5		微生物の安全性		微生物の安全性は各菌株の危険性に応じて4段階のバイオセーフティーレベル（BSL）が定められており、BSLの判定には利用する菌株の属種名を正確に同定する必要がある。そこで、本講座では我々が実施している全ゲノム情報を利用した菌株の高精度な同定手法についてご紹介する。																41942						黄色祥子 キイロ ショウコ		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター情報解析課

						6		バイオと製品安全		微生物の繁殖が原因で発生した製品事故や微生物が金属を腐食させることによる危険性について紹介する。また、生物化学産業から生産されるタンパク質や天然物などの成分による事故が発生しており、その原因究明と安全性への取り組みについて考察する。																41949						佐々木 和実		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター生体分子解析室

				バイオ製品の活用とリスク管理		7		微生物を用いた環境修復手法と安全性		微生物を用いた環境修復手法（バイオレメディエーション）で、石油やテトラクロロエチレン（洗浄剤やドライクリーニングで使用）で汚染された土地、地下水等を修復する場合に、どのようにして安全性を確保するかについて考察する。																41956						山副 敦司		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター情報解析課

						8		遺伝子組換え体の利用		現在、遺伝子組換え体の利用は、カルタヘナ法により規制されている。遺伝子組換え体を鉱工業利用する場合の手続き等について考察する。																41963						深井 理恵子		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター 安全審査室

				生物資源の保全と活用		9		知的基盤としての微生物の整備		日本は、古来から、酒、味噌、醤油の醸造に代表される高い醸造技術を持っている。現代においても、調味料や産業用酵素等の発酵生産を行っている。このような微生物の収集・保存の状況、今後の整備のあり方等について考察する。																41970						神野 浩二		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター戦略企画室

						10		微生物の保存と品質管理 ホゾン		発酵食品や医薬品の製造などさまざまな分野で微生物が利用されている。一方、微生物は世代時間が短いため変異が起こって性質が変わったり、短期間で死滅するものもある。微生物株を適切に保存することが重要であるため、微生物の保存方法や、保存した標品の品質管理手法等を考察する。 																41977						中川 恭好		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター寄託分譲推進室

						11		海外の微生物の入手		1993年に生物多様性条約（CBD）が発効し、海外の動植物、微生物等を自由に利用する事が困難となっている。また、COP１１で、利用した遺伝資源の利益配分ルールについて、議論がなされている。このような状況下で、どのように海外の微生物を利用できるのか考察する。																41984						川﨑　浩子		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター国際連携室

						12		特殊環境微生物		微生物は、深海、高温の温泉、酸素のない環境など、人間の生息できない場所にも生息している。このような微生物の特長等について考察する。																42012						森 浩二		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター生物資源課

						13		藻類によるバイオエネルギー生産		近年、石油代替エネルギーとして、バイオマスからのアルコール生産が注目を浴びているが、この他に、池などに棲む藻（微細藻類）による油脂等の生産も研究されている。微細藻類による油脂類生産の現状および可能性等について考察する。																42019						関口　弘志		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンタ生物資源課

						14		特許微生物について		微生物を用いた特許を出願する場合の、ブダペスト条約等に基づく、特許微生物の寄託方法、寄託された微生物の品質管理方法等について考察する。																42026						大野 さやか		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター開発課

				まとめ		15		今後の微生物の利用のあり方 コンゴ ビセイブツ リヨウ カタ		微生物は、今後のエネルギーや環境修復、食品や医薬品の生産等に有用であるが、その安全性についても配慮する必要がある。これらの微生物をどのように利用するか、今後の展望について考察する。																42033						鈴木 健一朗
与儀 重雄		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター上席参事官、次長



















講師リスト様式

						2014年度講師リスト ネンド コウ シ

		科目No. カモク		共催講座SE２３２				科目名 カモクメイ		バイオ安全特論												副題 フクダイ		微生物資源の活用とバイオ安全の基礎知識

		連携機関名 レンケイ キカン メイ		 製品評価技術基盤機構 				水準 スイジュン		基礎		教室定員 キョウシツ テイイン		50		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		木曜日18：30～20：30				講義場所 コウギ バショ		東京・幡ヶ谷・知の市場
（製品評価技術基盤機構）





		年度 ネンド		科目No.		科目名 カモク メイ		連携機関
・講師ID レンケイ キカン コウシ		氏　名		フリガナ		所属（組織名） ショゾク ソシキ メイ		所属（部署名） ショゾク ブショ メイ		職名（役職名） ショクメイ ヤクショクメイ		郵便番号 ユウビンバンゴウ		勤務先所在地（または自宅住所） キンムサキ ショザイチ ジタク ジュウショ		TEL		e-mail		備　考

		2014						有・無 アリ ナシ		製品評価技術基盤機構 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		セイヒンヒョウカギジュツキバンキコウ								151-0066		東京都渋谷区　西原2-49-10		03-3481-1921
				連携機関 レンケイ キカン

								有・無 アリ ナシ		与儀　重雄		ヨギ　シゲオ		製品評価技術基盤機構

 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		バイオテクノロジーセンター		次長 ジチョウ		151-0066		東京都渋谷区　西原2-49-10		03-3481-1969		yogi-shigeo@nite.go.jp		取りまとめ講師 ト コウシ

		2014		1		安全性とリスクの考え方 アンゼンセイ カンガ カタ		有・無 アリ ナシ		安井　至		ヤスイ　イタル		製品評価技術基盤機構

 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		製品評価技術基盤機構
		理事長		151-0066		東京都渋谷区　西原2-49-10		03-3481-1921		yasui-itaru/NITE-LAN

				2		微生物のゲノム解析の最前線		有・無 アリ ナシ		藤田 信之		フジタ　ノブユキ		製品評価技術基盤機構

 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		バイオテクノロジーセンター
		上席参事官		151-0066		東京都渋谷区　西原2-49-10		03－3481－8423		oguchi-akio/NITE-LAN

				3		黄色ブドウ球菌のゲノム解析		有・無 アリ ナシ		小口 晃央		オグチ　アキオ		製品評価技術基盤機構
 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		バイオテクノロジーセンター
情報解析課		主任 シュニン		151-0066		東京都渋谷区　西原2-49-10		03－6686－2754		fujita-nobuyuki/NITE-LAN

				4		微生物と感染症		有・無 アリ ナシ		渡邉 治雄		ワタナベ　ハルオ		国立感染症研究所 コクリツ カンセンショウ ケンキュウジョ		国立感染症研究所
		所長		162-8640		東京都新宿区戸山1-23-1		03-5285-1111		haruwata@nih.go.jp

				5		微生物の安全性		有・無 アリ ナシ		江崎 孝行		エザキ　タカユキ		岐阜大学　大学院　医学系研究科		岐阜大学　大学院　医学系研究科　　
		教授 キョウジュ		〒501-1194 		岐阜市柳戸1番1  岐阜大学 医学系研究科・医学部		058-230-6488		tezaki@gifu-u.ac.jp

				6		バイオと製品安全		有・無 アリ ナシ		佐々木 和実		ササキ　カズミ		製品評価技術基盤機構 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		バイオテクノロジーセンター
生体分子解析室		室長 シツチョウ		151-0066		東京都渋谷区　西原2-49-10		03－3481－8423		sasaki-kazumi/NITE-LAN

				7		微生物を用いた環境修復手法と安全性		有・無 アリ ナシ		山副 敦司		ヤマゾエ　アツシ		製品評価技術基盤機構 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		バイオテクノロジーセンター
情報解析課		主任 シュニン		151-0066		東京都渋谷区　西原2-49-10		03－6674－4668		yamazoe-atsushi/NITE-LAN

				8		遺伝子組換え体の利用		有・無 アリ ナシ		深井 理恵子		フカイ　リエコ		製品評価技術基盤機構
 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		バイオテクノロジーセンター
情報解析課 安全審査室		主任 シュニン		151-0066		東京都渋谷区　西原2-49-10		03－3481－1972		fukai-rieko/NITE-LAN

				9		知的基盤としての微生物の整備		有・無 アリ ナシ		神野 浩二		ジンノ　コウジ		製品評価技術基盤機構
 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		バイオテクノロジーセンター
計画課戦略企画室		室長 シツチョウ		151-0066		東京都渋谷区　西原2-49-10		03-3481-1933		jinno-koji/NITE-LAN

				10		微生物の品質管理		有・無 アリ ナシ		中川 恭好		ナカガワ　ヤスヨシ		製品評価技術基盤機構
 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター
寄託分譲推進室		室長 シツチョウ		292-0818		千葉県木更津市かずさ鎌足2-5-8		0438－20－5763		nakagawa-yasuyoshi/NITE-LAN

				11		海外の微生物の入手		有・無 アリ ナシ		川﨑　浩子		カワサキ　ヒロコ		製品評価技術基盤機構
 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター
計画課国際連携室		室長 シツチョウ		292-0818		千葉県木更津市かずさ鎌足2-5-8		0438－20－5764		kawasaki-hiroko/NITE-LAN

				12		特殊環境微生物		有・無 アリ ナシ		森 浩二		モリ　コウジ		製品評価技術基盤機構
 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		バイオテクノロジーセンター
生物資源課		主任 シュニン		292-0818		千葉県木更津市かずさ鎌足2-5-8		0438－20－5763		mori-koji/NITE-LAN

				13		藻類によるバイオエネルギー生産		有・無 アリ ナシ		関口　弘志		セキグチ　ヒロシ		製品評価技術基盤機構
 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		バイオテクノロジーセンター
生物資源課		主任 シュニン		292-0818		千葉県木更津市かずさ鎌足2-5-8		0438－20－5763		sekiguchi-hiroshi/NITE-LAN

				14		特許微生物について		有・無 アリ ナシ		大野 さやか		オオノ　サヤカ		製品評価技術基盤機構 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		バイオテクノロジーセンター
開発課		職員 ショクイン		292-0818		千葉県木更津市かずさ鎌足2-5-8		0438－20－5580		ohno-sayaka/NITE-LAN

				15		今後の微生物の利用のあり方 コンゴ ビセイブツ リヨウ カタ		有・無 アリ ナシ		鈴木 健一朗		スズキ　ケンイチロウ		製品評価技術基盤機構 セイヒン ヒョウカ ギジュツ キバン キコウ		バイオテクノロジーセンター
		上席参事官		292-0818		千葉県木更津市かずさ鎌足2-5-8		0438－20－5761		suzuki-ken-ichiro/NITE-LAN

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ
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AT231農業生物資源特論

				２０１4年度後期 ネンド ゴ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座ＡＴ２３１ キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		農業生物資源特論 ノウギョウ セイブツ シゲン トクロン								副題 フクダイ		バイオテクノロジーで拓く食料、医療などへの農業生物資源の利用と未来

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		農業生物資源研究所				水準 スイジュン		中級		教室定員 キョウシツ テイイン		45		配信定員 ハイシン テイイン		45		講義日時 コウギ ニチジ		木曜日１８：３０～２０：３０ モク ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・四ツ谷（２）　生物研
（農業生物資源研究所） セイブツ ケン

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		日常食している農作物や畜産物は、多くの先人たちが、何万年もの時間をかけ野生植物や動物を選抜・改良し利用可能にしてきた。近年、イネゲノムの全塩基配列の解読や分子生物学的研究の著しい進展により、ゲノム情報や遺伝子組換え技術を利用した新たな農作物や家畜の開発や利用が進みつつある。また、カイコは絹生産のために長く利用されてきたが、最近では遺伝子組換え技術により有用物質生産など、新産業創出の可能性を示す新たな局面を迎えている。農業に利用されてきた生物資源の改良の歴史やこれまでの社会的役割を概説するとともに、世界的な食料問題等の展望や今後の食料戦略などの解説と、それらの解決を図るための最新の研究内容を紹介する。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				総論 ソウロン		1		農業生物資源の利用と技術開発～遺伝資源と作物開発の歴史～		私たちは農業からたくさんの恩恵を受けている。イネをはじめとする植物、肉、乳、卵、毛、絹、蜜など動物や昆虫の生産物を食物や衣類として利用している。農業生物資源研究所で研究している様々な生物の概要とその利用の歴史、それを支えた技術開発の歩みについて解説する。																41886		主婦会館３階
コスモス シュフ カイカン カイ		農業生物資源研究所      広報室
都島　美行 コウホウシツ ト シマ ビ ギョウ		廣近  洋彦		農業生物資源研究所 ノウギョウ セイブツ シゲン ケンキュウショ

				先端ゲノムの研究 センタン ケンキュウ		2		農業生物におけるｹﾞﾉﾑ解析研究の実際		近年のゲノム解析機器の発達には目覚ましいものがあり、今では、多様な生物種がゲノム解析の対象となっている。なぜゲノム解析が必要か、また、ゲノム解析結果をどのように活かしていくのか、などゲノム解析研究の実際を農業生物資源研究所のイネゲノム研究を中心に網羅的に紹介する。																41893						矢野　昌裕 ヤノ マサヒロ

						3		ｹﾞﾉﾑ情報を活用した作物育種研究		ゲノム研究が進んで、作物の品種改良の方法がさらに効率化されている。品種改良において重要な遺伝子をどのように見つけるのか、さらに、見いだした有用な遺伝子をどうやって組み合わせるのか等について、我が国の主要作物であるイネを例に紹介する。																41900						山本　敏央 ヤマモト トシフミ

						4		家畜ｹﾞﾉﾑ研究最先端		高品質で安全な家畜生産に貢献するため、ゲノムデータベースの整備と家畜の改良に有用な遺伝子の解析について紹介する。また、ゲノム情報を有効利用することにより、肉質、生産性、抗病性などを対象とした育種改良についても紹介する。																41907						美川　智 ミカワ チ

				食料状況 ショクリョウ ジョウキョウ		5		世界の食糧需給と食料確保のための世界戦略		世界の穀物需給をみると、将来の世界戦略が見えてくる。現在の作物生産の動向と遺伝子組換え農作物の占める意味合い、日本がどのくらい海外の穀物に依存しているかを改めて考えながら、新規技術の必要性や可能性について論じる。																41914						三石　誠司 ミツイシ セイジ		宮城大学 ミヤギ ダイガク

				遺伝子組換えの研究 イデンシ クミカ ケンキュウ		6		遺伝子組換え作物の安全性評価		農業生物の潜在能力を最大限引き出すアプローチとして、遺伝子組換え技術には大きな期待がかけられている。遺伝子組換え農作物を商品化するには厳しい安全性審査が求められており、その安全性評価システムについて解説する。さらに、農業生物資源研究所における遺伝子組換え技術への理解増進に向けた取り組みについて紹介する。																41921						田部井　豊 タベイ ユタ		農業生物資源研究所 ノウギョウ セイブツ シゲン ケンキュウショ

						7		遺伝子組換え生物の開発		遺伝子組換え技術により、現在どのような研究が進んでいるか、農業生物資源研究所で実施している遺伝子組換え技術を利用した様々な研究を中心に紹介する。																41928						高野　誠 タカノ マコト

						8		植物の戦うしくみ
－耐病性作物開発を目指した取り組み－		植物の病気は作物に大きな被害を与え、その防除には多くの農薬が用いられている。農薬に依存しない病害防除のため、未利用の遺伝資源を利用したり、植物が本来備えている潜在的な力を引き出すことを目指した最新の研究について紹介する。																41935						高辻　博志 タカツジ ヒロシ

						9		カイコの遺伝子組換え利用
-昆虫利用の新展開-		カイコは絹糸を生産する家畜昆虫として数千年にわたって利用されてきたが、近年、カイコの遺伝子組換え技術が開発され、また、ゲノム解読も進んでいる。これらを受けて急速に進みつつある昆虫を素材とした遺伝子機能解析研究と新産業創出に向けた利用研究を紹介する。																41942						瀬筒　秀樹 セ ツツ ヒデキ

				遺伝資源の研究 イデン シゲン ケンキュウ		10		植物の多様な遺伝資源の収集と保存		農業の近代化とともに少数の作物品種しか栽培されなくなるなど、長い年月をかけて地域で育まれた作物の遺伝的多様性は急速に失われている。しかし、新たな作物の開発や品種改良には多様性を有する遺伝資源が不可欠である。持続的に利用できるように遺伝資源源を探索し保存する努力を紹介する。																41949						河瀨　眞琴 カワセ マコト

						11		遺伝資源をめぐる国際情勢		2010年に名古屋で開催された、生物多様性条約国際会議(cop10)などにより、遺伝資源の収集・利用に対する国際的な関心が深まるとともに、状況が大幅に変化してきている。これらの状況について、新たな作物の開発や知的財産などの取扱い等と遺伝資源の収集利用という視点から現在の国際情勢を解説する。																41956						土門　英司 ドモン エイジ

						12		突然変異研究へのいざない
-放射線による変異創出-		ガンマーフィールドなどでのガンマ線ー照射によって育成された、耐病性のナシ「ゴールド二十世紀」やリンゴ「放育印度」、腎臓病患者が利用可能な低蛋白イネ品種、いろいろな色と形のキクやバラ、緑度が維持されるシバ「ウィンターフィールド」などの品種や、最近のゲノム研究や海外の状況を紹介する。																41963						土師　岳

				植物科学の先端研究 ショクブツ カガク センタン ケンキュウ		13		共生からみる植物
-植物と微生物の相互作用－		植物は土壌微生物との細胞内共生によって,貧栄養の土壌で生育が可能となる。植物・微生物共生の仕組みの解明とその応用について解説する。																41970						林　誠 ハヤシ マコト

				昆虫科学の先端研究 コンチュウ カガク センタン ケンキュウ		14		環境保全型農業を実現する技術の開発		農業は投入するエネルギー量を削減し、生態系に影響の少ない低投入・持続可能な生産技術の実現が求められている。害虫防除では、生物の特性を利用した天敵やフェロモンといった防除資材が利用できるようになってきている。生態系に影響の少ない総合的害虫管理（IPM)を実現する要素である昆虫の行動を利用した防除技術について紹介する。																41977						野田　隆志 ノダ タカシ

				動物科学の先端研究 ドウブツ カガク センタン ケンキュウ		15		動物性タンパク質の供給から医薬分野への貢献まで		畜産業は良質タンパク質を日本の消費者に提供してきた。一方で、穀物の大量輸入、畜産環境問題などがある。これらの問題を解決し、良質な動物性タンパク質の持続的生産を可能とする最新研究成果を紹介する。更に、動物研究の新たな展開として、進展の著しい体細胞クローン技術と遺伝子組換え技術を活用した医薬分野への貢献について紹介する。																41984						木谷 裕 キタニ ヒロシ




















BT515社会技術革新学事例研究1

				２０１4年度前期 ネンド ゼン キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座BT515 コウザ				科目名 カモクメイ		　社会技術革新学事例研究１								副題 フクダイ		　リチウムイオン２次電池開発の歴史に見る技術革新と経営革新の成否の要因

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		社会技術革新学会　　　　　　　　リチウム電池教育研究会 シャカイ ギジュツ カクシン ガッカイ デンチ キョウイク ケンキュウカイ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		100		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日18：30～20：00 スイ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・八重洲
（東洋システム） トウキョウ ヤエス トウヨウ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		リチウムイオン２次電池（ＬＩＢ）の用途は、オーディオ・ヴィジュアル機器を嚆矢とし、パソコン、携帯電話用へと拡大し、いまでは、モバイル機器にとって必須のデバイスとなっている。「ケータイも電池がなければ唯の箱」と言われる所以である。さらに、昨今は電動自動車用電源や定置型電池としての検討も進み、新たな用途の拡大に伴い、ＬＩＢ への要求や課題が多岐に渡ってきている。日本企業はマテリアル・サイエンスの理論を現実的な技術に展開することによって、ＬＩＢ を世界で初めて開発することに成功した。こうしたＬＩＢ 創出には、R&D マネジメントに関しても周辺との軋轢を超えるために大きな努力を要した。こうした経験を踏まえて、LIB 実用化に至るまでに遭遇した課題を、技術的なものにとどまらず、研究開発管理上の問題、さらには経営上の問題にも視点を置いて紹介しつつ、新規ビジネス創出に至るまでの課題やその克服方法について論じる。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				LIB(リチウムイオン２次電池）の開発の歴史と将来 ショウライ		1		登場 トウジョウ		ＬＩＢ は 1991 年に世界で初めてソニーにより市場導入された。ＬＩＢ 開発はどのようになされ、どのような困難を克服して成功に至ったかを、材料技術（正極、負極、、電解液、セパレーターなど）およびＲ＆Ｄ マネジメントの面から検証する。																4"月"16"日"		東京駅前カンファレンスセンター
ホール9A トウキョウ エキマエ		西 美緒
永井 愛作 ニシ ミオ ナガイ アイサク		西 美緒 ニシ ヨシオ		ソニー社友 シャユウ

						2		現在 ゲンザイ		市場導入以来、およそ 20 年経過した現在の ＬＩＢ は、当時と比較して、エネルギー密度、サイクル特性、負荷特性、温度特性などにおいて大きな進歩を遂げた。現在ではノート型パソコン、携帯電話などのモバイル機器の電源として不可欠のものとなっている。それらの改善はどのようにしてなされたのかを、主として材料面から考察する。																4"月"23"日"

						3		将来 ショウライ		蓄電池に対する社会の要望はますます強くなっている。大成功を収めたLIBが、小型機器から自動車、さらには電力貯蔵用の大型電池へと、その応用の期待が広がる中で、既存のLIBの更なる発展が望まれると共に、新しい形態を持つ蓄電池の開発競争も盛んになっている。未来にむけた蓄電池の開発理念や現状、さらには果たすべき役割などを示すと共に、蓄電池の将来への夢を語りたい。																5"月"7"日"						菅野 了次 カンノ リョウジ		東京工業大学 トウキョウ コウギョウ ダイガク

						4		ポストLIB		約 20 年間、世界をリードしてきた日本の LIB であるが、ＥＶ 用など大型電池の登場、安全性問題、後発国の追い上げなど、新たな局面を迎えている。今後のＬＩＢの方向性と各種提案されているポストＬＩＢの可能性も含めて将来像を概説する。																5"月"14"日"						射場 英紀 イバ ヒデキ		トヨタ自動車 ジドウシャ

				LIBを支える材料の役割と開発秘話		5		正極材 セイキョクザイ		他の正極材に比べ構造的に安定で安全性が高いオリビン型リン酸鉄リチウム（LFP）をリチウムイオン電池に適応するための課題、新技術、更なる高エネルギー密度化の技術動向等を解説する。また、従来の正極材料の高容量化技術として、　充電電圧を高めて使用する場合の課題とそれを解決するための表面改質技術を紹介する。																5"月"21"日"						荻須 謙二 オギス ケンジ		戸田工業 トダ コウギョウ

						6		炭素系負極 タンソケイ フキョク		炭素材料には、一次元のポリアセチレン、二次元のグラフェン、三次元のダイヤモンド、更には結晶の黒鉛、非晶質炭素など様々な形態を示す。それら各種炭素材料の充放電曲線やＬｉ-ＮＭＲの測定結果や理論計算などを用いて、それぞれの充放電機構を記述し、用途に応じた炭素材料の選択指針を示す。																5"月"28"日"						永井 愛作 ナガイ アイサク		永井技術事務所 ナガイ ギジュツ ジムショ

						7		非炭素系負極 ヒ タンソケイ フキョク		多様化する電池・電源システムに対応するため炭素系負極材料に代わる材料として高容量が期待できる合金系材料や高耐久。長寿命な金属酸化物系材料について材料設計から電池性能と課題について紹介する。																6"月"4"日"						高見 則雄 タカミ ノリオ		東芝 トウシバ

						8		電解液 デンカイエキ		リチウムイオン蓄電池(LIB)は1991年に世界で初めて開発され、製品化された。そのLIB用材料として重要な部材の一つである電解液について、その基礎知識や取扱状の注意、最新の開発状況について概説する。更に開発当初の課題の克服の過程やエピソードなどについても紹介する。																6"月"11"日"						篠原 三千生 シノハラ ミチオ		富山薬品 トミヤマ ヤクヒン

						9		セパレータ		LIB用セパレーターには、薄くて強く、無数の微細な連結孔を有し、異常時に電池反応を停止するシャットダウン機能を発揮するポリエチレン微多孔膜が当初より使用されている。古くて新しいポリエチレン材料を薄膜・高度強化する技術、微多孔化する技術を解説すると共に、様々な用途の一つとして大きな発展しているLIB用セパレータ-について実例を挙げて概説する。 ヨウ トモ ヨウ																6"月"18"日"						河野 公一 コウノ コウイチ		東レバッテリー
セパレータフィルム ヒガシ

						10		バインダーと導電助剤 ドウデン ジョザイ		ＬＩＢに使用される導電助剤やバインダーは、その使用量が少ない割に電池の中で重要な役割を果たしている。化学的に非常に厳しい環境下で使用され、電極圧密化や、高速な巻回操作にも耐え、且つ優れたサイクル特性や電池の安全性にも貢献している。こうした用途に使用される各種の導電助剤やバインダーについて詳述する。																6"月"25"日"						永井 愛作 ナガイ アイサク		永井技術事務所 ナガイ ギジュツ ジムショ

						11		ポリマー電池 デンチ		安全性や電解液の耐漏液性を含めた電池全体の信頼性を向上させる技術として電解液の固体化がある。実用化開始から既に10数年経つポリマーゲル電解質電池の商品化技術について解説する。また、電解液の溶媒成分を含まないポリマー電解質および無機固体電解質の実用化への可能性についても考察する。																7"月"2"日"						中島 薫 ナカジマ カオル		元 ソニー モト

						12		安全性のための回路設計 アンゼンセイ カイロ セッケイ		リチウムイオン二次電池を安全に使用するための機能、またそれを実現するための保護回路についてその概要と歴史を解説する。保護回路の不具合による事故の実例を検証するとともに今後の対策に関して解説する。さらに充電方式の安全性に関しても考察する。																7"月"9"日"						奥藤 忠司 オク トウ タダシ		Celxpert Corp.

						13		電池評価システム デンチ ヒョウカ		リチウムイオン電池は技術の進歩により多種多様な電池が開発されており、その用途も携帯端末機器などの民生用から車載、定置用と幅広い。材料から電池まで供給する側と使う側の評価ステージは自ずと異なり、特に信頼性を重視する車載用となると、膨大な種類また、長期間を要する評価データが必要である。それらの評価方法について、何が重要かを説明する。																7"月"16"日"						庄司 秀樹 ショウジ ヒデキ		東洋システム トウヨウ

				LIBの将来と産業の展望 ショウライ サンギョウ テンボウ		14		ｘEVとESS		世界的なエネルギー・環境問題への懸念から、ＥＶやＨＥＶ等の高性能環境車輌への関心が大変高まっています。最新技術を支える核心の一つは高性能二次電池の出現と性能向上であり、リチウムイオン電池は他の電池と比較し、まったく異なる際立った特性を顕している。環境車両適用に必要とされる二次電池の諸特性、安全性能に関して概説する。 アンゼン セイノウ																7"月"23"日"						野口 実 ノグチ ミノル		本田技術研究所 ホンダギジュツケンキュウジョ

						15		LIB産業への支援 サンギョウ シエン		(調整中) チョウセイチュウ																7"月"30"日"						(調整中) チョウセイチュウ		経済産業省 ケイザイ サンギョウショウ




















CT574法学入門

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		共催講座CT574 コウザ				科目名 カモクメイ		法学入門 ホウガク ニュウモン								副題 フクダイ		実践的考察を通じたリーガルマインドの涵養 ジッセンテキ コウサツ ツウ カンヨウ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		社会技術革新学会              法制教育研究会 シャカイ ギジュツ カクシン ガッカイ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日１８：３０～２０：３０ スイヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京･お茶の水女子大学
（ライフワールド･ウオッチセンター増田研究室）

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		現代人にとって法律の基礎的素養は不可欠である。本講座は、法学の学習経験のない社会人・学生を想定する。法律の学習に際しては、具体的な状況を想定しつつ、そのなかで基本的な法理を理解するよう試みることが望ましい。本講座では、個人の生活の各場面での法律関係をとりあげながら、そのなかで基本的な法律（民法、会社法、刑法など）の考え方を学ぶという方法を試みる。条文を参照しながら説明するので、受講に際しては六法（小型のもの。最新版でなくてもよい）を携行のこと。なお、講義の順序・内容の一部を変更することがある。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				はじめに		1		法・法律とは何か ホウ ホウリツ ナニ		法と法律の概念、社会における規範のなかでの法律の役割、各種の法律の体系、裁判の役割、民事訴訟の仕組みなどについて考察する。 ホウ ホウリツ ガイネン シャカイ キハン ホウ リツ ヤクワリ カクシュ ホウ リツ タイケイ サイバン ヤクワリ ミンジ ソショウ シク コウサツ																41548		お茶の水女子大学　　　　　　　　　　　共通講義棟１号館 チャ ミズ ジョシ ダイガク キョウツウ コウギ トウ ゴウ カン		栗原　脩　 クリハラ オサム		栗原　脩　		弁護士　（元日本興業銀行取締役証券部長） ベンゴシ モト ニホン コウギョウ ギンコウ トリシマリヤク ショウケン ブチョウ

				民法 ミンポウ		2		物（動産・不動産）と売買 モノ ドウサン フドウサン バイバイ		物権と債権の基礎概念、所有と占有、「物」の売買、売買の法理、売買契約の基礎、売買と交換などについて説明する。 ブッケン サイケン キソ ガイネン ショユウ センユウ モノ バイバイ バイバイ ホウリ バイバイ ケイヤク キソ バイバイ コウカン セツメイ																41555

						3		賃貸借・使用貸借 チンタイシャク シヨウ タイシャク		賃貸借と使用貸借の概念、賃貸借契約の基礎、賃貸借を巡る法律問題などについて説明する。 チンタイシャク シヨウ タイシャク ガイネン チンタイシャク ケイヤク キソ チンタイシャク メグ ホウリツ モンダイ セツメイ																41562

						4		借入れと担保 カリイレ タンポ		お金の貸し借り（金銭消費貸借契約、利息制限法など）、担保の役割（人的担保、物的担保）、代表的な担保権（質権と抵当権）、譲渡担保などについて説明する。 カネ カ カ キンセン ショウヒ タイシャク ケイヤク リソク セイゲンホウ タンポ ヤクワリ ジンテキ タンポ ブッテキ タンポ ダイヒョウテキ タンポケン シチケン テイトウケン ジョウト タンポ セツメイ																41569

						5		請負・委任・寄託 ウケオイ イニン キタク		請負の法理と実際（住宅の建築の例など）、委任の役割と当事者の義務、寄託の法理などについて説明する。 ウケオイ ホウリ ジッサイ ジュウタク ケンチク レイ イニン ヤクワリ トウジシャ ギム キタク ホウリ セツメイ																41576

						6		契約の法理 ケイヤク ホウリ		各種契約の例を参照しつつ、民法総則の関連部分（意思表示、代理、時効など）、契約に関する法理（契約の成立プロセス、契約の履行、債務不履行、解除など）を考察する。 カクシュ ケイヤク レイ サンショウ ミンポウ ソウソク カンレン ブブン イシヒョウジ ダイリ ジコウ ケイヤク カン ホウリ ケイヤク セイリツ ケイヤク リコウ サイム フリコウ カイジョ コウサツ																41590

						7		契約の法理（続）、不当利得、不法行為 ケイヤク ホウリ ゾク フトウ リトク フホウ コウイ		契約に関する法理の説明に続き、不当利得とは何か、不法行為と損害賠償責任などについて説明する。 ケイヤク カン ホウリ セツメイ ツヅ フトウ リトク ナニ フホウ コウイ ソンガイ バイショウ セキニン セツメイ																41597

				会社法 カイシャホウ		8		株式会社の基礎概念 カブシキガイシャ キソ ガイネン		共同で事業を行う場合の組織形態、株式会社の基本原理とその特徴、株式会社の設立（手続、法人格の取得）などについて考察する。 キョウドウ ジギョウ オコナ バアイ ソシキ ケイタイ カブシキガイシャ キホン ゲンリ トクチョウ カブシキガイシャ セツリツ テツヅキ ホウジンカク シュトク コウサツ																41604

						9		株式、株式会社の機関 カブシキ カブシキガイシャ キカン		株式会社の基本的な仕組み（株主と株式、株主総会、取締役・取締役会など）、資金調達（新株発行、社債の発行ほか）などについて説明する。 カブシキガイシャ キホンテキ シク カブヌシ カブシキ カブヌシ ソウカイ トリシマリヤク トリシマリヤクカイ シキン チョウタツ シンカブ ハッコウ シャサイ ハッコウ セツメイ																41976

				労働法 ロウドウホウ		10		会社と個人 カイシャ コジン		会社の従業員（労働者）としての個人、労働法の意義と体系、労働法における基本的な法理について説明する。 カイシャ ジュウギョウイン ロウドウシャ コジン ロウドウホウ イギ タイケイ ロウドウホウ キホンテキ ホウリ セツメイ																41983

				金融商品取引法 キンユウ ショウヒン トリヒキホウ		11		投資と法 トウシ ホウ		各種の金融資産の法的性格、金融商品取引法の基本的な法理（ディスクロージャー、適合性の原則、インサイダー取引規制など）、フィナンシャル・リテラシーの重要性について説明する。 カクシュ キンユウ シサン ホウテキ セイカク キンユウ ショウヒン トリヒキホウ キホンテキ ホウリ テキゴウセイ ゲンソク トリヒキ キセイ ジュウヨウセイ セツメイ																41990

				刑法・刑事訴訟法 ケイホウ ケイジ ソショウホウ		12		犯罪と法（１） ハンザイ ホウ		刑法の基本的な考え方（罪刑法定主義、構成要件、違法性、有責性、未遂、共犯など）、犯罪の類型、刑法と特別刑法について説明する。 ケイホウ キホンテキ カンガ カタ ザイケイ ホウテイ シュギ コウセイ ヨウケン イホウセイ ユウセキセイ ミスイ キョウハン ハンザイ ルイケイ ケイホウ トクベツ ケイホウ セツメイ																41997

						13		犯罪と法（２） ハンザイ ホウ		犯罪の捜査、刑事裁判の手続（公訴の提起、公判手続）などについて説明する。 ハンザイ ソウサ ケイジ サイバン テツヅキ コウ テイキ コウハン テツヅキ セツメイ																42011

				民法 ミンポウ		14		親族法・相続法 シンゾク ホウ ソウゾクホウ		家族を法はどのようにとらえているのか、相続法の基本などについて説明する。 カゾク ホウ ソウゾクホウ キホン セツメイ																42018

				憲法 ケンポウ		15		憲法を巡る諸問題 ケンポウ メグ ショモンダイ		近代憲法の沿革、立憲主義とは何か、憲法の構成（基本的人権と統治機構）、憲法訴訟などについて考察する。 キンダイ ケンポウ エンカク リッケン シュギ ナニ ケンポウ コウセイ キホンテキ ジンケン トウチ キコウ ケンポウ ソショウ コウサツ																42025




















VT465a原子力・放射能基礎論

				２０１4年度前期 ネンド ゼンキ						　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク				関連講座VT465ａ カンレン コウザ				科目名 カモクメイ		原子力・放射能基礎論　　　　　　　　　								副題 フクダイ		原子力と放射能の基礎から応用までを学ぶ オウヨウ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ				化学工学会SCE・Net カガク コウガク カイ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		60名 メイ		配信定員 ハイシン テイイン		―		講義日時 コウギ ニチジ		土曜日13：00～15：00
15：10～17:10 ド ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・茗荷谷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（化学工学会SCE・Net） トウキョウ ミョウガダニ カガク コウガク カイ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ				福島第一原発事故以来３年を経過したが，未だに問題は山積している，否むしろ長期の対応の難しさが次々と露呈している．何よりも十五万人以上の人たちが自分の住む土地を奪われているということと短期的災害や事故からの被害とを直接比較し論述出来ることではない．高線量地域をどうするのか、廃炉への困難な道のり，原子力発電所の再稼働判断，放射性廃棄物問題、放射性物質による環境の汚染と人体への影響などは依然変わらぬ関心事である。これらの様々な情報を適切な判断で取捨し理解するためには原子力や放射能についての正確な知識が必要である。本講座はこのニーズに応えるために、原子力エネルギーと放射線のテーマを基礎編と応用編に分けて，事故後の経過や原子力をめぐる情勢をアップデートしつつ，客観的なサイエンスとテクノロジーを踏まえて体系的な知識と情報を提供する。                                          
（１科目3部編成。各部毎に分割受講も可。） トチ タンキ テキ サイガイ ジコ ヒガイ ヒカク ロンジュツ セン ブ ヘンセイ カクブ ブンカツ



				科目構成 カモク コウセイ				№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				第１部　                         ダイ ブ		基礎編		1		原子力エネルギーと私たちのかかわり		原子力発電が私たちの社会と係わっている意義は何があるのか？エネルギーが環境、経済、セキュリティーに与える根本的な原理を理解しつつ、講義全体の理解を深める知識の大枠と価値観の捉え方について検討する。 カン																41404		お茶の水女子大学 チャ ミズ ジョシ ダイガク		郷　茂夫 ゴウ シゲオ		亀山雅司		日本技術士会原子力・放射線部会、SCE-Net

								2		原子力の物理・化学入門		原子の構造と特性、放射性物質の種類、原子力というエネルギーの出所、化学エネルギーとの違い、放射能の源泉、放射線を受けた時の物資の変化などの原子力・放射線にかかわる物理、化学の基礎事項を学ぶ． ゲンシ コウゾウ トクセイ ホウシャセイ ブッシツ シュルイ デドコロ カガク チガ ホウシャノウ ゲンセン ホウシャセン ウ トキ ブッシ ヘンカ ゲンシリョク ホウシャセン マナ																						桑江良明		日本技術士会原子力・放射線部会

								3		放射線入門 セン		放射線の発見以来の歴史を振り返り、物質の基本構造や物質と放射線の違いを知り、アルファ線、ベータ線、ガンマ線等の放射線の特性や各種放射性物質の生成過程を解説する。放射線を理解する上で有用な概念である、半減期、放射能（ベクレル）、放射線量（シーベルト）、物質による放射線の吸収原理等について学習する。																41411		未定（文京区の施設を利用する予定） ミテイ ブンキョウク シセツ リヨウ ヨテイ				横堀　仁		日本技術士会原子力・放射線部会、SCE-Net

								4		原子力発電のしくみ		核分裂エネルギーを利用し蒸気を発生させ、タービン発電機により発電を行うという原子力発電のしくみを平易に解説する。また、地球温暖化の原因となる炭酸ガスの排出が少ない、エネルギー密度が大きいといったメリットと、事故のリスク、放射性廃棄物処分といったデメリットについて客観的に解説し原子力発電の意義について考える。 ヘイイ																						桑江良明		日本技術士会原子力・放射線部会

				第２部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ダイ ブ		応用編                                  原子力発電		5		原子力発電の特徴と原子燃料サイクル		温暖化要因の炭酸ガス排出が少なくエネルギー密度が大きいメリットと、事故リスクや放射性廃棄物処分等のデメリットを客観的に比較し原子力発電の意義を評価する。さらに原子力発電所からの使用済み燃料を再処理しプルトニウムとウランを抽出、加工し再び原子力発電所の燃料として利用する原子燃料サイクルついて概説する。																41425		お茶の水女子大学 チャ ミズ ジョシ ダイガク				岡村　章

								6		原発の重要設備，メンテナンス、規制		原子力発電設備の重要設備と短期、長期メンテナンス（材料の中性子照射脆化の各論まで踏み込まない）の考え方、従業員の放射線とのかかわり、具体的な作業内容やこれまでの変遷に言及する。また、規制とのかかわりについて３．１１前後の変化について言及する。																						亀山雅司		日本技術士会原子力・放射線部会、SCE-Net

								7		原子力発電の材料問題と材料に及ぼす放射線の影響		放射線と物質（金属や有機物など）との相互作用の一般理論を述べ、原子力発電所周りの使用材料について概説する。原発自体の健全性と信頼性を確保するためには、使用されている材料の健全性と信頼性が重要である。また、原子炉内構造材料は中性子線の照射をたえず受けるが、それにより材料がどのような影響を受けるか見る。																41439						梅村文夫		化学工学会SCE-Net カガク コウガク カイ

								8		原子力発電所の安全性とリスク		深層防護により原子力災害を防止するという原子力発電所の安全確保の考え方、地震及び津波に対する備えと残余のリスクについて述べ、原子力発電所の安全性について論じる。また、東京電力㈱福島第一原子力発電所の事故、旧ソ連チェルノブイリ事故などの原子力発電所の大事故の事例について事故発生原因等を解説する。																						岡村　章		日本技術士会原子力・放射線部会

								9		放射性廃棄物処分の体系		原子力発電所の運転に伴い発生する放射性廃棄物は、高レベル放射性廃棄物と低レベル放射性廃棄物に大別される。本講義では、それらの処分方法や安全確保の考え方について紹介するとともに、特に高レベル放射性廃棄物については、世界の主要国における処分事業の進捗状況についても紹介する。																41446						河田東海夫		日本原子力学会

								10		放射性物質による環境汚染と環境修復		冷戦期には大気中核実験の影響で世界的に放射線バックグラウンドレベルが上昇した。また、主に米ソの核開発施設周辺で事故やずさんな管理で放射性物質による重大な環境汚染が発生した。こうした歴史やその対策の事例をレビューした後、福島第一原発事故による汚染と現在進められている除染活動の現状と課題を解説する。

				第３部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ダイ ブ		応用編                                放射線の影響		11		放射線の計測
（実習を含む） ジッシュウ フク		放射線測定器の種類、測定原理、測定条件など実際に測定で留意すべきことを述べ、実際に測定を体験する。また、放射線測定器を使用する上での留意点や校正の重要性について述べる。最近の動向として、広域の環境放射線モニタリングや除染作業に用いられる装置、農作物などを対象とした大量測定用の装置の特徴や測定方法にも触れる。																41453						白川正広		日本技術士会原子力・放射線部会

								12		放射能の広い用途を再認識する		国内での放射線利用分野の経済規模はエネルギー利用分野と略同じである。放射線利用の基礎となる放射線の特性を説明し、工業、医療、農業、研究等幅広い利用事例を紹介する。放射線の発生源となる放射性物質と放射性発生装置（加速器）の現状、加速器や放射性物質を取り扱う際の安全対策、法令、考え方について解説する。																						横堀　仁		日本技術士会原子力・放射線部会、SCE-Net

								13		放射線は、何故、生命に脅威を与えるのか		放射線のエネルギーが生命を構成する分子に吸収されると、最も重要な分子DNAを修飾する－DNA損傷という。DNA損傷は細胞の傷害を起こし個体に障害にもたらす可能性があるので、生命にとっての脅威となる。その放射線と化学薬剤で起こるDNA損傷の違いは何か、またDNA損傷を修復する仕組みについても解説する。																41460						谷田貝文夫		早稲田大学・学習院大学

								14		放射線の健康影響－低線量域－		原発事故が起きて放射線による健康影響が最大の懸念となっている。前週で学んだ“放射線と生命の関わりについての基礎知識”をもとに、特に低線量域での被ばくによる健康影響を考察し、被ばく後の細胞の運命－細胞が突然変異を起こす、死に至る、がん化する等の可能性－と関連付けて、起こりうる生体影響について解説する。

								15		福島帰還困難地域を忘れないために フクシマ キカン コンナン チイキ ワス		昨年、浪江町（20～50mSv地域）を訪問した。この「死の街・土地」をどう捉えればいいのだろうか。昔から放射線の防護や除染の方法は医療現場や原子力施設の狭い空間では平常的に実施されてきた。しかしこの広大な地域には当てはまらない。放射線の復習と１年間のトピックスを合わせて原発事故の現状ついて考える。 ジッシ																41467						郷　茂夫 ゴウ シゲオ		化学工学会SCE-Net カガク コウガク カイ




















VT456環境特論

				２０１4年度後期 ネンド コウ キ						　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク				関連講座ＶＴ４５６ カンレン コウザ				科目名 カモクメイ		環境特論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 カンキョウ トクロン								副題 フクダイ		環境問題の実態と先進技術の展開－事例を中心に－

				連携機関名 レンケイ キカン メイ				化学工学会SCE・Net カガク コウガク カイ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		60名 メイ		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		土曜日13：00～15：00
15：10～17：10 ド ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・茗荷谷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（化学工学会SCE・Net） トウキョウ ミョウガダニ カガク コウガク カイ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ				大震災以来、「環境」の持つ意味が変わった。環境は、地球、生命、国、経済、産業、地域、個人のすべてに係わる観念となってきており、発生源の改善と環境保全の側面だけを議論することでは済まなくなっている。この意識の変化をベースとして、現在の環境問題の実態・表裏を捉えなおし、根底となる思想と先進的技術をあわせて、今後の環境のあるべき姿を考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１科目5部編成。各部毎に分割受講も可。） ブ ヘンセイ カク ブンカツ



				科目構成 カモク コウセイ				№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				第１部		自然の循環・秩序の中に環境がある		1		排水処理場の余剰汚泥削減システム		排水処理場の曝気槽に腐植土を投入するだけで大幅な余剰汚泥削減ができる。残された汚泥は堆肥化せずに農地に直接還元して作物の収穫と土壌改良に役立つ。この汚泥削減と農地利用で排水処理場からの産廃物はゼロにすることができ一部の工場では既に実用化されている。排水環境改善を推進するこの汚泥削減技術を解説する。																41530		お茶の水女子大学 チャ ミズ ジョシ ダイガク		郷　茂夫 ゴウ シゲオ		鈴木邦威		化学工学会SCE-Net，エンザイム

								2		森は海の恋人		牡蠣は森と海の自然の恵みを受けて育つが、環境破壊は生態にとって危機となる。牡蠣養殖家として環境の問題点の解決に向け仲間の輪を広げ、どこまでも明るく挑戦し、自然生態を守り牡蠣の養殖を成功させてきた。これまでの問題点の整理、専門家との対話、実践してきた環境の魔法を解き明かす活動の過程を皆さんに伝えたい。																						畠山重篤		京都大学フィールド科学教育センター

								3		世界の水問題の実態 ジッタイ		国連環境アドバイザーとして世界の水環境問題の長い経験と広い知見から、水の諸課題を解説する。例えば水資源、水の安全、水と健康、上水道の実態、海水淡水化、日本の膜技術、水ビジネス、ダムは必要か、農業用水、工業用水等について実務的、国際的視点から触れる。そして日本が指向すべき水問題について考えてみる。																41537						吉村和就		グローバルウォータ・ジャパンＧＷＪ

				第２部		環境を創る先進的技術の展開		4		環境浄化に貢献する触媒		脱硫触媒，脱硝触媒と自動車触媒により人類は大気汚染から救われた。自動車触媒では酸素吸蔵, NOx吸蔵還元触媒の開発や耐熱触媒が開発され、ディーゼルエンジン排ガス処理では尿素還元触媒が実用化された。太陽エネルギー、バイオマスエネルギーを化学的に変換し利用するための触媒開発の紹介、さらに燃料電池を学ぶ。																						室井高城		アイシーラボ代表

								5		レーザー技術と環境		近環境計測の一環としてPM2。5エアロゾルの観測が不可欠になっているが、ライダー（レーザーレーダー）を用いた環境計測を紹介する。また、福島第一原発事故以来、次世代エネルギー開発が注目されるが、原子力発電と比較して放射性廃棄物が少なく莫大なエネルギーが得られると言われるレーザー核融合発電について触れる。																41544						山田研二		レーザー技術推進センター

								6		最先端研究開発支援プログラム：メガトン水システム		最新の水処理基幹技術で世界の水問題解決に貢献し、特に海水淡水化および下水再利用システムに注力する；要素技術研究は科学的視点で①膜の極限技術追求型と②将来の基幹技術追求を行い、システム技術研究は工学的視点で①低環境負荷②省エネルギー③低造水コストを新プロセス技術と大型化で達成する支援内容を紹介する。																						票原優		Mega-ton Water System、東レ トウ

				第３部		循環型社会の実態に光をあてる		7		化学物質管理の最近の動向と今後の 課題（世界と国内の歩調）		1)化学物質管理についての基礎的なQ&A 2）主要な公害及び健康障害と法規制　3）化学物質のもたらす功と危険有害性 4）化学物質管理の最近の動向 5）化学物質のリスクマネジメント（災害防止・リスク低減策等） 6）化学物質に関わる事例研究 7）その他 																41551		未定（文京区の施設を使う予定） ミテイ ブンキョウク シセツ ツカ ヨテイ				浜田哲夫		浜田 労働安全コンサルタント・技術士事務所

								8		ごみ焼却発電の拡大と発電効率の向上		①．清掃工場の種類と規模、②．ごみ焼却発電の方法、③．日本のごみ焼却発電、④．主要国のごみ焼却発電と発電効率、⑤．ごみ焼却発電の拡大方法、⑥．ごみ焼却発電の潜在供給能力、⑦ごみ焼却発電の市場性、⑧．ＥＳＣOスキームによる発電設備の整備																						松村　眞		化学工学会SCE-Net

								9		未決（仮題：都市鉱山
又は代替案を検討中） ミケツ カダイ マタ ダイタイアン ケントウチュウ		（都市で大量に廃棄される電子・電気機器などの中に存在する有用な資源（レアメタルなど）を鉱山に見立てたもので、そこから資源を再生し、有効活用しようというリサイクルの一環である．レアメタル価格の高騰などにより、都市鉱山という概念が再び評価されており、その産業・技術動向を探る。）																41558		お茶の水女子大学 チャ ミズ ジョシ ダイガク				（検討中） ケントウ

								10		「リサイクル（R)」から「３Ｒ」へ		資源有効利用と廃棄物削減を目的とした３Ｒ推進のための行政（仕組み）・企業（技術・実行）、市民（実行）の諸活動スタート後１０年の活動成果を検証し、実施してわかってきた課題と困難性（例えばリサイクル品の市場規模という壁）を解説する。あわせて３Ｒの成功例を通じて、企業の社会貢献とビジネス成功が両立する条件を探る。																						服部道夫		化学工学会SCE-Net

				第４部		海外環境事例とビジネスの視点		11		環境と安全の日中比較－中国の化学工場の現場から－		高成長を謳歌する中国、人波で溢れる繁華街と活気。一方、日常茶飯事の炭鉱事故、2005年吉林省での化学工場爆発より大規模河川汚染、2007年太湖からの飲用水供給停止など生産施設の安全や環境保全の対応の遅れが目立つ。中国の化学工場での4年半の経験を基に中国人の行動様式、中国での現場管理の事情を紹介する。																41572						齊藤興司		化学工学会SCE-Net

								12		日本の環境技術は海外で通用しうるのか－旧ソ連圏の事例		世界の中で日本は一流国と言われるが、石油、ガス、鉱物等の大きな自然資源は持たない特殊な国である。その根源は技術力と言われるが、30年間の旧ソ連圏での石油、ガス、石油化学のエンジニアリングビジネス及び7年間のロシア、カザフスタン、モルドバでの環境、省エネに関する技術指導経験の視点から日本の力を論じる。																						伝田六郎		化学工学会SCE-Net

				第５部		環境学が目指す本質的課題		13		人類の進化と環境リスク・マネジメント		地球環境問題を命題に掲げた環境至上主義が前世紀末に終焉し、今我々はいかなる時代を生き、我々のの時代の本質とは何か。サステナビリティや持続可能性などの言葉が頻繁に使われるが、それは人類やその文明進化の本質ではない。後世の人たちに恥じない我々の社会の枠組みのあり方と環境リスクマネジメントの本質を考える。																41579						中村博昭		化学工学会SCE-Net、サブラヒ事務所 ジム ショ

								14		「自然の摂理を知るべき時」農の技　～農薬はやめられる～		農薬を使わないで野菜を作りたいと取り組んだ多くの人々は最初の１、２年でやはり農薬なくては無理と諦めていく、３年の我慢の先に光があることを知るのが第一歩である。現状で、すべての農業を有機農業に速やかに変えていくことは不可能で、有機農法を国土の回復、地球環境の再生事業と位置づける発想の転換が必須である。																						龍田純隆		有機農園ドラゴンファーム

								15		放射能環境を考える カンガ		従来は知らないで過ぎた放射能も、福島原発事故以来、日本社会に初めて「放射能の怖さ」に対する基盤意識が広く定着した．人類が初めて「火」を自分のものにしようとした時代に似ていないだろうか。人類にとって、原子力は未来永劫避けて通れる物質機序ではない。放射線のエネルギーと放射能の取り扱いについて冷静な理解を培う。																41586						郷　茂夫		化学工学会SCE-Net、プリディクション郷事務所 ゴウ ジム ショ




















VT５２３ｃ化学工業特論

						２０１4年度後期 ネンド コウキ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク				関連講座VT523c カンレン コウザ				科目名 カモクメイ		化学工業特論            　　　　　　　    カガク コウギョウ トク ロン								副題 フクダイ		社会を支える化学工業とその製品群 シャカイ ササ カガク コウギョウ セイヒン グン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ				化学工学会SCE・Net				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		60		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		土曜日13：00～15：00 ド ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・茗荷谷
（化学工学会SCE・Net） トウキョウ ミョウガダニ カガク コウガク カイ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ				化学産業は大量の優れたケミカルス（化学工業製品、素材）を社会へ供給し、われわれの生活を快適なものとした。これらのケミカルスが開発された企業の研究・技術開発の取り組み方を顧みるとともに、ケミカルスとその技術が社会に与えた影響、さらに今後の発展と期待などについて、実際に企業の中で技術者あるいは経営者として携わってきたシニアエンジニアが自らの体験にもとづいて論じる。化学産業(製品)を価値の連鎖から３種類（基礎化学品→差別化コモディティ→機能化学品）に分類し、それぞれ代表的な製品を採り上げることで、化学産業の全貌が見通す。                                        
  （1科目4部編成。第１部とその他の各部の組合せにより分割受講も可。） カガク コウギョウ セイヒン ブ ヘンセイ ダイ ブ タ カクブ クミアワ ブンカツ



				科目構成 カモク コウセイ				№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				第１部 ダイ ブ		序論		1		化学工業の特徴と役割		化学工業は技術革新の連続であり、その過程で経営の重心がより価値の高い方向、つまり基礎化学品から、差別化ｺﾓﾃﾞｨﾃｨに、そして機能化学品に移っている。日本の化学工業の付加価値生産額は米欧に比べて劣るものではなく、機能性化学品をﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの中心に据えることによりさらに発展が期待される。各論に入る前に化学工業の全容を論じる。 セイ カクロン ハイ マエ ロン																41586		お茶の水女子大学 チャ ミズ ジョシ ダイガク		山﨑　徹
中尾　眞 ヤマザキ トオル ナカオ マコト		山﨑　徹		化学工学会SCE・Net カガク コウガク カイ

				第２部 ダイ ブ		基礎化学品		2		石油化学とその誘導品		日本の石油化学は1950年代末にナフサを出発原料とする技術の導入で出発した。その後、石油化学の誘導品が金属材料、石炭・天然材料などの製品群を置換し、また新たな用途を開拓して、日本の高度成長をけん引してきた。ナフサからオレフィン類、芳香族など中間原料（基礎化学品）を経て誘導品に至る石油化学の体系とその技術を紹介する。 ニホン ニホン																41593						戸澤洋一 トザワ ヨウイチ

								3		芳香族誘導品 ホウコウ ゾク ユウドウ ヒン		ベンゼンで代表される環状有機化合物は芳香族と呼ばれ、化学工業に不可欠な基礎化学品である。古くは石炭から得られた芳香族原料も、現在は石油化学が主流になっている。芳香族原料から各種芳香族誘導品まで製造プロセスと共に、現在我々の身の回りにある代表的な化合物や製品を取り上げ概説する。																						牛山　啓

								4		塩素・アルカリ製品		苛性ソーダや塩素が化学製品を製造するいろいろな局面でなくてはならない存在(いわば化学産業の米)であることを述べる。その上で社会のニーズに応じて変わってきた製造法の変遷（隔膜法と水銀法、イオン交換膜法）を論じる。																41600						中尾　眞

				第３部 ダイ ブ		差別化コモディティ
（１）汎用樹脂・ゴム サベツカ ハンヨウ ジュシ		2		塩化ビニル樹脂 エンカ ジュシ		塩ビ樹脂の特徴を紹介し、その上で、モノマー製造法と原料の関係、プロセス技術の変遷、重合法と樹脂特性の関係、樹脂から配合・加工と製品化へのj技術の進化、製品特性、リサイクルやLCAも含めた環境特性、最近のトピックス等について述べる。																						一色　実 イッシキ ジツ		元カネカ モト

								3		合成ゴム		合成ゴムは天然ゴムの代替品として開発され、その後新たな機能を持つ特殊合成ゴム、また近年は熱可塑性エラストマーが開発された。これらの原料ゴムの加工によって生まれるゴム製品の特徴を紹介すると共に、原料ゴム製造技術の進展を概観し、社会に与えた影響を考察する。																41607		未定（文京区の施設を使う予定） ミテイ ブンキョウク シセツ ツカ ヨテイ				渡辺紘一 ワタナベ コウイチ		化学工学会SCE・Net

								4		ポリエチレン、ポリプロピレン		石油化学における最大の商品であるポリエチレンやポリプロピレンがグローバルに変化する経営環境の中で、社会の訴求（品質、コスト、環境対応性）に答えながら商品化技術を含むプロセス技術をいかに進化させてきたかを述べ、社会に与えてきた功罪と今後の使命を論じる。 セキユ カガク サイダイ ショウヒン ヘンカ ケイエイ カンキョウ ナカ シャカイ ソキュウ ヒンシツ カンキョウ タイオウセイ コタ ショウヒン カ ギジュツ フク ギジュツ シン ノ シャ カイ アタ コウザイ コンゴ シメイ ロン																						未定 ミテイ

						（２）機能性樹脂 キノウセイ ジュシ		5		エンジニアリングプラスチック		１９５０年代以降、汎用合成樹脂よりも耐熱性や強度の強い、エンジニアリングプラスチックと呼ばれる高機能の合成樹脂の発明と工業化が活発に行われるようになった。ポリアセタール,ポリカーボネート、変性PPEなど代表的なエンジニアリングプラスチックの技術的な特徴、用途を紹介し、社会に与えた貢献と今後のあり方を論じる。 ネンダイイコウ ヘンセイ ダイヒョウテキ ギジュツテキ トクチョウ ヨウト ショウカイ シャカイ アタ コウケン コンゴ カタ ロン																12"月"6"日"		お茶の水女子大学 チャ ミズ ジョシ ダイガク				本間精一 ホンマ セイイチ		元三菱ガス化学／三菱エンジニアリングプラスチック モト ミツビシ カガク ミツビシ

				第４部 ダイ ブ		機能性化学品
（１）先端素材 キノウセイ カガクヒン		9		炭素繊維 タンソ センイ		炭素繊維は日本企業が世界の生産の２／３近くを占める日本を代表する先端材料である。ゴルフシャフトなどのスポーツ用品が用途の主流であった時代を経て、昨今はボーイング７８７の主構造材に採用されるなどようやく本来の強くて軽い構造材料としての地位を固めつつある。炭素繊維の歴史、製造法、特徴並びに市場動向について紹介する。																						小林弘明 コバヤシ ヒロアキ		東レ

								10		逆浸透膜		世界の人口増加により水不足に悩む人が増えている。その対策の一つとして逆浸透膜による海水の淡水化装置が普及し、水不足解消に貢献してきた。逆浸透膜の成り立ちと海水淡水化の実際を説明し、あわせて浄水装置・排水処理等の膜ろ過技術についても触れ、今後の飲料水全般の在り方について考える。 ナヤ ヒト フ タイサク ヒト ミズ フソク カイショウ コウケン セツメイ コンゴ ア カタ カンガ																41621						栗原　優 クリハラ ユウ

								11		電子材料（ディスプレイ材料） ザイリョウ		電子機器の分野では、一つの技術革新を契機に非常に大きな市場が形成される例は比較的多い。この電子機器の発展を支えているのが、非常に多岐に亘る材料技術で、日本が得意とする分野でもある。どのように材料技術が電子機器の発展に寄与してきたかを、ディスプレイ分野を例に取り上げて、解説する。																						大林元太郎 オオバヤシ ゲンタロウ

								12		高吸水性樹脂 コウキュウスイセイ ジュシ		紙おむつを破ると、中にパルプと一緒に白い粉末が入っている。これが３０数年前に開発された高吸水性樹脂と言われる高分子材料で、水だと１ｇで約５００ｃｃ、尿だと約４０ｃｃを吸収して離さない。本樹脂は日本で開発され、今でも世界の半分を日本企業が生産している。この樹脂の開発経緯と展望を紹介する。																41628						増田房義 マスダ フサ ヨシ		三洋化成工業 サンヨウ カセイ コウギョウ

								13		医療用樹脂と医療機器		医療機器には、人工腎臓、人工心肺等の生体機能代替臓器やカテーテル、内視鏡等の体内に挿入され診断・治療に使われるものがある。人工腎臓を例に、各種化学素材の開発経過や化学工学の寄与を紹介するとともに、臨床評価、承認取得など、医療現場で実用されるまでの高いハードルについても言及する。																						國友哲之輔 クニトモ テツ ノ スケ		化学工学会SCE・Net

						（２）バイオテクノロジー製品 セイヒン		14		発酵製品		人類は発酵を利用し味噌、醤油、酒等を生産して来た。ﾊﾟｽﾂｰﾙが発酵は微生物の働きであることを証明して以降、米英でﾍﾟﾆｼﾘﾝ等の抗生物質発酵が発展した。日本では代謝制御発酵が登場し、ｱﾐﾉ酸、核酸等の生産ができるようになり、世界のﾄｯﾌﾟに躍り出た。その後、遺伝子組換え技術が登場し発酵に活用されるようになった。これらの経緯を紹介する。																41284						森永　康 モリナガ ヤスシ		日本大学生物資源科学部 ニホン ダイガク セイブツ シゲン カガクブ

								15		生物医薬		今から４０年前、繊維企業が正常細胞の大量培養によるインターフェロンの開発に挑戦した。当時インターフェロンはタンパク質の構造も定かではなく、無謀といわれる中、悪戦苦闘の末、医薬品としての承認を獲得した。その過程を紹介すると共に、この技術が社会に与えた影響と、その後のモダンバイオテクノロジーの発展について論じる。																						山﨑　徹		化学工学会SCE・Net カガク コウガク カイ




















2014年度（前・後期シラバス)

				２０１4年度前・後期 ネンド ゼン ウシロ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		 サイエンスコミュニケーション実践論 ジッセン ロン								副題 フクダイ		サイエンスコミュニケーションの理論と実践 リロン ジッセン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		千葉市科学館				水準 スイジュン		上級 ジョウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		 土曜日 １3：30～15：30 ド ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		千葉市科学館 チバシ カガク カン

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		21 世紀の今日、「知識のための科学」や「産業のための技術」に加えて「社会における、社会のための科学技術」がいわれ、その本質を理解し活用することで、社会の課題に主体的に関与し判断できる「科学技術リテラシー」が求められることとなった。サイエンスは利便性だけでなく精神的に豊かに生きるための文化となり、サイエンスコミュニケーション活動は生活の安全保障にも係る重要な役割を担うこととなった。科学技術に対する理解・関心・意識を深め高め合い、多様な意見の合意形成や政策等への反映、協働して課題を解決していく「サイエンスコミュニケーション」の活動事例を通して、その理論と実践的技術を学び、科学技術社会の健全な発展につなげる。 トオ カガク



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義名 コウギ メイ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		講師名 コウシ メイ				所属 ショゾク

				サイエンスコミュニケーションの拡がりと理論		1		サイエンスコミュニケーションの理論 リロン		本講座の進め方とサイエンスコミュニケーション活動の事例等を紹介し、サイエンスコミュニケーションの基礎概念と方法論等を紹介する。 ホンコウザ スス カタ ジレイ キソ ガイネン ホウホウロン トウ ショウカイ																41804		千葉市中央区
Qボール13階
ビジネス支援センター チバシ チュウオウク カイ シエン		高安礼士
（日本サイエンスコミュニケーション協会理事） タカヤス レイ シ ニホン キョウカイ リジ		高安　礼士 タカヤス レイジ		千葉市科学館 チバシ カガク カン

						2		産業技術誌概論とコミュニケーション サンギョウ ギジュツシ ガイロン		産業科学技術をテーマとしたサイエンスコミュニケーション活動を行うための技術誌の考え方やその方法論とさまざまな基礎知識を解説する。 サンギョウ カガク ギジュツ カツドウ オコナ ギジュツシ カンガ カタ ホウホウ ロン キソ チシキ カイセツ																41832						高安　礼士 タカヤス レイジ		千葉市科学館 チバシ カガク カン

						3		サイエンスコミュニケーションのデザイン		社会に根ざした科学的活動の実態を紹介し、その計画・運営の手法及び科学教育の学習理論を紹介する。 シャカイ ネ カガクテキ カツドウ ジッタイ ショウカイ ケイカク ウンエイ シュホウ オヨ カガク キョウイク ガクシュウ リロン ショウカイ																41860						高安　礼士 タカヤス レイジ		千葉市科学館 チバシ カガク カン

				サイエンスコミュニケーションの実践		4		サイエンス・ライティング		講座受講者がサイエンスカフェを実施するための計画を策定し準備を行うグループ編成を行い、各グループの方針・計画の発表に助言を行う。 コウザ ジュコウ シャ ジッシ ケイカク サクテイ ジュンビ オコナ ヘンセイ オコナ カク ホウシン ケイカク ハッピョウ ジョゲン オコナ																41930						渡辺政隆 ワタナベ マサタカ		筑波大学教授 ツクバ ダイガク キョウジュ

						5		サイエンスカフェ実践Ⅰ ジッセン		受講者によるグループ別のサイエンスカフェを実施し、その評価を行う。 ジュコウシャ ベツ ジッシ ヒョウカ オコナ																41958						蓑田裕美 ミノダ ヒロミ		ウィークエンドカフェ
代表 ダイヒョウ

						6		科学技術政策と社会 カガク ギジュツ セイサク シャカイ		産業科学技術をテーマとしたサイエンスコミュニケーション活動を行うための技術誌の考え方やその方法論とさまざまな基礎知識を解説する。 サンギョウ カガク ギジュツ カツドウ オコナ ギジュツシ カンガ カタ ホウホウ ロン キソ チシキ カイセツ																41993						高安　礼士 タカヤス レイジ		千葉市科学館 チバシ カガク カン



















TD307aサイエンスコミュニケーション実践論ａ

				２０１4年度前期 ネンド ゼン キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		関連講座TD３０７a				科目名 カモクメイ		 サイエンスコミュニケーション実践論 ａ ジッセン ロン								副題 フクダイ		サイエンスコミュニケーションの理論と実践 リロン ジッセン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		千葉市科学館				水準 スイジュン		上級 ジョウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		 土曜日 １3：30～15：30 ド ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		千葉・千葉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千葉市科学館） チバ チバ チバシ カガクカン

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		21 世紀の今日、「知識のための科学」や「産業のための技術」に加えて「社会における、社会のための科学技術」がいわれ、その本質を理解し活用することで、社会の課題に主体的に関与し判断できる「科学技術リテラシー」が求められることとなった。サイエンスは利便性だけでなく精神的に豊かに生きるための文化となり、サイエンスコミュニケーション活動は生活の安全保障にも係る重要な役割を担うこととなった。科学技術に対する理解・関心・意識を深め高め合い、多様な意見の合意形成や政策等への反映、協働して課題を解決していく「サイエンスコミュニケーション」の活動事例を通して、その理論と実践的技術を学び、科学技術社会の健全な発展につなげる。（３回まとめて受講することも分割して１回だけ受講することも可能です。） トオ カガク



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				サイエンスコミュニケーションの拡がりと理論		1		サイエンスコミュニケーションの理論 リロン		本講座の進め方とサイエンスコミュニケーション活動の事例等を紹介し、サイエンスコミュニケーションの基礎概念と方法論等を紹介する。 ホンコウザ スス カタ ジレイ キソ ガイネン ホウホウロン トウ ショウカイ																41804		千葉市中央区
Qボール13階
ビジネス支援センター チバシ チュウオウク カイ シエン		高安礼士 タカヤス レイ シ		高安　礼士 タカヤス レイジ		千葉市科学館　　　　　　　　　　　　　（日本サイエンスコミュニケーション協会理事） チバシ カガク カン

						2		産業技術誌概論とコミュニケーション サンギョウ ギジュツシ ガイロン		産業科学技術をテーマとしたサイエンスコミュニケーション活動を行うための技術誌の考え方やその方法論とさまざまな基礎知識を解説する。 サンギョウ カガク ギジュツ カツドウ オコナ ギジュツシ カンガ カタ ホウホウ ロン キソ チシキ カイセツ																41832

						3		サイエンスコミュニケーションのデザイン		社会に根ざした科学的活動の実態を紹介し、その計画・運営の手法及び科学教育の学習理論を紹介する。 シャカイ ネ カガクテキ カツドウ ジッタイ ショウカイ ケイカク ウンエイ シュホウ オヨ カガク キョウイク ガクシュウ リロン ショウカイ																41860




















2014年度（前・後期シラバス)

				２０１4年度前・後期 ネンド ゼン ウシロ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		 サイエンスコミュニケーション実践論 ジッセン ロン								副題 フクダイ		サイエンスコミュニケーションの理論と実践 リロン ジッセン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		千葉市科学館				水準 スイジュン		上級 ジョウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		 土曜日 １3：30～15：30 ド ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		千葉市科学館 チバシ カガク カン

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		21 世紀の今日、「知識のための科学」や「産業のための技術」に加えて「社会における、社会のための科学技術」がいわれ、その本質を理解し活用することで、社会の課題に主体的に関与し判断できる「科学技術リテラシー」が求められることとなった。サイエンスは利便性だけでなく精神的に豊かに生きるための文化となり、サイエンスコミュニケーション活動は生活の安全保障にも係る重要な役割を担うこととなった。科学技術に対する理解・関心・意識を深め高め合い、多様な意見の合意形成や政策等への反映、協働して課題を解決していく「サイエンスコミュニケーション」の活動事例を通して、その理論と実践的技術を学び、科学技術社会の健全な発展につなげる。 トオ カガク



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義名 コウギ メイ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		講師名 コウシ メイ				所属 ショゾク

				サイエンスコミュニケーションの拡がりと理論		1		サイエンスコミュニケーションの理論 リロン		本講座の進め方とサイエンスコミュニケーション活動の事例等を紹介し、サイエンスコミュニケーションの基礎概念と方法論等を紹介する。 ホンコウザ スス カタ ジレイ キソ ガイネン ホウホウロン トウ ショウカイ																41804		千葉市中央区
Qボール13階
ビジネス支援センター チバシ チュウオウク カイ シエン		高安礼士
（日本サイエンスコミュニケーション協会理事） タカヤス レイ シ ニホン キョウカイ リジ		高安　礼士 タカヤス レイジ		千葉市科学館 チバシ カガク カン

						2		産業技術誌概論とコミュニケーション サンギョウ ギジュツシ ガイロン		産業科学技術をテーマとしたサイエンスコミュニケーション活動を行うための技術誌の考え方やその方法論とさまざまな基礎知識を解説する。 サンギョウ カガク ギジュツ カツドウ オコナ ギジュツシ カンガ カタ ホウホウ ロン キソ チシキ カイセツ																41832						高安　礼士 タカヤス レイジ		千葉市科学館 チバシ カガク カン

						3		サイエンスコミュニケーションのデザイン		社会に根ざした科学的活動の実態を紹介し、その計画・運営の手法及び科学教育の学習理論を紹介する。 シャカイ ネ カガクテキ カツドウ ジッタイ ショウカイ ケイカク ウンエイ シュホウ オヨ カガク キョウイク ガクシュウ リロン ショウカイ																41860						高安　礼士 タカヤス レイジ		千葉市科学館 チバシ カガク カン

				サイエンスコミュニケーションの実践		4		サイエンス・ライティング		講座受講者がサイエンスカフェを実施するための計画を策定し準備を行うグループ編成を行い、各グループの方針・計画の発表に助言を行う。 コウザ ジュコウ シャ ジッシ ケイカク サクテイ ジュンビ オコナ ヘンセイ オコナ カク ホウシン ケイカク ハッピョウ ジョゲン オコナ																41930						渡辺政隆 ワタナベ マサタカ		筑波大学教授 ツクバ ダイガク キョウジュ

						5		サイエンスカフェ実践Ⅰ ジッセン		受講者によるグループ別のサイエンスカフェを実施し、その評価を行う。 ジュコウシャ ベツ ジッシ ヒョウカ オコナ																41958						蓑田裕美 ミノダ ヒロミ		ウィークエンドカフェ
代表 ダイヒョウ

						6		科学技術政策と社会 カガク ギジュツ セイサク シャカイ		産業科学技術をテーマとしたサイエンスコミュニケーション活動を行うための技術誌の考え方やその方法論とさまざまな基礎知識を解説する。 サンギョウ カガク ギジュツ カツドウ オコナ ギジュツシ カンガ カタ ホウホウ ロン キソ チシキ カイセツ																41993						高安　礼士 タカヤス レイジ		千葉市科学館 チバシ カガク カン



















TD307bサイエンスコミュﾆケーション実践論ｂ

				２０１4年度後期 ネンド ウシロ キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		関連講座TD３０７ｂ				科目名 カモクメイ		 サイエンスコミュニケーション実践論 ｂ ジッセン ロン								副題 フクダイ		サイエンスコミュニケーションの理論と実践 リロン ジッセン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		千葉市科学館				水準 スイジュン		上級 ジョウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		 土曜日 １3：30～15：30 ド ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		千葉・千葉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千葉市科学館）

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		21 世紀の今日、「知識のための科学」や「産業のための技術」に加えて「社会における、社会のための科学技術」がいわれ、その本質を理解し活用することで、社会の課題に主体的に関与し判断できる「科学技術リテラシー」が求められることとなった。サイエンスは利便性だけでなく精神的に豊かに生きるための文化となり、サイエンスコミュニケーション活動は生活の安全保障にも係る重要な役割を担うこととなった。科学技術に対する理解・関心・意識を深め高め合い、多様な意見の合意形成や政策等への反映、協働して課題を解決していく「サイエンスコミュニケーション」の実践事例を通して、その理論と実践的技術を学び、科学技術社会の健全な発展につなげる。（３回まとめて受講することも分割して１回だけ受講することも可能です。） ジッセン トオ カガク カイ ジュコウ ブンカツ カイ ジュコウ カノウ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				サイエンスコミュニケーションの実践		1		サイエンス・ライティング		講座受講者がサイエンスカフェを実施するための計画を策定し準備を行うグループ編成を行い、各グループの方針・計画の発表に助言を行う。 コウザ ジュコウ シャ ジッシ ケイカク サクテイ ジュンビ オコナ ヘンセイ オコナ カク ホウシン ケイカク ハッピョウ ジョゲン オコナ																41930		千葉市中央区
Qボール13階
ビジネス支援センター チバシ チュウオウク カイ シエン		高安礼士 タカヤス レイ シ		渡辺政隆 ワタナベ マサタカ		筑波大学教授 ツクバ ダイガク キョウジュ

						2		サイエンスカフェ実践Ⅰ ジッセン		受講者によるグループ別のサイエンスカフェを実施し、その評価を行う。 ジュコウシャ ベツ ジッシ ヒョウカ オコナ																41958						蓑田裕美 ミノダ ヒロミ		ウィークエンドカフェ
代表 ダイヒョウ

						3		科学技術政策と社会 カガク ギジュツ セイサク シャカイ		産業科学技術をテーマとしたサイエンスコミュニケーション活動を行うための技術誌の考え方やその方法論とさまざまな基礎知識を解説する。 サンギョウ カガク ギジュツ カツドウ オコナ ギジュツシ カンガ カタ ホウホウ ロン キソ チシキ カイセツ																41993						高安　礼士 タカヤス レイジ		千葉市科学館　　　　　　　　　（日本サイエンスコミュニケーション協会理事） チバシ カガク カン




















WT221動物総合管理１

				２０１4年度前期 ネンド マエ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		関連講座 WT２２１				科目名 カモクメイ		動物総合管理１								副題 フクダイ		獣医さんが解説する動物の病気と管理

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		　日本獣医師会				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		25		配信定員 ハイシン テイイン		50		講義日時 コウギ ニチジ		木曜日 18:30～20：00				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・早稲田駅
（日本獣医師会、早稲田総研インターナショナル）

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		地球上の野生動物、飼育動物と人との距離は急速に接近し、動物から人へ感染する病気のリスクも高くなって来ている。また、動物と人との関係は、もはや切り離すことのできない相互依存関係になってきており、動物に対する正確な知識の重要性が高くなってきた。さらに、現代社会では伴侶動物の存在意義が高くなってきている。これらの諸問題について獣医学の視点から受講者と一緒に考える。                                                                  (分割受講受け入れ検討中。） ブンカツ ジュコウ ウ イ ケントウチュウ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				動物の感染症
とその対策		1		動物の感染症 カンセン ショウ		感染症についての基礎知識、動物の主要な感染症、またその対策について紹介する。																41741		早稲田総研インターナショナル　　　　　　　　　　４階研修室		白井淳資
　　　　　 シライ アツシ シ		　白井　淳資 シライ ジュン シホン		東京農工大学 トウキョウノウコウダイガク

						2		ペットにおける感染症対策 カンセンショウ タイサク		動物の飼育スタイルの変化から、ヒトとの親密さが増しているイヌ、ネコ等について、感染症から動物とヒトを守るための対策を解説する。																41383						　青木　博史 アオキ ヒロシ シ		日本獣医生命科学大学 ニホン ジュウイ セイメイ カガク ダイガク

						3		人獣共通感染症
（ズーノーシス） ジンジュウ キョウツウ カンセンショウ		近年、種を越えた感染症が問題になっている。その出現メカニズムを中心に概説する。																41755						　水谷 哲也		東京農工大学

						4		昆虫が媒介する感染症		動物の病気には、現在でも蚊をはじめとする昆虫によって媒介されるものがあり、国際交流や近年の気候変動により、これまでと異なった病気が流行する可能性がある。動物に感染する代表的なものについて解説する。																41776						　古谷　哲也

				動物の病気
と看護		5		病気が疑われる動物の症状		家族の一員であるペットが健康に過ごせるように、動物のサインから体の状態を読み取ることを説明する。																41783						　清水　美希 シミズ ミキ		東京農工大学

						6		動物の異常行動		現代社会において動物が私たちの生活に潤いや癒しを与えてくれる大切な存在であることを示す研究成果は枚挙にいとまがないが，重篤な問題行動によってそのメリットは全て消失し，飼い主にとっては苦悩のみが重くのしかかる。本講義では，伴侶動物の問題行動の見分け方，対処方法，予防方法について解説する。																41790						　武内ゆかり タケウチ		東京大学

						7		動物看護学		いままでの動物看護学の教育は「獣医師」が主体であった。しかし「動物看護学」と「獣医学」は異なるものである。「動物看護学とは」の極意を紹介する。																41797						　太田　光明		麻布大学

						8		獣医師と動物看護師の関係		獣医師と動物看護師のよりよい関係を構築するための問題点、ならびにその解決法などを解説する。																41804						　福島　隆治		東京農工大学

				獣医学からみる
動物の健康と
人間社会		9		動物栄養学 ドウブツ エイヨウ ガク		犬や猫が何を必要としているか、成長過程やライフスタイル、サイズ、身体の構造などの特性に対応した栄養、さらに健康な時と病気の時に考えなければならない栄養について解説する。																41811						　山本　敦		ロイヤルカナン　ジャポン
獣医師

						10		ペットの皮膚病 ヒフビョウ		ペット飼育にあたって一番頻度が高い病気にひとつがペットの皮膚病です。獣医師の立場から、ペットの皮膚病の原因、治療方法、毎日のケア等についてわかりやすく解説する。 シイク イチバン ヒンド タカ ビョウキ ヒフビョウ ジュウイシ タチバ ヒフビョウ ゲンイン チリョウ ホウホウ マイニチ ナド カイセツ																41818						　西藤　公司 サイトウ コウシ		東京農工大学 トウキョウノウコウダイガク

						11		社会における家庭どうぶつ医療		「社会が求めるどうぶつ医療は？」その把握に努めることで、獣医療トラブルを防ぎ、もっと感謝される動物病院になる。また、社会全体として取り組むべきテーマである、マナー向上、夜間対応、専門医療分野への対応、感染症対策、防災対策、保険制度、法整備などについて考察する。																41825						　島村　麻子		アニコム ホールディングス

						12		動物福祉と問題点 ドウブツ フクシ モンダイテン		家畜、伴侶動物の管理方法、動物実験等に対し、動物福祉の立場から社会的に問題にされる時代となってきた。この問題について歴史的背景と、世界の現状、問題点を紹介する。																41832						　神田　尚俊 カンダ ナオトシ		東京農工大学 トウキョウノウコウダイガク



				詳しくは　http://juisan.org/　へ。
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LE472社会安全学

				２０１４年度前期 ネンド マエ キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		関連講座LE472 カンレン コウザ				科目名 カモクメイ		社会安全学 シャカイ アンゼン ガク								副題 フクダイ		安全・安心社会と社会安全学 

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		関西大学 カンセイ ダイガク				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		100		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		木曜日 １８：００～２０：００ モク ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・関西大学東京センター　　　　　　　　　　　　　　　　（関西大学） トウキョウ カンセイ ダイガク トウキョウ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		我が国では、置かれた地理的・自然的条件から、地震や台風、火山噴火などの自然災害が多発している。また、近年、原発事故や鉄道などの運輸事故、生活用製品事故、インフルエンザ問題、食の安全問題など私たちの暮らしを脅かす事故や事件も頻発している。安全・安心な社会の実現は、今、社会が求める最も大きな課題である。関西大学は、こうした社会の要請に応えるために、2010年4月に、社会安全学部及び大学院社会安全研究科を新設した。この新しい学部・大学院では、安全・安心な社会実現のための政策科学としての社会安全学の体系化に取り組んでいる。本講座では、こうした社会安全学の立場から、人間の安全・安心を脅かす問題群を読み解き、その解決策を探る。




				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				はじめに		1		安全・安心社会と社会安全学 		人間社会の安全・安心に係る問題群は、自然災害、事故、環境破壊、食の安全、感染症などの疾病、犯罪や国際テロ、情報セキュリティ問題など多岐に及ぶ。社会安全学部・大学院の新設に至る問題意識と経緯、社会安全学の対象と方法を概説し、安全・安心な社会実現のための課題を探る。																41374		関西大学　　　　東京センター会議室 カンセイ ダイガク トウキョウ カイギシツ		安部誠治 アベ セイジ		安部　誠治 		関西大学社会安全学部 カンサイ ダイガク シャカイ アンゼン ガクブ

				自然災害と防災・減災 シゼン サイガイ ボウサイ ヘ サイ		2		「国難」となる首都直下地震と南海トラフ巨大地震の防災・減災対策
		東日本大震災以後、「想定外」の災害としない取り組みが政府の中央防災会議の専門調査会で検討されてきた。首都直下地震や、南海トラフ巨大地震が起これば、首都圏では食料品や飲料水が瞬時に姿を消すなど、決して他人事ではない。同時に提案した各省庁が実施しなければならない対策も示す。 ヒガシ ニホン ダイシンサイ イゴ ソウテイ ガイ サイガイ ト ク セイフ チュウオウ ボウサイ カイギ センモン チョウサカイ ケントウ シュト チョッカ ジシン ナンカイ キョダイ ジシン オ シュトケン ショクリョウヒン インリョウスイ シュンジ スガタ ケ ケッ ヒトゴト ドウジ テイアン カクショウチョウ ジッシ タイサク シメ																41381						河田　惠昭

						3		地震と火山噴火にどう備えるか 		地震や火山噴火の観測は近年飛躍的に充実し、地球の活動についての認識を大きく変えた。一方、災害への備えという観点からは、発生メカニズムの解明だけでは役にたたない。地震・火山噴火の発生メカニズムと過去の災害事例の教訓という２つの視点を融合させ個人レベルの災害への備えを考える。																41388						林  能成 

						4		水災害を知り、予測し、備える ミズ サイガイ シ ヨソク ソナ		2011年東北地方太平洋沖地震や2005年ハリケーン・カトリーナなどによる大規模な津波や高潮、洪水などの水災害が多発している。これらの水災害による実際の被害や発生メカニズム、そして将来の被害を推定するための最新の解析方法を紹介し、国や自治体、企業による防災・減災について考察する。 コウサツ																41402						高橋 　智幸 

						5		今後の都市居住と災害対策の課題 コンゴ トシ キョジュウ サイガイ タイサク カダイ		日本の都市は、非常に限られた範囲に複層的な機能を高度な技術によって織り込み、複雑な関係性の中で成立している。このことは災害被害の不確定性の増大に連結しており、同時に対策の困難さも増している。人口減少期を迎えつつある日本における都市居住の災害対策課題について、将来像を踏まえながら分析する。
 																41409						越山　健治 

						6		人はなぜ災害に備えないのか 		南海トラフ巨大地震や首都直下地震などによる被害想定が公表され、専門家によって防災・減災対策の必要性が繰り返し指摘されているにも関わらず、災害に備えて十分な対策している人は決して多いとはいえない。このように多くの人々が災害に備えられない原因とその対応策について心理学的な観点から解説する。																41416						元吉　忠寛 

						7		災害復興と経済 		阪神・淡路大震災、グジャラート地震、ハリケーン・カトリーナ災害、そして東日本大震災といった世界の主要な大災害の経験から、巨大災害を受けた経済の復興や、そのファイナンスの問題について議論する。 ハンシン アワジ ダイシンサイ ジシン サイガイ ヒガシニホン ダイシンサイ セカイ シュヨウ ダイサイガイ ケイケン キョダイ サイガイ ウ ケイザイ フッコウ モンダイ ギロン																41423						永松　伸吾 

				社会の安全とリスク管理 シャカイ アンゼン カンリ		8		リスクコミュニケーション 		環境や健康などの社会的リスクのガバナンスには、市民・専門家・行政間の双方向のリスクコミュニケーションが不可欠である。福島第一原発事故に関連する震災がれきの広域処理やエネルギーの将来戦略についての討議型世論調査の事例を取り上げて、望ましいリスクコミュニケーションについて環境心理学の視点から解説する。																41430						広瀬　幸雄

						9		事故の現状とヒューマンエラー 		事故・災害との関連がたびたび指摘される「ヒューマンエラー」であるが、万全な対策というものは未だ確立されていない。ヒューマンエラー対策が何故これほどまでに困難な課題であるのか、「社会安全」という枠組みにおいてどのような対応を図るべきなのかについて、近年の事故事例等を参照しながら考察する。 ジコ サイガイ カンレン シテキ バンゼン タイサク イマ カクリツ タイサク ナゼ コンナン カダイ シャカイ アンゼン ワクグ タイオウ ハカ キンネン ジコ ジレイ ナド サンショウ コウサツ																41437						中村　隆宏 

						10		火災と消防 		わが国の消防体制の現状と課題を押さえた上で、火災頻度及び被害の最小化へ向けた消防の取り組み及びその課題について考察する。 クニ ショウボウ タイセイ ゲンジョウ カダイ オ ウエ ム ショウボウ ト ク オヨ カダイ コウサツ																41444						永田　尚三 

						11		群集事故～人ごみに潜む危険～ 		2001年7月、兵庫県明石市の花火大会の際に歩道橋内で群集なだれが発生し、11人の方が亡くなった。このように、たくさんの人が集まる場所には群集事故の危険が潜んでいる。どのようなところが危険なのか、事故を避けるにはどのような対策が有効なのかについて具体的な事例を挙げながら説明する。																41451						川口　寿裕 

						12		社会のグローバル化と健康リスク 		公衆衛生制度は、国内外に分けてつくられている。近年、社会のグローバル化に伴い、輸入食品、国際感染症、環境汚染の問題などの国際的な対応が求められる問題が生じてきている。わが国もグローバル社会と連動した健康リスク管理体制の構築が求められている。事例も紹介しながら、その現状と課題について考える。       
 カンガ																41458						高鳥毛敏雄 

						13		インターネット社会における企業コンプライアンス 		ICTの発展に伴い、近年は「情報」にかかる企業の経営上の諸問題が顕在化している。顧客情報の流出、重要な技術情報の不正取得、SNSやブログによる情報発信に起因する社会的非難などである。「情報」にかかるリスクを俯瞰的に捉え、インターネット社会における企業のコンプライアンスのあり方を探求する。																41465						高野　一彦 

						14		企業のリスクマネジメント 		企業リスクマネジメントの基本的な考え方、リスクマネジメントの組織体制、リスク情報の開示、海外企業の取り組み事例などを概説する。 キギョウ キホン テキ カンガ カタ ソシキ タイセイ ジョウホウ カイジ カイガイ キギョウ ト ク ジレイ ガイセツ																41472						亀井　克之 

				まとめ		15		安全・安心のための社会工学		安全・安心な社会の構築には法政策だけではなく、利害関係者や様々な立場の構成員が相応の社会的責任を果たし、事故・災害に際しては支援・補完し、将来を展望できるしなやかさが必要である。事故・災害の背景にあり、同時にその影響を受ける社会基盤の動態に対する合理的な理解と合意形成のための実質的な議論が不可欠である。 コウチク サマザマ																41479						小澤　守 




















HT921実践競走馬学

				２０１４年度後期 ネンド ウシ キ				　　知の市場（シラバス）																												新規 シンキ



				科目No. カモク		関連講座 HＴ９２１ カンレン				科目名 カモクメイ		実践競走馬学 ジッセン キョウソウバ ガク								副題 フクダイ		馬はどのような生き物か、競馬とサラブレッドの魅力を語る ウマ イ モノ カタ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		日本中央競馬会 ニホン				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		50		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		  木曜日 １８：１５～２０：１５
11月29日(土) 13：00～16：30 モク ヨウビ ガツ ニチ ド						拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・浅草　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本中央競馬会） トウキョウ アサクサ ニホン チュウオウ ケイバ カイ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		世界中でスポーツとして、娯楽、ギャンブルとして楽しまれている競馬には、他のスポーツ競技にはない独特の要素が数多く存在する。それらによって醸しだされる馬の世界、競馬の魅力を様々な観点から紹介する。また、競馬の主役であるサラブレッドの生物としての特性を解説し、馬と競馬に対する新たな視点を紹介する。 セカイチュウ ゴラク タノ ケイバ ホカ キョウギ ドクトク ヨウソ カズオオ ソンザイ カモ ウマ セカイ ケイバ ミリョク サマザマ カンテン ショウカイ ケイバ シュヤク セイブツ トクセイ カイセツ アラ シテン ショウカイ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ヒ				開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				日本における馬と競馬の歴史と現況 ニホン ウマ ケイバ レキシ ゲンキョウ		1		競馬と馬の文化 ケイバ ウマ ブンカ		日本と世界の馬文化（伝統芸能、美術、文学、その他）について紹介し、私たちと馬の関りあいや競馬の歴史、日本における発達の過程を辿る。 ニホン セカイ ウマ ブンカ デントウ ゲイノウ ビジュツ ブンガク タ ショウカイ ワタシ ウマ カカワ ケイバ レキシ ニホン ハッタツ カテイ タド																41921				浅草ﾊﾟｰｸﾎｰﾙ アサクサ		伊藤　幹 イトウ ミキ		末崎真澄 スエザキ マスミ		馬事文化財団 バジ ブンカ ザイダン

						2		競走馬のライフサイクル キョウソウバ		競走馬(サラブレッド)の一生とその生活環境を紹介し、競馬を下支えする日本における馬産の現況について解説する。 キョウソウバ イッショウ セイカツ カンキョウ ショウカイ ケイバ シタザサ ニホン バ サン ゲンキョウ カイセツ																41928				浅草ﾊﾟｰｸﾎｰﾙ アサクサ				内藤裕司 ナイトウ		日本中央競馬会馬事部
生産育成対策室 ニホン バジ ブ セイサン

						3		競馬と馬術競技 ケイバ バジュツ キョウギ		速さを競う競馬、障害飛越や馬場競技、野外やエンデュランス競技、ホースセラピーを解説し、馬のさまざまな能力を紹介する。オリンピック等における日本を含め各国のレベルや審査基準についても言及する。 ハヤ キソ ケイバ ショウガイ ヒエツ ババ キョウギ ヤガイ キョウギ カイセツ ウマ ノウリョク ショウカイ トウ ニホン フク カッコク シンサ キジュン ゲンキュウ																41942				馬事公苑 バジ コウエン				松本　謙 マツモト		日本中央競馬会馬事部 ニホン バジ ブ

				科学的視点で捉える競走馬 カガクテキ シテン トラ キョウソウバ		4		競走馬の科学①
馬の進化、競走馬の心理と行動 ウマ シンカ キョウソウバ シンリ コウドウ		馬はどのようにして馬となったのか。馬の進化や発達過程を辿りながら、その中で形成されてきた競走馬の心理と行動特性について解説する。 ウマ ウマ ウマ シンカ ハッタツ カテイ タド ナカ ケイセイ キョウソウバ シンリ コウドウ トクセイ カイセツ																41949				浅草ﾊﾟｰｸﾎｰﾙ アサクサ				楠瀬　良 クスノセ リョウ		日本装削蹄協会 ニホン ソウサクテイ キョウカイ

						5		競走馬の科学②
馬の飼料 ウマ シリョウ		草食動物である馬。なぜ草だけで大きなパワーが出せるのか？最新の知見等も交えながらアスリートである競走馬の食べものと食生活について紹介する。 ソウショク ドウブツ ウマ クサ オオ ダ サイシン チケントウ マジ キョウソウバ タ ショクセイカツ ショウカイ																41956				浅草ﾊﾟｰｸﾎｰﾙ アサクサ				朝井　洋 アサイ ヒロシ		日本中央競馬会馬事部 ニホン バジ ブ

						6		競走馬の科学③
速さの秘密 キョウソウバ カガク ハヤ ヒミツ		サラブレッドはなぜ速く走ることができるのか。運動生理学の観点から、他の動物種とは違う馬の呼吸循環機能の特徴やその発達過程について解説する。 ハヤ ハシ ウンドウ セイリガク カンテン ホカ ドウブツ シュ チガ ウマ コキュウ ジュンカン キノウ トクチョウ ハッタツ カテイ カイセツ																41963				浅草ﾊﾟｰｸﾎｰﾙ アサクサ				平賀　敦 ヒラガ アツシ		日本中央競馬会
競走馬総合研究所 ニホン チュウオウ ケイバ カイ キョウソウバ ソウゴウ ケンキュウショ

				実践編 ジッセン ヘン		7		馬と競馬の楽しみ方 ウマ ケイバ タノ カタ		馬の見かた、競走データの捉え方、各種賭式について解説する。これまでの講義を通して得た知識を活用しつつ、競馬を楽しむ。 ウマ ミ キョウソウ トラ カタ カクシュ ト シキ カイセツ コウギ トオ エ チシキ カツヨウ ケイバ タノ																41972				東京競馬場 トウキョウ ケイバジョウ				伊藤　幹 イトウ ミキ		日本中央競馬会馬事部

						8




































シラバス様式(例)

				２０１4年度○期 ネンド キ				　　知の市場（シラバス）				※MSPゴシックを使用してください。また、セルの幅、高さは変更しないでください。 シヨウ ハバ タカ ヘンコウ																						新規/継続 シンキ ケイゾク



				科目No. カモク		共催/関連講座○○○ カンレン				科目名 カモクメイ		フォントサイズ１４								副題 フクダイ		フォントサイズ１２

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		フォントサイズ１２				水準 スイジュン		フォント　　　　　サイズ１２		教室定員 キョウシツ テイイン		フォント　　　サイズ１２		配信定員 ハイシン テイイン		フォント　　　　　サイズ１２		講義日時 コウギ ニチジ		○曜日○：○～○：○ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		フォントサイズ１２

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		フォントサイズ１２



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義名 コウギ メイ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		講師名 コウシ メイ				所属 ショゾク

				フォントサイズ１１		1		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。） ジ キニュウ イチブ インサツ フカ																フォント　　　　サイズ１１				取りまとめ講師など取りまとめ者　

(取りまとめ者の所属。但し取りまとめ者が講師の場合には、所属を省略する。)

フォント　　　　サイズ１１　　　　　　 コウシ ト シャ ショゾク タダ ト シャ コウシ バアイ ショゾク ショウリャク		フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		2		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		3		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		4		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		5		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		6		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１		フォント　　　　サイズ１１				フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		7		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		8		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		9		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		10		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		11		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		12		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		13		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		14		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		15		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

















継続科目については、変更点を赤字で記載してください



KT542

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		関連講座KT542 カンレン コウザ				科目名 カモクメイ		生協社会論　 セイキョウ シャカイ ロン								副題 フクダイ		新しい社会の実現を目指して アタラ シャカイ ジツゲン メザ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		生協総合研究所 セイキョウ ソウゴウ ケンキュウジョ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0				火曜日14：00～15：30 ヒ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・四谷六番町15番地プラザエフ　　　　　　　　　　　　
生協総合研究所 トウキョウ ヨツヤ ロクバンチョウ バンチ セイキョウ ソウゴウ ケンキュウショ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		今の日本の社会やくらしが抱えている高齢化や貧困などの問題に、生協の事業・社会活動の具体的事例を通して、生協がどういう取り組みをしていのか講義する。新しい社会を作るために協同組合は何ができるのか、受講者とともに考えたい。 イマ ニホン シャカイ カカ コウレイカ ヒンコン モンダイ セイキョウ ジギョウ シャカイ カツドウ グタイテキ ジレイ トオ セイキョウ ト ク コウギ アタラ シャカイ ツク キョウドウ クミアイ ナニ ジュコウシャ カンガ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				はじめに		1		現代社会と協同 ゲンダイ シャカイ キョウドウ		協同組合とは何か。その基礎知識と、活力ある社会を作るために協同組合、生協ができることは何かを考える。 キョウドウ クミアイ ナニ キソ チシキ カツリョク シャカイ ツク キョウドウ クミアイ セイキョウ ナニ カンガ																41926		プラザエフ　　５階会議室 カイ カイギシツ		白水　忠隆　　　　　　（生協総合研究所） シロミズ タダオキ		小熊　竹彦 オグマ タケヒコ		日本生活協同組合連合会 ニホン セイカツ キョウドウ クミアイ レンゴウカイ

				生協事業編 セイキョウ ジギョウ ヘン		2		宅配から見える日本の社会 タクハイ ミ ニホン シャカイ		買い物弱者への対応や独居高齢者の見守りなど、生協が宅配事業を通して取り組んでいることを解説する。 カ モノ ジャクシャ タイオウ ドッキョ コウレイシャ ミマモ セイキョウ タクハイ ジギョウ トオ ト ク カイセツ																41933						高杉　みゆき タカスギ		コープみらい

						3		食の安全・安心 ショク アンゼン アンシン		健康なくらしの基本となる安全な食品を届けるため、生協が実施している食の安全・安心対策の最前線について解説する。 ケンコウ キホン アンゼン ショク ヒン トド セイキョウ ジッシ ショク アンゼン アンシン タイサク サイゼンセン カイセツ																41940						山越　昭弘 ヤマコシ アキラ ヒロシ		日本生活協同組合連合会 ニホン セイカツ キョウドウ クミアイ レンゴウカイ

						4		新しいCO・OP商品作り アタラ ショウヒン ツク		くらしのニーズを発掘し、新しい商品を開発するための挑戦の様子を、担当者が体験を交えながら解説する。 ハックツ アタラ ショウヒン カイハツ チョウセン ヨウス タントウシャ タイケン マジ カイセツ																41947						平野　路子 ヒラノ ミチコ

						5		地域の活性化ー産直 チイキ カッセイカ サンチョク		地域とつながり、地域や日本の農業を活性化するために、生協の産直が取り組んでいることについて解説する。 チイキ チイキ ニホン ノウギョウ カッセイカ セイキョウ サンチョク ト ク カイセツ																41954						内山　和夫 ウチヤマ カズオ

						6		くらしのリスクにそなえる		社会保障制度が変わる中で、将来の生活にどうそなえるか？　コープ共済のくらしの保障見直し活動から見えてきたことを解説する。 シャカイ ホショウ セイド カ ナカ ショウライ セイカツ キョウサイ ホショウ ミナオ カツドウ ミ カイセツ																41961						堀口　幸子 ホリグチ ユキコ		日本コープ共済生活協同組合連合会 ニホン キョウサイ セイカツ キョウドウ クミアイ レンゴウカイ

						7		生協と若者 セイキョウ ワカモノ		大学生や大学を取り巻く環境が変化する中、大学生協の役割も変化している。大学生協の活動を通して見えてくる大学生の今を考える。 ダイガクセイ ダイガク ト マ カンキョウ ヘンカ ナカ ダイガク セイキョウ ヤクワリ ヘンカ ダイガクセイ キョウ カツドウ トオ ミ ダイガクセイ イマ カンガ																41968						白石　昌則 シライシ マサノリ		法政大学生協 ホウセイ ダイガク セイキョウ

				社会政策編 シャカイ セイサク ヘン		8		高齢社会と向き合う コウレイ シャカイ ム ア		地域や生協の枠を超えて、東京都生協連が取り組んできた、福祉のまちづくりの成果と課題を報告する。 チイキ セイキョウ ワク コ トウキョウト セイキョウ レン ト ク フクシ セイカ カダイ ホウコク																41975						森　芙紗子 モリ フサコ		東京都生活協同組合連合会 トウキョウト セイカツ キョウドウ クミアイ レンゴウカイ

						9		防災・減災 ボウサイ ゲンサイ		東日本大震災復興での実践経験と、今後想定される大震災に備えた防災対策で生協ができることを解説する ヒガシ ニホン ダイシンサイ フッコウ ジッセン ケイケン コンゴ ソウテイ ダイシンサイ ソナ ボウサイ タイサク セイキョウ カイセツ																41982						五十嵐　桂樹 イガラシ ケイ ジュ		みやぎ生活協同組合 セイカツ キョウドウ クミアイ

						10		消費者力を高める ショウヒシャ リョク タカ		年間数兆円に上る消費者被害を防止することが大きな課題となっている。具体的な取り組みと消費者政策実現のために何が必要か考える。 ネンカン スウチョウエン ノボ ショウヒシャ ヒガイ ボウシ オオ カダイ グタイテキ ト ク ショウヒシャ セイサク ジツゲン ナニ ヒツヨウ カンガ																41989						磯辺　浩一 イソベ コウイチ		消費者機構日本 ショウヒシャ キコウ ニホン

						11		貧困を考える ヒンコン カンガ		くらしの相談ダイヤルから見えてくる日本の貧困問題を考える。 ソウダン ミ ニホン ヒンコン モンダイ カンガ																41652						志波　早苗 シバ サナエ		生活サポート生協・東京 セイカツ セイキョウ トウキョウ

						12		再生可能エネルギー サイセイ カノウ		東日本大震災、福島原発事故の後、脱原発依存を目指して生協が取り組んでいることについて解説する。 ヒガシ ニホン ダイシンサイ フクシマ ゲンパツ ジコ アト ダツ ゲンパツ イゾン メザ セイキョウ ト ク カイセツ																41659						戸井田　直人 トイダ ナオト		パルシステム東京 トウキョウ

						13		子育て支援 コソダ シエン		少子化を解消し、女性の社会進出に必要な子育て支援のための具体的な活動と課題について考える。 ショウシカ カイショウ ジョセイ シャカイ シンシュツ ヒツヨウ コソダ シエン グタイテキ カツドウ カダイ カンガ																41666						若松　恵子　浮田　理香 ワカマツ ケイコ ウキタ リカ		生活クラブ生協 セイカツ セイキョウ

						14		世界の協同組合 セカイ キョウドウ クミアイ		世界の協同組合員は10億人。発展途上国が抱える問題も含め、持続的な発展のために協同組合ができることを考える。 セカイ キョウドウ クミアイ イン オク ニン ハッテン トジョウ コク カカ モンダイ フク ジゾクテキ ハッテン キョウドウ クミアイ カンガ																41673						天野　晴元 アマノ ハルモト		日本生活協同組合連合会 ニホン セイカツ キョウドウ クミアイ レンゴウカイ

				まとめ		15		生協の現在と未来 セイキョウ ゲンザイ ミライ		日本社会が大きく変わる中で、生協の事業、活動も変わってきている。未来を見据えて、生協の現状と課題を考える。 ニホン シャカイ オオ カ ナカ セイキョウ ジギョウ カツドウ カ ミライ ミス セイキョウ ゲンジョウ カダイ カンガ																41680						青竹　豊 アオ タケ ユタカ




















NC466放射線生物学（後）

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座NC466 キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		放射線生物学 ホウシャセンセイブツガク								副題 フクダイ		放射線は生命の謎を解く鍵

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		京都大学放射線生物研究センター　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひと・健康・未来研究財団				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		  金曜日 １８：0０～２1：0０
（２講義集中） キン ヨウビ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		京都・京都大学放射線生物研究センター　　　　　　　　　　　　　（京都大学放射線生物研究センター　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひと・健康・未来研究財団）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  キョウト

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		放射線の生物影響を深く理解するために、量子の世界を生物的見地にたって解説し、放射線と生物の深い関わりを理解し、放射線生物学の可能性を論ずる。また、放射線の生物影響の全体像を科学的事実を基に理解することによって、福島原発事故後に予想される放射線の生体影響の実態を論理的に理解する能力を醸成する。(前期・後期同一内容で開講） ホウシャセン セイブツエイキョウ フカ リカイ リョウシ セカイ セイブツテキケンチ カイセツ ホウシャセン セイブツ フカ カカ リカイ ホウシャセン センセイブツガク カノウセイ ロン ホウシャセン セイブツエイキョウ ゼンタイゾウ カガクテキジジツ モト リカイ フクシマゲンパツジコ ゴ ヨソウ ホウシャセン セイタイエイキョウ ジッタイ ロンリテキ リカイ ノウリョク ジョウセイ ゼンキ コウキ ドウイツ ナイヨウ カイコウ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				放射線の物理学 ホウシャセン ブツリガク		1		物質の構造と放射線 ブッシツ コウゾウ ホウシャセン		宇宙万物が放射線エネルギーから生まれていることを解説する。 ウチュウバンブツ ホウシャ セン ウ カイセツ																41550		京都大学放射線生物研究センターセミナー室（京都市左京区吉田近衛町）		渡邉正己		渡邉正己　　		京都大学名誉教授　　　　　　　　　　　　放射線生物研究センター　　 メイヨ キョウジュ

						2		放射線と物質の相互作用 ホウシャセン ブッシツ ソウゴサヨウ		放射線の生物影響の第一段階がエネルギーの移動であることを解説する。 ホウシャセン セイブツエイキョウ ダイイチダンカイ イドウデ カイセツ

						3		放射線の量と単位 ホウシャセンオ リョウ タンイ		放射線の生体影響を表すために使われている線量や線量率などの単位を解説する。 ホウシャセン セイタイエイキョウ アラワ ツカ センリョウ センリョウリツ タンイ カイセツ																41557						石合正道		京都大学准教授　　　　　　　　　　　　放射線生物研究センター ジュン キョウジュ

						4		自然放射線と人工放射線 シゼンホウシャセン ジンコウホウシャセン		環境内に存在する放射線と人工的に生まれる放射線に質的違いが無いことを理解し、自然放射線に対して生体がどのような応答をしているかを概説する。 カンキョウナイ ソンザイ ホウシャセン ジンコウテキ ウ ホウシャセン シツテキ チガ ナ リカイ シゼンホウシャセン タイ セイタイ オウトウ ガイセツ

				放射線の生物学 ホウシャセン セイブツガク		5		放射線の個体影響 ホウシャセン コタイ エイキョウ		放射線による死をはじめとする個体レベルでの応答反応の仕組みを概説する。 ホウシャセン シ コタイ オウトウハン ウノシク ガイセツ																41564						高田穣		京都大学教授　　　　　　　　　　　　放射線生物研究センター キョウジュ

						6		放射線の臓器影響 ホウシャセンソンショウ ゾウキ エイキョウ		放射線による生体臓器の特殊機能に対する影響の仕組みを概説する。 ホウシャセン セイタイゾウキ トクシュキノウ タイ エイキョウ シク ガイセツ

						7		染色体への放射線影響		放射線による細胞影響について、特に染色体とその分配機構に着目して概説する。																41571						松本智裕　　　　		京都大学教授　　　　　　　　　　　　放射線生物研究センター キョウジュ

						8		細胞周期の放射線応答		放射線に対する細胞応答をチェックポイントと細胞死の視点から概説する。																						古谷寛治		京都大学講師　　　　　　　　　　　　放射線生物研究センター コウシ

						9		放射線の分子影響		放射線によるDNAをはじめとする細胞内重要分子の損傷と修復の機構について概説する。特に、放射線感受性を支配する遺伝子に欠損を持つ遺伝疾患の分子メカニズムを解説する。 トク ホウシャセンカンジュセイ シハイ イデンシ ケッソン モ イデンビョウ シッカン ブンシ カイセツ																41578						小松賢志		京都大学教授　　　　　　　　　　　　放射線生物研究センター キョウジュ

						10		放射線の遺伝的影響 ホウシャセン		放射線による遺伝子損傷に伴う継世代影響の仕組みについて概説する。

						11		放射線の発がん影響 ホウシャセン ハツ		放射線の発がん影響について、固体、細胞及び分子レベルにおける仕組みについて概説する。																41585						小林純也		京都大学准教授　　　　　　　　　　　　放射線生物研究センター ジュン キョウジュ

				放射線の利用と展望 ホウシャセン リヨウ テンボウ		12		放射線治療 ホウシャセン チリョウ		放射線の利用でもっとも人類に役立つのは医学応用である。がんを肇様々な疾病の診断と治療にどのように放射線を使っているかについて概説する。 ホウシャセン リヨウ ジンルイ ヤクダ イガクオウヨウ ハジメサマザマ シッペイ シンダン チリョウ ホウシャセン ツカ ガイセツ

						13		放射線防護 ホウシャセンボウゴ		放射線の生物影響の特性を踏まえ、放射線利用にあたって、放射線障害を回避するために、注意すべき要点を解説する。ICRP等の国際機関における放射線防護の概念形成についての情報を併せて提供し、我が国で備えるべき放射線防護の仕組みを論じる。 ホウシャセン セイブツエイキョウ トクセイ フ ホウシャセン リヨウ ホウシャセンショウガイ カイヒ チュウイ ヨウテン カイセツ トウ コクサイキカン キカン ホウシャセンボウゴ ガイネン ケイセイ ジョウホウ アワ テイキョウ ワ クニ ソナ ホウシャセンボウゴ シク ロン																41592						渡邉正己　　		京都大学名誉教授　　　　　公益財団法人ひと・健康・未来研究財団

						14		放射線生物学の展望 ホウシャセン セイブツガク テンボウ		放射線と生物の密接な関係をもとに、今後、半世紀の間に放射線生物学が解き明かすであろう生命の仕組みについて概説する。 ホウシャセン セイブツ ミッセツ カンケイ コンゴ ハンセイキ アイダ ホウシャセンセイブツガク ト ア セイメイ シク ガイセツ

				まとめ		15		総合討論 ソウゴウトウロン		14回の講義を纏め、受講者と講師が討論を通じて放射線と生命の密接な係わりについて俯瞰的に論じる。 カイ コウギ マト ジュコウシャ トコウシ トウロン ツウ ホウシャセンガ セイメイ ミッセツ カカ フカンテキ ロン																41599						担当教員		京都大学教員　　　
公益財団法人ひと・健康・未来研究財団




















CT134化学物質総合経営学基礎論

				２０１4年度前期 ネンド マエ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 UＴ１３４				科目名 カモクメイ		化学物質総合経営学基礎論 ガク								副題 フクダイ		健康・環境リスクを巡る国際的な論議を跡づけながら化学物質管理を付加価値の創造に繋げる道を探る カガク ブッシツ カンリ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		化学生物総合管理学会
化学物質総合経営学基礎教育研究会 キソ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		10		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日１３：２０－１６：３０
(２講義集中） スイ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・お茶の水女子大学　　　　　　　　　　　　　　　　　（知の市場) チャ ミズ ジョシ ダイガク チ イチバ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		化学物質は生活や社会の隅々に浸透し、健康リスクや環境リスクに止まらず経営リスクや社会リスクをももたらす。そして化学物質のリスク管理は技術革新、制度改革、経営変革と深くかかわる分野であり、ものづくりはこうしたリスクを管理するための規範創りと不即不離の関係にある。開発・生産され社会で広く流通・使用されて排出・廃棄される全過程で化学物質がもたらすリスクを管理することを目指す化学物質総合管理学を巡る国際的な論議の系譜と基本的な枠組みを、生物や放射性化学物質などがもたらすリスクの管理とも対比しながら解説する。加えて具体的な事例を通して、化学物質総合管理のイノベーションとの関わりについて解説しながら付加価値の創造と持続可能な発展につなげるための化学物質総合経営学の視点を提起し、今後の課題を論じる。    　　　　　　　　　　     　　                                        （お茶の水女子大学、早稲田大学、東京工業大学における授業を基礎に編集） ケイエイ ヘンカク ゼン メザ メグ カガク ブッシツ ソウゴウ ケイエイ ガク シテン テイキ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義名 コウギ メイ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				はじめに		1		化学物質総合管理とは何か
社会的規範や科学的方法論とは何か
 シャカイテキ キハン カガクテキ ホウホウロン ナニ		科目の目指すところと講義の進め方について概説する。また、この科目の理解の基本となる社会的規範とは何か、科学的方法論とは何かについて概説しつつ、化学物質総合管理（Integrated Management of Chemicaｌｓ）の概念を紹介する。 シャカイテキ ガイセツ																41373		お茶の水女子大学 チャ ミズ ジョシ ダイガク		増田　優		増田　優		お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科
教授　　 ダイガクイン ニンゲン ブンカ ソウセイ カガク ケンキュウカ

						2		リスク原則と安全・安心 アンゼン アンシン		政府、大学、企業、消費者など日本社会のあらゆる者が頻繁に語り、かつ、政策課題や研究開発目標としている「安全」や「安心」とは何か、内外の違いも含めて検証する。また、ハザード（有害性）とエクスポージャー（曝露）により規定されるリスク（現実の危険性）と安全・安心の係わりを論じつつ、化学物質総合管理の基本であるリスク原則について概説する。 ケンショウ ユウガイセイ バクロ キテイ ゲンジツ キケンセイ アンゼン アンシン カカ ロン カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ キホン ゲンソク ガイセツ

				健康・環境リスクの総合的な管理 ケンコウ カンキョウ ソウゴウテキ カンリ		3		健康リスクと環境リスク ケンコウ カンキョウ		身近な具体的な事例を通して化学物質の固有の特性であるハザードと用途・用法などで多様であるエクスポージャーについて検証しつつ、化学物質がもたらす健康へのリスクや環境へのリスクの管理の在り方について社会的規範や科学的方法論とのかかわりも含めて論じる。 ミジカ グタイ トオ カガク ブッシツ コユウ トクセイ ヨウト ヨウホウ タヨウ ケンショウ カガク カンリ ア カタ シャカイテキ フク																41380

						4		リスク管理とイノベーション カンリ		化学物質の健康リスクや環境リスクが社会に大きな影響をもたらした具体的な事例として公害などを取り上げ、技術革新や制度改革を通して社会を変革しつつ危機を克服していった歴史を検証しながら、化学物質のリスク管理の多様な側面と総合的なリスク管理における日本の課題を明らかにする。 ケンコウ カンキョウ シャカイ オオ エイキョウ グタイテキ ジレイ コウガイ ト ア ギジュツ カクシン セイド カイカク トオ シャカイ ヘンカク キキ コクフク レキシ ケンショウ カガク ブッシツ カンリ タヨウ ソクメン ソウゴウテキ カンリ カダイ アキ

				経営・社会リスクの総合的な管理 ケイエイ シャカイ		5		社会の多様なリスクの
管理の水準と目標 シャカイ タヨウ カンリ スイジュン		生活や社会のあらゆる場面はリスクに満ち溢れている。化学物質がもたらすリスクを他の要因によってもたらされるリスクと対比しながら検証し、それぞれのリスクの持つ特徴と重みを明らかにしつつ、化学物質のリスク管理が目指す目標について論じる。 セイカツ シャカイ バメン ミ アフ カガク ケンショウ モ トクチョウ オモ アキ																41387

						6		経営リスクと社会リスク		化学物質がもたらすリスクは健康リスクや環境リスクだけではない。時には、健康や環境への影響が生じていないにも拘わらず、膨大な負担が発生することがある。内外で起こった具体的な事例を検証しながら、化学物質のリスク管理の成否が、また、近年世界で急速に進む制度改革が、経営や社会にもたらすリスクの大きさと意味について論じる。 トキ ケンコウ カンキョウ エイキョウ ショウ カカ ボウダイ フタン ハッセイ ナイガイ オ グタイテキ ジレイ ケンショウ

				化学物質総合管理の
基本的枠組み キホンテキ		7		リスク原則と科学的枠組み カガクテキ ワクグ		ハザード（有害性）、エクスポージャー（曝露）、リスク（現実の危険性）の意味と特徴について詳述するとともに、化学物質総合管理の基本であるリスク原則から導き出される自主管理の重要性などについて論じる。また、発癌性を例に、規範科学（レギュラトリー・サイエンス）が持つ自然科学的側面と人文社会科学的側面を検証する。 ショウジュツ カガク ミチビ ダ ジシュ カンリ ジュウヨウ セイ ロン ハツガンセイ レイ キハン カガク モ シゼン カガクテキ ソクメン ジンブン シャカイ カガクテキ ソクメン ケンショウ																41394

						8		社会的枠組みと情報の共有化		リスク原則に則り化学物質を総合管理してゆくために、社会を構成する人々が広く協働していくことが必須である。このために、20世紀の第4四半期以来世界が社会変革を目指して構築してきた社会的な枠組みについて解説するとともに、その根幹をなす情報の共有と公開のための諸々の仕組みについて紹介しつつその意味を論じる。 シャカイ コウセイ ヒトビト ヒロ キョウドウ ヒッス シャカイ ヘンカク メザ モロモロ シク ショウカイ

				自主管理と価値創造 ジシュ カンリ カチ ソウゾウ		9		自主管理の概念と経営への展開		リスク原則など化学物質総合管理の諸原則と基本的枠組みから導き出される自主管理の企業経営上の意味を論じつつ、社会全体として化学物質を総合管理するための社会制度を構築していくうえで自主管理がはたす意義と役割を論じる。加えて、世界の化学産業界の自主管理活動であるレスポンシブル・ケアを解説しつつ、その中核をなすプロダクト・スチュワードシップの概念と意味を論じる。 ロン シャカイ ゼンタイ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ジシュ カンリ ヤクワリ セカイ																41401

						10		自主管理の実績と価値創造の実際 ジッセキ カチ ソウゾウ ジッサイ		社会的な制度変革を先導した産業界の自主管理活動の事例や付加価値の創造をもたらした企業の自主管理活動の事例を紹介しながら、自主管理の経営的な意味を明らかにし、化学物質総合管理の化学物質総合経営への進化を論じる。また、具体的な製品の研究・開発や生産・販売の過程におけるものづくりと規範創りの深い関係を明らかにしつつ、規範創りの主役が民間であることを示す。 シャカイテキ セイド ヘンカク センドウ サンギョウカイ ジシュ カンリ カツドウ ジレイ フカ カチ ソウゾウ キギョウ ジシュ カンリ カツドウ ジレイ ショウカイ ジシュ カンリ

				化学物質総合管理の
国際展開		11		化学物質総合管理を巡る国際的な論議の系譜（１）		20世紀第4四半期から展開された経済協力開発機構（OECD)の化学物質総合管理に関する論議の系譜を、第1期の科学的方法論の確立、第2期の情報の共有化・公開と保護制度の確立、第3期のリスクの評価と管理の試みなどの順に検証しつつ、その意味と今日的な意義を論じる。また、化学物質総合管理（Integrated Management of Chemicaｌｓ）の概念の確立の過程を紹介する。 ダイ キ カガクテキ ホウホウロン カクリツ ダイ キ ジョウホウ キョウユウカ コウカイ ホゴ セイド カクリツ ダイ キ ヒョウカ カンリ ココロ ケンショウ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ガイネン カクリツ カテイ ショウカイ																41408

						12		化学物質総合管理を巡る国際的な論議の系譜（２）		1992年の国連環境開発会議（UNCED)のアジェンダ21第19章から発し、2002年の持続可能な発展に関する世界首脳会議（WSSD）の宣言や2006年の国際化学物質管理会議の国際化学物質管理戦略（SAICM)を経て今日に至る国際的な論議を紹介しその意義を論じる。また、今日世界に定着しているデータの相互受け入れ(MAD)に続く評価・届出の相互受け入れ（MAA・MANs）の重大性を論じる。 コンニチ セカイ テイチャク ソウゴ ウ イ ツヅ ヒョウカ トドケデ ソウゴ ウ イ ジュウダイセイ ロン

						13		欧米各国やアジア諸国の動向と国際競争力 オウベイ カッコク ショコク ドウコウ コクサイ キョウソウ リョク		化学物質総合管理能力の向上は、2020年に向けて国際的な課題になっており、世界各国は科学的基盤、法律・制度的基盤そして人材・組織的基盤の強化に邁進している。とりわけ、欧州における化学物質総合管理を目指す新しい法律制度REACHの制定を契機にアジア諸国をはじめ世界各国で急激に進展している化学物質総合管理法制の整備の状況とその意味を論じる。 ジンザイ オウシュウ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ メザ アタラ ホウリツ セイド セイテイ ケイキ ショコク セカイ カッコク キュウゲキ シンテン カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ホウセイ セイビ ジョウキョウ イミ ロン																41415

				日本の現状と課題		14		化学物質総合管理能力の実相と国際競争力　 コクサイ キョウソウリョク		日本の政府、企業、大学などの各セクターの化学物質総合管理能力の現状を検証しつつ、化学物質の総合管理が総合経営に進化する状況における課題について論じる。また、近年頻発する健康被害、輸入品の増大と国際競争力の減衰などの具体的な事例を検証しながらその誘因としてのリスク管理に係る日本国内の制度について論考する。 カガク ブッシツ ソウゴウ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ソウゴウ ケイエイ シンカ ジョウキョウ コクサイ キョウソウリョク ゲンスイ ユウイン カンリ カカワ ニホン コクナイ セイド ロンコウ

						15		法律体系や行政体制の特徴と今後の課題		リスク管理の向上と雇用の維持のためにも、また国際競争力に決定的な影響を与える評価・届出の相互受け入れ（MAA・MANs）制度への参加を可能とするためにも、国際的潮流に整合した化学物質総合管理に関わる法律体系と行政体制を構築することが必須であることを解説しつつ、日本の化学物質管理に関する法律群や関係省庁の現状と特徴を明らかにし克服すべき課題について論じる。 イジ カノウ カイセツ																41422

				まとめ		16		総合討論 ソウゴウ トウロン		化学物質の総合管理は、健康リスクと環境リスクに影響を与えるとともに、経営リスクや国際競争力に影響を与える。化学物質の総合管理が総合経営に進化している状況を視野に入れながら、世界が目指す2020年の目標に向けて、日本が取り組むべき課題とその解決に向けての道筋を、科学的側面、法律・制度的側面、人材・組織的側面から多角的に論議する。 カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ケンコウ カンキョウ エイキョウ アタ ケイエイ コクサイ キョウソウリョク エイキョウ アタ カガク ブッシツ ソウゴウ カンリ ソウゴウ ケイエイ シンカ ジョウキョウ シヤ イ セカイ メザ ネン モクヒョウ ム ニホン ト ク カダイ カイケツ ム ミチスジ カガクテキ ソクメン ホウ リツ セイドテキ ソクメン ジンザイ ソシキ テキ ソクメン タカクテキ ロンギ


















RS422d労働科学特論実習１

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		関連講座 RS４２２d				科目名 カモクメイ		労働科学特論実習1								副題 フクダイ		産業安全保健エキスパート養成最終コース（現場実習）

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		労働科学研究所				水準 スイジュン		上級 ジョウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		20		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		10：00-12：00、13：00-15：00、15：00-17：00
（原則３講義集中） シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		神奈川・川崎宮前区
（労働科学研究所）

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		安全、健康、職場環境の3科目（中級コース）を修了した方を対象に、上級コースを開講する。産業安全保健の実践においては、最新の知識ベースの情報や多様な技術を習得することは重要なことであるが、それらの知識や技術を統合し、企業において産業安全保健活動を推進できる能力をもつことがさらに重要である。上級コースでは、現場における実践実習を講師陣とともにじっくりと取り組む。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				総論・グループワーク		1		現場実践に関する理論と取組　総論		「経営の安全衛生」と「現場の安全衛生」の統合的な取り組みを目標として、三位一体アプローチを生かした実践と具体的に取り組む。課題設定から課題解決にいたる実践実習プランをつくり込む。																12月11日（木） ガツ ニチ モク		労働科学
研究所研修室 ケンシュウシツ		酒井一博		酒井一博
エキスパート（修了者）
労働科学研究所研究者		労働科学研究所

						2

						3

						4																				12月12日（金） ガツ ニチ キン

						5

						6

				実習 ジッシュウ		7		現場における実践実習		約1ヵ月半をかけ、受講者が所属する企業において、実践実習プランにしたがって、産業安全保健の取り組みを実際に行い、成果をレポートにまとめる。																12月15日～2月末日 ガツ ニチ ガツマツ ニチ

						8

						9

				講義・グループワーク		10		現場実践成果報告と総括 ジッセン セイカ		実践実習の成果報告を全受講者と講師の前でプレゼンテーションするとともに、質疑応答によって成果の深掘りを図る。 フカボ																3月12日(木) ガツ ニチ モク

						11

						12

						13																				3月13日(金) ガツ ニチ キン

						14

						15




















YB612a（2014年度後期）

				２０１4年度後期 ネンド コウキ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		関連講座 YB612a カンレン コウザ				科目名 カモクメイ		　狭山を学ぶ　ものづくり編a サヤマ マナ ヘン								副題 フクダイ		　世界に羽ばたくビリヤードのすべて セカイ ハ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		アダムジャパン　　　　　              　　狭山商工会議所
狭山市(元気大学）
 サヤマ ショウコウ カイギショ サヤマシ ゲンキ ダイガク				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		25		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		 水曜日 16:30～18：30　  　キャロム実技土曜日　   　　14：00～16：00 スイ ヨウビ ジツギ ドヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		埼玉・狭山元気プラザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アダムジャパン、狭山商工会議所、狭山市） サイタマ サヤマ ゲンキ サヤマ ショウコウ カイギショ サヤマ シ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		ビリヤードの主要アイテムであるキュースティックとは何なのか。何故、世界中の選手が特定のブランドを選ぶのか。世界中の選手に選ばれるADAMブランドの特徴を紹介。ポケットビリヤード及びキャロムビリヤードについてプロ選手の指導のもとで、知識だけではなく実演実習を体験して、ビリヤードを基礎から学ぶとともに生涯スポーツとしてのビリヤードを知ることによって、その理由を解き明かす。 シュヨウ ナン ナゼ セカイ ジュウ センシュ トクテイ エラ セカイ ジュウ センシュ エラ トクチョウ ショウカイ オヨ センシュ シドウ チシキ ジツエン ジッシュウ タイケン キソ マナ ショウガイ シ リユウ ト ア



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 トリマト シャ		講師		所属 ショゾク

				はじめに		1		ビリヤードことはじめ		ビリヤードとは何か、競技種目はどのようなものがあるか、日本のビリヤードの歴史と日本ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ協会について解説するとともに、あわせて世界のビリヤード事情と今後の展望を論じる。 ナニ キョウギ シュモク ニホン レキシ カイセツ ノ ビリヤード ジジョウ コンゴ テンボウ ロン																41899		講義：狭山市元気プラザ
一部実習：アダムジャパン社屋 コウギ サヤマシ ゲンキ イチブ ジッシュウ シャオク		関根　沙織　　　　　　　　（アダムジャパン） セキネ サオリ		西尾　学 ニシオ マナ		日本ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ協会 ニホン キョウカイ

				ポケットビリヤード		2		ビリヤードの基礎Ⅰ キソ		ビリヤード台と道具であるキュースティックを使用して、持ち方、構え方、手球・的球の狙い方を体験する。先ずは、白いドットボール（手球）を真っ直ぐ撞く事に挑戦する。 ダイ ドウグ シヨウ モ カタ カマ カタ テ タマ マト タマ ネラ カタ タイケン マ シロ テ タマ マ ス ツ コト チョウセン																41906						須藤　路久 スドウ ロ ヒサ		Office　BiTS

				ビリヤードの道具 ドウグ		3		ビリヤードのキュースティック		ビリヤードの道具であるキュースティックとは何か。40年以上ビリヤードキューを作り続けるものづくりのこだわりを説明する。またキュースティックの構造や仕組みについて説明しつつなぜ、木でないとだめなのかを解き明かす。 ドウグ ナニ ネン イジョウ ツク ツヅ セツメイ コウゾウ シク セツメイ キ ト ア																41913						高平　睦生 タカヒラ ムツオ		アダムジャパン

				ポケットビリヤード		4		ビリヤードの基礎Ⅱ キソ		「何が違う！？」ビリヤードの他とは違う面白さや「罹るのに資格が必要な不治の病」一旦のめり込んだら二度と忘れられなくなるビリヤードの不思議な面白さを解説する。また、「これさえ出来れば！」という本当の基礎を紹介する。 ナニ チガ ホカ チガ オモシロ カカ シカク ヒツヨウ フジ ヤマイ イッタン コ ニド ワス フシギ オモシロ カイセツ デキ ホントウ キソ ショウカイ																41920						須藤　路久 スドウ ロ ヒサ		Office　BiTS

						5		世界のポケットビリヤード セカイ		ポケットビリヤードのルール、世界のポケットビリヤード大会や裏話を紹介する。何度も全日本ランキングトップについたプロと、メキメキと頭角を現した新鋭プロがポケットビリヤードの面白さを解説する。 セカイ タイカイ ウラバナシ ショウカイ ナンド ゼンニホン トウカク アラワ シンエイ オモシロ カイセツ																41927						野内　麻聖美 ノウチ アサ セイ ミ		日本プロポケットビリヤード連盟 ニホン レンメイ

						6		ビリヤードの基礎Ⅲ キソ		使用する球（ボール）の数でゲームルールも異なる。8ボール・9ボール・10ボール・ボーラードとはそれぞれどのようなものなのか、ルールと面白さを解説する。 シヨウ タマ カズ コト オモシロ カイセツ																41934						梶谷　景美 カジタニ ケイ ミ		日本プロビリヤード連盟

						7		ビリヤードの基礎Ⅳ キソ		ビリヤードインストラクターのアドバイスを交えながらスリーチャンスで幾つ入れられるか、だれでも楽しめるベーシックゲームを紹介する。 マジ イク イ タノ ショウカイ																41941						須藤　路久 スドウ ロ ヒサ		Office　BiTS

				キャロムビリヤード		8		世界のキャロムビリヤード セカイ		キャロムビリヤードのルール、世界のキャロムビリヤード大会や裏話を紹介する。世界ランキングトップについたプロがキャロムビリヤードの面白さを解説する。 セカイ タイカイ ウラバナシ ショウカイ セカイ オモシロ カイセツ																41948						小林　伸明　　　　　　 コバヤシ ノブアキ		日本プロビリヤード連盟

						9		キャロムビリヤードの基礎Ⅰ キソ		キャロムビリヤードに挑戦、ビリヤードテーブルの上を、まるで生き物のように動き回るボールを体験する。プロ指導の元、ビリヤードのルールと面白さを紹介する。 チョウセン ウエ イ モノ ウゴ マワ タイケン シドウ モト オモシロ ショウカイ																41951						梅田　竜二 ウメダ リュウジ

				ポケットビリヤード		10		試合中の見方と考え方 シアイチュウ ミカタ カンガ カタ		世界で活躍するプロ選手とはどのようなレベルなのか、実際にランキングトップのプロ選手が目の前で模範試合を行う。また、試合中はどのような事をイメージしプレーをしているのか、分かり易い実況中継を交えて紹介する。 セカイ カツヤク センシュ ジッサイ センシュ メ マエ モハン ジアイ オコナ シアイチュウ コト ワ ヤス ジッキョウ チュウケイ マジ ショウカイ																41955						梶谷 景美　　　　　　　李　佳　　　　　　　須藤　路久　　　　 カジタニ ケイ ミ リ カ スドウ ミチ ヒサ		日本プロポケットビリヤード連盟/Office BiTS

						11		根拠のある（E.B.T）練習方法Ⅰ コンキョ レンシュウ ホウホウ		一見もっともらしい話も、確かめてみると実は誤りだったということはよくあることである。ビリヤードの物理的な面と人間の生理的な体の動きとの関係について解説する。 イッケン ハナシ タシ ジツ アヤマ ブツリテキ メン ニンゲン セイリテキ カラダ ウゴ カンケイ カイセツ																41962						須藤　路久 スドウ ロ ヒサ		Office　BiTS

				見るビリヤード　　　　　　ポケットビリヤード ミ		12		曲球 キョク ダマ		1回撞いただけで3個、4個が一辺にポケットインする。ボールがギューンと曲がったり、宙を飛んだり、ビリヤードの見る楽しみを解説する。 カイ ツ コ コ イッペン マ チュウ ト ミ タノ カイセツ																41969						長矢　賢治 ナガ ヤ ケンジ		日本プロポケットビリヤード連盟/Office　BiTS

						13		ビリヤードの世界 セカイ		眼ではとらえることのできない1/1000秒の世界では何が起こっており、ポケットビリヤードのキュースティックで球（ボール）を撞いた場合の動きはどのように変化しているのか、実演と共にハイスピードカメラで撮られた映像を紹介する。 メ ビョウ セカイ ナニ オ タマ ツ バアイ ウゴ ヘンカ ジツエン トモ ト エイゾウ ショウカイ																41976						梶谷 景美
須藤　路久 カジタニ ケイ ミ スドウ ミチ ヒサ

				
総復習 ソウ フクシュウ		14		キャロムビリヤードの基礎Ⅱ キソ		キャロムビリヤードに挑戦。手玉を撞き、的玉に最低3回クッションに入れる。プロのアドバイスを交えながら、基本的な取り口を覚えさえすれば、非常に楽しめるゲームである。その奥の深さを紹介する。 チョウセン テダマ ツ マト ダマ サイテイ カイ イ マジ キホンテキ ト クチ オボ ヒジョウ タノ オク フカ ショウカイ																41986						梅田　竜二 ウメダ リュウジ		日本プロビリヤード連盟

						15		根拠のある（E.B.T）練習方法Ⅱ コンキョ レンシュウ ホウホウ		何が正しいのかを探るのではなく、正しいと分かっていることを身につける練習法を紹介する。それをする為にE.B.T（エビデンス・ベイスド・シンキング＝根拠のある思考）練習方法を解説する。 ナニ タダ サグ タダ ワ ミ レンシュウ ホウ ショウカイ タメ コンキョ シコウ レンシュウ ホウホウ カイセツ																41990						須藤　路久 スドウ ロ ヒサ		Office　BiTS



















講師リスト様式

						2014年度講師リスト ネンド コウ シ

		科目No. カモク		関連講座 YB612a				科目名 カモクメイ		　狭山を学ぶ　ものづくり編a サヤマ マナ ヘン												副題 フクダイ		　世界に羽ばたくものづくりシリーズa セカイ ハ

		連携機関名 レンケイ キカン メイ		狭山商工会議所、狭山市（元気大学）　　　　アダムジャパン サヤマ ショウコウ カイギショ サヤマ シ ゲンキ ダイガク				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		25		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		 水曜日 16:30～18：30　　　　　　　キャロム実技土曜日　14：00～16：00 スイ ヨウビ ジツギ ドヨウビ				講義場所 コウギ バショ		講義・実習：狭山元気プラザ　　　　　　　　　　　　一部実習：アダムジャパン社屋 コウギ ジッシュウ サヤマ ゲンキ イチブ ジッシュウ シャオク





		年度 ネンド		科目No.		科目名 カモク メイ		連携機関
・講師ID レンケイ キカン コウシ		氏　名		フリガナ		所属（組織名） ショゾク ソシキ メイ		所属（部署名） ショゾク ブショ メイ		職名（役職名） ショクメイ ヤクショクメイ		郵便番号 ユウビンバンゴウ		勤務先所在地（または自宅住所） キンムサキ ショザイチ ジタク ジュウショ		TEL		e-mail		備　考

		2014		共催講座　YB612a キョウサイ コウザ		狭山を学ぶ　ものづくり編a サヤマ マナ ヘン		有 アリ		西尾　学 ニシオ マナ		ニシオ　マナブ		日本ビリヤード協会 ニホン キョウカイ				専務理事 センム リジ		〒107-0051		東京都港区元赤坂1-5-11　元赤坂マンション603		03-5770-7911

								有 アリ		須藤　路久 スドウ ミチ ヒサ		スドウ　ミチヒサ		Office BiTS				代表 ダイヒョウ		〒171-0052		東京都豊島区南長崎6-18-11 トウキョウト トシマク ミナミナガサキ		03-3954-8230

								有 アリ		髙平　睦生 タカ ヒラ ムツオ		タカヒラ　ムツオ		アダムジャパン				代表取締役 ダイヒョウ トリシマリヤク		〒350-1322		埼玉県狭山市大字下広瀬744 サイタマケン サヤマシ オオアザ シモヒロセ		04-2969-6177

								有 アリ		野内　麻聖美 ノウチ アサ セイ ミ		ノウチ　マサミ		日本プロポケットビリヤード連盟 ニホン レンメイ						〒158-0081		東京都世田谷区深沢5-1-8 トウキョウト セタガヤク フカザワ		03-3705-8223

								有 アリ		梶谷　景美 カジタニ ケイ ミ		カジタニ　アキミ		日本プロポケットビリヤード連盟 ニホン レンメイ						〒158-0082		東京都世田谷区深沢5-1-9 トウキョウト セタガヤク フカザワ		03-3705-8224

								有 アリ		李　佳 リ カ		リ　ジャ		日本プロポケットビリヤード連盟 ニホン レンメイ						〒158-0083		東京都世田谷区深沢5-1-10 トウキョウト セタガヤク フカザワ		03-3705-8225

								有 アリ		長矢　賢治 ナガ ヤ ケンジ		ナガヤ　ケンジ		日本プロポケットビリヤード連盟 ニホン レンメイ						〒158-0084		東京都世田谷区深沢5-1-11 トウキョウト セタガヤク フカザワ		03-3705-8226

								有 アリ		小林　伸明 コバヤシ ノブアキ		コバヤシ　ノブアキ		日本プロビリヤード連盟 ニホン レンメイ				理事 リジ		〒174-0071		東京都板橋区常盤台2-6-3 トウキョウト イタバシク トキワダイ		03-3558-5510

								有 アリ		梅田　竜二 ウメダ リュウジ		ウメダ　リュウジ		日本プロビリヤード連盟 ニホン レンメイ				理事 リジ		〒174-0072		東京都板橋区常盤台2-6-4 トウキョウト イタバシク トキワダイ		03-3558-5511

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ
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CT134化学物質総合経営学基礎論

				２０１4年度前期 ネンド マエ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 UＴ５１６				科目名 カモクメイ		社会技術革新学基礎論 シャカイ ギジュツ カクシン ガク								副題 フクダイ		社会変革と技術革新の歴史を検証し付加価値を生み出すイノベーションの真髄を探る シャカイ ヘンカク ギジュツ カクシン レキシ ケンショウ フカ カチ ウ ダ シンズイ サグ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		社会技術革新学会
社会技術革新学基礎教育研究会 シャカイ ギジュツ カクシン シャカイ ギジュツ カクシン キソ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		10		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日１３：２０－１６：３０
(２講義集中） スイ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・お茶の水女子大学　　　　　
（知の市場) チャ ミズ ジョシ ダイガク チ イチバ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		人間は多様な危機（リスク）と機会（チャンス）の中で技術革新を起こし制度改革や人材改新を通して社会変革を成し遂げつつ生活の安全保障を向上させてきた。持続可能な社会への転換と国際競争力の維持向上が求められる２１世紀においては、これらを連動させて円滑にイノベーションを実現することが必須である。付加価値や資源・エネルギーの意味を確認しつつ、公害危機や石油危機の克服などの具体的な事例を基にイノベーションの実相やリスク管理の実態を検証しつつ、付加価値と生活・社会の構造変化の関係、技術革新と制度変革の関係、国際情勢と国際収支の関係、国際競争力と産業・経済の構造変化の関係などを論じ、今後の持続可能な発展に不可欠な人材改新と社会変革のために克服すべき諸々の課題を明らかにする。　また、イノベーションに係る基本認識や政策の変遷について解説しつつ各国の政策の動向を検証し、日本に求められる政策転換について論じる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               
                                                                                                                                                                                               （お茶の水女子大学、早稲田大学、東京工業大学における授業を基礎に編集） キキ キカイ ナカ オ ヒッス フカ カチ シゲン イミ カクニン コウガイ キキ セキユ キキ コクフク ジッタイ カンケイ セイド ヘンカク コクサイ ジョウセイ コクサイ シュウシ カンケイ コウゾウ ヘンカ カンケイ ロン フカケツ ジンザイ カイシン アキ カカワ カッコク セイサク ドウコウ ケンショウ モト セイサク テンカン



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義名 コウギ メイ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				はじめに
重要なのは何か ジュウヨウ ナニ		1		
生活の多様性と社会変革 セイカツ タヨウセイ シャカイ ヘンカク		科目の目指すところと講義の進め方について概説する。自然環境においても社会環境においても世界は多様である。世界の様々な生活の実態と急速に進む変化の姿を具体的な事例をもって紹介しつつ、この科目の理解の基本となる社会変革の概念を概説する。 シゼン カンキョウ シャカイ カンキョウ セカイ タヨウ セカイ サマザマ セイカツ ジッタイ キュウソク スス ヘンカ スガタ グタイテキ ジレイ ショウカイ シャカイ ヘンカク ガイネン ガイセツ																41794		お茶の水女子大学 チャ ミズ ジョシ ダイガク		増田　優		増田　優		お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科
教授 ダイガクイン ニンゲン ブンカ ソウセイ カガク ケンキュウカ

						2		社会を支える技術革新と制度改革と人材改新 シャカイ ササ ギジュツ カクシン セイド カイカク ジンザイ カイシン		多様な出発点の上に世界各国は大きな変貌を遂げてきた。その中でも２０世紀の第４四半期以降最も大きな変貌を遂げたサウジアラビアの４０年の歴史を振り返りながら、人々の生活の激変を支えた技術革新や制度改革について概観するとともに、人材改新への試みとその成果について紹介する。 タヨウ シュッパツテン ウエ オオ ヘンボウ ト ナカ モット オオ ヘンボウ ト ネン レキシ フ カエ ヒトビト ゲキヘン ササ ギジュツ カクシン セイド カイカク ガイカン ジンザイ カイシン ココロ セイカ ショウカイ

						3		多様なリスクと生活の安全保障 タヨウ セイカツ アンゼン ホショウ		化学物質や放射線がもたらす健康へのリスクや環境へのリスク、戦争や飢餓がもたらす生存に対するリスク、自動車や食品など諸々の製品やサービスがもたらす生命や財産に対するリスクなど世界は多様なリスクに満ちている。こうした中で、生活の安全保障の視点から、何が大きなリスクでありその原因は何であるのかを紹介しつつ、世界が直面する最大の課題が何であるかを大胆に論じる。 ホウシャセン センソウ キガ セイゾン タイ ジドウシャ ショクヒン モロモロ セイヒン セイメイ ザイサン タイ セカイ タヨウ ミ ナカ セイカツ アンゼン ホショウ シテン ナニ オオ ゲンイン ナン ショウカイ セカイ チョクメン サイダイ カダイ ナニ ダイタン ロン																41801

				付加価値の創造と
技術革新 ギジュツ カクシン		4		技術革新の進展と資源価値の変遷 ギジュツ カクシン シンテン シゲン カチ ヘンセン		資源とは何か。世界各国における資源の捉え方と日本の捉え方を比較しながら、その理解の差異がもたらす政策と教育に対する取り組みの違いを概説する。人類の７００万年の歴史に技術革新の意義を検証しつつ、わずかな期間に石油が厄介物から最大の戦略物資に変貌を遂げた要因としての技術革新について解説する。  シゲン ナニ セカイ カッコク シゲン トラ カタ ニホン トラ カタ ヒカク リカイ サイ セイサク キョウイク タイ ト ク チガ ガイセツ ジンルイ マン ネン レキシ ギジュツ カクシン イギ ケンショウ キカン セキユ ヤッカイ モノ サイダイ センリャク ブッシ ヘンボウ ト ヨウイン ギジュツ カクシン カイセツ

						5		付加価値の意味と価値創造の仕組み フカ カチ イミ カチ ソウゾウ シク		人々の生活は自ら創りだした付加価値の上に成り立っている。この付加価値という重要な概念の基本と特徴を解説しつつ、個人所得と付加価値の関係、企業収益と付加価値の関係、ＧＮＰ（国民総生産）と付加価値の関係、技術革新と付加価値の関係など付加価値の持つ諸々の意味を紹介する。また、付加価値の変動がもたらした構造的な激変を１９９０年代前後の金融機関の再編成を例に検証する。 ヒトビト セイカツ ミズカ ツク フカ カチ ウエ ナ タ フカ カチ ジュウヨウ ガイネン キホン トクチョウ カイセツ コジン ショトク フカ カチ カンケイ コクミン ソウセイサン カンケイ ギジュツ カクシン フカ カチ カンケイ フカ カチ モ モロモロ イミ ショウカイ フカ カチ ヘンドウ コウゾウテキ ゲキヘン ネン ダイ ゼンゴ キンユウ キカン サイヘンセイ レイ ケンショウ																41808

						6		価値創造を導く価値観の変遷と技術革新の進化 カチ ソウゾウ ミチビ カチカン ヘンセン ギジュツ カクシン シンカ		生活を向上させ社会を維持するためには価値低減の法則のもとで付加価値の増大を図ることが必須である。自由経済と統制経済、資本主義経済と社会主義経済を対比しながら、付加価値を増大させる３つの方法について紹介するとともに、それぞれの方法が持つ特徴と制約について解説する。また、技術革新が付加価値の増大に果たす役割について論じる。 シャカイ イジ ハカ ヒッス ジユウ ケイザイ トウセイ ケイザイ シホン シュギ ケイザイ シャカイ シュギ ケイザイ タイヒ フカ カチ ゾウダイ ホウホウ ショウカイ ホウホウ モ トクチョウ セイヤク カイセツ ギジュツ カクシン フカ カチ ゾウダイ ハ ヤクワリ ロン

				経済・社会の発展と
付加価値の増大 ケイザイ シャカイ ハッテン フカ カチ ゾウダイ		7		付加価値の増大を支える産業・経済の展開 フカ カチ ゾウダイ ササ サンギョウ ケイザイ テンカイ		第二次世界大戦の荒廃の中から再出発した日本の産業や経済は、１９６０年代の高度成長、１９７０年代の二つの危機の克服、１９８０年代の経済大国の出現、１９９０年代以降の模索の時代を経て今に至っている。この過程で日本においてはどのように付加価値の増大が図られてきたかを、ソビエト連邦など他の国々との比較を交えて解説しつつ、そこから読み取れる今日の日本の課題について論じる。 ダイ ニジ セカイ タイセン コウハイ ナカ サイシュッパツ ニホン サンギョウ ケイザイ コウド セイチョウ ネンダイ フタ キキ コクフク ネン ダイ ケイザイ タイコク シュツゲン ネン ダイ イコウ モサク ジダイ ヘ イタ カテイ ニホン フカ カチ ゾウダイ ハカ レンポウ ホカ クニグニ ヒカク マジ カイセツ ヨ ト コンニチ ニホン カダイ ロン																41815

						8		国際収支の動向と国際競争力の変貌 コクサイ シュウシ ドウコウ コクサイ キョウソウリョク ヘンボウ		高度成長期が終わるまで貿易収支が赤字で常に資金不足であった日本は、１９７０年代始めに黒字に転じた後、二つの危機の克服を通して国際競争力が向上した結果、１９８０年代には貿易収支が大幅な黒字となり資金余剰の時代に入った。しかし近年、貿易収支は赤字に転じている。付加価値の視点も踏まえつつこの状況の意味を明らかにし今後の日本の課題を論じる。 コウド セイチョウ キ オ ボウエキ シュウシ アカジ ツネ シキン ブソク ニホン ネンダイ ハジ クロジ テン アト フタ キキ コクフク トオ コクサイ キョウソウリョク コウジョウ ケッカ ネン ダイ ボウエキ シュウシ オオハバ クロジ シキン ヨジョウ ジダイ ハイ キンネン ボウエキ シュウシ アカジ テン フカ カチ シテン フ ジョウキョウ イミ アキ コンゴ

				資源・環境制約の
克服に見る
技術革新と社会変革の事例研究

 シゲン カンキョウ セイヤク コクフク ミ ギジュツ カクシン シャカイ ヘンカク ジレイ ケンキュウ		9		公害危機の克服
技術革新と制度改革と人材改新 コウガイ キキ コクフク ギジュツ カクシン セイド カイカク ジンザイ カイシン		高度経済成長の中で顕在化した公害の克服に向けて、技術革新のみならず、公害対策基本法、大気汚染防止法などの制度改革や公害防止管理者の養成などの人材改新が進められて社会改革が進展していった姿を、大気を汚染する硫黄酸化物や窒素酸化物のリスクの低減などを巡る具体的な取り組み事例を基に紹介しつつ、環境制約の克服と付加価値の増やし方とのかかわりを論じる。 コウド ケイザイ セイチョウ ナカ ケンザイカ コウガイ コクフク ム ギジュツ カクシン コウガイ タイサク キホンホウ タイキ オセン ボウシホウ セイド カイカク コウガイ ボウシ カンリシャ ヨウセイ ジンザイ カイシン スス シャカイ カイカク シンテン スガタ タイキ オセン イオウ サンカ ブツ チッソ サンカブツ テイゲン メグ グタイテキ ト ク ジレイ モト ショウカイ カンキョウ セイヤク コクフク フカ カチ フ カタ ロン																41822

						10		石油危機の克服（１）　
緊急時対策と制度改革 セキユ キキ コクフク キンキュウジ タイサク セイド カイカク		世界的な高度成長のもとで顕在化した資源制約の中で、１９７３年の第４次中東戦争を契機に勃発した石油危機による社会の大混乱を克服した経過を紹介するとともに、先進国首脳会議、国際エネルギー機関、石油融通スキームなどの国際的制度や石油需給適正化法、国家備蓄、石油新税などの日本の制度を具体例として取り上げながら、それらの制度改革の効果と今日的な意味について論じる。 セカイテキ コウド セイチョウ ケンザイカ シゲン セイヤク ナカ ネン ダイ ジ チュウトウ センソウ ケイキ ボッパツ セキユ キキ シャカイ ダイコンラン コクフク ケイカ ショウカイ グタイ レイ ト ア セイド カイカク コウカ コンニチテキ イミ ロン

						11		石油危機の克服（２）　
経済構造の変革と技術革新 ケイザイ コウゾウ ヘンカク ギジュツ カクシン		二度の石油危機は、原油価格の高騰と石油市場の誕生による国際的な石油供給構造の変化をもたらした。その結果、国際石油資本の過半が姿を消すなど世界の産業地図は大きく変わり、貿易構造の変化により国家間の関係も大きく変わった。この中で、省エネルギーの徹底などにより付加価値の増大に成功し経済大国に発展した日本を、他国と比較しながら検証する。 ニド セキユ キキ ゲンユ カカク コウトウ セキユ シジョウ タンジョウ コクサイテキ セキユ キョウキュウ コウゾウ ヘンカ ケッカ コクサイ セキユ シホン カハン スガタ ケ セカイ サンギョウ チズ オオ カ ボウエキ コウゾウ ヘンカ コッカ カン カンケイ オオ カ ナカ ニホン タコク ヒカク ケンショウ																41829

				市場制約の克服への
挑戦 シジョウ セイヤク コクフク チョウセン		12		経済大国を支える技術革新の実相と研究開発投資の拡大 ササ ケンキュウ カイハツ トウシ カクダイ		市場制約が強まる中で、新たな市場を求めて海外に展開するとともに、経済大国としての潤沢な資金を使って多くの研究所が建設され多額の研究開発費が投入され、新しい市場を模索する時代が始まった。経済大国の国際競争力を支えた技術革新の実相を紹介しつつその特徴と限界を検証し、技術立国の掛け声のもと行われた研究開発投資の特徴を付加価値の増大との係わりで論じる。 ナカ ツカ オオ カイハツ ケイザイ タイコク コクサイ キョウソウリョク ササ ギジュツ カクシン ジッソウ ショウカイ トクチョウ ゲンカイ ケンショウ オコナ ケンキュウ カイハツ トウシ トクチョウ フカ カチ ゾウダイ カカ ロン

						13		市場と価値の創造
ものづくりと物語づくり シジョウ カチ ソウゾウ モノガタリ		成熟市場の中で新たな市場を開拓した歴史や市場占有率が劇的に変化する歴史を有する具体的な製品分野を事例として取り上げ、イノベーションにおける技術革新の役割を、付加価値の増大をもたらすより幅広いイノベーションの要因を検証しつつ、付加価値の創造にはものづくりと車の両輪で規範創りや物語創りが必須であることを論じる。 ナカ アラ シジョウ カイタク レキシ ゲキテキ ヘンカ レキシ ユウ グタイテキ セイヒン ブンヤ ジレイ ト ア ギジュツ カクシン ヤクワリ フカ カチ ゾウダイ ハバヒロ ヨウイン ケンショウ ロン																41836

				イノベーションを巡る
基本認識の変化と
各国の動向 メグ キホン ニンシキ ヘンカ カッコク ドウコウ		14		国際競争力の変遷と技術革新に対する基本認識の変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　		国際的な産業競争力の構造的な変化は、日米貿易紛争を惹起する一方で、産業競争力の源泉は何か、イノベーションとは何か、技術革新とは何かというより根源的な問いをもたらした。米国における科学政策や産業政策の歴史と意味を中心に検証しながら、技術革新やイノベーションに対する基本的は認識の変化がもたらした構造改革（Restructure)や知的財産権戦略などについて論じる。 チテキ ザイサンケン センリャク

						15		諸外国における技術政策や制度改革の展開　　　　　　　　　　　　　　　		イノベーションに関する基本認識の変化とともに、世界各国で行われた科学政策、技術政策、産業政策、知的財産権政策などの改革について紹介するとともに、1995年の科学技術基本法や産業技術力強化法の制定など模索の時代から脱却することを目指して行われた日本の諸々の取り組みについて紹介しつつ課題を論じる。 カン キホン ニンシキ ヘンカ セカイ カッコク オコナ カガク セイサク ギジュツ セイサク サンギョウ セイサク チテキ ザイサンケン セイサク カイカク ショウカイ ネン カガク ギジュツ キホンホウ サンギョウ ギジュツリョク キョウカ ホウ セイテイ メザ オコナ ニホン モロモロ ト ク ショウカイ カダイ ロン																41843

				まとめ		16		総合討論 ソウゴウ トウロン		明治維新から145年、第二次世界大戦の終結から68年、経済大国と呼ばれてから27年が経過し、その間に世界も日本も大きく変化を遂げた。この歴史を形作ってきた諸々の要因を検証しながら、日本の現状と課題について自由に討論する。 メイジ イシン ネン ダイ ニジ セカイ タイセン シュウケツ ネン ケイザイ タイコク ヨ ネン ケイカ カン セカイ ニホン オオ ヘンカ ト レキシ カタチヅク モロモロ ヨウイン ケンショウ ニホン ゲンジョウ カダイ ジユウ トウロン


















シラバス様式(例)

				２０１4年度○期 ネンド キ				　　知の市場（シラバス）				※MSPゴシックを使用してください。また、セルの幅、高さは変更しないでください。 シヨウ ハバ タカ ヘンコウ																						新規/継続 シンキ ケイゾク



				科目No. カモク		共催/関連講座○○○ カンレン				科目名 カモクメイ		フォントサイズ１４								副題 フクダイ		フォントサイズ１２

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		フォントサイズ１２				水準 スイジュン		フォント　　　　　サイズ１２		教室定員 キョウシツ テイイン		フォント　　　サイズ１２		配信定員 ハイシン テイイン		フォント　　　　　サイズ１２		講義日時 コウギ ニチジ		○曜日○：○～○：○ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		フォントサイズ１２

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		フォントサイズ１２



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義名 コウギ メイ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		講師名 コウシ メイ				所属 ショゾク

				フォントサイズ１１		1		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。） ジ キニュウ イチブ インサツ フカ																フォント　　　　サイズ１１				取りまとめ講師など取りまとめ者　

(取りまとめ者の所属。但し取りまとめ者が講師の場合には、所属を省略する。)

フォント　　　　サイズ１１　　　　　　 コウシ ト シャ ショゾク タダ ト シャ コウシ バアイ ショゾク ショウリャク		フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		2		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		3		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		4		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		5		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		6		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１		フォント　　　　サイズ１１				フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		7		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		8		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		9		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		10		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		11		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		12		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		13		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		14		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		15		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

















継続科目については、変更点を赤字で記載してください



UT114化学物質リスク評価

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		共催講座 UT１１４				科目名 カモクメイ		化学物質リスク評価								副題 フクダイ		必要な情報やデータをどう入手し活用するか

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		花井リスク研究所 ハナイ ケンキュウ ジョ				水準 スイジュン		中級 チュウキュウ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		木曜日１８：３０～２０：３０ モク				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・お茶の水女子大学　　　　　
（知の市場)

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		1992年のリオ環境サミットでリスクに基づく意思決定が打ち出されてから20年が経過した。しかしリスクの考え方が日本の社会に根付いているとは言えず、事業者の自主管理の取組みも十分とは言えない。リスクに基づく管理を実践するための人材育成には、単純に整理すると、①教科書と講義による原理の理解、 ②モデルシナリオ・システムを使った実習、 ③現場での実践と経験による知恵の蓄積 の３段階が考えられる。①はすでに多くの人材育成システムがあり修了者も多いが、それだけでは、ボールもバットもなしに野球の原理を学ぶことに近い。2015年度開講予定の化学物質リスク評価（演習）の講義では、②のモデル実習でボールとバットを使いこなす力をつけることを目指す。2014年度は先ず、化学物質のリスクの評価と管理の概念を解説しつつ、③の実践のためには何が必要か、限られた時間で②を実施するにはどうしたらよいかを論じる。参加者の質問や意見を期待する。 ネンド カイコウ カガク ブッシツ ヒョウカ エンシュウ ネンド マ カイセツ ナニ ロン



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				はじめに		1		概論：講義の全体像 ガイロン コウギ ゼンタイゾウ		本科目の狙いと全体像の把握のために、化学物質の総合安全管理におけるリスク評価と管理の考え方の概要を述べる。基本的な概念とトピックスから成る。																41914		お茶の水女子大学 チャ ミズ ジョシ ダイガク		花井 荘輔		花井 荘輔		花井リスク研究所

				問題の設定		2		求められるもの モト		「リスク」の考え方、なぜ「リスク」なのか、ハザード評価とリスク評価のちがいを議論する。リスクとベネフィットのバランスが重要である。化学物質のリスクにも、ヒト健康（H)、環境生態（E)、プロセス安全（S)等の多くの問題があり、状況に応じて幅広く評価することが求められる。化審法改正、REACH、TSCA見直し等の国内外の動向を述べる。																41921

						3		シナリオのいろいろ		評価する状況を、だれが、なんのために、なにを評価し、どう判断し、結果をどう使うのか等の観点で記述する必要がある。いわゆるシナリオである。米国スーパーファンド法でのリスク評価、欧州リスク評価報告書、日本の詳細リスク評価書、その他の事例で具体的な内容を理解する。																41928

				有害性評価		4		ヒト健康影響 ケンコウ エイキョウ		化学物質は急性毒性から発がん性等まで多種多様な有害影響を及ぼす可能性をもつ。リスク評価には、量と反応の大きさの関係を定量的に求める必要がある。いわゆる閾値ありモデルと閾値なしモデルがある。動物データからヒトへの外挿には、情報の不完全さを補うための不確実性係数Uncertainty Factorの問題がある。																41935

						5		環境生態影響 カンキョウ セイタイ エイキョウ		環境生態系としてなんのためになにを評価するのかがポイントである。評価対象の生態系に生息する動植物に対するリスクを評価することが基本であるが、一般的には、藻類・ミジンコ・魚類の水生生物の試験データで代表させることが多い。																41942

						6		データ予測 ヨソク		リスク評価には多種多様な有害性に関するデータが必要であり、実験・検索・予測のデータ入手手法をフルに活用しなければならない。定量的構造活性相関解析QSARに代表される各種の予測・推算モデルが提案されている。目的に応じて、モデルの適用範囲、精度、検証の程度等に留意して使いこなす必要がある。 ユウガイセイ カン																41949

				暴露評価		7		暴露評価の重要性 バクロ ヒョウカ ジュウヨウセイ		「リスク＝有害性×暴露」という概念はゆきわたったが、暴露評価が看過され有害性評価のみで安全か否かが議論されることが多い。発生源から、各種媒体を経由してレセプター(影響を受けるヒトあるいは環境)に至る動態を定量的に把握して、有害影響が発現する可能性を評価することが重要である。																41956

						8		直接暴露：作業者・消費者 チョクセツ バクロ サギョウシャ ショウヒシャ		発生源と影響を受けるヒトとの時間的・空間的関係が明示的な暴露であり、室内での作業者あるいは消費者の暴露が相当する。作業者暴露に関しては、欧州での評価モデルの変遷の経緯：EASE→TRA→ Stoffenmanager→ARTを紹介する。消費者暴露に関して、オランダのConsExpoを紹介する。 カン ショウカイ																41963

						9		間接暴露：環境経由 カンセツ バクロ カンキョウ ケイユ		環境中に出た化学物質は、数多くの環境媒体(大気・水・土・その他)を経てレセプターに至る。排出量の推定、環境中での分布・分配・分解のシミュレーション、暴露媒体中濃度から体内への経路(吸入・経口・経皮)別取込み推定が必要である。単一媒体モデルと多媒体モデルを紹介する。 ヒツヨウ ショウカイ																41970

				リスクの判定と管理		10		リスクの判定 ハンテイ		有害性と暴露量の値からリスクを定量的に表現し、判定の基準値(クライテリア)と比較する。リスクの指標としては、暴露量と有害性の程度の比HQ(ハザード比)が用いられることが多い。閾値なし発がんリスクは生涯の発現確率10－5(10万人にひとり)のような確率で表現される。 ヒ																41977

						11		リスクの管理 カンリ		リスクの指標とクライテリアの大小を比較して、リスクの受容・削減・回避・移転等を検討する。リスク削減手段としては、法規制の他に、各種のプロセス内技術・終端処理技術等が議論される。CEFICのRMMs(Risk Management Measures)データベース等を紹介する。																41984

						12		不確実性評価 フ カクジツセイ ヒョウカ		リスク評価に用いるデータには、ヒト集団の体重データのような本質的なバラつきによる変動性(Variability）と、シナリオ・モデル・データに関する知識・情報の不足による不確実性（Uncertainty）とがある。 これらを定量的に表現し解析する手法－例えば、モンテカルロ法－を述べる。																41991

						13		リスクベネフィット解析 カイセキ		リスクに基づく意思決定に際しては、リスクとベネフィットのバランスを考慮しなければならない。リスクの削減、あるいはベネフィットの増大には、各種のコストも関係するので解析は複雑である。いわゆるSEA（社会経済性分析）のいくつかの観点を整理し、事例を紹介する。																41998

				まとめ		14		シミュレーションの重要性 ジュウヨウセイ		「リスクとは将来の問題である」という意見もある。予想されるシナリオについて各種のシミュレーションを実施して見通しを立てることが重要である。化学物質のリスク評価のそれぞれの局面における各種シミュレーションモデルをまとめ、次期のモデル実習のイメージを具体化する。																42012

						15		まとめ  		「リスクに基づく意思決定」は、化学物質管理の問題に限られるわけではなく、社会生活全般の意思決定にあてはまる。正解を簡単に求めることが困難な状況では、利害関係者が情報とデータに基づく意見交換(キャッチボール)による対話を通した弁証法（正→反→合）的合意形成を追及する必要がある。																42019



















2015年

		２０１５年度前期 ネンド ゼンキ				　　知の市場（シラバス）



		科目No. カモク

		連携機関名 レンケイ キカン メイ

								今期実習   コンキ ジッシュウ				次期以降 ジキ イコウ						本格的には ホンカクテキ

		科目構成 カモク コウセイ		№		先期講義 センキ コウギ		初級～中級		内容・狙い ナイヨウ ネラ		中級～上級 チュウキュウ ジョウキュウ		内容・狙い ナイヨウ ネラ

		はじめに		1		概論：この講義の全体像 ガイロン コウギ ゼンタイゾウ

		問題の設定 モンダイ セッテイ		2		求められるもの モト

				3		シナリオのいろいろ  事例 ジレイ

		有害性評価 ユウガイセイ ヒョウカ		4		ヒト健康影響 ケンコウ エイキョウ		Ⅰ．データベース使用法  
      CHRIP，ECHA，IRIS		まず有害性データの入手 ユウガイセイ ニュウシュ		ベンチマークドーズ		NOAELに代わる実験データ解析 カ ジッケン カイセキ				PKPD

				5		環境生態影響 カンキョウ セイタイ エイキョウ		Ⅱ．ECOSAR		SMILES表記で構造入力
EPA TSCAの予測の考え ヒョウキ コウゾウ ニュウリョク ヨソク カンガ		AIST-MeRAM		環境生態  個体群評価 SSD カンキョウ セイタイ コタイグン ヒョウカ

				6		データ予測 ヨソク		Ⅲ．構造類似性 コウゾウ ルイジセイ		データ予測．リードアクロス法へ展開 ヨソク ホウ テンカイ		QSAR-Tool kit		OECD データ予測システム ヨソク				SciFinder 構造類似性
CLOGP
 コウゾウ ルイジセイ

		暴露評価 バクロ ヒョウカ		7		暴露評価の重要性 バクロ ヒョウカ ジュウヨウセイ

				8		直接暴露：作業者暴露・消費者暴露 チョクセツ バクロ サギョウシャ バクロ ショウヒシャ バクロ		Ⅳ．Stoffenmanager
Ⅴ．IH Mod		作業者暴露のオランダモデル
米国AIHAの数理モデル サギョウシャ バクロ ベイコク スウリ		TRA，Chesar
ART
ConsExpo		REACH  Tier１
RIVM 消費者暴露評価
REACH Higher Tier ショウヒシャ バクロ ヒョウカ

				9		間接暴露：環境経由 カンセツ バクロ カンキョウ ケイユ		Ⅵ．EUSES
Ⅶ．EQC Model (Fugacity)		欧州 共通リスク評価システム
Mackay 媒体間分配の感覚 オウシュウ キョウツウ ヒョウカ バイタイ カン ブンパイ カンカク		METI-LIS
ADMER		周辺詳細濃度評価
広域暴露評価 シュウヘン ショウサイ ノウド ヒョウカ コウイキ バクロ ヒョウカ				AERMOD  大気拡散 タイキ カクサン

		リスクの判定と管理 ハンテイ カンリ		10		リスクの判定 ハンテイ

				11		リスクの管理 カンリ		Ⅷ．コントロールバンディング		とりあえずのリスク管理手法 カンリ シュホウ

				12		不確実性評価 フ カクジツセイ ヒョウカ						CrystalBall（試用版）
   モンテカルロ法 シヨウバン ホウ		分布データ統計解析 ブンプ トウケイ カイセキ				２D MC     MCMC

				13		リスクベネフィット解析 カイセキ												SEA

		まとめ		14		シミュレーションの重要性 ジュウヨウセイ

				15		まとめ  全体図 ゼンタイ ズ








UT135規範科学基礎論

				２０１４年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 UＴ１３５ キョウサイ コウザ				科目名 カモクメイ		規範科学基礎論 キハン カガク キソ ロン								副題 フクダイ		文理融合の視点をもつ規範科学（ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｰ･ｻｲｴﾝｽ）を健康や環境へのリスクの評価と管理を例題に論じる ブンリ ユウゴウ シテン キハン カガク ロン

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		化学生物総合管理学会　　　　　　　　　化学物質総合経営学基礎教育研究会 カガク セイブツ ソウゴウ カンリ ガッカイ カガク ブッシツ ソウゴウ ケイエイ ガク キソ キョウイク ケンキュウカイ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日１3：20－１6：3０
(２講義集中） スイ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京･お茶の水女子大学
（知の市場） トウキョウ チャ ミズ ジョシ ダイガク チ イチバ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		好奇心や欲望に突き動かされる形で20世紀の初頭から科学研究や技術開発に多くの資源が投入されるようになって始まった知の爆発が、時とともに加速化する中で20世紀の第4四半期になり、知の暴走を制御し知の創造とともに知の伝搬を促して知の普遍化を進め、膨大に集積した知をより幅広い世界で社会変革のために活用する必要性が叫ばれるに至った。それまでの好奇心や欲望に動かされる科学研究や技術開発に対して社会のための科学（Science for Society)、政策のための科学（Science for Policy)が提唱された。規範科学（Ｒｅｇｕｌatoｒｙ　Science）はこうした潮流の中に位置づけられ、科学的方法論と知的説得を重視することによりリスクの顕在化を未然に防止することを目指す。規範科学の文理融合的な特徴を踏まえながら、その意味と意義を論ずる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                                                                                                                                                               （お茶の水女子大学、早稲田大学、東京工業大学における授業を基礎に編集） コウキシン ヨクボウ ツ ウゴ カタチ カガク ケンキュウ ギジュツ カイハツ オオ シゲン トウニュウ ハジ トキ ウナガ ボウダイ シュウセキ チ シャカイ ヘンカク カツヨウ イタ ケンキュウ ギジュツ カイハツ テイショウ チョウリュウ ナカ キハン カガク ブンリ ユウゴウテキ トクチョウ フ イミ イギ ロン チャ ミズ ジョシ ダイガク ワセダ ダイガク トウキョウ コウギョウ ダイガク ジュギョウ キソ ヘンシュウ



				科目構成 カモク コウセイ		No.		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師		所属 ショゾク

				はじめに		1		社会的規範と科学的方法論 シャカイテキ キハン カガクテキ ホウホウ ロン		科目の目指すところと講義の進め方について概説するとともに、この科目の理解の基本となる規範とは何か、科学的方法論とは何かを紹介しつつ、規範科学とはなんであるかを論じ、かつ、その意味と意義について問題提起する。 ナニ カガクテキ ホウホウ ロン ナニ ショウカイ キハン カガク ロン イミ イギ モンダイ テイキ																41548		お茶の水女子大学
		増田　優 マスダ マサル		増田　優 マスダ マサル		お茶の水女子大学大学院
人間文化創成科学研究科
教授　　

						2		身近なところからみる　　　　社会的規範と科学的方法論 ミジカ シャカイテキ キハン カガクテキ ホウホウロン		馬鈴薯など身近な製品の歴史と現状を紹介しながら、生活を取り巻くリスクを適正に管理するために設けられている社会的規範やその背後にある科学的方法論について概観する。 バレイショ ミジカ セイヒン レキシ ゲンジョウ ショウカイ セイカツ ト マ テキセイ カンリ モウ シャカイテキ キハン ハイゴ カガクテキ ホウホウロン ガイカン

				社会の多様性と
社会的規範の多様性
　　　　　　　　　		3		自然環境の多様性と社会の多様性 シゼン カンキョウ タヨウセイ シャカイ タヨウセイ		世界は多様な自然環境に満ち溢れ、その中で人々の生活も多彩であり、自ずと社会は多様性に富み価値観は千差万別で多岐にわたることを、サウジアラビアなどの事例を紹介しながら論じる。 タヨウセイ ト カチカン																41555

						4		資源と人間と技術をめぐる多様な価値観 シゲン ニンゲン ギジュツ タヨウ カチカン		天然資源に着目する日本と人材や技術に着目するサウジアラビアの「資源」に対する認識の違いなど紹介しながら、各国における義務教育や人材育成に対する試みに見る価値観の多様性を、日本の歴史や現状と比較しながら論じる。 テンネン シゲン チャクモク ニホン ジンザイ ギジュツ チャクモク シゲン タイ ニンシキ チガ ショウカイ カッコク ギム キョウイク ジンザイ イクセイ タイ ココロ ミ カチカン タヨウセイ ロン

						5		価値観の多様性と社会的規範の多様性		世界には多様な価値観が存在していることをアラブ・イスラム諸国や欧米諸国の例を挙げながら紹介しつつ、その価値観を体現するそれぞれの社会における社会的規範が多彩であることを論じる。 ショコク																41562

				多様性の中における
規範の意味と効果 タヨウ セイ ナカ キハン ハン イミ コウカ		6		日米紛争における　　　　　　社会的規範の意味と効果		第二次世界大戦後に日本とアメリカとの間で起きた繊維、鉄鋼、半導体、自動車などに関する貿易紛争とその結末としての自主管理の意味について検証しつつ、写真フィルム、自動車タイヤ、アジ化ナトリウム、エポキシ樹脂などに関する日米の紛争が自主規制とは異なる経過で解決に至った意義を、条約や法令そしてビジネス慣行などの社会的規範や国際的規範の視点から論じる。 ダイ ニジ セカイ タイセン ゴ ニホン アイダ オ センイ テッコウ ハンドウタイ ジドウシャ カン ボウエキ フンソウ ケツマツ ジシュ カンリ イミ ケンショウ シャシン ジドウシャ カ ジュシ カン ニチベイ フンソウ ジシュ キセイ コト ケイカ カイケツ イタ イギ ジョウヤク ホウレイ カンコウ シャカイテキ キハン コクサイテキ キハン シテン ロン

						7																				41569

				付加価値の創造と
社会的規範 フカ カチ ソウゾウ シャカイ テキ キハン		8		技術革新と世界標準 ギジュツ カクシン セカイ ヒョウジュン		条約や協定といった世界的規範以外に、技術革新に大きな影響をもたらす規範として世界標準などが存在する。世界標準の持つ意味と効果を抗菌防臭加工や生分解性プラスチック、液晶テレビなどの具体例をもとに検証するとともに、世界標準の確立に必須の評価技術について論じる。 セカイテキ キハン イガイ ギジュツ カクシン オオ エイキョウ キハン セカイ ヒョウジュン ソンザイ セカイ ヒョウジュン モ イミ コウカ エキショウ グタイ レイ ケンショウ セカイ ヒョウジュン カクリツ ヒッス ヒョウカ ギジュツ ロン

						9		ものづくりと規範創り		人々の生活を支えるためには付加価値の創造が不可欠である。その価値創りにおいてものづくりと規範創りが深く係り両者が車の両輪として必須であることをロボットなどの事例を基に解説する。合わせて、ものづくりのみならず規範創りにおいても主体者は政府ではなく民間であることを論じる。 ヒトビト セイカツ ササ フカ カチ ソウゾウ フカケツ カチ ヅク リョウシャ ヒッス ア キハン ヅク シュタイシャ セイフ ミンカン ロン																41576

				社会的規範と
科学的方法論		10		法令の策定・運用の実態と　科学的方法論 ホウレイ サクテイ ウンヨウ ジッタイ カガクテキ ホウホウロン		法律や政省令の制定において科学的知見と論理思考が持つ意味を検証しつつ、化学物質審査規制法や食品衛生法などを例に具体的な法令の制定や運用の実態を科学的方法論の視点から検証しつつ、科学的方法論に基づかない法令や制度がもたらす社会的影響を紹介し、日本の課題を明らかにする。 ホウリツ セイショウレイ セイテイ カガクテキ チケン ロンリ シコウ モ イミ ケンショウ カガク ブッシツ シンサ キセイホウ ショクヒン エイセイホウ レイ グタイテキ ホウレイ セイテイ ウンヨウ ジッタイ カガクテキ ホウホウロン シテン ケンショウ カガクテキ ホウホウロン モト ホウレイ セイド シャカイテキ エイキョウ ショウカイ ニホン カダイ アキ

						11		石油使用優先順位の実際に見る日本の課題 セキユ シヨウ ユウセン ジュンイ ジッサイ ミ ニホン カダイ		東日本大震災や福島原子力発電所事故を視野に入れながら1973年の第一次石油危機に制定された石油需給適正化法に基づく石油使用の優先順位の策定の実際を検証しつつ、法令の制定や運用における日本の欠陥を論じる。 シヤ イ ネン ダイ イチジ セキユ キキ セイテイ セキユ ジュキュウ テキセイカ ホウ モト セキユ シヨウ ユウセン ジュンイ サクテイ ジッサイ ケンショウ ホウレイ セイテイ ウンヨウ ニホン ケッカン ロン																41590

				科学的方法論による
戦略思考と
未然防止を目指す社会的規範 カガクテキ ホウホウロン センリャク シコウ ミゼン ボウシ メザ シャカイ テキ キハン		12		科学的方法論の特徴と意味 カガクテキ ホウホウロン トクチョウ イミ		追試可能性や公開性などの科学的方法論が持つ特徴を示しながら、社会的規範の策定において科学的方法論や知的説得が持つ意味と意義を、未然防止の視点やリスクコミュニケーションの視点も踏まえつつ論じる。また、科学的方法論に基づかない法令や制度の脆弱性や非有効性などについて、具体的な事例について検証する。 ツイシ カノウセイ コウカイセイ カガクテキ ホウホウロン モ トクチョウ シメ シャカイテキ キハン サクテイ カガクテキ ホウホウロン チテキ セットク モ イミ イギ ミゼン ボウシ シテン シテン フ ロン カガクテキ ホウホウロン モト ホウレイ セイド ゼイジャクセイ ヒ ユウコウセイ グタイテキ ジレイ ケンショウ

						13		規範科学と未然防止 キハン カガク ミゼン ボウシ		好奇心や欲望に動かされる科学研究や技術開発に対して20世紀の第4四半期になり、社会の課題の解決に積極的に役割を果たす社会のための科学、政策のための科学が提唱された。その文脈にある規範科学が、科学的方法論と知的説得を重視することによりリスクの顕在化を未然に防止するための諸制度を構築してきた事例を紹介し、その意味と意義を論じる。　　 テイショウ ブンミャク ショセイド コウチク ジレイ ショウカイ																41597

						14		未然防止と規範科学 ミゼン ボウシ キハン カガク		科学的知見が示され、かつ、国際的に警鐘が鳴らされていたにもかかわらず毎年1000人を超える死亡者を出しているアスベストを巡る事例などを検証しつつ、国際的に懸念されている新しいインフルエンザの流行に対する対応について、規範科学の視点から日本の課題について論じる。 カガクテキ チケン シメ コクサイテキ ケイショウ ナ マイネン ニン コ シボウ シャ ダ メグ ジレイ ケンショウ コクサイテキ ケネン アタラ リュウコウ タイ タイオウ ロン

				まとめ		15		社会的規範の制定の遅れと国際競争力の喪失 コクサイ		20世紀最大の発明の一つに数えられる組換えDNA技術が1973年に発明された後、社会の諸々の分野へ実践的に展開されていく過程で重要な役割を果たした諸規範の成立の経緯とそこで科学的方法論や知的説得が果たした役割を検証しつつ、ナノ材料分野の動向なども視野に入れながら社会的規範の制定の遅れが国際競争力や雇用に及ぼす影響を論じる。																41969

						16		綜合討論　　　　　　　　　　  　生活安全保障と社会的規範 ソウゴウ トウロン セイカツ アンゼン ホショウ シャカイテキ キハン		化学物質、放射線、病原生物などのもたらすリスクや地震、津波、台風などがもたらすリスクとともに飢餓や失業などがもたらすリスク,や貿易紛争といった国家間の緊張がもたらすリスクなど幅広い視点から生活の安全保障をとらえながら、その維持向上のために社会的規範が果たす役割と技術革新、制度改革、人材改新、社会変革との係わりについて討論する。 カガク ブッシツ ホウシャセン ビョウゲン セイブツ キガ シツギョウ ボウエキ フンソウ コッカ カン キンチョウ ハバヒロ シテン イジ コウジョウ シャカイテキ キハン ハ ヤクワリ ギジュツ カクシン セイド カイカク ジンザイ カイシン シャカイ ヘンカク カカ トウロン



















講師リスト





		年度 ネンド		科目No.		科目名 カモク メイ		連携機関
・講師ID レンケイ キカン コウシ		氏　名		フリガナ		所属（組織名） ショゾク ソシキ メイ		所属（部署名） ショゾク ブショ メイ		職名（役職名） ショクメイ ヤクショクメイ		郵便番号 ユウビンバンゴウ		勤務先所在地（または自宅住所） キンムサキ ショザイチ ジタク ジュウショ		TEL		e-mail		備　考

								有・無 アリ ナシ																				連携機関 レンケイ キカン

								有・無 アリ ナシ																				取りまとめ講師 ト コウシ

		2014		CT135		規範科学基礎論		有・無 アリ ナシ		増田優		マスダマサル		お茶の水女子大学大学院		人間文化創成科学研究科		教授		112-8610		東京都文京区大塚 2-1-1		03-5978-5092/5096		masuda-masaru@ocha.ac.jp

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ

								有・無 アリ ナシ



						１０月１日、８日、１５日、２２日、２９日、１１月１２日、１９日、２６日 






シラバス様式(例)

				２０１4年度○期 ネンド キ				　　知の市場（シラバス）				※MSPゴシックを使用してください。また、セルの幅、高さは変更しないでください。 シヨウ ハバ タカ ヘンコウ																						新規/継続 シンキ ケイゾク



				科目No. カモク		共催/関連講座○○○ カンレン				科目名 カモクメイ		フォントサイズ１４								副題 フクダイ		フォントサイズ１２

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		フォントサイズ１２				水準 スイジュン		フォント　　　　　サイズ１２		教室定員 キョウシツ テイイン		フォント　　　サイズ１２		配信定員 ハイシン テイイン		フォント　　　　　サイズ１２		講義日時 コウギ ニチジ		○曜日○：○～○：○ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		フォントサイズ１２

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		フォントサイズ１２



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義名 コウギ メイ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		講師名 コウシ メイ				所属 ショゾク

				フォントサイズ１１		1		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。） ジ キニュウ イチブ インサツ フカ																フォント　　　　サイズ１１				取りまとめ講師など取りまとめ者　

(取りまとめ者の所属。但し取りまとめ者が講師の場合には、所属を省略する。)

フォント　　　　サイズ１１　　　　　　 コウシ ト シャ ショゾク タダ ト シャ コウシ バアイ ショゾク ショウリャク		フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		2		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		3		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		4		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		5		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		6		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１		フォント　　　　サイズ１１				フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		7		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		8		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		9		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		10		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		11		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		12		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		13		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		14		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

				フォントサイズ１１		15		フォントサイズ１１		フォントサイズ１０（フォントサイズ１１で１５０字記入すると一部印刷不可となります。）																フォント　　　　サイズ１１						フォント　　　　サイズ１１		フォントサイズ１１

















継続科目については、変更点を赤字で記載してください



UT425労働衛生管理  公開用

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		共催講座UT４２５ コウザ				科目名 カモクメイ		労働衛生管理 ロウドウ エイセイ カンリ								副題 フクダイ		職場における労働衛生の基本を実践的に語る ショクバ ロウドウ エイセイ キホン ジッセンテキ カタ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		武田労働衛生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンサルタント事務所 タケダ ロウドウ エイセイ ジム ショ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		15		配信定員 ハイシン テイイン		0		 		水曜日１３：２０～１６：３０　　　　　　　　　　　　　（２講義集中） スイ ヨウビ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・お茶の水女子大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知の市場） トウキョウ チャ ミズ ジョシ ダイガク チ イチバ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		労働衛生は、働くひとたちの健康を守ることなどを目的としているが、初めて担当するとどこから手を付けて良いか迷う人も多い。本講座では、労働衛生管理の基本的な考え方や、仕事の進め方について事例を含めながら解説する。 ロウドウ エイセイ ハタラ ケンコウ マモ モクテキ ハジ タントウ テ ツ ヨ マヨ ヒト オオ ホン コウザ ロウドウ エイセイ カンリ キホンテキ カンガ カタ シゴト スス カタ ジレイ フク カイセツ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				労働衛生の基本 ロウドウ エイセイ キホン		1		労働衛生概論（１） ロウドウ エイセイ ガイロン		講座の進め方やと、労働衛生の目的と５管理などの労働衛生の基本的な事項について説明する。 コウザ スス カタ ロウドウ エイセイ モクテキ カンリ ロウドウ エイセイ キホンテキ ジコウ セツメイ																41976		お茶の水女子大学    　　　  共通講義棟　　　　　３号館208室 チャ ミズ ジョシ ダイガク キョウツウ コウギ トウ ゴウカン シツ		武田繁夫 タケダ シゲオ		武田繁夫 タケダ シゲオ		武田労働衛生コンサルタント事務所 タケダ ロウドウ エイセイ ジム ショ

						2		職業病と作業関連疾患 ショクギョウビョウ サギョウ カンレン シッカン		職業病と作業関連疾患の相違や職業病等の歴史について概要を説明する。 ショクギョウビョウ サギョウ カンレン シッカン ソウイ ショクギョウビョウ トウ レキシ ガイヨウ セツメイ

						3		労働安全衛生法 ロウドウ アンゼン エイセイホウ		職場の労働衛生活動と切り離せない労働安全衛生法について概要を説明する。 ショクバ ロウドウ エイセイ カツドウ キ ハナ ロウドウ アンゼン エイセイホウ ガイヨウ セツメイ																41983

						4		化学物質関係の特別則 カガク ブッシツ カンケイ トクベツ ソク		特定化学物質障害予防規則や有機溶剤中毒予防規則等の化学物質に関する特別則及び国が行う化学物質のリスク評価制度について説明する。 トクテイ カガク ブッシツ ショウガイ ヨボウ キソク ユウキ ヨウザイ チュウドク ヨボウ キソク トウ カガク ブッシツ カン トクベツ ソク オヨ クニ オコナ カガク ブッシツ ヒョウカ セイド セツメイ

						5		安全配慮義務 アンゼン ハイリョ ギム		安全配慮義務が労働契約法に規定されているが、その成立過程を判例を基に説明する。 アンゼン ハイリョ ギム ロウドウ ケイヤク ホウ キテイ セイリツ カテイ ハンレイ モト セツメイ																41990

						6		労働基準法 ロウドウ キジュンホウ		労働時間などの労働条件や就業制限、労働災害の補償などの労働基準法の概要について説明する。 ロウドウ ジカン ロウドウ ジョウケン シュウギョウ セイゲン ロウドウ サイガイ ホショウ ロウドウ キジュンホウ ガイヨウ セツメイ

				健康管理 ケンコウ カンリ		7		健康管理（１） ケンコウ カンリ		法定の健康診断や健康診断結果に基づき事業者が講ずべき措置などに加えて健康情報の取り扱い等について説明する。 ホウテイ ケンコウ シンダン クワ ケンコウ ジョウホウ ト アツカ トウ セツメイ																41997

						8		健康管理（２） ケンコウ カンリ		適正配置、感染症対策、海外赴任者の健康管理などについて説明する。 テキセイ ハイチ カンセンショウ タイサク カイガイ フニン シャ ケンコウ カンリ セツメイ

						9		メンタルヘルス対策
過重労働対策 タイサク カジュウ ロウドウ タイサク		職場におけるメンタルヘルス対策や職場復帰支援そして過重労働による健康障害対策などについて説明する。 ショクバ タイサク ショクバ フッキ シエン カジュウ ロウドウ ケンコウ ショウガイ タイサク セツメイ																2015年
　1月7日 ネン ガツ ニチ

				個別対策 コベツ タイサク		10		化学物質管理（１） カガク ブッシツ カンリ		化学物質の危険有害性の調査や個人ばく露量測定などのリスク評価等について説明する。 カガク ブッシツ キケン ユウガイセイ チョウサ コジン ロ リョウ ソクテイ ヒョウカ トウ セツメイ

						11		化学物質管理（２） カガク ブッシツ カンリ		化学物質のリスク評価に基づき化学物質のばく露を防止するための対策について、保護具を含め説明する。 カガク ブッシツ ヒョウカ モト カガク ブッシツ ロ ボウシ タイサク ホゴ グ フク セツメイ																41653

						12		騒音対策と熱中症対策 ソウオン タイサク ネッチュウ ショウ タイサク		職場における物理的なリスク要因について、騒音や暑熱などを取り上げながらリスク評価やリスク管理の対策について説明する。 ショクバ ブツリテキ ヨウイン ソウオン ショネツ ト ア ヒョウカ カンリ タイサク セツメイ

						13		腰痛対策 ヨウツウ タイサク		休業４日以上の職業性疾病のうち最も多くを占める職場における腰痛症について、現状や対策について説明する。 キュウギョウ モット オオ シ ショクバ ヨウツウショウ ゲンジョウ タイサク セツメイ																41660

						14		高齢者対策		雇用延長などにより高齢者が労働に従事する機会が増えてきおり、その特性に応じた労働環境の整備が求められている。こういった背景を踏まえた高齢者対策つについて説明する。 コヨウ エンチョウ コウレイ シャ ロウドウ ジュウジ キカイ フ トクセイ オウ ロウドウ カンキョウ セイビ モト ハイケイ フ コウレイシャ タイサク セツメイ

				労働衛生の基本 ロウドウ エイセイ キホン		15		労働衛生概論（２） ロウドウ エイセイ ガイロン		これまでの講義を踏まえて職場における労働衛生を向上させるための活動について説明する。 コウギ フ ショクバ ロウドウ エイセイ コウジョウ カツドウ セツメイ																41667



















UT425労働衛生管理

				２０１4年度後期 ネンド アト キ				　　知の市場（シラバス）																										新規 シンキ



				科目No. カモク		共催講座UT４２５ コウザ				科目名 カモクメイ		労働衛生管理 ロウドウ エイセイ カンリ								副題 フクダイ		職場における労働衛生の基本を実践的に語る ショクバ ロウドウ エイセイ キホン ジッセンテキ カタ

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		武田労働衛生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンサルタント事務所 タケダ ロウドウ エイセイ ジム ショ				水準 スイジュン		基礎 キソ		教室定員 キョウシツ テイイン		15		配信定員 ハイシン テイイン		0		 		水曜日１３：２０～１６：３０　　　　　　　　　　　　　（２講義集中） スイ ヨウビ コウギ シュウチュウ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・お茶の水女子大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知の市場） トウキョウ チャ ミズ ジョシ ダイガク チ イチバ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				労働衛生の基本 ロウドウ エイセイ キホン		1		労働衛生概論（１） ロウドウ エイセイ ガイロン		講座の進め方やと、労働衛生の目的と５管理などの労働衛生の基本的な事項について説明する。 コウザ スス カタ ロウドウ エイセイ モクテキ カンリ ロウドウ エイセイ キホンテキ ジコウ セツメイ																41976		お茶の水女子大学 チャ ミズ ジョシ ダイガク		武田繁夫 タケダ シゲオ		武田繁夫 タケダ シゲオ		武田労働衛生コンサルタント事務所 タケダ ロウドウ エイセイ ジム ショ

						2		職業病と作業関連疾患 ショクギョウビョウ サギョウ カンレン シッカン		職業病と作業関連疾患の相違や職業病等の歴史について概要を説明する。 ショクギョウビョウ サギョウ カンレン シッカン ソウイ ショクギョウビョウ トウ レキシ ガイヨウ セツメイ

						3		労働安全衛生法 ロウドウ アンゼン エイセイホウ		職場の労働衛生活動と切り離せない労働安全衛生法について概要を説明する。 ショクバ ロウドウ エイセイ カツドウ キ ハナ ロウドウ アンゼン エイセイホウ ガイヨウ セツメイ																41983

						4		化学物質関係の特別則 カガク ブッシツ カンケイ トクベツ ソク		特定化学物質障害予防規則や有機溶剤中毒予防規則等の化学物質に関する特別則及び国が行う化学物質のリスク評価制度について説明する。 トクテイ カガク ブッシツ ショウガイ ヨボウ キソク ユウキ ヨウザイ チュウドク ヨボウ キソク トウ カガク ブッシツ カン トクベツ ソク オヨ クニ オコナ カガク ブッシツ ヒョウカ セイド セツメイ

						5		安全配慮義務 アンゼン ハイリョ ギム		安全配慮義務が労働契約法に規定されているが、その成立過程を判例を基に説明する。 アンゼン ハイリョ ギム ロウドウ ケイヤク ホウ キテイ セイリツ カテイ ハンレイ モト セツメイ																41990

						6		労働基準法 ロウドウ キジュンホウ		労働時間などの労働条件や就業制限、労働災害の補償などの労働基準法の概要について説明する。 ロウドウ ジカン ロウドウ ジョウケン シュウギョウ セイゲン ロウドウ サイガイ ホショウ ロウドウ キジュンホウ ガイヨウ セツメイ

				健康管理 ケンコウ カンリ		7		健康管理（１） ケンコウ カンリ		法定の健康診断や健康診断結果に基づき事業者が講ずべき措置などに加えて健康情報の取り扱い等について説明する。 ホウテイ ケンコウ シンダン クワ ケンコウ ジョウホウ ト アツカ トウ セツメイ																41997

						8		健康管理（２） ケンコウ カンリ		適正配置、感染症対策、海外赴任者の健康管理などについて説明する。 テキセイ ハイチ カンセンショウ タイサク カイガイ フニン シャ ケンコウ カンリ セツメイ

						9		メンタルヘルス対策
過重労働対策 タイサク カジュウ ロウドウ タイサク		職場におけるメンタルヘルス対策や職場復帰支援そして過重労働による健康障害対策などについて説明する。 ショクバ タイサク ショクバ フッキ シエン カジュウ ロウドウ ケンコウ ショウガイ タイサク セツメイ																2015年
　1月7日 ネン ガツ ニチ

				個別対策 コベツ タイサク		10		化学物質管理（１） カガク ブッシツ カンリ		化学物質の危険有害性の調査や個人ばく露量測定などのリスク評価等について説明する。 カガク ブッシツ キケン ユウガイセイ チョウサ コジン ロ リョウ ソクテイ ヒョウカ トウ セツメイ

						11		化学物質管理（２） カガク ブッシツ カンリ		化学物質のリスク評価に基づき化学物質のばく露を防止するための対策について、保護具を含め説明する。 カガク ブッシツ ヒョウカ モト カガク ブッシツ ロ ボウシ タイサク ホゴ グ フク セツメイ																41653

						12		騒音対策と熱中症対策 ソウオン タイサク ネッチュウ ショウ タイサク		職場における物理的なリスク要因について、騒音や暑熱などを取り上げながらリスク評価やリスク管理の対策について説明する。 ショクバ ブツリテキ ヨウイン ソウオン ショネツ ト ア ヒョウカ カンリ タイサク セツメイ

						13		腰痛対策 ヨウツウ タイサク		休業４日以上の職業性疾病のうち最も多くを占める職場における腰痛症について、現状や対策について説明する。 キュウギョウ モット オオ シ ショクバ ヨウツウショウ ゲンジョウ タイサク セツメイ																41660

						14		高齢者対策		雇用延長などにより高齢者が労働に従事する機会が増えてきおり、その特性に応じた労働環境の整備が求められている。こういった背景を踏まえた高齢者対策つについて説明する。 コヨウ エンチョウ コウレイ シャ ロウドウ ジュウジ キカイ フ トクセイ オウ ロウドウ カンキョウ セイビ モト ハイケイ フ コウレイシャ タイサク セツメイ

				労働衛生の基本 ロウドウ エイセイ キホン		15		労働衛生概論（２） ロウドウ エイセイ ガイロン		これまでの講義を踏まえて職場における労働衛生を向上させるための活動について説明する。 コウギ フ ショクバ ロウドウ エイセイ コウジョウ カツドウ セツメイ																41667




















UT551知的財産論

				２０１4年度後期 ネンド コウキ キ				　　知の市場（シラバス）																										継続 ケイゾク



				科目No. カモク		共催講座 UT５５１				科目名 カモクメイ		知的財産権論 チテキ ザイサン ケン ロン								副題 フクダイ		知的財産権制度の基本と各国の特徴

				連携機関名 レンケイ キカン メイ		 プロメテ国際特許事務所 ・				水準 スイジュン		基礎		教室定員 キョウシツ テイイン		30		配信定員 ハイシン テイイン		0		講義日時 コウギ ニチジ		水曜日18：30～20：30 スイ ヨウビ				拠点
（開講機関） キョテン カイコウ・		東京・お茶の水女子大学
（知の市場） チャ ミズ ジョシ ダイガク チ イチバ

				科目概要(300字) カモク ガイヨウ ジ		ＷＴＯ体制の発足により世界経済の自由化が進展する中、知的財産権の重要性は益々高まっている。そもそも知的財産権とは何なのか、企業経営におけるその意義とはなにかを充分に理解する必要がある。特に、１９８０年代以降、世界の知的財産権制度をリードしてきた米国の実態、そして近年台頭するアジア各国の現状の理解は不可欠である。受講対象者は、知的財産権関連業務に従事されている方、又は興味のある方に限る。



				科目構成 カモク コウセイ		№		講義 コウギ		講義概要(150字) コウギ ガイヨウ ジ																講義日 コウギ ビ		開講場所 カイコウ バショ		取纏め者 ト マト シャ		講師 コウシ		所属 ショゾク

				知財制度の基本と概要		1		全体概要 ゼンタイ ガイヨウ		そもそも知的財産権とは何か？その歴史と本質、企業における知的財産権保護の意義、国際動向等について論じる。 チ ナニ レキシ ホンシツ キギョウ チ ホゴ イギ コクサイ ドウコウ トウ ロン																41906		お茶の水女子大学
共通講義棟
1号館		田村　爾		田村　爾		プロメテ国際特許事務所　
所長、弁理士 ショチョウ ベンリシ

						2		特許制度概要 トッキョ セイド ガイヨウ		日本法を中心に特許制度の概要について論じる。 ニホン ホウ チュウシン トッキョ セイド ガイヨウ ロン																41913

						3		意匠制度概要 イショウ セイド ガイヨウ		日本法を中心に意匠制度の概要について論じる。 ニホン ホウ チュウシン イショウ セイド ガイヨウ ロン																41920						渡邉知子 ワタナベ トモコ		渡邉国際特許事務所　
所長、弁理士 ワタナベ コクサイ トッキョ ジム ショ ショチョウ ベンリシ

						4		商標制度概要 ショウヒョウ セイド ガイヨウ		日本法を中心に商標制度の概要について論じる。 ニホン ホウ チュウシン ショウヒョウ セイド ガイヨウ																41927

						5		著作権制度概要 チョサクケン セイド ガイヨウ		日本法を中心に著作権制度の概要について論じる。 チョサクケン セイド																41934						守山辰雄 モリヤマ タツオ		プロメテ国際特許事務所　
弁理士 コクサイ トッキョ ジム ショ ベンリシ

						6		不正競争行為概要 フセイ キョウソウ コウイ ガイヨウ		日本法を中心に不正競争防止法(不正競争行為)の概要について論じる。 フセイ キョウソウ ボウシホウ フセイ キョウソウ コウイ																41941						杉村純子 スギムラ ジュンコ

				知財紛争処理の概要		7		審決取消訴訟の概要 ガイヨウ		知財紛争、特に特許庁で決定された審決の取消訴訟の概要について、実例を交えながら紹介する。																41955						守山辰雄 モリヤマ タツオ

						8		侵害訴訟の概要 ガイヨウ		知財紛争、特に侵害訴訟の概要について、実例を交えながら紹介する。																41962						杉村純子 スギムラ ジュンコ

				企業等における知財戦略		9		イノベーションと知財戦略 チザイ センリャク		企業が国際競争を勝ち抜くために革新的な技術開発や独創的な製品・サービスの創出が不可欠である。イノベーションを実現する際の知的財産との関わりについて論じる。 キギョウ コクサイ キョウソウ カ ヌ カクシンテキ ギジュツ カイハツ ドクソウテキ セイヒン ソウシュツ フカケツ ジツゲン サイ チテキ ザイサン カカ ロン																41969						澤井敬史 サワイ タカシ		東京理科大学専門職大学院教授 トウキョウ リカ ダイガク センモン ショク ダイガクイン キョウジュ

						10		我が国における知財戦略の概要 ワ クニ チザイ センリャク ガイヨウ		我が国の知財戦略は、内閣に設置された知財戦略本部が担っている。我が国の知財戦略の概要について紹介する。 ワ クニ チザイ センリャク ナイカク セッチ チザイ センリャク ホンブ ニナ ワ クニ チザイ センリャク ガイヨウ ショウカイ																41976						北村弘樹 キタムラ ヒロキ		内閣府知財戦略推進事務局参事官 ナイカク フ チザイ センリャク スイシン ジムキョク サンジカン

						11		インターネットビジネスにおける知財戦略 チザイ センリャク		インターネットビジネスに関する知財戦略は、グローバル化したネットワーク社会の中での権利保護・活用を考慮する必要がある。インターネットビジネスの特殊性を踏まえた知財戦略、特に、特許取得戦略について紹介する。 カン チザイ センリャク カ シャカイ ナカ ケンリ ホゴ カツヨウ コウリョ ヒツヨウ トクシュセイ フ チザイ センリャク トク トッキョ シュトク センリャク ショウカイ																41983						藤松正雄 フジマツ マサオ		プロメテ国際特許事務所　
弁理士 コクサイ トッキョ ジム ショ ベンリシ

				各国知財制度の概要		12		米国知財制度の概要 ベイコク チザイ セイド ガイヨウ		世界的に特異な制度を有し、かつ日本として最も重要な米国知的財産権制度について論じる。特に、８０年代以降の米国プロパテント政策の本質、及び日本企業として最も注意すべき米国精度の特徴点について紹介する。 セカイテキ トクイ セイド ユウ ニホン モット ジュウヨウ ベイコク チ セイド ロン トク ネン ダイ イコウ ベイコク セイサク ホンシツ オヨ ニホン キギョウ モット チュウイ ベイコク セイド トクチョウ テン ショウカイ																41990						中槇利明 ナカ マキ リ メイ		経済産業省特許庁審査第一部審査長 ケイザイ サンギョウショウ トッキョチョウ シンサ ダイ イチブ シンサ チョウ

						13		欧州知財制度の概要 オウシュウ チザイ セイド ガイヨウ		日本の知的財産権制度のモデルとなった欧州の制度について論じる。特に、欧州特許庁創設に至った経緯、域内各国の思惑、利害調整の実態等について紹介する。																41997						田口昌浩 タグチ マサ ヒロシ		経済産業省特許庁審判部審判長 ケイザイ サンギョウショウ トッキョチョウ シンパン ブ シンパンチョウ

						14		東南アジア各国知財制度の概要 トウナン カッコク チザイ セイド ガイヨウ		経済成長が続くＡＳＥＡＮ各国を中心とする新興国における知財制度について論じる。特に、日本企業の進出が加速するタイ、インドネシア、ベトナムを中心に法整備の現状と将来的課題について紹介する。 ケイザイ セイチョウ ツヅ カッコク チュウシン シンコウコク チザイ セイド ロン トク ニホン キギョウ シンシュツ カソク チュウシン ホウ セイビ ゲンジョウ ショウライ テキ カダイ ショウカイ																42011						田村　爾		プロメテ国際特許事務所　
所長、弁理士 ショチョウ ベンリシ

						15		韓国知財制度の概要 カンコク チザイ セイド ガイヨウ		サムスン、現代自動車など高い国際競争力を武器に国際市場を席巻する韓国企業、韓国の急成長の経緯について官民協調による知的財産戦略をもとに紹介する。これに対抗するための日本企業の戦略についても論じる。																42018						榎本吉孝 エノモト ヨシタカ		経済産業省特許庁審査第一部審査長 ケイザイ サンギョウショウ トッキョチョウ シンサ ダイ イチブ シンサ チョウ

						16		中国知財制度の概要 チュウゴク チザイ セイド ガイヨウ		日本経済の将来を左右する中国の知的財産権制度の概要について論じる。社会主義市場経済と言う特異な国家戦略のもと構築された異質な制度と、日本企業としての注意点を中心に紹介する。また、日本の被害額は２０兆円を超えるとも言われる模倣品被害の実態、発生要因、対策のあり方について論じる。 ニホン ケイザイ ショウライ サユウ チュウゴク チテキ ザイサン ケン セイド ガイヨウ ロン シャカイ シュギ シジョウ ケイザイ イ トクイ コッカ センリャク コウチク イシツ セイド ニホン キギョウ チュウイ テン チュウシン ショウカイ																42025						日高賢治 ヒダカ ケンジ		弁理士、政策研究大学院大学・九州工業大学客員教授、早稲田大学講師



















